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は じ め に 

 

青森県の未来を担う財
たから

である子ども・若者が心身ともにたくましく健やかに成長することは、県民全

ての願いです。そして、その実現のため、私たち大人は模範となり、その健全な育成に努め、地域全体

で温かく見守っていく必要があります。 

 近年、少子化や、核家族化、地域力の低下、情報化社会の急速な進展など、子ども・若者を取り巻く

社会環境の急速な変化が子ども・若者の意識や行動に大きな影響を及ぼし、少年非行のほか、いじめや

不登校、ニート、ひきこもり、貧困のほか、インターネットが介在する問題行動など憂慮すべき事態が

多く見られ、子ども・若者を巡る問題はますます複雑化、多様化しています。 

 県では、県の基本計画である「青森県基本計画 未来を変える挑戦」において、「あおもりの未来をつ

くる人財の育成」を重要政策の一つに位置づけ、子どもたちが自己肯定感や充実感を持ち、心身ともに

たくましく健やかに成長するよう、青少年の健全育成に係る諸施策を推進してきたところです。 

「人財」の育成は、未来の青森県づくりの礎です。心豊かでたくましい子ども・若者の育成・支援に

当たっては、教育、福祉、雇用など様々な分野での取組が必要であることから、県では、家庭、学校、

地域社会及び関係機関等と連携して各種の施策を展開しています。 

また、平成１６年度から、子どもたちの豊かな心を育むための取組として、「命を大切にする心を育む

県民運動」を県民総ぐるみで展開してきました。さらに、平成２９年度からは、子どもたちの孤立感の

解消や明るく前向きに未来へ進んでいく気持ちを育むため、地域全体で子どもたちを見守る環境づくり

を進めるための取組を展開しています。また、子ども・若者を取り巻く新たな課題等に対応するべく    

平成３０年３月には、本県の未来を担う子ども・若者の成長と自立を社会全体で支援していくための指

針として、子ども・若者育成支援推進法に基づく「第２次青森県子ども・若者育成支援推進計画」を策

定したところです。 

本書では、第１部は子ども・若者の現状と課題、第２部は子ども・若者育成支援施策の実施状況、第

３部は本県の子ども・若者関連事業の概要について取りまとめています。青少年育成関係者はもとより、

県民の皆様に広く御活用いただき、本県の子ども・若者の育成・支援の一助になることを願っています。 

最後に、本書の作成に当たり御協力いただきました皆様に心から感謝申し上げますとともに、本県の

未来を担う子ども・若者が自らの可能性を大きく伸ばし、心豊かでたくましく育つよう、更なる御支援、

御協力をお願いいたします。  

 平成３０年３月 

青森県環境生活部青少年・男女共同参画課  
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 
 

第１  青 年の人  
 

 

 年 の 状  

  平成 27 年国 による県の総人 は 1 08 人である。 のうち、青 年人 （0 24 ）は 260

人で、総人 （年齢 を く。）に める 合は 20 0 となっている。 

  本県の青 年人 の推 をみると、 5年までは総人 の半数 上を めていたが、 40 年に め

て 50 を 、 後、国 を重 る度に、その める 合が している。 

  は、出生数の 、平 の延 等に加え、大学への進学や 職等による青 年の県 出が要

といえる。 

第 - - 表 県の 年 の （ ）

年
年

年

年 年 年

年 00）

3 00

30 3 3 3 30 3 0

3 3 3 3 3 00

0 3 3 3

3

0 0 0

3 3 3

0 0 3 3

平成 3 3 3 3 3

3 3

3 0

3 3 0

3 3 0 3

30 0 0 0 3 3

（ ）年  
 

 年 （ ） 年  

  平成 27 年国 による本県の年齢 層別（ 別）青 年人 は、15 19 が 60 960 人で も く、

青 年人 の 2 5 を めている。 

  いで、10 14 の 56 969 人（21 9 ）、20 24 の 50 486 人（19 4 ）、5 9 の 48 296 人（18 6 ）、

0 4 の 42 94 人（16 5 ）の となってお 、各 層とも平成 22 年よ も している。 

第 - -2表 年 （ ） 年 （ ）

総数
年齢別

合
総数

年齢別
合

42 94 16 5 21 98 20 960 48 461 16 4 24 618 2 84

48 296 18 6 24 551 2 745 57 58 19 4 29 270 28 088

10 14 56 969 21 9 29 127 27 842 66 02 22 4 697 2 26

15 19 60 960 2 5 1 176 29 784 67 08 22 8 4 0 005

20 24 50 486 19 4 25 928 24 558 56 205 19 0 28 29 27 876

259 654 100 0 1 2 765 126 889 295 55 100 0 150 217 145 1 8

平成27年国 平成22年国

 
 

 

 

( ： 人) 

( ) ( ) 

( ) ( ) 

( ：人) 
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 年  

  平成27年国 よる本県の市町村別の青 年人 は市部では、青森市が56 841人で も く、 いで、

市の 48 291 人、 前市の 8 191 人となってお 、市部にお る青 年人 の める 合は 20 6 で

ある。 

  また、町村部では、おいら 町、 町、 上町、 部町、 町の に く、町村部にお る青 年人

の める 合は 17 9 である。 

第 - - 表 年 （ ）

平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年

0 0 0

3 3 3 3 3 0 3

3 3 3

3 3 3 0 0

0 330 3 0

3 0 3 0 0

0 0 3

3 0 3 0 0

33 3 3 3 0 0 0 0 3

平 3 0 33 30 0 0 0

0 3 3 0 0 3 0 3 3 0

平 3 3 3

3 3 3 3 3

3 0

0 3

0 3

3 0 3 3

0 3 3 0 3

0 3 3

3 3 3 0 3 0 0

3 3 3 3 0

3 3 0 3 0 0 3 0

3 30 0

3 3 33 0 3 3 0

0 3 0 3 0

0 3 0 0 3 030 0

3 0

0 0 3 30 3 0

0 3 0 0

0 0 3 0

3 0 0 3

0 0 3 3

3 3 3

3 3 3

0 3 0 3 0

33 3

0 0 0

3 3 3 3

0 3 3 3

0 0 33 0 3 3

3 3 0 3

30 3 3 33 3 0 0

（ ） 年 年 （0 ） （年 ）

年 （0 ）
年
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第２  青 年の  
 

 の  

  県教育委員会で実施した「平成 29 年度青森県学校 」による本県児童生徒の の平 は、第 

-2- 表のとお である。 
 

    

   、 重、座高とも、加齢に う 向は、 国と であ 、年齢層間の成 （１年間の

）の 化を ると、 子が 子に べて く ークを かえている。 
  

2   の  

        

    子は ての年齢層で 国平 を上回っている。 国平 との では 1 の 1 5c が も大きく、

年間 育 は 11 から 12 が 7 7 と も大きい となっている。 子は 11 年齢層（16 ）で

国平 を上回っている。 国平 との では 10 の 1 6c が も大きく、年間 育 は 9 から 10

が 6 9 と も大きい となっている。 

    イ  重 

    とも ての年齢層で 国平 を上回っている。 子は 国平 との では 12 の 2 6 が も

大きく、年間 育 は 11 から 12 が 5 9 と も大きい となっている。 子は 国平 との で

は 12 の 2 2 が も大きく、年間 育 は 10 から 11 が 5 1 と も大きい となっている。 

 

 の  

  県教育委員会で実施した「平成 29 年度青森県 、 、ライフ イル 」による本県児童生徒の 

テ の は、第 -2-2 表のとお である。 

 

    

    テ の 点 表に き、各 の平 を 点化した合 点は、平成 15 年度まで

とも 年齢層で 国平 を下回っている状況にあった。しかし、平成 16 年度 において、 めて

国平 を上回る年齢層が現 めた。平成 18 年度 では、 子が８年齢層（６ から 11 、16 、

17 ）、 子は 10 年齢層（６ から 12 、15 から 17 ）で 国平 を上回る とな 、 向上

の しが ら ていた。 

年度 にお る県の合 点の平 は、 子が 年齢層（ から 15 ）、 子は 年齢層で、平

成 28 年度を上回る となった。しかしながら、 国と すると、 年齢層で 国平 を下回る

となった。また、各 において 国平 を上回った年齢層の合 は、 子は 17 年齢層から 12 年齢

層、 子も 0 年齢層から 29 年齢層へと する となった。 の とから、本県児童生徒の を、

合 点の平 各 にお る平 で ると、 国との はま ま 大きいと える。 

   般的にみると、 子は 性が 国平 を上回る 向にあるが、 性、 、 、 、

投 は 国平 を下回る 向にある。 子は 性、 が 国平 を上回る 向にあるが、

性、 、 、投 は 国平 を下回る 向にある。また、年齢層 によって各 の合

点に らつきが ら る とから、 ラン のと た 向上が図 るよう取 組 でいかな なら

ない。 
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2   の状況（ 平 の ） 

      （ ） 

    対象である 12 の年齢層のうち、 子は 年齢層（11 、1 、14 、16 ）で 国平 を上

回 、 子は 年齢層（ から 10 、17 ）で 国平 を上回っている。   

  イ 上 し（ ） 

        子は 年齢層で 国平 を下回 、 子は２年齢層 （10 、17 ）で 国平 を上回っている。 

     座 前 （ 性） 

        子は１年齢層（15 ）で 国平 を上回 、 子は３年齢層（15 から 17 ）で 国平 を上回

っている。 

     と （ 性） 

        子は 年齢層（6 から 9 、15 ）で 国平 を上回 、 子は８年齢層（6 から 11 、15

、16 ）で 国平 を上回っている。 

     （ ）  12 上は 20 シ ルランとの選  

        とも、12 から 17 までの 年齢層で 国平 を下回っている。 

    カ 20 シ ルラン（ ）  11 下は 実施、12 上は との選  

        子は２年齢層（ 、15 ）で 国平 を上回 、 子は 年齢層（6 から 11 、15 ）で

国平 を上回っている。 

     50 （ ） 

        子は 年齢層で 国平 を下回 、 子は３年齢層（15 から 17 ）で 国平 を上回っている。 

    ク ち と （ ） 

    とも 6 から 17 までの 年齢層で 国平 を下回っている。 

     ール投げ（投 ） 

     子は 年齢層で 国平 を下回 、 子は１年齢層 （ ）で 国平 を上回っている。 
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第 -2- 表 年 の 県平 平  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出 ： 国 部 学 生 学習政策 「平成 29 年度学校 」 

県 ー 課「平成 28・29 年度青森県学校 」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

 国  国

平成29年度
平

平成29年度
平

平成28年度
平

年間 育 平成29年度
平

平成29年度
平

平成28年度
平

年間 育

6 116 5 117 1 117 2 21 4 22 1 22 1

7 122 5 12 12 1 6 1 24 1 25 0 25 0 2 9

8 128 2 128 9 128 9 5 8 27 2 28 5 28 4 5

9 1 5 1 4 4 1 4 5 5 0 5 2 1 2 1 7

10 1 9 0 1 9 9 1 9 9 5 6 4 2 5 8 6 0 7

11 145 0 146 146 4 6 4 8 2 40 5 40 7 4 5

12 152 8 154 1 154 2 7 7 44 0 46 6 46 4 5 9

1 160 0 161 5 161 5 7 49 0 51 4 51 5 5 0

子 14 165 166 5 166 1 5 0 5 9 56 56 2 4 8

15 168 2 168 8 169 2 7 58 9 61 61 2 5 1

16 169 9 170 4 170 1 1 60 6 62 8 62 7 1 6

17 170 6 171 0 170 8 0 7 62 6 64 8 64 7 2 1

6 115 7 116 116 4 21 0 21 7 21 6

7 121 5 122 5 122 5 6 1 2 5 24 4 24 4 2 8

8 127 128 4 128 4 5 9 26 4 27 8 27 7 4

9 1 4 1 4 6 1 4 8 6 2 29 9 1 4 1 6 7

10 140 1 141 7 141 5 6 9 4 0 5 9 5 7 4

11 146 7 148 1 148 1 6 6 9 0 40 8 41 0 5 1

12 151 8 152 8 152 7 4 7 4 6 45 8 45 6 4 8

1 154 9 155 5 155 7 2 8 47 2 49 0 49 2 4

子 14 156 5 157 0 156 9 1 50 0 51 7 51 8 2 5

15 157 1 157 156 9 0 4 51 6 5 1 5 0 1

16 157 6 157 5 157 5 0 6 52 6 5 6 5 8 0 6

17 157 8 158 0 157 6 0 5 5 0 54 1 54 2 0

性
別

年
齢

（ ） 重（ ）

青 森 県 青 森 県

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

 国  国

平成29年度
平

平成29年度
平

平成28年度
平

年間 育 平成29年度
平

平成29年度
平

平成28年度
平

年間 育

6 116 5 117 1 117 2 21 4 22 1 22 1

7 122 5 12 12 1 6 1 24 1 25 0 25 0 2 9

8 128 2 128 9 128 9 5 8 27 2 28 5 28 4 5

9 1 5 1 4 4 1 4 5 5 0 5 2 1 2 1 7

10 1 9 0 1 9 9 1 9 9 5 6 4 2 5 8 6 0 7

11 145 0 146 146 4 6 4 8 2 40 5 40 7 4 5

12 152 8 154 1 154 2 7 7 44 0 46 6 46 4 5 9

1 160 0 161 5 161 5 7 49 0 51 4 51 5 5 0

子 14 165 166 5 166 1 5 0 5 9 56 56 2 4 8

15 168 2 168 8 169 2 7 58 9 61 61 2 5 1

16 169 9 170 4 170 1 1 60 6 62 8 62 7 1 6

17 170 6 171 0 170 8 0 7 62 6 64 8 64 7 2 1

6 115 7 116 116 4 21 0 21 7 21 6

7 121 5 122 5 122 5 6 1 2 5 24 4 24 4 2 8

8 127 128 4 128 4 5 9 26 4 27 8 27 7 4

9 1 4 1 4 6 1 4 8 6 2 29 9 1 4 1 6 7

10 140 1 141 7 141 5 6 9 4 0 5 9 5 7 4

11 146 7 148 1 148 1 6 6 9 0 40 8 41 0 5 1

12 151 8 152 8 152 7 4 7 4 6 45 8 45 6 4 8

1 154 9 155 5 155 7 2 8 47 2 49 0 49 2 4

子 14 156 5 157 0 156 9 1 50 0 51 7 51 8 2 5

15 157 1 157 156 9 0 4 51 6 5 1 5 0 1

16 157 6 157 5 157 5 0 6 52 6 5 6 5 8 0 6

17 157 8 158 0 157 6 0 5 5 0 54 1 54 2 0

性
別

年
齢

（ ） 重（ ）

青 森 県 青 森 県

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校
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出 ： 国 「平成 28 年度 部 学 ・運動 」 

県 ー 課「平成 29 年度青森県 、 、ライフ イル 」 
 （ ） ：  

： 国平 を とした県平 の 点 
 

第 -2-2 表 年 平  

本数 平 本数 平 本数 平 本数 平 本数 平

国 1 121 9 44 2 0 1 124 11 64 5 60 1 116 26 26 6 6 1 119 28 1 5 4

1 6 県 4 7 6 9 21 2 27 4 726 11 25 5 7 4 72 24 99 6 24 4 728 28 52 5 5

年 49 00 49 0 48 08 50 7

国 1 12 11 22 2 59 1 121 14 56 5 47 1 115 27 85 6 77 1 110 2 20 6 40

小 2 7 県 4 644 11 09 2 50 4 6 5 14 0 5 94 4 642 26 47 6 76 4 6 2 1 6 48

年 49 50 49 0 47 96 50 17

国 1 120 12 81 2 92 1 124 16 48 5 68 1 122 29 28 7 06 1 120 6 26 7 50

8 県 4 978 12 81 2 9 4 985 16 0 5 91 4 995 28 7 6 87 4 982 6 60 6 94

年 50 00 49 68 48 71 50 45

国 1 121 14 94 12 1 121 18 71 5 5 1 124 0 4 7 04 1 115 9 66 7 2

4 9 県 5 010 14 70 2 4 988 18 17 6 27 4 998 29 95 7 60 4 994 40 25 7 55

年 49 2 49 02 49 45 50 81

国 1 12 16 96 69 1 115 20 81 5 47 1 120 18 7 1 116 4 98 6 92

校 5 10 県 5 010 16 70 90 4 99 20 28 6 14 5 008 1 42 7 47 4 992 4 96 7 21

年 49 0 49 0 47 60 49 97

国 1 119 19 76 4 22 1 122 22 66 5 6 1 12 6 0 8 20 1 118 46 70 6 28

6 11 県 4 980 19 78 4 90 4 971 21 76 5 99 4 972 26 7 8 4 965 46 22 7 41

年 50 05 48 2 46 62 49 24

国 1 400 24 7 6 1 1 40 24 64 5 55 1 400 9 20 9 18 1 92 50 2 6 5 508 41 25 55 10

1 12 県 5 189 24 5 6 44 5 172 2 61 6 10 5 188 8 84 9 48 5 164 49 2 7 19 1796 4 5 02 80 76

中 年 49 97 48 14 49 61 48 46 05

国 1 402 0 00 7 07 1 401 28 5 5 72 1 402 4 57 9 90 1 401 5 6 7 08 511 72 54 44 92

学 2 1 県 5 77 0 12 7 20 5 52 27 0 5 99 5 65 4 18 10 11 5 52 24 7 55 1867 402 99 68 77

年 50 17 47 69 49 61 48 42 4 22

校 国 1 400 5 02 7 0 1 404 0 5 75 1 408 47 48 10 52 1 94 56 54 6 79 494 62 84 4 4

14 県 5 697 5 1 7 46 5 666 29 5 6 0 5 682 46 95 10 78 5 64 55 18 7 5 2015 89 52 67 76

年 50 40 48 0 49 50 48 00 4 84

国 1 419 8 50 7 10 1 408 29 76 5 85 1 415 47 7 10 6 1 40 55 69 6 71 548 74 94 50 20

1 15 県 4 190 8 10 7 12 4 178 29 69 5 85 4 187 47 40 10 8 4 171 55 78 6 89 2015 99 8 69 87

高 年 49 44 49 88 50 0 50 1 45 1

 国 1 418 40 2 7 26 1 41 1 6 1 1 417 49 45 10 70 1 411 57 0 6 94 558 56 1 51 50

2 16 県 4 244 40 49 7 5 4 217 1 12 5 92 4 2 5 49 27 10 69 4 198 56 76 7 26 1994 91 67 69 07

年 50 2 49 67 49 8 49 22 4 1

校 国 1 4 6 42 51 7 5 1 4 2 85 6 17 1 4 8 51 64 11 19 1 426 58 68 7 16 571 54 26 48 80

17 県 4 240 41 97 7 5 4 2 2 2 24 6 06 4 2 0 50 64 11 12 4 227 57 6 7 49 1979 9 81 7 0

年 49 28 49 01 49 11 48 16 41 90

学

( 子 1500 )

座 前  (c ) と  (回)  ( )校 学

年

年

齢

 ( ) 上 し (回)

 年 平

本数 平 本数 平 本数 平 本数 平 本数 平

国 1 121 9 44 2 0 1 124 11 64 5 60 1 116 26 26 6 6 1 119 28 1 5 4

1 6 県 4 7 6 9 21 2 27 4 726 11 25 5 7 4 72 24 99 6 24 4 728 28 52 5 5

年 49 00 49 0 48 08 50 7

国 1 12 11 22 2 59 1 121 14 56 5 47 1 115 27 85 6 77 1 110 2 20 6 40

小 2 7 県 4 644 11 09 2 50 4 6 5 14 0 5 94 4 642 26 47 6 76 4 6 2 1 6 48

年 49 50 49 0 47 96 50 17

国 1 120 12 81 2 92 1 124 16 48 5 68 1 122 29 28 7 06 1 120 6 26 7 50

8 県 4 978 12 81 2 9 4 985 16 0 5 91 4 995 28 7 6 87 4 982 6 60 6 94

年 50 00 49 68 48 71 50 45

国 1 121 14 94 12 1 121 18 71 5 5 1 124 0 4 7 04 1 115 9 66 7 2

4 9 県 5 010 14 70 2 4 988 18 17 6 27 4 998 29 95 7 60 4 994 40 25 7 55

年 49 2 49 02 49 45 50 81

国 1 12 16 96 69 1 115 20 81 5 47 1 120 18 7 1 116 4 98 6 92

校 5 10 県 5 010 16 70 90 4 99 20 28 6 14 5 008 1 42 7 47 4 992 4 96 7 21

年 49 0 49 0 47 60 49 97

国 1 119 19 76 4 22 1 122 22 66 5 6 1 12 6 0 8 20 1 118 46 70 6 28

6 11 県 4 980 19 78 4 90 4 971 21 76 5 99 4 972 26 7 8 4 965 46 22 7 41

年 50 05 48 2 46 62 49 24

国 1 400 24 7 6 1 1 40 24 64 5 55 1 400 9 20 9 18 1 92 50 2 6 5 508 41 25 55 10

1 12 県 5 189 24 5 6 44 5 172 2 61 6 10 5 188 8 84 9 48 5 164 49 2 7 19 1 796 4 5 02 80 76

中 年 49 97 48 14 49 61 48 46 05

国 1 402 0 00 7 07 1 401 28 5 5 72 1 402 4 57 9 90 1 401 5 6 7 08 511 72 54 44 92

学 2 1 県 5 77 0 12 7 20 5 52 27 0 5 99 5 65 4 18 10 11 5 52 24 7 55 1 867 402 99 68 77

年 50 17 47 69 49 61 48 42 4 22

校 国 1 400 5 02 7 0 1 404 0 5 75 1 408 47 48 10 52 1 94 56 54 6 79 494 62 84 4 4

14 県 5 697 5 1 7 46 5 666 29 5 6 0 5 682 46 95 10 78 5 64 55 18 7 5 2 015 89 52 67 76

年 50 40 48 0 49 50 48 00 4 84

国 1 419 8 50 7 10 1 408 29 76 5 85 1 415 47 7 10 6 1 40 55 69 6 71 548 74 94 50 20

1 15 県 4 190 8 10 7 12 4 178 29 69 5 85 4 187 47 40 10 8 4 171 55 78 6 89 2 015 99 8 69 87

高 年 49 44 49 88 50 0 50 1 45 1

 国 1 418 40 2 7 26 1 41 1 6 1 1 417 49 45 10 70 1 411 57 0 6 94 558 56 1 51 50

2 16 県 4 244 40 49 7 5 4 217 1 12 5 92 4 2 5 49 27 10 69 4 198 56 76 7 26 1 994 91 67 69 07

年 50 2 49 67 49 8 49 22 4 1

校 国 1 4 6 42 51 7 5 1 4 2 85 6 17 1 4 8 51 64 11 19 1 426 58 68 7 16 571 54 26 48 80

17 県 4 240 41 97 7 5 4 2 2 2 24 6 06 4 2 0 50 64 11 12 4 227 57 6 7 49 1 979 9 81 7 0

年 49 28 49 01 49 11 48 16 41 90

学

校
( 子 1500 )

座 前  (c ) と  (回)  ( )学
年

年
齢

 ( ) 上 し (回)
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出 ： 国 「平成 28 年度 部 学 ・運動 」 

県 ー 課「平成 29 年度青森県 、 、ライフ イル 」 
 （ ） ：  

： 国平 を とした県平 の 点 
 

 

本数 平 本数 平 本数 平 本数 平 本数 平

国 1 11 19 22 9 71 1 109 11 51 1 04 1 124 114 6 17 82 1 119 8 67 28 1 051 0 92 6 4

1 6 県 4 72 19 09 9 96 4 712 11 89 1 42 4 7 4 111 6 18 7 4 719 8 06 24 4 686 29 84 6 7

年 49 87 46 5 48 2 48 14 48 2

国 1 122 28 69 14 27 1 112 10 65 0 90 1 125 126 4 17 72 1 122 12 26 4 87 1 064 8 19 7 22

小 2 7 県 4 627 29 16 1 85 4 6 4 10 85 1 18 4 6 2 12 66 19 05 4 6 5 11 51 4 57 4 605 7 26 7 65

年 50 47 78 48 49 48 46 48 71

国 1 126 8 52 17 57 1 11 10 01 0 84 1 120 1 6 25 17 42 1 121 15 89 5 95 1 076 44 5 7 8

8 県 4 976 7 62 17 11 4 986 10 5 1 17 4 988 1 2 42 19 15 4 980 15 00 5 89 4 9 8 4 25 8 16

年 49 49 45 95 47 80 48 50 48 7

国 1 126 48 00 19 91 1 118 9 61 0 81 1 124 145 26 18 62 1 126 20 2 7 21 1 084 50 2 7 97

4 9 県 4 980 46 5 19 95 4 990 9 9 1 14 4 994 142 27 20 51 4 994 19 05 7 9 4 94 48 85 9 02

年 49 26 46 05 48 9 48 24 48 16

国 1 126 57 48 20 99 1 117 9 21 0 77 1 122 15 72 18 86 1 126 2 54 8 08 1 074 56 2 8 20

校 5 10 県 4 992 55 45 22 14 4 99 9 54 1 06 4 99 152 15 21 44 4 992 22 9 8 55 4 9 4 54 8 9 18

年 49 0 45 71 49 17 49 25 47 74

国 1 12 65 50 21 82 1 114 8 79 0 74 1 122 166 55 19 94 1 122 27 21 8 72 1 076 62 02 7 97

6 11 県 4 946 6 90 2 08 4 965 9 07 1 00 4 972 16 02 2 02 4 972 27 10 10 02 4 901 59 76 9 42

年 49 27 46 22 48 2 49 87 47 16

国 888 74 94 2 9 1 91 8 42 0 78 1 96 182 01 2 48 1 402 18 64 4 92 1 24 5 51 8 50

1 12 県 4 122 69 50 2 95 5 1 9 8 56 1 00 5 158 180 21 26 8 5 150 17 22 5 06 5 010 5 12 8 86

中 年 47 67 48 21 49 2 47 11 49 54

国 889 90 85 24 51 1 91 7 82 0 66 1 96 199 7 2 48 1 404 21 55 5 49 1 8 44 48 9 49

学 2 1 県 4 200 84 85 24 18 5 05 7 9 0 90 5 49 198 0 26 41 5 01 20 07 5 49 5 152 4 27 9 95

年 47 55 48 49 28 47 0 48 72

校 国 899 98 77 22 9 1 85 7 45 0 58 1 40 21 4 22 82 1 95 24 01 5 74 1 0 51 05 9 5

14 県 4 2 92 01 24 80 5 59 7 57 0 79 5 660 212 41 26 20 5 621 22 66 5 77 5 425 49 80 10 2

年 46 98 47 9 49 59 47 65 48 69

国 859 85 9 26 68 1 94 7 40 0 54 1 407 220 6 21 96 1 405 24 81 5 74 1 4 51 58 9 70

1 15 県 212 86 8 2 86 4 141 7 4 0 66 4 168 216 75 24 60 4 17 2 58 5 78 4 078 50 88 10 0

高 年 50 4 49 44 48 2 47 86 49 28

 国 850 91 69 28 0 1 89 7 27 0 57 1 407 22 85 22 44 1 415 25 61 6 2 1 55 29 10 2

2 16 県 256 91 57 26 64 4 174 7 1 0 74 4 209 22 60 24 49 4 205 24 69 6 07 4 082 54 17 10 4

年 49 96 49 0 49 89 48 52 48 91

校 国 857 94 62 28 11 1 410 7 1 0 56 1 424 2 1 8 21 95 1 4 6 27 2 6 5 1 60 58 7 10 16

17 県 261 91 46 27 77 4 190 7 22 0 71 4 222 225 9 25 75 4 21 25 9 6 40 4 118 56 20 10 9

年 48 88 48 9 47 52 47 95 47 51

ンド ール投げ ( ) 合 点 (点)
(小学生は 投げ)

20  シ ルラン(回) 50   ( ) ち と  (c )校 学

年

年

齢

学

本数 平 本数 平 本数 平 本数 平 本数 平

国 1 11 19 22 9 71 1 109 11 51 1 04 1 124 114 6 17 82 1 119 8 67 28 1 051 0 92 6 4

1 6 県 4 72 19 09 9 96 4 712 11 89 1 42 4 7 4 111 6 18 7 4 719 8 06 24 4 686 29 84 6 7

年 49 87 46 5 48 2 48 14 48 2

国 1 122 28 69 14 27 1 112 10 65 0 90 1 125 126 4 17 72 1 122 12 26 4 87 1 064 8 19 7 22

小 2 7 県 4 627 29 16 1 85 4 6 4 10 85 1 18 4 6 2 12 66 19 05 4 6 5 11 51 4 57 4 605 7 26 7 65

年 50 47 78 48 49 48 46 48 71

国 1 126 8 52 17 57 1 11 10 01 0 84 1 120 1 6 25 17 42 1 121 15 89 5 95 1 076 44 5 7 8

8 県 4 976 7 62 17 11 4 986 10 5 1 17 4 988 1 2 42 19 15 4 980 15 00 5 89 4 9 8 4 25 8 16

年 49 49 45 95 47 80 48 50 48 7

国 1 126 48 00 19 91 1 118 9 61 0 81 1 124 145 26 18 62 1 126 20 2 7 21 1 084 50 2 7 97

4 9 県 4 980 46 5 19 95 4 990 9 9 1 14 4 994 142 27 20 51 4 994 19 05 7 9 4 94 48 85 9 02

年 49 26 46 05 48 9 48 24 48 16

国 1 126 57 48 20 99 1 117 9 21 0 77 1 122 15 72 18 86 1 126 2 54 8 08 1 074 56 2 8 20

校 5 10 県 4 992 55 45 22 14 4 99 9 54 1 06 4 99 152 15 21 44 4 992 22 9 8 55 4 9 4 54 8 9 18

年 49 0 45 71 49 17 49 25 47 74

国 1 12 65 50 21 82 1 114 8 79 0 74 1 122 166 55 19 94 1 122 27 21 8 72 1 076 62 02 7 97

6 11 県 4 946 6 90 2 08 4 965 9 07 1 00 4 972 16 02 2 02 4 972 27 10 10 02 4 901 59 76 9 42

年 49 27 46 22 48 2 49 87 47 16

国 888 74 94 2 9 1 91 8 42 0 78 1 96 182 01 2 48 1 402 18 64 4 92 1 24 5 51 8 50

1 12 県 4 122 69 50 2 95 5 1 9 8 56 1 00 5 158 180 21 26 8 5 150 17 22 5 06 5 010 5 12 8 86

中 年 47 67 48 21 49 2 47 11 49 54

国 889 90 85 24 51 1 91 7 82 0 66 1 96 199 7 2 48 1 404 21 55 5 49 1 8 44 48 9 49

学 2 1 県 4 200 84 85 24 18 5 05 7 9 0 90 5 49 198 0 26 41 5 01 20 07 5 49 5 152 4 27 9 95

年 47 55 48 49 28 47 0 48 72

校 国 899 98 77 22 9 1 85 7 45 0 58 1 40 21 4 22 82 1 95 24 01 5 74 1 0 51 05 9 5

14 県 4 2 92 01 24 80 5 59 7 57 0 79 5 660 212 41 26 20 5 621 22 66 5 77 5 425 49 80 10 2

年 46 98 47 9 49 59 47 65 48 69

国 859 85 9 26 68 1 94 7 40 0 54 1 407 220 6 21 96 1 405 24 81 5 74 1 4 51 58 9 70

1 15 県 212 86 8 2 86 4 141 7 4 0 66 4 168 216 75 24 60 4 17 2 58 5 78 4 078 50 88 10 0

高 年 50 4 49 44 48 2 47 86 49 28

 国 850 91 69 28 0 1 89 7 27 0 57 1 407 22 85 22 44 1 415 25 61 6 2 1 55 29 10 2

2 16 県 256 91 57 26 64 4 174 7 1 0 74 4 209 22 60 24 49 4 205 24 69 6 07 4 082 54 17 10 4

年 49 96 49 0 49 89 48 52 48 91

校 国 857 94 62 28 11 1 410 7 1 0 56 1 424 2 1 8 21 95 1 4 6 27 2 6 5 1 60 58 7 10 16

17 県 261 91 46 27 77 4 190 7 22 0 71 4 222 225 9 25 75 4 21 25 9 6 40 4 118 56 20 10 9

年 48 88 48 9 47 52 47 95 47 51

ンド ール投げ ( ) 合 点 (点)
(小学生は 投げ)

20  シ ルラン(回) 50   ( ) ち と  (c )校 学
年

年
齢

学
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出 ： 国 「平成 28 年度 部 学 ・運動 」 

県 ー 課「平成 29 年度青森県 、 、ライフ イル 」 
 （ ） ：  

： 国平 を とした県平 の 点 
 

 

本数 平 本数 平 本数 平 本数 平 本数 平

国 1 118 8 81 2 22 1 122 11 25 5 17 1 110 28 2 6 28 1 110 27 51 4 54

1 6 県 4 656 8 7 2 1 4 651 10 95 5 46 4 659 27 42 6 26 4 649 27 95 4 69

年 49 64 49 42 48 71 50 97

国 1 115 10 40 2 1 128 1 87 5 12 1 117 0 81 6 77 1 11 1 15 5 5

小 2 7 県 4 597 10 48 2 5 4 592 1 5 5 66 4 595 29 7 6 71 4 588 1 69 5 88

年 50 4 49 4 47 87 50 98

国 1 122 12 0 2 56 1 119 15 98 5 4 1 119 2 47 6 90 1 110 5 0 6 81

8 県 4 678 12 18 2 77 4 680 15 5 5 64 4 686 1 6 6 85 4 666 5 67 6 41

年 50 59 49 16 48 78 50 94

国 1 120 14 04 2 96 1 119 17 87 5 0 1 121 4 1 7 08 1 11 7 95 6 68

4 9 県 4 790 14 05 17 4 780 17 68 5 56 4 786 7 7 64 4 777 9 29 6 9

年 50 0 49 64 49 44 52 01

国 1 122 16 41 67 1 114 19 2 4 89 1 118 6 9 7 12 1 116 41 95 6 62

校 5 10 県 5 044 16 57 96 5 028 19 40 5 57 5 0 8 5 61 8 00 5 026 42 51 6 7

年 50 44 50 16 48 15 50 85

国 1 12 19 70 4 7 1 121 20 54 4 95 1 118 40 12 7 96 1 120 4 88 6 27

6 11 県 4 876 19 52 4 4 4 868 20 40 5 40 4 87 8 07 8 4 85 44 2 6 51

年 49 59 49 72 47 42 50 56

国 1 404 22 01 4 8 1 99 21 0 5 4 1 97 4 51 9 2 1 85 46 02 5 67 516 289 26 8 1

1 12 県 5 084 22 00 4 46 5 06 20 89 5 6 5 077 42 7 9 4 5 054 45 76 5 88 1 726 297 06 41 67

中 年 49 98 49 24 49 16 49 54 47 96

国 1 97 24 44 4 4 1 402 24 4 5 70 1 97 46 22 9 1 1 91 47 88 6 0 5 6 279 5 40 98

学 2 1 県 5 211 24 08 4 62 5 179 2 08 5 71 5 199 45 49 9 66 5 150 47 00 6 29 1 784 296 1 46 22

年 49 17 47 79 49 20 48 54 45 91

校 国 1 400 25 74 4 51 1 402 25 06 5 82 1 98 47 75 9 8 1 85 48 75 6 02 496 279 46 8 02

14 県 5 1 25 50 4 58 5 297 24 04 5 82 5 11 47 7 9 94 5 270 47 65 6 5 1 901 297 9 49 69

年 49 47 48 25 49 98 48 17 45 14

国 1 4 1 26 07 4 78 1 425 2 5 5 96 1 4 1 47 00 10 27 1 421 47 57 6 12 545 297 79 44 09

1 15 県 4 126 25 78 4 68 4 109 2 5 78 4 122 47 9 10 07 4 096 47 82 5 60 1 8 5 19 04 51 1

高 年 49 9 49 97 50 8 50 41 45 18

 国 1 426 26 66 5 22 1 4 1 24 45 6 74 1 4 0 47 8 10 47 1 4 1 47 99 6 68 579 297 46 51 8

2 16 県 4 116 26 47 4 71 4 104 24 4 5 97 4 112 47 86 10 06 4 08 48 18 5 89 1 858 18 96 55 7

年 49 64 49 84 50 0 50 28 45 82

校 国 1 4 4 26 88 5 12 1 4 4 24 52 6 88 1 4 5 49 15 10 54 1 4 5 48 21 6 84 580 298 55 22

17 県 4 198 26 97 4 74 4 167 24 7 6 11 4 192 49 8 9 94 4 156 47 81 6 26 1 909 29 4 62 85

年 50 18 50 1 50 22 49 42 44 7

学

校 学

年

年

齢

 ( ) 上 し (回) 座 前  (c )

( 子 1000 )

 ( )と  (回)

本数 平 本数 平 本数 平 本数 平 本数 平

国 1 118 8 81 2 22 1 122 11 25 5 17 1 110 28 2 6 28 1 110 27 51 4 54

1 6 県 4 656 8 7 2 1 4 651 10 95 5 46 4 659 27 42 6 26 4 649 27 95 4 69

年 49 64 49 42 48 71 50 97

国 1 115 10 40 2 1 128 1 87 5 12 1 117 0 81 6 77 1 11 1 15 5 5

小 2 7 県 4 597 10 48 2 5 4 592 1 5 5 66 4 595 29 7 6 71 4 588 1 69 5 88

年 50 4 49 4 47 87 50 98

国 1 122 12 0 2 56 1 119 15 98 5 4 1 119 2 47 6 90 1 110 5 0 6 81

8 県 4 678 12 18 2 77 4 680 15 5 5 64 4 686 1 6 6 85 4 666 5 67 6 41

年 50 59 49 16 48 78 50 94

国 1 120 14 04 2 96 1 119 17 87 5 0 1 121 4 1 7 08 1 11 7 95 6 68

4 9 県 4 790 14 05 17 4 780 17 68 5 56 4 786 7 7 64 4 777 9 29 6 9

年 50 0 49 64 49 44 52 01

国 1 122 16 41 67 1 114 19 2 4 89 1 118 6 9 7 12 1 116 41 95 6 62

校 5 10 県 5 044 16 57 96 5 028 19 40 5 57 5 0 8 5 61 8 00 5 026 42 51 6 7

年 50 44 50 16 48 15 50 85

国 1 12 19 70 4 7 1 121 20 54 4 95 1 118 40 12 7 96 1 120 4 88 6 27

6 11 県 4 876 19 52 4 4 4 868 20 40 5 40 4 87 8 07 8 4 85 44 2 6 51

年 49 59 49 72 47 42 50 56

国 1 404 22 01 4 8 1 99 21 0 5 4 1 97 4 51 9 2 1 85 46 02 5 67 516 289 26 8 1

1 12 県 5 084 22 00 4 46 5 06 20 89 5 6 5 077 42 7 9 4 5 054 45 76 5 88 1 726 297 06 41 67

中 年 49 98 49 24 49 16 49 54 47 96

国 1 97 24 44 4 4 1 402 24 4 5 70 1 97 46 22 9 1 1 91 47 88 6 0 5 6 279 5 40 98

学 2 1 県 5 211 24 08 4 62 5 179 2 08 5 71 5 199 45 49 9 66 5 150 47 00 6 29 1 784 296 1 46 22

年 49 17 47 79 49 20 48 54 45 91

校 国 1 400 25 74 4 51 1 402 25 06 5 82 1 98 47 75 9 8 1 85 48 75 6 02 496 279 46 8 02

14 県 5 1 25 50 4 58 5 297 24 04 5 82 5 11 47 7 9 94 5 270 47 65 6 5 1 901 297 9 49 69

年 49 47 48 25 49 98 48 17 45 14

国 1 4 1 26 07 4 78 1 425 2 5 5 96 1 4 1 47 00 10 27 1 421 47 57 6 12 545 297 79 44 09

1 15 県 4 126 25 78 4 68 4 109 2 5 78 4 122 47 9 10 07 4 096 47 82 5 60 1 8 5 19 04 51 1

高 年 49 9 49 97 50 8 50 41 45 18

 国 1 426 26 66 5 22 1 4 1 24 45 6 74 1 4 0 47 8 10 47 1 4 1 47 99 6 68 579 297 46 51 8

2 16 県 4 116 26 47 4 71 4 104 24 4 5 97 4 112 47 86 10 06 4 08 48 18 5 89 1 858 18 96 55 7

年 49 64 49 84 50 0 50 28 45 82

校 国 1 4 4 26 88 5 12 1 4 4 24 52 6 88 1 4 5 49 15 10 54 1 4 5 48 21 6 84 580 298 55 22

17 県 4 198 26 97 4 74 4 167 24 7 6 11 4 192 49 8 9 94 4 156 47 81 6 26 1 909 29 4 62 85

年 50 18 50 1 50 22 49 42 44 7

学

校 学
年

年
齢

 ( ) 上 し (回) 座 前  (c )

( 子 1000 )

 ( )と  (回)

－ 8－



第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出 ： 国 「平成 28 年度 部 学 ・運動 」 

県 ー 課「平成 29 年度青森県 、 、ライフ イル 」 
 （ ） ：  

： 国平 を とした県平 の 点 
 

 

本数 平 本数 平 本数 平 本数 平 本数 平

国 1 108 16 7 6 67 1 110 11 76 0 98 1 117 107 41 16 28 1 112 5 80 1 88 1 049 1 17 6

1 6 県 4 649 17 08 8 0 4 658 11 99 1 5 4 656 105 21 17 46 4 654 5 68 1 96 4 629 0 76 6 77

年 51 06 47 65 48 65 49 6 49 5

国 1 121 22 7 10 08 1 117 10 99 0 87 1 125 117 82 16 5 1 114 7 58 2 8 1 060 8 52 6 91

小 2 7 県 4 570 24 5 10 69 4 591 11 0 1 08 4 594 116 67 17 86 4 594 7 69 2 68 4 550 8 46 7 55

年 51 79 49 54 49 0 50 46 49 91

国 1 117 29 2 1 00 1 117 10 8 0 82 1 121 127 59 17 1 1 117 9 8 2 1 060 44 92 7 50

8 県 4 675 0 96 1 42 4 684 10 52 1 02 4 684 125 0 18 48 4 68 9 72 47 4 6 7 44 67 8 19

年 51 48 29 48 68 49 66 49 67

国 1 120 8 49 15 70 1 118 9 88 0 77 1 122 1 8 89 18 77 1 11 12 06 79 1 055 51 27 8 1

4 9 県 4 779 8 77 16 04 4 780 10 10 0 94 4 778 1 5 19 20 4 782 11 90 4 26 4 751 50 82 8 49

年 50 18 47 14 48 10 49 58 49 45

国 1 122 45 59 17 4 1 114 9 45 0 71 1 121 148 01 19 40 1 115 14 4 4 76 1 060 57 8 7 99

校 5 10 県 5 000 46 9 18 24 5 02 9 68 0 94 5 027 145 67 20 11 5 0 6 14 0 5 0 4 970 56 68 8 70

年 50 77 46 76 48 79 49 7 49 12

国 1 124 50 47 18 92 1 11 9 16 0 75 1 127 156 41 21 52 1 11 16 47 5 41 1 067 62 8 20

6 11 県 4 816 52 11 19 59 4 859 9 2 0 91 4 859 15 59 21 22 4 871 16 27 6 22 4 785 61 16 8 71

年 50 87 47 87 48 69 49 6 48 57

国 879 55 09 19 11 1 95 8 96 0 72 1 99 166 26 21 82 1 400 12 17 69 1 24 46 24 10 07

1 12 県 4 00 52 84 18 82 5 0 5 9 05 0 87 5 055 164 7 21 71 5 049 11 0 55 4 9 9 45 48 9 69

中 年 48 82 48 75 49 1 47 64 49 25

国 86 62 0 21 22 1 87 8 66 0 70 1 97 172 26 22 7 1 400 1 65 4 21 1 2 52 04 10 46

学 2 1 県 4 02 58 20 19 74 5 150 8 78 0 84 5 164 168 65 22 99 5 144 12 64 99 4 970 50 17 10 65

年 48 20 48 29 48 41 47 60 48 21

校 国 902 62 59 21 65 1 9 8 62 0 75 1 402 174 94 22 60 1 401 14 54 4 44 1 28 54 0 10 99

14 県 4 012 57 48 19 91 5 219 8 76 0 89 5 274 170 47 24 20 5 264 1 58 4 17 5 061 52 52 11 09

年 47 64 48 1 48 02 47 84 48 8

国 875 50 80 20 79 1 411 8 88 0 77 1 422 172 0 22 79 1 429 14 5 4 47 1 46 51 11 24

1 15 県 298 51 49 18 02 4 077 8 86 0 81 4 101 170 55 22 59 4 112 1 00 85 4 001 50 86 10 68

高 年 50 50 26 49 2 46 98 49 58

 国 849 52 66 22 58 1 424 8 88 0 95 1 4 1 172 91 24 90 1 429 14 66 4 6 1 415 52 11 12 44

2 16 県 178 51 99 20 05 4 0 6 8 87 0 89 4 088 170 88 22 91 4 085 1 67 4 18 972 52 07 11 21

年 49 70 50 11 49 18 47 86 49 97

校 国 850 5 09 22 85 1 429 8 91 1 0 1 4 4 174 1 25 28 1 4 1 15 09 4 75 1 418 52 95 12 96

17 県 214 50 8 19 65 4 124 8 87 0 98 4 165 170 44 22 94 4 166 1 86 4 20 4 060 52 60 11 4

年 49 01 50 9 48 47 47 41 49 7

合 点 (点)

(小学生は 投げ)

20  シ ルラン(回) 50   ( ) ち と  (c ) ンド ール投げ ( )
校 学

年

学

年

齢

本数 平 本数 平 本数 平 本数 平 本数 平

国 1 108 16 7 6 67 1 110 11 76 0 98 1 117 107 41 16 28 1 112 5 80 1 88 1 049 1 17 6

1 6 県 4 649 17 08 8 0 4 658 11 99 1 5 4 656 105 21 17 46 4 654 5 68 1 96 4 629 0 76 6 77

年 51 06 47 65 48 65 49 6 49 5

国 1 121 22 7 10 08 1 117 10 99 0 87 1 125 117 82 16 5 1 114 7 58 2 8 1 060 8 52 6 91

小 2 7 県 4 570 24 5 10 69 4 591 11 0 1 08 4 594 116 67 17 86 4 594 7 69 2 68 4 550 8 46 7 55

年 51 79 49 54 49 0 50 46 49 91

国 1 117 29 2 1 00 1 117 10 8 0 82 1 121 127 59 17 1 1 117 9 8 2 1 060 44 92 7 50

8 県 4 675 0 96 1 42 4 684 10 52 1 02 4 684 125 0 18 48 4 68 9 72 47 4 6 7 44 67 8 19

年 51 48 29 48 68 49 66 49 67

国 1 120 8 49 15 70 1 118 9 88 0 77 1 122 1 8 89 18 77 1 11 12 06 79 1 055 51 27 8 1

4 9 県 4 779 8 77 16 04 4 780 10 10 0 94 4 778 1 5 19 20 4 782 11 90 4 26 4 751 50 82 8 49

年 50 18 47 14 48 10 49 58 49 45

国 1 122 45 59 17 4 1 114 9 45 0 71 1 121 148 01 19 40 1 115 14 4 4 76 1 060 57 8 7 99

校 5 10 県 5 000 46 9 18 24 5 02 9 68 0 94 5 027 145 67 20 11 5 0 6 14 0 5 0 4 970 56 68 8 70

年 50 77 46 76 48 79 49 7 49 12

国 1 124 50 47 18 92 1 11 9 16 0 75 1 127 156 41 21 52 1 11 16 47 5 41 1 067 62 8 20

6 11 県 4 816 52 11 19 59 4 859 9 2 0 91 4 859 15 59 21 22 4 871 16 27 6 22 4 785 61 16 8 71

年 50 87 47 87 48 69 49 6 48 57

国 879 55 09 19 11 1 95 8 96 0 72 1 99 166 26 21 82 1 400 12 17 69 1 24 46 24 10 07

1 12 県 4 00 52 84 18 82 5 0 5 9 05 0 87 5 055 164 7 21 71 5 049 11 0 55 4 9 9 45 48 9 69

中 年 48 82 48 75 49 1 47 64 49 25

国 86 62 0 21 22 1 87 8 66 0 70 1 97 172 26 22 7 1 400 1 65 4 21 1 2 52 04 10 46

学 2 1 県 4 02 58 20 19 74 5 150 8 78 0 84 5 164 168 65 22 99 5 144 12 64 99 4 970 50 17 10 65

年 48 20 48 29 48 41 47 60 48 21

校 国 902 62 59 21 65 1 9 8 62 0 75 1 402 174 94 22 60 1 401 14 54 4 44 1 28 54 0 10 99

14 県 4 012 57 48 19 91 5 219 8 76 0 89 5 274 170 47 24 20 5 264 1 58 4 17 5 061 52 52 11 09

年 47 64 48 1 48 02 47 84 48 8

国 875 50 80 20 79 1 411 8 88 0 77 1 422 172 0 22 79 1 429 14 5 4 47 1 46 51 11 24

1 15 県 298 51 49 18 02 4 077 8 86 0 81 4 101 170 55 22 59 4 112 1 00 85 4 001 50 86 10 68

高 年 50 50 26 49 2 46 98 49 58

 国 849 52 66 22 58 1 424 8 88 0 95 1 4 1 172 91 24 90 1 429 14 66 4 6 1 415 52 11 12 44

2 16 県 178 51 99 20 05 4 0 6 8 87 0 89 4 088 170 88 22 91 4 085 1 67 4 18 972 52 07 11 21

年 49 70 50 11 49 18 47 86 49 97

校 国 850 5 09 22 85 1 429 8 91 1 0 1 4 4 174 1 25 28 1 4 1 15 09 4 75 1 418 52 95 12 96

17 県 214 50 8 19 65 4 124 8 87 0 98 4 165 170 44 22 94 4 166 1 86 4 20 4 060 52 60 11 4

年 49 01 50 9 48 47 47 41 49 7

合 点 (点)

(小学生は 投げ)

20  シ ルラン(回) 50   ( ) ち と  (c ) ンド ール投げ ( )
校 学

年

学

年
齢
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

0 
 

 育の  

 育  

育とは、県民一人 と が、生 をとおして な生活を実現して、 を できるようにする

ため、 について考える習 や に する 、 に関する な 識や、 らの を選 する

を しく につ る活動や学習等に取 組 とである。 
 
2  県の 育 の  

    本県では、「 育 本 」(平成 17 年 7 月施行)に き、 のような仕組みで 育を推進している。 

 「青森県 育推進会議」（平成 18 年 6 月１日 ） 

    本県の 育 の進行管理を行う。 

イ 「第 青森県 育推進 画」（平成 28 年 月策 ） 

本県の 育 の方向性を す。 

 「いた きます あおも 育県民運動」（ 育月間： 年 6月と 11 月 育の日： 月 19 日） 

    県民、各 、事業者、県、市町村が協 で 育に取 組み、県民運動として 開する。 

 
 
第 -2-  県の 育 の  

 

推

 

 

 

 

第 県 育  

（ 28- 2 年度） 

 

県の 育の  

 

 

に  

の実  

 

 

 
１ フ ー に し

の推

２ ならではの の

し 「 」と

 

 
 
 
 

第 -2-4  県 県 る 育 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料： の ・ 推進課 

資料： の ・ 推進課 
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 
 

 年 県の 施  

 「あおも 育 ー ー」による 育 活動の実施 

    県では、 育活動をとおして、子どもにとって ましい 習 の 成と、本県の かで な 化

への理解 進を図 、 代を担う子どもの やかな成 に資するため、 に関する講話・ 、 料

理などの 理実習や 業 等の 者を「あおも 育 ー ー」として し、地域の 育

・学校などの要 等によ 、 育活動を実施している。 
 
第 -2-  お 育 の  

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

イ 市町村・ 等が行う 育活動への支援 

    育 イ ン 等の開催経 や、「 事 ラン イド」の に要する経 などを 成している。 

 
4  県教育 における 育の 施  

子どもの や 、 などの 生活の 、 向児の 加や 度の イ ッ など子ど

もたちの の に関わる 題は深 かつ 化している。また、 を大 にする の 化や

化の 、 の に対する の 下など子どもたちを る に関わる課題も にわたってき

ている。 

    県教育委員会では、学校教育 の方 と重点に に関する の充実 を げ、子どもたちの生

にわたる く の を うため、児童生徒が に関する課題に対し、主 的に取 組めるよう学

校教育活動 を通して、学校・ ・地域 会が一 となった 育の推進に めてお 、 のような

取組を行っている。 

 教 の  

県では、学校にお る 育を一層推進するため、平成 19 年度から 画的に 教 を し、平成

29 年度現 、48 の 教 を している。 教 は、教育に関する資 と に関する 性

を生かし、小中学校等にお る に関する の中 的な を担い、子どもたちの の

進や地域の 化の理解などの を行っている。 

    教 校 （47 校） 

   小学校  青森市 内 小学校、青森市 小学校、青森市 中 小学校、平内町 小

小学校、 別町 別小学校、 市 中 小学校、つがる市 小学校、 町

小学校、深 町 深 小学校、中 町 中 小学校、 町 小学校、 前市  

小学校、 市 子 小学校、平 市 小 森小学校、 村 小学校、 

資料： の ・ 推進課 
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 
 

町 中 小学校、 町 間 小学校、 地町 地小学校、おいら 町

小学校、 つ市 大平小学校、 通村 通小学校、 市 小学校、 市

小中 小学校、 市 小学校、 町 小学校、 町 小学校、 子町

子小学校、 部町 小学校、 上町 内小学校、 村 来小学校 

 中学校  青森市 内中学校、 町 中学校、 町 中学校、 町 中学校、

前市 中学校、大 町 大 中学校、 村 中学校、 市 中学校、

市 第 中学校、 町 中学校、 村 第一中学校、おいら 町 下 中学

校、 つ市 部中学校、 つ市 大 中学校 

   県 学校 県 青森第一高等 学校、県 前第一 学校、県 学校 

 

イ 部 学 委 事業（ 育） 

    ( ) 校 （平成 26・27 年度） 通村 通小学校（平成 29 年度） 子町 子小学校 

    ( ) 内容  にお る への理解を深めるため、 教 と 教 が連携した への プ

ー や、 活動を通した への理解 進など、学校を として を き 取組

を実施している。 

 

 青森県学校 ンクールの実施 

地 を活用して、児童生徒、 教 ・学校 職員 学校 理員が連携し児童生徒が

考案した学校 で、 色 かな学校 ンクールを実施している。 

 
 
 
 
 

 
 

資料： ー 課 

－ 12 －



 

 
 
 
 

第３章 青少年の教育 





第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

第３  青 年の教育 
 

第  学校教育  

 

県内の学校教育人 の推 を学校 別にみると、第 - - 表のとお である。 

のうち、平成 25 年度から 年 しているのは、 児数、小学校児童数、中学校・高等学校生徒

数、特別支援学校児童・生徒数、各 学校・ 学校生徒数となっている。 

また、「 学前の子どもに関する教育、 育等の総合的な提 の推進に関わる （平成 18 年 第 77 ）」

の によ 、 たな学校 として「 連携 ども 」が平成 27 年 4 月 1 日から 、

や 育 から 連携 ども に 行する が 加した とによ 、 連携 ども の 児数

が 加している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 - - 表 学校教育 の 年 の

（ ：人）

年                度 25 26 27 28 29

児 数 8 150 7 946 6 5 6 01 5 7 4

連 携 ど も 児 数 10 270 1 4 8 15 274

小 学 校 児 童 数 67 94 64 876 62 719 60 644 59 2

中 学 校 生 徒 数 8 452 7 540 6 719 5 505 921

高 等 学 校 生 徒 数 8 570 8 001 7 127 6 07 5 578

特 別 支 援 学 校 児 童 ・ 生 徒 数 1 749 1 7 1 704 1 696 1 659

各 学 校 ・ 学 校 生 徒 数 2 9 1 2 828 2 786 2 669 2 659

高 ・ 大 ・ 大 学 学 生 数 17 754 17 614 17 602 17 605 17 544

175 000 170 5 8 175 460 17 877 171 602

出 ：教育政策課「学校一 」

( ) 高等学校生徒数とは、 日 ・ 時 課 の生徒数であ 、通 課 は まない。

 また、高 ・ 大・大学学生数とは、学部学生数である。
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

第  学校教育 

 

 学校  

平成 29 年 5 月 1 日現 にお る県内の学校数、学 数、 児・児童・生徒 は学生の数等は、第 - -2

表のとお である。 

 

 

本校

(人)

校

(人)

4    4    -          4    8     8     

国 1      1            4        75         6                

公                   7        45         14       1        

90     90           49      5 614      658      197      

82   8   2     8     2 4   2 4   8     

公                   12       29        49       10       

179    177    2      569      14 981     2 896    708      

学校 28   28   -     2 8   2   4   8 4     

国 1      1            21       552        1               

市 町 村 288    288          2 962    58 681     4 722    861      

学校       -     2   2   48   4 8     

国 1      1            15       486        1       1        

県 1      1            6        2 6        14       1        

市 町 村 155    155          1 50    2 744     062    46      

4      4            21       455        41               

高等学校（ ） 4             2   4   2 8        

県 57     52     5      696      25 281     2 207    577      

17     17           25      9 8      68      179      

高等学校（ ）                                      

県 9      9            58       950        165      5       

市 1            1      1        9          6                

校( ) 4            1      7       712        112      19       

高等学校（ ）           -     -       4      4             

県                           06        0               

                          44        16       2        

高等学校           -     -       28      -       -       

県 2      2                    105                        

                          182                        

学校 2    2    -     4         8   8     

国 1      1            9        54         2       1        

県 20     20           424      1 605      1 0 6    197      

学         -     -       4 2   24   -       

国 1      1                    5 995      608              

県 1      1                    9 1        9               

公 1      1                    1 281      7               

8      8                    7 225      50              

学 立           -     -       28         -       

高等 学校 立           -     -       82            -       

学校 28    28    -     -       2    24           

公                           270        9       14       

25     25                   2 10      201      4       

学校 立         -     -       28            4       

学 校 別 、 者 別

学 校 数 学 数

(学 ）

本

職員数

(人)

児・児童・

生徒・学生数

(人)

本

教員数

(人)

第 - -2表 立学校の （平成2 年 ）
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

  

県内の 数は 94 で、 者別にみると、国 １ 、公 、 90 （学校 人 89 、

教 人 1 ）で、 児数は 5 7 4 人となっている。 

 
  

県内の 連携 ども 数は 182 で、 者別にみると、公 、 179 （学校 人 16

、 会 人 16 ）で、 児数は 15 274 人となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校 

県内の小学校数は 289 校で、 者別にみると、国 1 校、市町村 288 校で、児童数は 59 2 人とな

っている。 

 

第 - - 表 の （ ）

学校 人 教 人 学校 人 教 人

 25年度 120 1 8 111 110 1 8 150 86 216 7 848 7 848 0

26年度 119 1 8 110 109 1 7 946 81 184 7 681 7 681 0

27年度 107 1 7 99 98 1 6 5 76 146 6 11 6 297 14

28年度 100 1 4 95 94 1 6 01 78 65 5 870 5 851 19

29年度 94 1 90 89 1 5 7 4 75 45 5 614 5 598 16

公 公

児数

国

数

国

第 - - 表 学校 の （ ）

国

本校 校 本校 本校 校 本校

 25年度 16 16    1 15 15        67 94 602 66 792     

26年度 10 10    1 09 09        64 876 581 64 295     

27年度 02 02    1 01 01        62 719 572 62 147     

28年度 29 29    1 292 292        60 644 554 60 090     

29年度 289 289    1 288 288        59 2 552 58 681     

児童数

国 市町村
市町村

学校数

 

第 - -4表 の （ ）

学校 人
会

人 学校 人
会

人

 27年度 121 2 119 10 109 10 270 22 10 047 1 87 8 660

28年度 158 155 14 141 1 4 8 290 1 148 1 802 11 46

29年度 182 179 16 16 15 274 29 14 981 1 857 1 124

（ ） たな学校 として、平成27年4月1日から「 連携 ども 」が た。

連携 ども 数 児数

公 公
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

 学校 

  県内の中学校数は 161 校で、 者別にみると、国 1 校、公 156 校、 4 校で、生徒数は 921

人となっている。 

 

 高等学校 

県内の高等学校数は、課 別にみると、 日 課 を く学校が 74 校（県 本校 52 校、県 校 5 校、

本校 17 校）、 時 課 を く学校が 10 校（県 本校 9 校、市 校 1 校）で、通 課 を く学

校が 6校（県 本校 校、 本校 校）となっている。 

なお、 日 課 がなく 時 課 を く学校は 4校（県 本校 校、市 校 1校）で、うち市 校

は 時 課 のみを く学校である。 

また、 日 課 と 時 課 を している学校は 6 校（県 本校 6 校）、 時 課 と通 課 を

している学校は 校（県 本校 校）、 日 課 と通 課 を している学校は 校（ 校）

となっている。 

生徒数は、 日 課 4 619 人、 時 課 959 人、通 課 749 人で、 日 課 の生徒数を学

別に ると、 通 が 19 222 人で も く、 いで 業 、 業 、総合学 の となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 - - 表 学校 の （ ）

国

本校 校 本校 本校 校 本校

 25年度 169 169    1 164 164    4 8 452 576 7 491 85

26年度 168 168    1 16 16    4 7 540 582 6 600 58

27年度 166 166    1 161 161    4 6 719 559 5 769 91

28年度 165 165    1 160 160    4 5 505 520 4 57 412

29年度 161 161    1 156 156    4 921 486 2 980 455

学校数 生徒数

公
国 公

第 - - 2 表 高等学校 の （ ）

時 通

通 業 業 業

そ

の

他

総

合

学

（県

市町村

）

（県 ）（県 ）

25年度 9 800 7 440 20 645 2 102 5 221 497 412 1 270 2 95 1 285 2 680 1 1 0 1 2 0 270

26年度 9 064 6 859 20 22 2 064 5 172 419 411 1 26 2 8 107 1 287 2 675 1 142 1 06 265

27年度 7 967 6 0 2 19 786 2 042 5 006 48 414 1 279 2 5 97 1 264 2 561 1 095 840 282

28年度 7 109 5 29 19 408 1 926 4 981 248 418 1 2 9 2 0 91 1 249 2 50 1 014 802 1

29年度 6 27 4 619 19 222 1 818 4 892 182 80 1 198 2 4 101 1 24 2 49 959 749 287

合

日 （県 市町村 ）

 

第 - - 表 高 等 学 校 の （ ）

市 県

本校 校 本校 校 本校

25年 度 96 (11) 78 61 54 7 17 12 (8) 11 (8) 1 6 ( ) ( ) 3

26年 度 96 (11) 78 61 54 7 17 12 (8) 11 (8) 1 6 ( ) ( ) 3

27年 度 9 (10) 76 59 5 6 17 11 (7) 10 (7) 1 6 ( ) ( ) 3

28年 度 92 (9) 76 59 5 6 17 10 (6) 9 (6) 1 6 ( ) ( ) 3

29年 度 90 (9) 74 57 52 5 17 10 (6) 9 (6) 1 6 ( ) ( ) 3

（ ） （ ）

（ ）

県 県

本校

合

日 時

本校

通   
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

 学校 

県内の特別支援学校数は 21 校で、 者別にみると、国 1校、県 20 校で、 児 児童・生徒数は 1 659

人（国 54 人、県 1 605 人）となっている。 

 
 学校 学校 

 学校 

県内の 学校数は 28 校で、 者別にみると、公 校、 25 校（学校 人 7校、 学校 人

9 校、 人 校、 人 1 校、その他の 人１校、 人 4 校）となっている。生徒数は 2 7 人

となっている。 

 学校の生徒数を学 別にみると、 が 1 55 人で も く、 いで 生、 業実 の となっ

ている。課 別生徒数では、 課 が 2 162 人で も く、 いで高等課 の となっている。 

 
2  学校 

県内の各 学校数は 11 校で、 て 校（ 人 2 校、 人 2 校、 人 7 校）で、生徒数は

286 人となっている。 

 

第 - -8表 学校の の （ ）

部

小

学

部

中

学

部

高

等

部 部

小

学

部

中

学

部

高

等

部 部

小

学

部

中

学

部

高

等

部

25年度 20 1 19 1 749 12 529 4 5 77 56   16 16 24 1 69 12 51 419 749

26年度 20 1 19 1 7 9 510 410 804 55   16 16 2 1 678 9 494 94 781

27年度 20 1 19 1 704 12 477 411 804 57   15 18 24 1 647 12 462 9 780

28年度 20 1 19 1 696 14 471 410 801 57   15 18 24 1 6 9 14 456 92 777

29年度 21 1 20 1 659 14 47 97 775 54   15 15 24 1 605 14 458 82 751

国 県

学校数

  県国

児・児童・生徒数

第 - - 表 学校の学校 の （ ）

高
等
課 課

一
般
課

業
関

業
関 関

生
関 関

教
育
・

会

関
業
実

関

・

政

関
化
・
教

25年度 1 2 29 2 504 20 2 254 47 89 74 1 251 4 2 259 284 6 52

26年度 1 28 2 500 21 2 247 40 8 66 1 9 411 219 281 50 51

27年度 0 27 2 495 209 2 248 8 74 65 1 81 406 176 299 40 54

28年度 29 26 2 67 212 2 155 74 60 1 52 2 167 290 41 60

29年度 28 25 2 7 211 2 162 74 66 1 55 6 172 261 7 72

  

学 校 数 生          徒          数

公

課 別内 学  別 内 

第 - - 表 学校の学校 の （ ）

学校数

 25年度 1 427 224 25 87 91

26年度 12 28 212 25 91

27年度 12 291 214 18 59

28年度 11 02 206 16 80

29年度 11 286 192 15 79

政
関

業
関 関

生
関 関

教
育
・

会

関
業
実

 生 徒 数

課 別 内

業
関

関
化
・
教

その他

校

そ
の
他

第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

 学校 

県内の特別支援学校数は 21 校で、 者別にみると、国 1校、県 20 校で、 児 児童・生徒数は 1 659

人（国 54 人、県 1 605 人）となっている。 

 
 学校 学校 

 学校 

県内の 学校数は 28 校で、 者別にみると、公 校、 25 校（学校 人 7校、 学校 人

9 校、 人 校、 人 1 校、その他の 人１校、 人 4 校）となっている。生徒数は 2 7 人

となっている。 

 学校の生徒数を学 別にみると、 が 1 55 人で も く、 いで 生、 業実 の となっ

ている。課 別生徒数では、 課 が 2 162 人で も く、 いで高等課 の となっている。 

 
2  学校 

県内の各 学校数は 11 校で、 て 校（ 人 2 校、 人 2 校、 人 7 校）で、生徒数は

286 人となっている。 

 

第 - -8表 学校の の （ ）

部

小

学

部

中

学

部

高

等

部 部

小

学

部

中

学

部

高

等

部 部

小

学

部

中

学

部

高

等

部

25年度 20 1 19 1 749 12 529 4 5 77 56   16 16 24 1 69 12 51 419 749

26年度 20 1 19 1 7 9 510 410 804 55   16 16 2 1 678 9 494 94 781

27年度 20 1 19 1 704 12 477 411 804 57   15 18 24 1 647 12 462 9 780

28年度 20 1 19 1 696 14 471 410 801 57   15 18 24 1 6 9 14 456 92 777

29年度 21 1 20 1 659 14 47 97 775 54   15 15 24 1 605 14 458 82 751

国 県

学校数

  県国

児・児童・生徒数

第 - - 表 学校の学校 の （ ）

高
等
課 課

一
般
課

業
関

業
関 関

生
関 関

教
育
・

会

関
業
実

関

・

政

関
化
・
教

25年度 1 2 29 2 504 20 2 254 47 89 74 1 251 4 2 259 284 6 52

26年度 1 28 2 500 21 2 247 40 8 66 1 9 411 219 281 50 51

27年度 0 27 2 495 209 2 248 8 74 65 1 81 406 176 299 40 54

28年度 29 26 2 67 212 2 155 74 60 1 52 2 167 290 41 60

29年度 28 25 2 7 211 2 162 74 66 1 55 6 172 261 7 72

  

学 校 数 生          徒          数

公

課 別内 学  別 内 

第 - - 表 学校の学校 の （ ）

学校数

 25年度 1 427 224 25 87 91

26年度 12 28 212 25 91

27年度 12 291 214 18 59

28年度 11 02 206 16 80

29年度 11 286 192 15 79

政
関

業
関 関

生
関 関

教
育
・

会

関
業
実

 生 徒 数

課 別 内

業
関

関
化
・
教

その他

校

そ
の
他
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

8 

 学 

 学 

    県内の大学数は 11 校（国 1 校、県 1 校、公 1 校、 8 校）である。学生数は 15 4 2 人（国

5 995 人、県 9 1 人、公 1 281 人、 7 225 人）となっている。 

    学生数を学 別にみると、 会 学が 4 14 人で も くなっている。 

 

2  学 

    県内の 大学数は 5校で、 て 校である。学生数は 1 287 人となっている。 

    学生数を学 別にみると、教育が 517 人で も くなっている。 

 
 

  

第 - - 表 県 学 学の学 学 ）

3 3 3

0 3

3 3 0 3 0

3 3 0 30 3 0 3

0

（ ）
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

第  学校に る  
 

  

部 学 の 題行動 によると、本県の平成 27 年度にお る公 小・中・高・特別支援学校のい

めの 数は、小学校 59 、中学校 478 、高等学校 91 、特別支援学校 4 の合 1 166 となっ

ている。 

前年度と すると、小学校で 6 の 加、中学校で 4 の 、高等学校で 6 の 、特別支援学

校で の 加となってお 、合 では 1 の となっている。 

部 学 では、い めの 数が い学校について、「い めを のものも めて 的に

し、その解 に向 た取組の ー ラインに っている」と めて 的に している。本県におい

ても、い めの 的な が めら る。 
 

第 - - 2 表 の の （ 立学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  校 

部 学 の 題行動 によると、本県の平成 27 年度にお る公 小・中・高等学校の 校の児童

生徒数は、小学校 218 人、中学校 976 人、高等学校 176 人の合 1 70 人となっている。 

前年度と すると、小学校で 5人の 加、中学校で 17 人の 加、高等学校で 8人の 加となってお 、

合 では 0人の 加となっている。（第 - - 表 第 - - 表） 

 

第 - - 表 立 学校の 校 の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 ： 部 学 「児童生徒の 題行動等生徒 上の 題に関する 」        

（ ） 部 学 の 表には、 国公 のみの集 はないため、本県の公 と できない。 

（１）小学校 （３）高等学校

年度 数 1校 数 1校 年度 数 1校 数 1校

 2 2 705 1 5 270 0 8  2 4 648 1 1 45 0 6

24 116 258 5 5 41 1 24 1 009 1 84 1 1

25 117 745 5 7 44 1 1 25 8 9 2 1 59 0 9

26 121 648 5 9 587 1 9 26 9 181 2 2 97 1 5

27 150 0 8 7 4 59 2 0 27 9 724 2 91 1 2

（２）中学校 （ ）特別支援学校

年度 数 1校 数 1校 年度 数 1校 数 1校

 2 29 6 6 0 442 2 7  2 0 5 0

24 60 9 1 6 2 628 8 24 805 0 8 0 2

25 5 646 5 5 544 25 761 0 7 0 2

26 51 200 5 512 1 26 956 0 9 1 0 1

27 57 0 2 5 9 478 0 27 1 244 1 2 4 0 2
出 ： 部 学 「児童生徒の 題行動等生徒 上の 題に関する 」

（ ） 「い め」とは、「児童生徒に対して、 児童生徒が する学校に している等 児童生徒と一 の人的関 にある他の児童生

徒が行う 理的 は 理的な を える行 （イン ー ッ を通 て行わ るものを 。）であって、 行 の対象となった児

童生徒が の を ているもの。」とする。なお、 った は学校の内 を わない。

（ ： ）

国 本 県 国 本 県

国 本 県 国 本 県

 

（１）公 小学校 （２）公 中学校 （ ：人）

人数 数 人数 数

 2 187 0 26 71 796  2 1 088 2 75 9 5 6

24 180 0 26 69 151 24 1 0 9 2 71 8 75

25 196 0 29 66 792 25 976 2 60 7 491

26 21 0 64 295 26 959 2 62 6 600

27 218 0 5 62 147 27 976 2 7 5 769

285人に1人 7人に1人

年度

本 県

年度

本 県

0日 上 0日 上
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

0 

第 - - 4 表 立 学校の 校 の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 ： 部 学 「児童生徒の 題行動等生徒 上の 題に関する 」      

 

第 - - 表 校 の （県立高等学校）               （ ：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 ： 部 学 「児童生徒の 題行動等生徒 上の 題に関する 」     

 

 学 

部 学 の 題行動 によると、本県の平成 27 年度にお る県 高等学校の中 学者数は、264

人となっている。 

前年度と すると、18人の 加となっている。（第 - - 表） 

 

第 - - 表 学者の （県立高等学校）                         （ ：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 ： 部 学 「児童生徒の 題行動等生徒 上の 題に関する 」  

( )平成 27 年度から 日 ・ 時 別の ー を公表していない。また、平成 27 年度から通 を となっている。 

 

 

 

 

 

（１）国公 小学校 （２）国公 中学校 （ ：人）

人数 人数 人数 人数

 2 22 622 0 187 0 25  2 94 8 6 2 64 1 090 2 65

24 21 24 0 1 180 0 25 24 91 446 2 56 1 041 2 57

25 24 175 0 6 197 0 29 25 95 442 2 69 985 2 56

26 25 864 0 9 214 0 26 97 0 2 76 975 2 60

27 27 58 0 42 218 0 5 27 98 408 2 8 991 2 70

2 7人に1人 5人に1人 6人に1人285人に1人

年度

国 本 県

0日 上 0日 上年度

国 本 県

0日 上 0日 上

 

人数 人数

 2 56 61 1 68 179 0 57

24 57 664 1 72 152 0 50

25 55 655 1 67 205 0 70

5 156 1 59 168 0 58

49 56 1 49 176 0 6

6 人に1人 172人に1人

年度

国（国公 ） 本 県

0日 上 0日 上

26

27
67人に1人 158人に1人

 

国

（国公 ） 日 時 合

中 学者数 5 869 211 125 6

中 学率( ) 1 6 0 7 10 2 1 1

中 学者数 51 781 208 91 299

中 学率( ) 1 5 0 7 7 8 1 0

中 学者数 59 92 198 94 292

中 学率( ) 1 7 0 7 8 1 0

中 学者数 5 91 155 91 246

中 学率( ) 1 5 0 6 8 0 0 9

中 学者数 49 26 264

中 学率( ) 1 4 0 9
27

24

25

26

年度
本県（県 ）

 2
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

  

部 学 の 題行動 によると、本県の平成 27 年度にお る公 小・中・高等学校の 行 の

生 数は、小学校 81 、中学校 277 、高等学校 27 の合 85 となっている。 

前年度と すると、小学校で 50 の 加、中学校で 41 の 加、高等学校で 18 の となってお

、合 で 7 の 加となっている。 

 

第 - - 表 の                           

（ ： ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 ： 部 学 「児童生徒の 題行動等生徒 上の 題に関する 」      

（ ） 生 は学校の内 を わない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）小学校

学校数

数 1校 数 1校 数 1校 数 1校 数 1校

 22 0 11 0 0 2 0 01 8 0 02 21 0 06 46

2 0 21 0 06 1 0 00 0 01 25 0 08 2

24 9 0 0 28 0 09 0 15 0 05 52 0 16 22

25 0 01 19 0 06 0 1 0 04 5 0 11 15

26 9 0 0 2 0 07 1 0 00 0 01 1 0 10 09

27 7 0 02 57 0 19 1 0 00 16 0 05 81 0 27 01

（２）中学校

学校数

数 1校 数 1校 数 1校 数 1校 数 1校

 22 5 0 1 222 1 1 17 0 10 14 0 85 4 5 2 57 169

2 1 6 0 82 190 1 14 10 0 06 160 0 96 496 2 99 166

24 18 0 11 192 1 16 16 0 10 59 0 6 285 1 7 165

25 25 0 15 186 1 1 15 0 09 95 0 58 21 1 96 164

26 27 0 17 1 4 0 82 11 0 07 64 0 9 2 6 1 45 16

27 7 0 2 158 0 98 5 0 0 77 0 48 277 1 72 161

（３）高等学校

学校数

数 1校 数 1校 数 1校 数 1校 数 1校

 22 5 0 07 52 0 75 2 0 0 0 48 92 1 69

2 4 0 06 27 0 40 0 0 49 64 0 94 68

24 1 0 01 9 0 57 1 0 01 14 0 21 55 0 81 68

25 1 0 01 4 0 51 1 0 01 10 0 15 46 0 69 67

26 2 0 0 5 0 54 2 0 0 6 0 09 45 0 69 65

27 0 05 19 0 0 1 0 02 4 0 06 27 0 4 6

（ ）

学校数

数 1校 数 1校 数 1校 数 1校 数 1校

 22 58 0 10 285 0 49 21 0 04 184 0 2 548 0 94 584

2 140 0 25 2 8 0 42 11 0 02 196 0 5 585 1 0 566

24 28 0 05 259 0 47 17 0 0 88 0 16 92 0 71 555

25 29 0 05 2 9 0 44 16 0 0 118 0 22 402 0 74 546

26 8 0 07 192 0 6 14 0 0 7 0 14 17 0 59 5 7

27 47 0 09 2 4 0 45 7 0 01 97 0 18 85 0 7 525

年度

本 県

対教 生徒間 対人 合

年度

本 県

対教 生徒間 対人 合

年度

本 県

対教 生徒間 対人 合

年度

本 県

対教 生徒間 対人 合

（１）小学校

学校数
数 1校 数 1校 数 1校 数 1校 数 1校

 22 0 11 0 0 2 0 01 8 0 02 21 0 06 46

2 0 21 0 06 1 0 00 0 01 25 0 08 2

24 9 0 0 28 0 09 0 15 0 05 52 0 16 22

25 0 01 19 0 06 0 1 0 04 5 0 11 15

26 9 0 0 2 0 07 1 0 00 0 01 1 0 10 09

27 7 0 02 57 0 19 1 0 00 16 0 05 81 0 27 01

（２）中学校

学校数
数 1校 数 1校 数 1校 数 1校 数 1校

 22 5 0 1 222 1 1 17 0 10 14 0 85 4 5 2 57 169

2 1 6 0 82 190 1 14 10 0 06 160 0 96 496 2 99 166

24 18 0 11 192 1 16 16 0 10 59 0 6 285 1 7 165

25 25 0 15 186 1 1 15 0 09 95 0 58 21 1 96 164

26 27 0 17 1 4 0 82 11 0 07 64 0 9 2 6 1 45 16

27 7 0 2 158 0 98 5 0 0 77 0 48 277 1 72 161

（３）高等学校

学校数
数 1校 数 1校 数 1校 数 1校 数 1校

 22 5 0 07 52 0 75 2 0 0 0 48 92 1 69

2 4 0 06 27 0 40 0 0 49 64 0 94 68

24 1 0 01 9 0 57 1 0 01 14 0 21 55 0 81 68

25 1 0 01 4 0 51 1 0 01 10 0 15 46 0 69 67

26 2 0 0 5 0 54 2 0 0 6 0 09 45 0 69 65

27 0 05 19 0 0 1 0 02 4 0 06 27 0 4 6

（ ）

学校数
数 1校 数 1校 数 1校 数 1校 数 1校

 22 58 0 10 285 0 49 21 0 04 184 0 2 548 0 94 584

2 140 0 25 2 8 0 42 11 0 02 196 0 5 585 1 0 566

24 28 0 05 259 0 47 17 0 0 88 0 16 92 0 71 555

25 29 0 05 2 9 0 44 16 0 0 118 0 22 402 0 74 546

26 8 0 07 192 0 6 14 0 0 7 0 14 17 0 59 5 7

27 47 0 09 2 4 0 45 7 0 01 97 0 18 85 0 7 525

出 ： 部 学 「児童生徒の 題行動等生徒 上の 題に関する 」

第1-3-17 　 の 数 （ ： ）

年度
本 県

対教 生徒間 対人 合

年度
本 県

対教 生徒間 対人 合

年度
本 県

対教 生徒間 対人 合

年度
本 県

対教 生徒間 対人 合
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

第  状況 

 

 学校 

平成 29 年 月の国・公 中学校 業者は、 子 6 8 人、 子 6 019 人で、合 12 57 人である。 

 業者の進 状況は、第 - - 8 表のとお である。 

によると、高等学校等進学者は 12 251 人で、高校等進学率は 99 1 （ 子 99 0 、 子 99 ）

となっている。 

また、 職率は 0 2 （ 子 0 、 子 0 1 ）となっている。 

 

 
 

 
（ ）（ ）は、 業者に める 率である。               出 ：教育政策課「中学校等 業者の進 状況」 

 

 高等学校 

平成 29 年 月の県内高等学校（ 日 ・ 時 課 ） 業者は、 子 6 05 人、 子 6 041 人で、合

12 094 人である。 

 業者の進 状況は、第 - - 表のとお である。 

  によると、大学等進学者は 5 89 人で、大学等進学率は 44 6 ( 子 41 、 子 47 8 )となって

いる。 

   また、 職率は 2 0 ( 子 7 6 、 子 26 4 )となっている。 

 
 

第 - - 8表 平成 年 学校 者の 状況

別

(

 )

6 8 4 191 1 54 5 7 4 125 5 859 1 7 2 1 9 27 5 62 6 060    114 10 124 88  88  6 272

(100 0) (99 0)

6 019 4 116 1 482 5 598 92 5 690 142 1 14 2 21 5 5 886    44 2 46 45 2 47  5 979

(100 0) (99 )

12 57 8 07 025 11 2 217 11 549 279 282 59 56 115 11 946    158 12 170 1 2 1 5  12 251

(100 0) (99 1)

県

通

県
日

県

内

県

別

県
通

日

県

時

県

高 等 学 校 本 高等学校別

県

内

県 内

日 時
本

時

高
等
学
校
等
進
学
者

特別支援学校高等 学校

県県

内

    高   等   学   校   等   進   学   者

業
者
総
数

本    

県

内

県 県

          5 9 52    9 12     21 6 15 1 0      2 1 5 1 8

( ) ( ) (0 1) (0 1) (0 8) ( ) (0 )

     1 1    2 7    2     5 2 59            4 6

( ) (0 0) ( ) (0 0) (0 6) ( ) (0 1)

     1 1 5 11 89    11 15     26 9 17 189      2 1 9 201

( ) (0 0) (0 0) (0 1) (0 7) ( ) (0 2)

進

学

者

学
校

高
等
課

 学校

(一般課 )等 学者

 
 

一
般
課

 
 

学
校

各

学
校

進
学
者

高
等
学
校
等

開

施

等

学

者

公

職

業

職

者

を

く

に

ま

て

い

る

・

・

・

職

の

み

の

者

・

の

者

記

の

者

職
し
て
い
る
者

の
う
ち

 
職
 
者
 

職
し
て
い
る
者

の
う
ち

県
 

のうち

県
 
内

 

・

の
者

 

職
の
み
の
者

     職  者(  )

開

施

等

学
者

公

職
業

職
者
を

く

に

ま

て
い
る

・

・

・

職
の
み
の
者

記

の
者

  特別支援学 業者の進 状況( )

進

学

者

学

校

高

等

課

学

者

学

校

一

般

課

職
し
て
い
る
者

の
う
ち

職
し
て
い
る
者

の
う
ち

（ ：人） 年
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（ ）（ ）は、 業者に める 率である。               出 ：教育政策課「高等学校等 業者の進 状況」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

 )

6 05 42 555 480 998 2 75    50 5 18 7       50       2 501

(100 0) ( 9 2) (1 2) (0 0) ( ) (0 8) ( ) (41 )

6 041 412 511 47 810 2 206    79 62 158 599 1       82       2 888

(100 0) ( 6 5) (9 9) (0 0) ( ) (1 4) ( ) (47 8)

12 094 754 1 066 95 1 808 4 581    429 67 176 672 4       1 2       5 89

(100 0) ( 7 9) (5 6) (0 0) ( ) (1 1) ( ) (44 6)

国公

業者総数 大 学 （学 部）

県 内 県 大学
学部

県 内 県 大学
本

国公

大 学 等 進 学 者

国公

大学・
大学

(別 )

大学・
大学の

通 教育
部

大学

大学 （本 ）

高等学校
( )

大学等
進学者

特別支
援学校
高等部

( )
国公

職者

664 47 121 168 187 2 261 7 22 242 1     2 268 5 1 2 274 1 22 1 051

(11 0) (2 8) ( 1) ( 7 4) (0 1) (0 4) (4 0) (0 0) ( 7 6)

1 16 94 99 19 22 1 559 27 5 15 1     1 586 6 1 595 1 00 592

(19 ) ( 2) (0 4) (25 8) (0 4) (0 6) (2 5) (0 0) (26 4)

1 827 141 220 61 209 820 4 57 95 2     854 11 4 869 2 226 1 64

(15 1) ( 0) (1 7) ( 1 6) (0 ) (0 5) ( ) (0 0) ( 2 0)

一時的な

仕事に

いた者

（ 用契

が1年

未 は

時間

の者）

学校

( 課 )

進学者

（ に ま てい

る 職者を く。）

の職

員・ 業

員・ 営

業主等

のうち
公 職業

開

施 等

学者

各 学校

学校(一般課 )等 学者

記

の者

県 内

・

の者

職 者 （ ）

県

職の

みの者
職者

学校

(一般

課 ）等

のうち

職している者

の

職員等

の

職員等

でない

の職員

等でない者

（ 用契

が1年 上か

つフル イ

ム

の者）

第 - - 表 平成 2 年 高等学校 者の 状況                                         （ ：人） 
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第  における の状況 

 

 平成 27 年 6 月に公職選挙 が 、選挙権年齢が「 20 上」から「 18 上」に引き下げら 

た。 

第 24 回参議 議員通 選挙（平成 28年 7 月 10 日 行）、第 48 回 議 議員総選挙（平成 29 年 10 月 22 日 

行）、の 18 、19 の投票率等は、第 - -2 表のとお である。 

 い の選挙も、18 、19 の投票率は県 の投票率よ も くなっている。 

 

 

 

 

 

 

    

 

第1-3-20 　18歳、19歳の 人に る

１８ １
18 ・19

合
（参考）
県

１８ １
18 ・19

合
（参考）
県

１８ １
18 ・19

合
（参考）
県

第24回参議 議員通 選挙 （ 28 7 10 行） 1 51 12 275 25 626 1 140 629 5 7 0 4 255 9 985 6 0 882 42 92 4 66 8 96 55 1

第48回 議 議員総選挙 （ 29 10 22 行） 11 966 11 268 2 2 4 1 125 240 5 767 21 8 980 609 528 48 19 28 51 8 65 54 17

資料：選挙管理委員会

選挙 日有権者数（人） 投票者数（人） 投票率（ ）

理

－ 24 －



 

 
 
 
 

第４章 青少年の労働 





第１部 子ども・若者の現状と課題 
 

 
 

第  青 年の  
 

第   

  
 平成 27 年国 の によると、15 24 の 業者数は、 8 87 人で、5 年前（平成 22 年）の 41 801

人と して 2 928 人の となった。 のうち 15 19 の 業者数は 78 人の 、20 24 の 業者数

は 2 850 人の となっている。 

業別にみると、 も いのは「 業、小 業」の 7 555 人で、 の 19 4 を めてお 、 下、「

、 」の 5 769 人（14 8 ）、「 業」の 4 652 人（12 0 ）、「公 （他に ないもの）」の 760

人（9 7 ）の となっている。 

 平成 17 年から平成 27 年の 10 年間の 業者数の推 を 業別に ると、第１ 業では 711 人（ 8 8 ）

の 、第 2 業では 442 人（ 1 9 ）の 、第 業では 12 607 人（ 1 0 ）の となって

いる。 

 

第 -4- 表 の （ ） 者 （平成 22 2 年）

（ ） （ ） （ ）

0 成 （ ） 0 成 （ ） 0 成 （ ）

00 0 0 3 00 0 3 3 3 00 0

3 3 0 03 3 0 0 3

0 3 0 0 3 0

0 0 3 0 0 3 0

3 0 3 3 33 03

00 0 3 0 3 0 3 3 0

0 3 0 0 30 0 0

3 0 33 0 3 3 3 0 3 3 33 0

0 0 3 3

3 0 0 3 0 3 0 0

30 3 3 3

30 3 0 3 0 3 0 3 0

3 03

30 3 0 3 3 3 0 3 0 3 3

3 3 0 0 0 33

3 3 3 0 0 30 33 3

0 3 3 3 0 00

0 30 0 3 0 30 0

（

）
3 3 0 3 0 3

）
3 3 0 3 300 3 0 3 0

3 3 3 33 3

3 0 3 3 3 0 0 3 3

0 3 0 0 33 0

0 3 3 30 03 0 0 3 3

平成 年 平成 年 平成 年

１

）
１

　　　　

　　　　

学

学

－ 25 －
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第  年の 状況 

 
 学校 者の 状況 

  本県の平成 29 年 月の 学校 業者の 人状況は、中学校では 職 者数 人に対して 人数 0 人

となってお 、高等学校では 職 者数 68 人に対して 人数 4 871 人となっている。 

  また 職状況は、中学校では 職 者数 人に対して 職者数 人（県内 0人、県 人）となってお

、高等学校では 職 者数 68 人に対して 職者数 66 人（県内 1 876 人、県 1 490 人）となっ

ている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

3 3 0 0 3 3 0 0 0 0 3 3 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 3 3 3 0 0 3

3 3 0 3 3 3 3 0 3 0 0

0 3 0 3 3 0 3 3

3 0 3 3 3 0 3 3 3 0 3 0

0 0

0 3 3 0 3 3 3 0

3 0 3 0 3 0 3

0 3 0 3 3 0 0

3 0 0 3

0 3 0 0 0

１

（ ：人） 第 -4-2 表 平成 2 年 学校 者の 状況 

（ ） 人数について・・・県 人は平成 24 年 月よ となったため県内のみの 人数 
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 学校 者の  

  本県の平成 29 年 の 学校 業者の 職動向は、中学校では 職 者 9人で 業 者数の 0 1  

となっている。また、高等学校では 職 者 4 7 人で 業 者数の 4 0 となっている。 

 

 

 

 
 

 

 
  （ ）（ ）内は、 業 者数に める 合を す。（ ： ）  

 

平 成

年
0 00 3 0 0 3 0

0 00 0 3 0 3 0

3 00 3 0 30 0

0 0 00 3 30 0 0

33 00 3 3 0 0 0

00 3 3 0
3

0 0

3 0 00 003 0 0
0

0

3 00 3 0
0 0

0 0

3 33 00 3 3 0
3

3 0 3

3 3 00 3 33 0
3

3 0 3

3 00 3 0 0

00 0 0
3

0

3 00 3 0 3 33 3
0

年

平 成

年
00 0 00 3 3 3 3

00 3
0 0 0

0 3

33 00 0 3
0

0 3 3

0 3 00 0 3
0

3 3

00 00 0 0 0 3
0

3 0

3 00 3 0 3 3
0

3 0

3 3 0 00 3 3 3
3

3

3 00 0 3
3 0

3 0

0 00 03 3 33
0

0 00 0 3 3 3
0

3 0

3 00 3
0

3 3 0

00 3 3
3

3

00 0 3 3 3 0 3 3

年

第 -4- 表 年 学校 者の  

学校 

2 高校 

（ ：人） 

（ ：人） 
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8 
 

 学校 者の  

  本県の平成 29 年 月の 学校 業者の学 別 （職業 ）の 国対 は、高等学校 では 子

90 7 、 子 87 4 、 大 では 子 87 7 、 子 90 7 、大学 では 子 90 2 、 子 90 6 と、い

も 国対 90 前後となっている。 

 学校 者の 状況 

  本県の 学校 業者の 職状況は、平成 29 年 月までの 職後 年間で、中学校 では 88 2 が 職 

してお 、高等学校 では 48 1 が 職している。また、大学等では 9 8 が 職している。 

  一方、 国中学、高校、大学の 業後 年 内に 職する 合は、そ 7 ・4 ・ の 合と 

なっている。 

 

第1-4-4 　 、 （平成29年3 ）

ー

0 3 00 0

3 3 3 3 00 0

3 00 0

3 0 0 00 0

0 3 0

3 3

0 3 3 00 0

3 00 0

0 0

0 3 0 0 0 00 0

0 0 0 0 00 0

0 0 0

0 0 0

（ ） 0

（ ）

 

第1-4-5 　 の （ ）

年

3月 00 0 3 0 0

3月 0 0 0 0 0

3月 3 0 0 0

3月 0 3

3月 30 0 33 3 30 3 3

3月 03 00 003 3

3月 3 3 33 3 3 0

3月 0 30 3

3月 3 3 0

（ ）

平成 年3月

（ 年 ）
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 者 の状況 

  平成 17 年 向にあった 国の 24 下の 業率は、平成 21 年に 化に 平成 22 年に

は 9 4 まで上 したものの、平成 2 年からは し平成 28 年には 5 1 まで ている。また、

25 4 層については、平成 22 年 から し、平成 28 年には 4 まで ている。 

  24 下の若年者の 業率 25 4 層の 業率ともに 年齢の 業率よ も高い状 が

いている。 

 

出 ：総 「 」 

（ ）１「 業率」とは、「 人 に める 業者の 合（ ）」をいう。      

２「 業者」とは、「仕事がなく、仕事を していた者で、仕事があ す る者」をいう。 

第 -4-  者 の  

 

第 1 - 4 - 6 図 　 の ３ 年 以 の （ 平 成 2 6 年 3 ）

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

6 7 7

8 8 2

4 0 8
4 8 1

3 2 2

3 9 8

3年

2年

1年

 

52 51
2

6
29 28

72

87 82
7 69 66

55 55 5

7 2

9 1

9

8 2 8 1

6 9

6

5 5

5 15 2

6
6 2

5 8
5 5 5

6 6
5 1 5 1

6

6
1

5

1

15

2

25

1

2

5

6

7

8

9

1

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２ ２ ２

（万人）

数

（15 2 歳）

数

（25 歳）

（15 2 歳）

（25 歳）

（ 年 ）

（ ） 

(年) 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

67 7

88 2

40 8
48 1

32 2

39 8

3年

2年

1年

年 （ 年 ）

－ 29 －



第１部 子ども・若者の現状と課題 
 

0 
 

 の状況 

  ー の状 にある若者（若年 業者：年齢が 15 4 の 人 のうち、通学、 事を行ってい

ない者）は、平成 14 年 60 人前後で推 してお 、平成 22 年には 58 人に したものの、平成 2

年には 60 人 に 加した。しかし、平成 25 年 は 向となっている。 

  また、フ ー ー数は、平成 15 年の 217 人を ークに 5年連 したが、その後 加し、平成 22 年

は 180 人前後で推 していたが、平成 26 年よ 向となっている。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ 考）フ ー ーの ：総 「 （ 集 ）」のうち、15 4 で、 性は 業者、 性は

業者で未 の者のうち、 の者の合 。 用者のうち「 ー ・ ル イ 」の者、 業者のうち、

している仕事の が「 ー ・ ル イ 」の者、 人 で 事も通学もしていない「その他」

の者のうち、 業内 しておら 、 する仕事の が「 ー ・ ル イ 」の者 

 

 

 

　第 1- 4 - 8図 　 　ニ ー トの 数 の 推 移

　　　※　いわゆる「フリーター」の数は、平成18年では187万人と、3年連続減少し、25歳以上の

　　　　年長フリーターについては小幅ながらも減少している。
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　第 1-4-9図　　フリーターの数の推移
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 の状況 

き も とは、 な要 の として 会的参加を回 し、 的に６ 月 上にわたって

にとどま ている状 （ き も の ・支援に関する イドライン： 生 ）と てい

る。 
県では、 き も に特化した 的な第一 として、平成 28 年６月に、県

ン ーに「青森県 き も 地域支援 ン ー」を し、 支援、グループ支援、連 協議会の開催、

教育 などを行っている。なお、 用者の 性を考 し、県民 プラ 内に テライ を し、

話 、来 に対 している。 
 

第 -4- 表 県 における 状況 

                                   （ ： ） 
 
 
 
 

  
資料： 課 

                    
 
 

年度 話   支援 
グループ支援

（本人） 

グループ支援

（ ） 

28 116 124 20 66 96 

－ 31 －





 

 

 

 

 

第５章 子どもの貧困問題 
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第  子どもの 題 
 

 

 の の 者 の状況 

  本県の生活 にお る 19 下の 者数は、平成 24 年度 し、平成 27 年度は 1 445

人となっている。また、県の 19 下の人 に める 合は、平成 27 年度は 0 68 となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学 の  

  本県にお る要 ・ 要 児童生徒数は、 年 加 向であったが、平成 26 年度に 18 552 人とな 、

前年度よ 1 067 人 している。また、本県の 学援 率は平成 18 年度 国を上回る状況が いて

お 、平成 26 年度は 18 4 と 国を イン 上回っている。 

 

  第 - -2 表  学 の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 - - 表 の の 者 の状況 

出 ： 生 「 者 」、総 「人 推 」、青森県「青森県の推 人 年 」 

第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 
 

第  子どもの 題 
 

 

 の の 者 の状況 

  本県の生活 にお る 19 下の 者数は、平成 24 年度 し、平成 27 年度は 1 445

人となっている。また、県の 19 下の人 に める 合は、平成 27 年度は 0 68 となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学 の  

  本県にお る要 ・ 要 児童生徒数は、 年 加 向であったが、平成 26 年度に 18 552 人とな 、

前年度よ 1 067 人 している。また、本県の 学援 率は平成 18 年度 国を上回る状況が いて

お 、平成 26 年度は 18 4 と 国を イン 上回っている。 

 

  第 - -2 表  学 の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 - - 表 の の 者 の状況 

出 ： 生 「 者 」、総 「人 推 」、青森県「青森県の推 人 年 」 
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 の状況 

  

    本県の と 数は、平成 26 年度に 18 6 7 とな 、平成 21 年度よ 109 人、0 6 し

ている。     

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2  の年  

    本県の 子 の年 は、100 200 未 が 50 9 と も く、年 200 未 が の

66 を めている。また、 子 の年 は、200 00 未 が 44 7 と も く、年 00

未 が の 72 0 を めている。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ 考）「 と 」 者のいない 子または 者のいない 子とその を ている 20 未 の      

児童（未 の者に る）からなる  

第 - -4 表  の年 の状況（平成 2 年度） 

1 756 2 518 2 2 6 1 828 1 768 1 6 1 1 988

1 99
11 992 12 56 12 66

11 75

15 5 8
17 115 16 6 9

12 155

1 51 1 896 1 26
1 2

17 276
18 7 6 18 6 7

5

1

15

2

5 58 6 5 1 15 21 26

（ ）

（年 ）

 

15

5 9

2 5 1

6 2

1 9

5

5

22

7

17 9

6 7

1 万

1 ～ 2 万

2 ～ 万

～ 万

～ 5 万

5 万 以 上

 

第 - - 表 の  
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

第６  と 題行動 
第  年の  

 
 年の 者  

平成 28 年の青 年（0 24 ）の 者数は、66人で前年に べ 1 人 し、 者総数に める 合 

は 0 8 となっている。  

 
第 - - 表 年 年 者 の                          

 

年 
0 4  5 9  10 14  15 19  20 24   総数  ( ) 

24 4 5 9 21 19 88 17 294 0 51 

 25 20  1 14 27 65 17 112 0 8 

 26 26 7 4 14 7 88 17 042 0 52 

 27 0 2 1 15 1 79 17 148 0 46 

 28 24 4 6 12 20 66 17 09 0 8 
      資料： 政策課 

 
 

 年の  

青 年（0 24 ）の 別 をみると、第 1 は の事 の 14 人で、青 年の 者の 21 2

を めている。 

     第 2 は の 1 人、第 は 性 生 の 7人となっている。 

 

第 - -2 表 年（ 24 ）の （ に る）              （ ） 
 

年 
第１  第２  第３  

者数 

（0 24 ） 

24 の事  15     1  
性 生  

その他の 経 の  

間に関連する  

6 88 

 25  14 
の事  

性 生  
7 

その他の 生  

の  
4 65 

 26 
の事  

 
17 性 生  10  6 88 

 27  20 の事  16 性 生  6 79 

 28 の事  14  1  性 生  7 66 

                                                            資料： 政策課         

2  年の の に る  

     青 年の 者のうち、 の事 による 者は 14 人（21 2 ）となっている。 

また、 の事 による 者のうち、 通事 による 者は 10 人（71 4 ）となっている。 

 
第 - - 表 年の の に る （平成 28 年） （ ） 

 0 24  0 4  5 9  10 14  15 19  20 24  

年 齢 別 者 数 (a) 66 24 4 6 12 20 

の 事  (b) 14 2 2 1 5 4 

内  
通 事  10  2  5  

そ の 他 4 2  1  1 

の事 の 合( )  (b) (a) 21 2 8  50 0 16 7 41 7 20 0 

                                                資料： 政策課 
 
 
 

（ ） （ 者総数に める青 年層 者数の 合）  
（青 年層 者数） 

総数（ 者総数） 100 

－ 35 －



第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

 年の  

 平成 2 年 の 況 

平成 29 年中の県内の 通事 は、 生 数 258 （前年 482 、 12 9 ）、 者数 42 人（前

年 11 人、 20 8 ）、 者数 4 022 人（前年 517 人、 11 4 ）で、前年に べて 生 数、

者数、 者数の てが し、 生 数・ 者数は、平成 1 年を ークに平成 14 年 、16 年

連 で した。 

  
2  に る 年の 者 

 平成 29 年中の 通事 による子ども（中学生 下）の 者数は、 者数 1人（前年 0人）、

者数 21 人（前年 人、 1 4 ）で、 者は の 2 4 、 者は の 5 を めた。 

   また、青 年（16 上 24 下）の 者数は、 者数 人（前年 5人、 62 5 ）、 者数

444 人（前年 107 人、 19 4 ）で、 者は の 7 1 、 者は の 11 0 を めた。 

 
第 - -4 表 に る （ 学 ） 年（ 24 ）の 者 の  

（ ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料： 察本部 通企画課 

 

イ 平成 29 年の 者を状 別で ると、子どもの 者は 行者が 1人であ 、青 年の 者は 動

中が 人である。 

 
第 - - 表 （ 学 ） 年（ 24 ）の状 者 （平成 2 年） 

（ ） 

 

 

 

 

 
資料： 察本部 通企画課 

第 - -  （ 学 ） 年（ 24 ）の 者 の状 （平成 2 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

0 0 0 0

3 0 0 0 0 3年

0 3

0 0 3

（ ） 0 0 0 0

年 3

年 （ ） 3 0

0 3 3 0

3 303 3 3

（ ） 3

年

年 （ ） 0

年

20 4 2 15

1

1

0 20 40 60 80 100

通事 者数

子どもの 者数

青 年の 者数

資料： 察本部 通企画課
動 行者 その他

0

3

4 5

0 0 40 60 0 00

第1-6-5 図　 も（ 以 ）と 少年（16歳以上24歳以 ）の 数（平成29年） （ ）

0

0 0 0 0

3 0 0 0 0 3年
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

 年 者（ 24 ）に る  

 平成29年中の青 年運 者による 通事 生 数は484 、 者数は5人で、 生 数の14 9 、

者数の 11 9 となってお 、青 年の 人 が 人 の 6 7 である とを考 す 、

通事 生 数の 合が高いと える。 

 
第 - - 表 年（ 24 ） 者に る の   

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料： 察本部 通企画課、運 課 
( )1 運 者とは、第１ 事者が 上の 合をいう。           

2 運 総人 は、青森県が 有する運 有者 ー を に作成（ 察庁 と なる) 

 運 人 は、各年 12 月 である。 

 

イ 平成 29 年中の青 年運 者による 事 の 違 別では、各違 に集中は ら ない。 

また、青 年 の運 者による 事 は 運 違 （1 、 8 2 ）によるものが も

く、 いで通行 （6 17 6 ）によるものが い。 

 
第 - - 表 年（ 24 ） 者に る の 状況（平成 2 年） 

               （ ： ） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

資料： 察本部 通企画課 

（ ）1 運 者とは、第１ 事者が 上の 合をいう。 

2 第１ 事者が 上の 事 数は、 9 （ 者数 9人）である。 

 成率は、運 者別の 事 数に める違 の 合である。 

 

3 33 3 3 0 3

年 3

年 （ ）

0 3

年 0

年 （ ） 3 0 0

0 3 3 0

年 3 0

年 （ ）

3 00 0 3 3

年 0 0 0 00

年 （ ） 0

年

( ： 、人) 

 

成 （ ） 成 （ ） 成 （ ）

0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0 0

0 0 3 0 3

0 0 0 0 3

0 0 0 3 3

0 0 0 0 0

0 0 0 3 3 3 33 3

0 0 0

00 0 3 00 0 3 00 0

年 年

第1-6-7 　 少年（16歳以上24歳以 ） に る の （平成29年） （ ）

成 （ ） 成 （ ） 成 （ ）

0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0 0

0 0 3 0 3

0 0 0 0 3

0 0 0 3 3

0 0 0 0 0

0 0 0 3 3 3 33 3

0 0 0

00 0 3 00 0 3 00 0

１ １

１ 3 （ 3 ）

成

年 年
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

8 

 年の  
 年 の 年の 状況 

 5 年間の 生状況は下表のとお であるが、 のうち青 年の 生 数は 1 で、

の 12 8 を めている。 

 
第 - -8 表 年の                               （ ： 、人） 

     年別 
 25 26 27 28 29  

生 数 (17) 5(22) (18) 1(25) 1(19) 1 （101） 

事 

 

者 

者 1(10) 1(11) 1(10) 0(1 ) 0(4) （ 48） 

者 2( 9) 5(1 ) 2( 9) 1(12) 1(17) 11（ 60） 

 (19) 6(24) (19) 1(25) 1(21) 14（108） 

（ ）（ ）

 
2  平成 2 年 の 年の  

平成 29 年中（12 月 1 日現 ）の青 年の は、 生 数 1 （前年 0 ）、 者 0人（前年

0人）、 者 1人（前年 0人）である。 
 

第 - - 表 状況                                                                            （ ）

月別 1 2  4 5 6 7 8 9 10 11 12  

生 数       1      1 

事 

 

者 

    者             0 

   者       1      1 

 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 

                                      

第 - - 表 年 状況 

未 学児童 中学生の事 が 生した。                            （ ） 
     
年 未 学児童 小学生 中学生 高校生  

年齢  

28 1 (  0) 0 (  0) 0 (  0) 0 (  0) 1 (  0) 

29 0 (  0) 0 (  0) 1 (  0) 0 (  0) 1 (  0) 

 1 (  0)  0 (  0) 1 (  0) 0 (  0) 0 (  0) 

（ ）（ ）

 
第 - - 表 状況 

、用 での事 が 生した。                                        （ ） 
     
年    用  プール その他  

28       1 (0)     1 (0) 

29 1 (0)           1 (0) 

 1 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 1 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 

（ ）（ ）

 
第 - - 2 表 状況 

 「 中」、「 上での 中」の事 が 生した。                            （ ） 
     
年 中 ー   と ・  上での 中  

28         1 (0) 1 (0) 

29 1 (0)         1 (0) 

 1 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 1 ( 0) 0 ( 0) 

（ ）（ ）  
 

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0

0

0 0

－ 38 －



第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

第  に る 状況 
 

 の状況 
 年の学校 状況 

平成 29 年中、児童 、児童 ル に る行 等の 児童の 等に関する 違 、県青

年 育成 違 等の 年の を する （ ）の 者となった 年は 44 人で、前年に

すると 11 人（20 0 ） した。学校・職業別では、 者の 8 （88 6 ）が中学生と高校生で

めら ている。 

 
第 - - 表 年の学校 状況                       （ ） 
    学職別 

別 総数 未 学 小学生 中学生 高校生 その他 
学生 

有職 
年 

職 
年 

営 化  2(2) 0 0 0 2(2) 0 0 0 

児 童  1(1) 0 0 0 1(1) 0 0 0 

児童 ・児童 ル  8(8) 0 0 ( ) 4(4) 0 1(1) 0 

県青 年 育成  26(18) 0 0 11(5) 14(1 ) 0 0 1(0) 

未成年者  1(0) 0 0 0 0 0 1(0) 0 

 2(2) 0 0 0 0 0 1(1) 1(1) 

向 取  4(0) 0 0 4(0) 0 0 0 0 

合     44( 1) 0 0 18(14) 21(20) 0 (2) 2(1) 

（ ） （ ）                          年 （ ） 
 

2  等 年の学校 状況                 

平成 29 年中、出会い イ 、 テ イ を して の 者となった 年は 21 人

で、前年に すると 1人（5 0 ） 加した。学校・職業別では、 者の 9 （90 4 ）が中学生

と高校生で めら ている。 

 

第 - - 4 表 等 年の学校 状況            （ ） 
      学職別 

別 総数 未 学 小学生 中学生 高校生 その他 
学生 

有職 
年 

職 
年 

児 童  1 0 0 0 1 0 0 0 

児童 ・児童 ル  6 0 0   0 0 0 

県青 年 育成  1  0 0 4 8 0 0 1 

 1 0 0 0 0 0 1 0 

合     21 0 0 7 12 0 1 1 

年 （ ） 
 

 の状況 

 年、 市化の進行や 化によ 、 が地域や 等から しがちな状況にあ 、児童 に関

する 数が 加の一 をたどっている状況にある。 
 

   

      児童 にお る平成 28 年度の児童 数は、949 （対前年度 27 ）となっている。

その内 は、 的 264 （ 17 ）、性的 1 （ 0 ）、 理的 502 （ 26 ）、

の ・ 170 （ 16 ）となっている。 年間の 数の推 は のとお である。 
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

0 

第 - -   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

資料： どもみらい課 

 
第  年 の 況 

 
 年等の の年  

行 年（ 年、特別 年 年）の総数は、 5年間で 6 （65 4 ） した  

平成 29 年中にお る 年は 19 人で、現 の 方式となった 2 年 で も ない検挙・

人員となった。 

 

第 - - 表 年等の の年                     （ ） 
              年別  

 25 26 27 28 29 

 

行

年 

 

 年 

年 422 2  250 187 105 

年 1 5 141 96 92 88 

 557 464 46 279 19  

特 別    年 1 22 24 22 24 

年 16 17 7 7 10 

合    604 50  77 08 227 

  行   年 784 2 864 2 546 2 260 2 875 
（ ） 行 年 年、特別 年 年をいう。           年 （ ） 

年 に る行 をした 年 年をいう。 
年 を した 14 上 20 未 の 年をいう。 

年 14 に たないで に る行 をした 年をいう。 
特別 年 い 取 など の （ 通関 に する を く）に る行 をした 年 

年をいう。 

年 者の な に しない性 など一 の事 があって、その性 は に らして、将来、 を し 
は、 に る行 をする のある 年をいう。 

行 年 に ないが、 、 等 は他人の 性を する行 を行い、 察に た 0 未 の 
年をいう。 

 
 

 年の の  
5 年間の 年の 別検挙・ 人員は、各年とも が も く、平成 29 年中は の 

7 （71 5 ）を めた。 

 
 

267 26 228 2 7 26

1 7 6 1 1

66 7 5
76 5 2

196 115 1 6
186 17

1

2

5

6

7

8

9

1

2 年 25年 26年 27年 28年

の

（ ） 

267 26 228 2 7 26

1 7 6 1 1

66 7 5 76 5 2

196 115 1 6
186 17

1
2

5
6
7
8
9

1

2 年 25年 26年 27年 28年

の

（ ）
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

 
第 - - 表 年の の                     （ ） 

        年別 
別 25 26 27 28 29 

       2  1  5 

       8 9 7 1 15 

       415 55 254 200 1 8 

       1  1 1  

       4 4  4 6 

その他の  97 60 50 40 26 

合         557 464 46 279 19  
（ ） 人、 、 の をいう。                 年 （ ） 

行、 、 、 集合の をいう。 
、 、 等の をいう。 

わい つ、と 等の をいう。 
 

 年の学 の  
5 年間の 年の学職別検挙・ 人員は、各年とも中学・高校生の める 合が も く、平

成 29 年中は の 6 （61 7 ）を めた。 

 

第 - - 8 表 年の学 の                        （ ） 
             年別 

学職別 25 26 27 28 29 

未  学 0 0 0 0 1 

 

児童 

生徒 

小 学 生 5  2 47 44 44 

中 学 生 218 198 120 110 7  

高 校 生 170 124 111 75 46 

そ の 他 9 16 10  4 

有 職  年 54 47 5 4 10 

 職  年 5  47 2  1  15 

合         557 464 46 279 19  

（ ）   年 （ ） 
 

第  年の  

   
平成 29 年中、大 取 で 1 人を検挙したが、平成 22 年 、 用で検挙・ た中・高校

生はなかった。 

 

第 - - 表 年の の                  （ ） 
         年別 

別 25 26 27 28 29 

取  0 0 0 0 0 

い 取  0 0 0 0 0 

大 取  0 0 0 0 1 

そ     の     他 0 0 0 0 0 

合         0 0 0 0 0 
（ ） 年 （ ） 
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  年の  

平成 29 年中、 性的行 （ 年の 育成上支 のある性的行 ）をしていた とによ

た 年は 0人で、前年に すると 8人（21 1 ） した。 

た 年の 6 （60 0 ）は、中学生と高校生で めら ている。 

 

第 - -2 表 年の                             （ ） 
            年別 

学職別 
25 26 27 28 29 

中  学  生 7( 4) 8( 6) 15(1 ) 12( 7) 5( 4) 

高  校  生 9(2 ) 2 (15) 1 ( 9) 20(15) 1 ( 9) 

そ     の     他 ( 1) 2( 1) 5( 1) 6( 0) 12( 9) 

合         49(28) (22) (2 ) 8(22) 0(22) 

中・高校生の める 合  9 9 9 9 84 8 84 2  60 0  

（ ）（ ）内は 子で内数を す。                                         資料： 察本部 年課（ ） 

 

2   の状況 

   性 は、性的 によって する であ 、性 クラ 、性 ル イル

、 ン ーマ、 、 などがある（ ）。 
県内にお る性 の状況を ると、 者数（ 年齢）は 年、 向にあったが、平成 28

年は 加に てお 、 の 1 度は 10 代の 者である。平成 28 年の 10 代の 者数は 45 人

で、 の内 は、 性 6人、 性 9人となっている。（第 - -2 第 - -22 表） 
第 - -2  県 （ ）の （ ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

資料： 生課 

              （ 考）性 クラ 、性 ル イル 、 ン ーマ、 は、県の を た特 の

機関（ 点 機関）から る 点 対象 。 

は、 者を した ての から る 数 対象 。 

0

8

0

0

0

0

0

0

0

0

80

0

年 年 年 年 年 8年

ン

ーマ

性 ル

イル

性 クラ

（ ） 

9

64

10

45

15

62

6

33

2

29

6

34

2

4

3

6

7

1

6 2

6

2

2

2

4

1

2

2
1

3

5

3

8

2

7

2

1

2

2 2

1

2

5

6

7

8

9

2 年 2 年 25年 26年 27年 28年

クラ

（人）
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        資料： 生課 

 

  者 者の  

本県の イズ 者 者は、 て 20 代 上で、平成 年から平成 28 年までの で

82 人（ イズ 者 2人、 者 50 人。うち、 者 6人）となっている。 

年、 国的な 生数は い 向にあ 、本県においても 向にある。（第 - -2 表） 

 

第 - -2 表 県の 者 者の                       ( ：人) 

年 
人 10 

11 12 1  14 15 16 17 18 19 20 21 22 2  24 25 26 27 28  

イズ 
者 

 4 0 1 0 0 1 4 2 1 2  1 1 1 1  2 2 2 

 
者 

6 0 0 4 1 2  5 4  5 4 2  2 1 2 1 2 50 

 9 4 0 5 1 2 4 9 6 4 7 7  4  2 5  4 82 

第 - -22 表 県 における の      （ ）

年  

点 対象  数  

対象  

3

年 0 3 30 30 0 3 30

0 0 0 3 0 0

0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 3

年 3 0 3 3 0 0

0 0 0 3 0 0

0 0 0 0 0 0 0 3

年 3 3 3

１ 3 0 0

3 3 3 0 0 0 0

年 0 3 3 0 3

１ 33 0 0 0 0 0

3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 3

年 00 33 30 0 0

１ 0 0 3

0 3 3 0 0 3 0 0 0 0 0 3 0 0

年 3 3 3 0

１ 3 0 0 0 3

3 3 0 0 0 0 0 0 3

（ 考）日本にお る ー イラン では、 イズ 者とは 回 時に イズと た者であ 、すでに

として ている が イズを するなどの 合は まない。 
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

第  青 年の意識 
 

 年の に る に  

県の施策を推進し、県民の 主的活動の有 な 開を図るためには、青 年 題に関する県民の理解と市

町村等関 機関の協 が 要である。 

のため、県では、本県の青 年の意識の現状や将来 ・ 会との関わ などについて、青森県青 年

育成 に く青 年行政 事業の一つとして「青 年の意識に関する 」を 年で実施し、

その を県民に明らかにするとともに、市町村等関 機関に 提 している。 

 

 の  

本県にお る青 年の意識や行動を し、青 年に関する施策の総合的な推進のための 資料を

るとともに、 く県民に する とによ 、青 年の 育成に対する理解と協 を る。 
 

2  の  

による 記 集  
 

 の  

  県内の小学校６年生   人（１ 校） 

 県内の中学校２年生   ２ 人（１ 校） 

 県内の高等学校２年生  人（１２校） 

       合      １ ２ １人（ １校） 

 

4  の実施  

     平成２８年８月から平成２８年 月 

 

  

   地域の と 

 イ の中の と 

  学校の と 

   ・ の と 

   の と 

  カ ・ ーションの と 

   の と 

ク 生活 に対する意識 

 会 化に対する意識 

 に関する意識 

 

  実施主  

     青森県 生活部 青 年・ 参画課 

 

  の の  

     前大学教育学部 教授  一  

 

 
 
 

 

 

 

－ 45 －



第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

  

 の  

が でいる地域が きかどうか たと 、 では、８ ３ が「 き」と回 してい 

る。 

 

第 - - 表 る の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2  の の  

政治 題や 会的事 について や ちなどと話をするか たと 、 では、 ６ ２

が「話をする」と回 している。 

 

  第 - -2 表 の の に の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 8

67 9

6 2

8 6

6 5

26 2

2

9 7

5 2

1

1 5

7

5

7

2 6 8 1

小

図１ １ でいる の （ 1 2 ）

ら とい ら とい らい らい

11 6

12 1

11 7

11 1

6

7

6 2

28 7

26 7

5

28 7

15 1

1 8

17 5

1

2 6 8 1

小

図１２ １ の の についての （ 1 2 1）

る と る しない る とはない
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

 学校の  

   学校生活が しいかどうか たと 、 では、８８ が「 しい」と回 している。 

 

第 - - 表 学校 の 度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4  の  

・ が できる ・ かどうか たと 、 では、 が「 できる    

・ 」と回 している。 

  

第 - -4 表 る の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52 9

62 7

5 6

2

6

1

5 7

1

7 2

7

7

9 8

9

1 2

7

6 9

2 6 8 1

小

図１３ １ の （ 1 2 1）

しい ら とい しい ら とい し ない し ない

71

78 8

7

6

2 5

17

25

1 2

2

7

1 1

1

1

7

2 6 8 1

小

図１ １ がいる の （ 1 2 9）

で る で る

で ない で ない
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

 の  

   への  

    の とが きかどうか たと 、 では、６ ２ が の とを「 き」と回 して

いる。また、「 き」と回 した 合は、小学生、中学生、高校生と、成 につ て 下している。 

 

第 - - 表 の （学校 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

また、 別に したと 、小学生、中学生、高校生のい も、 子の うが 子よ も 

「 き」と回 している 合が高い。 

 

第 - - 表 の （ ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 5

27 8

17 8

16 1

7

5 5

1

6 5

2 5

16 5

2 2

8

11

5 2

1 9

1 6

2 6 8 1

小

図３０ １ の （ 1 2 7）

ら とい ら とい らい らい

2 8

22 6

22 2

1 7

22 2

8 1

5 5

5 5

6

2

6 5

6 6

11 6

21 6

18 2

27 9

2

5 5

5 1

5

1

16

8 9

19 8

2 6 8 1

小

図３０ ２ の （ 1 2 7）

ら とい ら とい らい らい
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

イ 他人への いや  

    他人を大 にしているかどうかを たと 、 では、 ２ が「大 にしている」と回

している。 

 

第 - - 表 に る  

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 について 

    や他人の をどう うかについて たと 、 では、 が「大 と う」と   

回 している。 

 

第 - -8 表 の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

61

66 2

65

51

2

1

2 7

8

2 7

7

9

1

1

9

1

2 6 8 1

小

図４４ １ 人 にしている （ 1 2 ）

している ら とい している ら とい していない していない

86 1

91

85

82

11 6

7 7

12

1 6

1

1

9

2

1

1 7

1

2 6 8 1

小

図４５ １ 人の （ 1 2 2）

と ら とい と ら とい と わない と わない
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

 の  

   携 話・ マー フォンの 有状況 

携 話・ マー フォンを 有しているか たと 、小学生では３ ８ 、中学生では  

３ で、高校生では ８ ３ となっている。 

 

第 - - 表 の 状況（学校 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生の 有率は、２６年度 で２８ であったものが２８年度 では３ ８ に え

ている。 

また、中学生の 有率は、２６年度 で３３ ２ であったものが２８年度 では ３

と、 数 になっている。 

第 - - 表 の 状況（ ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

62 5

8

5

98

7 5

65 2

5 7

1 7

2 6 8 1

小

ている ていない

2 9

5 1

62 5

1

28 7

8

21 1

2

5

97 1

99 1

98

57 1

5 9

7 5

87

71

65 2

78 9

66 8

5 7

2 9

9

1 7

2 6 8 1

2

26

28

小 2

26

28

2

26

28

2

26

28

図５０ ４ ートフ の

ている ていない
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

 イ 携 話・ マー フォンの 用時間 

    携 話・ マー フォンの１日の 用時間を たと 、小学生の ２ ６ が１時間 上、  

中学生の １ が２時間 上、高校生の が３時間 上となっている。また、 の    

８ が 時間 上 用していると回 している。 

 

第 - - 表 の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 フ ル ング機 の 用状況 

    用している マー フォン等のフ ル ング機 について、 では、「有 になっている」が

８ であるが、「有 になっていない」が１８ となっている。 

 

第 - - 2 表 の 状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11

29

1 7

8

18

8 6

5

22

17 1

25

21 8

2

15 8

18

2

18 9

9 2

1 5

25 6

11 2

1 5

12 7

8

7 2

6 1

9

2 6 8 1

（ 82 ）

8

26 1

6

56

18 7

1

1 2

22 9

6 5

59 5

9

2 8

2 6 8 1

小

図５ １ フ タリ の （ 828）

にな ている にな ていない わ らない
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

 やい めにつながる き みへの 状況 

    マー フォン等で やい めにつながる き みを た とがあるかどうか たと 、

では、３２ が「 た とがある」と回 している。 

 

第 - - 表 に る の 状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イン ー ッ で 合った人との ールなどのや と  

    イン ー ッ で 合った人と 話や ールなどのや と をした とがあるか たと 、

では３ ３ が「ある」と回 している。また、高校生では ３ が「ある」と回 している。 

 

第 - - 4 表 の の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 5

1

8 1

11 1

25

1

25

9 9

67 1

86 9

66 5

9

2 6 8 1

小

図 ３ １ い につながる の （ 1 2 9）

る と る とはない

5

1 8

7

5 7

6 7

86 2

6

6

2 6 8 1

小

図 ５ １ ター トで 人との ー な の と （ 1 211）

る ない
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

カ イン ー ッ で 合った人と実 に会う 

    イン ー ッ で 合った人と実 に会った とがあるか たと 、 では１ が 

「ある」と回 している。また、高校生では１ が「ある」と回 している。 

 

第 - - 表 実 に  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ーム機や携 プ ーヤーを ったイン ー ッ ・ 等の 用状況 

ーム機や携 プ ーヤーを って、イン ー ッ や などを 用しているかどうか

たと 、 では、 が「 用した とがある」と回 している。 

 

第 - - 表 等の 状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

1

7 8

19

89 6

95 9

92 2

81

2 6 8 1

小

図 １ ター トで 人と に （ 1 215）

る ない

8 1

29 2

8 2

6 2

18 9

2 8

18 5

17 5

5

6

2 6 8 1

小

図 １ ー し ター ト の （ 1 22 ）

る と る していない
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

ク 携 話・ マー フォン・ ンなどの での い方ルール 

    マー フォン等の い方の でのルールを たと 、小学生では３１ ８ が、中学生では

３ ６ が、高校生では １ が「特にルールを めていない」と回 している。 

 

第 - - 表 の の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26 5

11

9

8 1

12 7

22 2

21

22 6

8

9 8

8 9

15

1 9

11 6

12 6

2 5

21 1

29 7

7

1 8

1 6

1 9

8 2

1

25 9

2

25 7

5 6

11 1

5 7

5

7

12 1

2

19 1

12 6

7

51 7

2 6

る ている

る ている

ー 、 ー

る している

る ト リの

ている

しないな 、 ー

に る ている

ー 、 な の

が ない にしている

ー リの の上

の ている

と には に に

る に ている

の

に ー ていない

図 ９ １ ートフ の での い ー （ 1 197）

小
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

  の  

 への  

が きかどうか たと 、 では、 が「 き」と回 している。 

 

第 - - 8 表 の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ １日の 時間 

     １日の 時間を たと 、 では、１６ ６ が１時間 上 をしている一方で、    

２６ は「 くしない」と回 している。また、高校生では、「 くしない」が ２ となっ

ている。 

 

第 - - 表 の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

1

1 8

2 7

8 5

7

5 1

15 7

16 1

15

15 5

1

8

11 6

1 9

2 6 8 1

小

図 １ １ の （ 1 2 ）

ら とい ら とい らい らい

5

5 2

9

12 1

12 1

1

11 1

19

2

2

15

25

29 6

26 9

19 2

12 8

15

12 5

1 6

26

15 6

22

2

2 6 8 1

小

図 ２ １ １ の （ 1 2 5）

２ 以上 １ ～２ ３０ ～１

１０ ～３０ １０ しない
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

8  に る  

 生活 に対する意識（ の 人 等） 

の 人 やながら 運 について たと 、 では、 ６ ３ が「 い と 」

と回 している。 

 

第 - -2 表 に る （ の 等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 生活 に対する意識（ 識のない人への 人 提 ） 

のプ フ ールや を あった とのない と する とについて たと 、 

では、 １ が「 い と 」と回 している。 

 

第 - -2 表 に る （ の の ） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 2

85 6

72 5

61

2 1

1

2

2 7

7

1

2

5 9

2 6 8 1

小

図 １ に る （ の 人 ）（ 1 2 ）

い と い と い とではない

68 2

8 7

7 6

5

2

1

21

1

8 5

2

8

15 5

2 6 8 1

小

図 １ １ に る （ のない人 の 人 ）（ 1 2 7）

い と い と い とではない
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

  に る  

 会 化に対する意識（ 性、 性の 別なく、ともに 事や育児や をするのは ） 

性、 性の 別なく、 事や育児や をするべきかどうか たと 、 では、８ ８

が「そう う」と回 している。 

 

第 - -22 表 に る （ ） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 会 化に対する意識（いま でいる地域に将来も み るのは ） 

いま でいる地域に将来も み るべきかどうか たと 、 では、 １ が   

「そう わない」と回 している。 

 

第 - -2 表 に る （ ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 8

8 5

75 5

8 8

6 5

6 7

7 5

5 2

12 7

9 8

17

11

2 6 8 1

小

図９２ １ に る （３）（ 1 2 2）

わない らともい ない

17 6

27 5

1

11

1 5

51 1

9

9 2

5 6

7 6

2 6 8 1

小

図９４ １ に る （５）

わない らともい ない
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

 に る  

将来したい仕事やつきたい職業があるかどうか たと 、 では、 が「ある」と   

回 している。 

 

第 - -24 表 に る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

75 5

8 5

7

7

2 5

16 5

29 7

26 7

2 6 8 1

小

図９５ １ の （ 1 19 ）

る ない
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第８章 青少年の健全育成 





第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

第８  青 年の 育成 
 

 県 年  

青 年の な育成を図るための施策を策 し、 施策の総合的な推進を図るため、 生活部 を議

とし、 事部 、教育委員会、 察本部の 29 課で 成する青森県青 年行政連 会議を している。 

 

第 -8- 表 県 年 成  

事部 20 課 

部  課  主な関 事  

総 部 総 学事課 

・ 学校に関する と。 
・ 学前の子どもに関する教育、 育等の総合的な提 の推進に関する

と（ の に る ども に関する事 に る。）。 
・大学の 進に関する と。 

企画政策部 課 ・県行政の に関する と。 

生活部 

県民生活 化課 

・ ランテ 活動等の に関する と。 

・ 生活の 向上の に関する と。 

・ 通 運動の推進に関する と。 

・ のない ・ まち く の推進に る施策の総合的な推進に 

 関する と。 

・ 化 の総合的な企画、 推進に関する と。 

青 年・ 

参画課 

・青 年育成の総合的な企画、 連 に関する と。 

・青 年育成の総合的な推進に関する と。 

・青森県青 年 育成 議会に関する と。 

・ 参画に る施策の総合的な企画、 連 に関する と。 

・ 参画に る施策の総合的な推進に関する と。 

・ 参画 ン ーに関する と。 

課 
・ 地に関する と。 

・ あい ン ー 地 ー ン ーに関する と。 

部 

政策課 
・民生委員に関する と。 

・生活 に関する と。 

が ・ 

生活習  

対策課 

・が 生活習 の に る施策の企画、 案 推進

に関する と。 

・ 進に関する と。 

・ う に関する と。 

課 

・ に関する と。 

・ 、向 、大 、あへ い に関する と。 

・ 、 部 、化 、 機 生 等 に関する

と。 

・ 業に関する と。 

高齢 課 
・高齢 会対策の総合的な企画、 連 に関する と。 

・高齢 会対策の総合的な推進に関する と。 
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

部  課  主な関 事  

部 

どもみらい課 

・児童の に関する と。 

・ 子 子 に に関する と。 

・ に関する と。 

・ 子 に関する と。 

・児童 、児童 、特別児童 に関する と。 

・ 学前の子どもに関する教育、 育等の総合的な提 の推進に関する

と（ の に る ども に関する事 を く。）。 

・子ども・子育て支援に関する と。 

・ 者からの の 者の 等に関する と。 

・児童 、 人 、児童 支援施 子ども 支援 ン

ーに関する と。 

課 

・ 者 に関する と。 

・ 的 者 に関する と。 

・児童 による 児の に関する と。 

・ 者 に関する と。 

・ 者支援に関する と。 

部 

政策課 ・ 会、 会連合会、 会議 中小企業 等に関する と。 

政・ 開 課 

 

・ 教育に関する と。 

・地域 用対策の総合的な企画、 連 に関する と。 

・公 職業 、 職業 に関する と。 

・職業 検 に関する と。 

・その他職業 の開 向上の 進に関する と。 

部 

政策課 

・ 業 政策の企画 案に関する と。 

・ 業の担い の育成 の推進に関する と。 

・青年 業 に関する と。 

政課 
・ 業 対策に関する と。 

・ 業の 識の に関する と。 

課 ・ 業の担い の育成 の推進に関する と。 

県 部 

課 ・ の管理 に関する と。 

市 画課 
・ に関する と。 

・公 、 地その他公 地に関する と。 

国  

 

企画課 

・ 施 の 進に関する と。 

・青森県総合運動公 （運動施 域を く。）の管理に関する と。 

・県 に関する と。 

課 

・国 の総合的な企画、 連 に関する と。 

・国 の総合的な推進に関する と。 

・ 協 に関する と。 
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

教育庁 5課 

部  課  主な関 事  

教育庁 

学校教育課 
・市町村 、小学校 中学校 に県 中学校、高等学校

特別支援学校の学習 生徒 等に関する と。 

教職員課 
・県 中学校 高等学校の管理等 に市町村 、小学校

中学校の管理の 等に関する と。 

学校施 課 
・県 学校の施 の 等に関する と。 

・市町村 学校施 の の に関する と。 

生 学習課 

・青 年教育 教育に関する と。 

・公民 図 の 管理の に関する と。 

・県 年 の 、県総合 会教育 ン ーに関する と。 

ー 課 

・学校 に関する と。 

・学校 に関する と。 

・学校 育 会 育に関する と。 

・ ー の に関する と。 

察本部 4課 

部  課  主な関 事  

察本部 

生活  

企画課 

・ 、事 その他の事案に る市民生活の と平 に関する と。 

・ の に関する と。 

・ 者からの の 等の対策に関する と。 

・ ーカー対策に関する と。 

・子 ・ 性を対象とする性 等の前 事案対策に関する と。 

地域課 ・ 等の事 に関する と。 

年課 

・ 年 行の に関する 企画に関する と。 

・ 年の に関する と。 

・ 年の を する の取 に関する と。 

・ その他 年の な育成を する行 に る 年の に

関する と。 

通企画課 
・ 通事 の 対策一般に関する と。 

・ 通 教育 通 運動に関する と。 
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第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

 県 年 育成  

  

平成 18 年 4 月、地方青 年 題協議会 に く「青森県青 年 題協議会」と、青森県青 年

育成 に く「（ ）青森県青 年 育成 議会」を 合し、青森県 機関に関する に

よ 「青森県青 年 育成 議会」を した。 

 

2  成 

議会は、関 業者を代表する者、青 年の育成に携わる関 を代表する者 学識経 を有す

る者からなる委員（24 人 内）によ 組 、青森県青 年 育成 の によ その権 に

ら た事 を 議するための「図 等部会」（12 人 内） い め 対策推進 第 0

第 2 第 1 第 2 の による に関する事 を 議するための「い め 部会」（9

人 内）が か ている。 

 

第 -8-2 表 年 育成 の 成表   

組  委員等の 成 数  会 等の選 方  

会  
副会  
委員 

１関 業者を代表する者 

２青 年の育成に携わる関 を代

表する者 

３学識経 を有する者 

24 人 

内 
2 年 委員の 選 

                                   資料：青 年・ 参画課 

 

 県 年 育成  

  

青森県青 年 育成 に き、県は青 年の な育成を図るための総合的な施策を策 し、

実施する を有し、県民の 主的な活動を援 し、 進する とを 本として、 施策を 的、

的に実施する 要がある。 

のため、青 年の 育成を 的として、地域と した で 活動を行う「青森県青 年 育

成推進員」を 55 年から各市町村の中学校 を として している。 

なお、平成 0年 1月 1日現 の 員は 5 2 人で、 は 2年となっている（ を げない。）。 

 

2  （ ）の  

 青 年の な育成のための地域活動の 進に関する と。 

イ 青 年関 行政機関 青 年 等との連 協 に関する と。 

 青 年 等の活動の 進 者の 成に関する と。 

 青 年 題に る に関する と。 

 青森県青 年 育成 の に関する と。 

カ その他青 年 育成県民運動の活動に関する と。 

 

 

第 -8- 表 県 年 育成 の 状況（平成 28 年度） 

内   容 数（回） 合（ ） 

１ 地域活動の 進 5 59  54 5 

２ 行政機関等との連 協  1 669 16  

３ 青 年 等の活動の 進 者の育成 1 047 10 2 

 青 年 題に る  126 1 2 

 県青 年 育成 の  517 5 0 

６ その他 1 10 12 8 

 10 262 100 0 

資料：青 年・ 参画課 

 

－ 62 －



第１部 子ども・若者の現状と課題 
 
 

 

 の  

 青森県青 年 育成推進員は、県内各市町村に し、県 の 員は 5 2 人。市町村別の 員は、

第 -8-4 表のとお である。 

イ 担 域は、市町村の行政 域となってお 、県の特別職の 職員としての を有する。 
  

第 -8-4 表  年 育成 平成 30 年１ １                   

 

市町村  
員 

 

市町村  
人員 

 

市町村  
員 

市 

青森市 72 
西
・
北
津
軽
郡 

町 8 

上
北
郡 

地町 8 

前市 49 深 町 9 町 9 

市 60 中 町 10 町 5 

市 16 町 8 町 4 

市 25 町 8 町 11 

市 20  4  おいら 町 10 

市 16 中
・
南
津
軽
郡 

村  村 6 

つ市 0 町 9  5  

つがる市 22 大 町 6 

三
戸
郡 

町 6 

平 市 16 村 5 町 11 

 26  2  子町 5 

東
津
軽
郡 

平内町 8 

下

 

大間町 4 部町 14 

町 10 通村 6 上町 6 

別町 5 間 村  村  

村  村   45 

 26  16 市    26 

 

町 村  206 

県    5 2 

資料：青 年・ 参画課 

 

 

 年の 者  

   青 年 育成 第 10 では、「 事は、青 年の な育成を図るため、青 年を取 く 会

青 年の実 を してその を県民に公開するとともに、関 機関に対して 要な を提 しな

ならない」と めている。 

 のため、本県の青 年の意識の現状や将来 ・ 会との関わ などについて意識 を実施し、その

実 をまとめた「青 年の意識に関する 」 の作成と青 年の現状と 題点、対策をまとめた

「青森県子ども・若者 」（平成 25 年度までは、青 年 「青森の青 年」）の作成を 年で実施して

いる。 
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ラム 「子どもの 」と学生による学習支援 ランテ の意  
 
 

 

 

の 学 に る学 の  

 

 学 教育学  教    

 

  日本の子どもの が 会 題としてク ーズ ップ 、「子どもの 対策の推進に関する 」が

、施行 ました（平成 26 年１月）。 は対策の の１つに「教育の支援」（第 10 ）を げていま

す。 くの小・中学生が 課後や 日に学習 に通い学校の 習や に えるのに対し、経済的に しい

の子どもはそうした を 用できない とから、学 、進学 の が生 、将来 の連 に

つながると わ ます。 

の状況を解 するため、 や一人 の子どもを対象とする学習支援 ランテ が青森県でも

活 に 開 つつあ ます。中には、 話題の「子ども 堂」と連動した の事業も ます。 

え 青森市の「 イ くら 」は、平成 22 年から市の 子 会会員の小学生から高校生の

現 15 人を対象に、 の 前中に開催してきました。 ッフの中 は青森県 大学の児童

会の学生です。 では、学習 でなく、 来から イ ンプ、ク マ 会、お な

どのイ ン も でいましたが、平成 29 年度からは月に１回、 のあと たちが用意してく

た を一 にとる とによって、 育も るようにな ました。 

 

他方、平成 29 年 5月に ー した 前市の「 人マ ーフ ールド」の活動は、「子ども 堂フ

ーマーズ ッ ン」（平成 27 年）と ラ し、 前大学の学生 ークル「   a 」の協 を て、学

習支援も ッ で行うようにな 、現 に っています。現 は、 の 方から をは で一人

の子ども 10 数人が ・参加しています。い の事業も開 から参加児童は に 加し、

の を ら ているとの とです。 

 

の「子ども 堂 学習支援」活動の意 と は 重の意 で 大なものがあ ます。第１に、 で

子どもたちが るものは、 なる や成 ップではあ ま 。 大の は、 うした学 の

では、 たちの ール ル的 である大学生のお ・お と 事と 、ときには を通

た の中で、 の をしっか めてもらえる とにあ ます。2時間 どのお とお 事

 

ラム 「子どもの」と学生による学習支援ランテの意 
 
 

 

 

の学にる学の 

 

 学 教育学 教   

 

  日本の子どものが会題としてクーズップ、「子どもの対策の推進に関する」が

、施行ました（平成26年１月）。は対策のの１つに「教育の支援」（第10）をげていま

す。くの小・中学生が課後や日に学習に通い学校の習やにえるのに対し、経済的にしい

の子どもはそうしたを用できないとから、学、進学のが生、将来の連に

つながるとわます。 

の状況を解するため、や一人の子どもを対象とする学習支援ランテが青森県でも

活に開つつあます。中には、話題の「子ども堂」と連動したの事業もます。 

え青森市の「イくら」は、平成22年から市の子会会員の小学生から高校生の

現15人を対象に、の前中に開催してきました。ッフの中は青森県大学の児童

会の学生です。では、学習でなく、来からインプ、クマ会、おな

どのインもでいましたが、平成29年度からは月に１回、のあとたちが用意してく

たを一にとるとによって、育もるようになました。 

 

他方、平成29年5月にーした前市の「人マーフールド」の活動は、「子ども堂フ

ーマーズッン」（平成27年）とラし、前大学の学生ークル「  a」の協をて、学

習支援もッで行うようにな、現にっています。現は、の方からをはで一人

の子ども10数人が・参加しています。いの事業も開から参加児童はに加し、

のをらているとのとです。 

 

の「子ども堂学習支援」活動の意とは重の意で大なものがあます。第１に、で

子どもたちがるものは、なるや成ップではあま。大のは、うした学の

では、たちのールル的である大学生のお・おと事と、ときにはを通

たの中で、のをしっかめてもらえるとにあます。2時間どのおとお事
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ラム 「子どもの 」と学生による学習支援 ランテ の意  
 
 

 

イムの中で、「よくできた 」と めら 、「 が い」と 意 、あるいは 時間に きな

や ン の話で 上がった する 間は、 のままの を表出できる 重な成 の となっているは

です。経済的な ン を えた日 の生活と将来に対する が ・解 し、 いては 、

を回 していくの と考えら ます。 

第２に、 としてはならないのは、 ら学生 ランテ が しい にある子どもを ー する

との意 です。学生の くはある意 で ま た の下で育ってきて、 「 高学 」で学 機会を

しています。でも の活動に参加する とで、子どもの らしに 経済的 とその としての や

教育機会の という現実を の た にし、その 公 と課題を意識するに ます。 す 、子

どもの成 を支援している学生 が、活動を通 て成 する機会を ている とを意 します。 

を える子どもたちが、 し上の若者 代の かい ましと支援によ と を って の進

を とができ、学生たち若者 代の中に子どもの の連 を してはならないという が し

ていくなら 、子どもの 対策 が 本理 に げている「子どもの将来がその生ま 育った によっ

て る とのない 会」の実現（第 2 ）が になるのではないでし うか。 
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ラム 「主権者教育と若者の政治参画」 
 
 

 

 

主権者教育 者の  

 

 学 学    平 

 

  平成 25 年 7 月（参 選）、平成 26年 12 月（ 選）の選挙で、青森県の平 投票率はい も

県中 47 （ 下 ）でした。 2 回の選挙では の点は し、平成 28 年 7 月（参 選）が 27 、平

成 29 年 10 月（ 選）が 26 となっています。 

  他方、平成 28 年の参 選から、いわ る「18 選挙権」が実現し、 まで投票権を有していなかった

18 と 19 も投票を行う とができるようにな ました。その 18 と 19 の投票率を県別に べると、

青森県は平成 28 年 7月（参 選）が 8 96 で 8 、平成 29 年 10 月（ 選）が 8 65 で 0 となっ

てお 、 国的に ても という とが か ます。 

とは え、 国平 でも、18 19 の投票率は、い の選挙においても の平 投票率よ も 10

度 くなっています。そ で現 、上 の「18 選挙権」 に合わ て た、「主権者教育」が

ています。 も を推 し、実 に な学校、特に高校において、大学や選挙管理委員会、

人等による出前講 などの で、投票を か るような内容の主権者教育が行わ ています。 

  者も、 する大学の講 において、主として 1 2 年生を対象に、「選挙」を意識した主権者教育を

まで行ってきました。中でも、「地域の課題を考える」を インテーマとした 前市内 大学（ 前大、

前学 大、 子大）の 通授業（「大学 ン ーシ ム学 き」の事業）においては、「若者の

政治参画」というテーマで、参加学生たちに、28 年の参 選を 材にして、そ の政党の特 やそ

の 点にお る各政党の主 についてグループで話し合いを 、 後に各 一つ 政党を選 し、

実 に投票するという作業を行ってもらいました。 

    

の授業は、表 的には投票率の を する とを 的としているようですが、その内実は し 投

票 を に選 するプ を 、 が投票に行く とにどのような意 があるのか、

が投票する とで を するのかを考え る とを 的としていたものでした。 

主権者教育は てして「投票率向上教育」にとどま がちであ 、そ え「選挙」が公 るなどし

て 間が選挙 ードに った から、実 に投票を行うまでの 間において 間の を集めるとい

うのが現実であるように えます。しかし本来あるべき主権者教育は、国民主権の担い を育成する とで

あ 、 に選挙で投票する とを推 する のものではあ ま 。 者が上 の講 で意図していたの

はそのような とでした。 

から そ、主権者教育で行うべき とは、 から 会の出来事を他人事、対 の 事と わ 、

がその出来事の 事者であ どうするかを に考える と、また投票に行く では わら 、 が投
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ラム 「主権者教育と若者の政治参画」 
 
 

 

票した 者が（ に関わら ）その後どのような政治的活動を行っているのかを 的に ェックして

いく となど、 たちの国、 たちの のあ 方は たちが めるの という意識を する

と という とにな ます。 

らに、主権者教育で がちな点ですが、年齢等の を た 、 らが議員や 選挙に

する ともできる ですから、「選 」 ではなく、「選 る 」に つ ともできるの 、という

とも に えていく 要があ ます。そして、 が議員や となった にも、 があくまでもそ

の国の国民、その の 民の「代理人」としてそのような にあるの という とを に 識したうえ

で行動する、そのような人 を育成していく とも重要でし う。 

から 250 年 ど前に、高 な政治 のル ーは選挙について のように っていました。「イ

人民は、 たちは と っているが、そ は大間違いである。 らが なのは、議員を選挙す

る間 の とで、議員が選 てしまうと、 らは とな 、 ものでもなくなる。」 のような

が現 も通用しているとす 、ある意 人 は進 していないという とにな まし う。 

主権者教育が担うべき は、その意 でも重要なのです。 
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《第２部》 

子ども・若者育成支援施策の 
実施状況 

 

 

第１章 子ども・若者育成支援 

   施策の総合的な推進 





第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 
 

 
 

 

第  者育成 施 の  

 
第  の  

平成 22 年 月、子ども・若者育成支援施策の総合的推進のための枠組 と、 会生活を に営 上

で を有する子ども・若者を支援するための ッ ワーク などを 的とした「子ども・若者育成支援

推進 」が施行 、 年 7 月に、 に く子ども・若者育成支援推進大 （ 下「大 」という。）

として、「子ども・若者 ョン」が策 た。  

その後、有識者からなる子ども・若者育成支援推進点検・ 会議を開催し、大 に く施策の点検・

を行うとともに、平成 27 年には、「子ども・若者 ョン」の策 から 5年を経 した とを 、

たな大 を策 すべく、子ども・若者育成支援推進点検・ 会議にお る を まえつつ、総合的な

地から検討・ を行い、平成 28 年 2月に たな「子 ・若者育成支援推進大 」が策 た。  

 

第  県における 者育成 施 の  

 

 第 県 者育成 の  

子ども・若者育成支援推進 の施行等の状況を まえ、あおも の未来を担う人 である子ども・若者

の成 と を支援していく 会 く を し、関 機関 県民が一 となって取 組 でいくため

の を めるため、平成 25 年 1 月に「青森県子ども・若者育成支援推進 画」を策 し、各 施策を

開してきた。 

   しかしながら、 年、子ども・若者を取 く は、 子化や 化、 たな 通 ー の 

  出現等に加え、経済 会 が 化してお 、 うした とを に、人間関 の 化、 や地域に 

  お る教育 の 下、有 の などの の 化や、生ま てから現 に るまでの生育 にお 

  いて な 題に し、 え 、 、児童 、い め、 校、 ー 等の 題が に し合 

  うなど、 な 題を 合的に えているなどの状況等を まえ、 までの 画の しを行うととも

に、本県にお る取組を に推進するため、平成 0 年 月に「第２ 青森県子ども・若者育成支援推進

画」を策 した。 

 

  の け 

子ども・若者育成支援推進 第 9 第１ に た「 県子ども・若者 画」として、子

ども・若者の育成支援に関する本県の施策を総合的かつ 画的に推進するための 本 画とする。 
 

2    

平成 0年度（2018 年度）から平成 4年度（2022 年度）までの 5年間 

 なお、子ども・若者を取 く 会 の 化などを まえ、 要に て しを行う ととし

ている。 

 

 

 

ラム 「主権者教育と若者の政治参画」 
 
 

 

票した 者が（ に関わら ）その後どのような政治的活動を行っているのかを 的に ェックして

いく となど、 たちの国、 たちの のあ 方は たちが めるの という意識を する

と という とにな ます。 

らに、主権者教育で がちな点ですが、年齢等の を た 、 らが議員や 選挙に

する ともできる ですから、「選 」 ではなく、「選 る 」に つ ともできるの 、という

とも に えていく 要があ ます。そして、 が議員や となった にも、 があくまでもそ

の国の国民、その の 民の「代理人」としてそのような にあるの という とを に 識したうえ

で行動する、そのような人 を育成していく とも重要でし う。 

から 250 年 ど前に、高 な政治 のル ーは選挙について のように っていました。「イ

人民は、 たちは と っているが、そ は大間違いである。 らが なのは、議員を選挙す

る間 の とで、議員が選 てしまうと、 らは とな 、 ものでもなくなる。」 のような

が現 も通用しているとす 、ある意 人 は進 していないという とにな まし う。 

主権者教育が担うべき は、その意 でも重要なのです。 
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第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 
 

 
 

 

  の  

の 画の対象となる「子ども・若者」の は、 本的には 0 から 0 未 の者とするが、施

策によっては 40 未 の者も対象とする。 

（参考） 本 画にお る「子ども」「若者」の年齢  

 
 

4   施  

      お の 者 育 に           

 
       者の 成 に け  

 
          的 である「 ・ ・ 」を育成します 

 
     2     会的・職業的 に 要な を育成します 

 
       る 者 の の  

 
         ー 等に対する支援の充実を図 ます 

 
    4     い め、 校、高校中 学等への対 の充実を図 ます 

 
         等のある子ども・若者への支援の充実を図 ます 

 
          き も の子ども・若者への支援の充実を図 ます 
 
          行・ 対策と ち 支援の充実を図 ます 

 
     8     子どもの 対策を推進します 
 
          特に が 要な子ども・若者への支援の充実を図 ます 

 
        を有する子ども・若者やその を総合的に支援します 

 
       者の成 る  

 
        ・学校・地域の 連携による教育 向上を推進します 

  
   2     県民一人 と が子ども・若者の育成支援に参画する く を推進します 

 
        子ども・若者を取 く 会 の 化を推進します 

 
 

       者の成 る の 成 
 

   4     子ども・若者の成 を支える担い を 成します 
 

       者の育成 
 

        的な未来を 拓く子ども・若者の育成を推進します 
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第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 
 

 
 

 

 の  

 

   

平成 25 年 1月に策 した「青森県子ども・若者育成支援推進 画」において、 画の 的な進行

管理を行うに た 、各 施策の取組状況を ・ するための として、重点 とに一

の「 ング 」（ 22）を し、 年度の数 の推 を公表してきた。 

平成 0年 月に策 した「第２ 青森県子ども・若者育成支援推進 画」においても、 ン

グ を し、公表する ととしている。 

 

2    

       本 画の 実かつ 的な推進を図るため、 庁的な推進組 である「青森県青 年行政連 会議」

において、各 施策の進行管理を行っている。 

       また、各 施策に関連する取組の内容や進行管理の状況について、県民に公表するとともに、「青森

県青 年 育成 議会」に し、 議会からの提 や意 等を 的な施策の推進に て

いく ととしている。 
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第２章 子ども・若者の 

たくましく健やかな 

成長に向けた支援 





第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 
 
 

 

第  者の 成 に け  

 

第  る の育成 

 

 に る 育 の  

  に る 育 県  

代を担う子どもたちが、 を大 にし、他人への いや をもち、たくましく 

やかに生きてい るよう、「 とつのいのち。み なの い ないのち。」を 

ッ フ ーズに、 を大 にする を育 県民運動を平成 16 年度から県民総  

るみで推進している。 

 

 推進方  

平成 16 年 6月に 県 市で きた小学生による 生 事 を契機に、 月に、「 を大

にする を育 県民運動庁内推進本部」を し、 庁的に取 組 ととした。また、 年 8月

には、教育、 、 や青 年 育成など数 くの民間 や関 機関で 成する「 を大 に

する を育 県民運動推進会議」を し、県民総 るみで推進する ととした。 

を大 にする を育 県民運動推進会議会員は、平成 0 年 1 月現 で 1 472 とな 、そ

の で「 の大 」をテーマとした活動や などに取 組 でいる。 

 

イ 的な取組状況 

平成29年度は、 を大 にする を育 県民運動に対する県民の関 を高め、 的な行動につ

ながるよう を図るため、講演や活動事 などを内容とする「 を大 にする を育 県民

運動推進フォーラム」を開催した。 
 

       日 時 平成 0年 1月 28 日（日）1 0 15 5 

         市民 化 ン ー・生 学習 ン ー（ 市） 

       参加者 を大 にする を育 県民運動推進会議会員、一般県民 250 人 

      内 容 ・子どもの ・未来 援 ッ ー 動画上  

        ・子どもの ・未来 援 ッ ー ング「 の未来へ」合 表  

          ・ を大 にする を育 活動事  

          ・講演（講 ： 人 （ 育教 ）） 

           「 の授業」 ド ー ーカーと を生きる  

 

2   の  

子どもたちの を解 し、明るく前向きに未来へ進 でいく を育 とともに、地域 で子

どもを る く を図るため、平成 29 年度から たに地域の で く 推進事業を実施

している。 
 

平成 29 年度の実施状況  

 県内一 か 活動 

  年 回、県内の 小・中・高等学校・特別支援学校で一 に、   

事が する「 を大 にする を育 か ー ー（平成 

29 年 4 月 1 日現 468 人）等地域の大人、 者などが、 校   

する児童生徒にあい つ・ か を行った。         

（実施 間） 

  ・平成 29 年 4 月 10 日 14 日（ 学、進 時)・平成 29 年 7 月 14 日 21 日（ み前） 

   ・平成 29 年 8 月 24 日 0 日（ み明 ） ・平成 29 年 12 月 18 日 22 日（ み前） 
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第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 
 
 

 

イ 他人を いや を大 にする を育 対話集会 

  児童生徒と地域の大人との 理解を 進し、 関 の を図る とによ 、地域 で子ど

もたちを る く を進めるとともに、子どもたちの の解 や明るく前向きに未来へ進

でいく ちの 成を図るために実施した。 

 

  時  平成 29 年 10 月 平成 29 年 12 月 

実施校 県内 6地 の小・中・高等学校・特別支援学校 18 校 

  テーマ 「 について考える」 

内 容 地域の大人と児童生徒が一 に考え意 やグループワークを行う 

対話集会 ー ー ー 

    ・ 前 大学 学生部  学部 学 教授 小 有子（ ー ー イ ー ） 

     ・特 営 活動 人 子ども ン ー・ たの代表 中 子 

     ・特 営 活動 人子育て ー ー イド・ ー もも代表 本  

     ・特 営 活動 人はちのへ未来 ッ 代表 平間  

  ・青森県 上総合高等学校 クール ーシ ルワーカー 上 子 

     ・青森県教育庁下 教育事 クール ーシ ルワーカー  

   実施状況 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地 学校 開催日時 開催 参加者

中 青森県 高等学校
１ 月１８日（ ）
６、 校時
（14 0 16 10）

会議
・生徒（ １学年）40人
・地域の大人（青 年 育成推進
員、大学生 ランテ ）８人

部町 地中学校
１ 月２ 日（ ）

、６校時
(1 0 15 20)

・生徒（１学年）41人
・地域の大人（青 年 育成推進
員等） 人

町 中学校

青森県 高等学校

青 青森市 小学校
１１月８日（ ）

、６校時
(1 40 15 15)

・児童（６学年）57人
・地域の大人（青 年 育成推進
員、大学生 ランテ 等）24人

上 市 ちと 小学校
１１月１ 日（ ）

、６校時
(14 00 15 20)

・児童（ 学年）70人
・地域の大人（青 年 育成推進
員等）17人

市 小学校
１１月１ 日（ ）

、６校時
(1 50 15 25)

第２ 的
・児童（ 学年）46人
・地域の大人（青 年育成関 者、
大学生 ランテ 等）10人

上 青森県 高等学校
１１月１ 日（ ）

、６校時
(1 40 15 10)

第１ 育
・生徒（１学年）155人
・地域の大人（青 年 育成推進
員、大学生 ランテ 等）29人

青森県 高等支援学校
１１月２ 日（月）

、６校時
(12 50 14 5)

的 １
・生徒（ 業 １学年）16人
・地域の大人（青 年育成関 者
等） 人

大間町 小学校

大間町 中学校

深 町 小学校

１１月２ 日（ ）
校時

(対話集会1 00
14 05)

育
・児童（６学年）18人
・地域の大人（青 年育成関 者
等）６人

１１月 日（ ）
(1 50 15 20)

中学校

・中学校生徒（１学年）20人
・高校生徒（国 教 ー ３学
年）14人
・地域の大人（青 年 育成推進
員、大学生 ランテ 等） 人

下
１１月２ 日（ ）
参 日
(9 20 10 15)

小学校 育

・小学校児童（１ ６学年）41人
・中学校生徒（１ ３学年） 4人
・地域の大人（青 年 育成推進
員等） 1人
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 地域の で く 推進青森県民大会 

  子どもたちの を解 し、明るく前向きに未来へ進 でいく ちを 成するため、学校・

・地域が一 となって、子どもを 支援する く を推進する とを 的に、「地域の

で く 推進青森県民大会 子どもの は地域のたから 」を開催した。 
  

日 時 平成 29 年 7月 0日（日）1 ： 0 15： 0（ は 11：00 16： 0） 

  県民 プラ （青森市） 

参加者 一般県民 50 人 

内 容 ・ 事から「あおも の未来をつくる子どもたちへの ッ ー 」の  

         ・大会 の  

      ・い め の取組事 表（平内町 小学校、 市 中学校、青森県 青森

高等学校） 

      ・ 講演（講 ： （教育 ）） 

「子どもも大人も 地の い学校・ ・地域 会をめ して 

あ のままに を く 」 

         ・ （県、教育庁、県 本部 関 による、い め 、 通 、特

等の ） 

 

 子どもたちの や未来を 援する ッ ー ング・動画の 作・  

子どもの 未来 援 ッ ー ング「 の未来へ」を 作し、 合 ・合 用の  

を作成した。県内の 小・中・高等学校・特別支援学校に を するとともに、合 ・合 用の

を県の ーム ー で公表している。 

 また、子どもの ・未来 援 ッ ー 動画は、 ッ ー ングを として 用し、 を担 

した「 くらしめ 」が出演、 村青森県 事の か、青森県に があ 、県内 はもとよ 、国 

内 で活 している方 からの、子どもたちへ向 た 援 ッ ー を している。 作した動画 

は、県の ーム ー 等を活用し している。 

 

 

 

地 学校 開催日時 開催 参加者

中 村 中学校
１２月 日（月）

、６校時
(1 00 15 00)

ッ ン ー
（ ）

・生徒（１学年）61人
・地域の大人（青 年 育成推進
員、大学生 ランテ 等）10人

青 青森市 中学校
１２月８日（ ）

校時
(1 25 14 15)

育
・生徒（１学年）69人
・地域の大人（青 年 育成推進
員、大学生 ランテ 等）21人

中 前市 小学校
１２月１１日（月）

、６校時
(1 40 15 15)

育
・児童（６学年）68人
・地域の大人（青 年 育成推進
員、大学生 ランテ 等）16人

下 青森県 つ 業高等学校
１２月１３日（ ）

、６校時
(1 5 15 25)

第１ 育
・生徒（機 １学年） 5人
・地域の大人（青 年 育成推進
員等） 人

青 青森県 青森中 高等学校
１２月１ 日（ ）

、６校時
(1 0 15 20)

第１ 育
・生徒（１学年）194人
・地域の大人（青 年 育成推進
員、大学生 ランテ 等）40人

上 市 小学校
１２月１ 日（ ）

、６校時
(14 00 15 0)

育
・児童（６学年）88人
・地域の大人（青 年 育成推進
員等）26人
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第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 
 
 

 

 テッカーの作成・  

児童生徒が 要な時にいつでも できる、県教育庁学校教育課「24 時間子 イヤル」の 

話 を記 した テッカーを、平成 29 年 4 月に県内の 小・中・高等学校・特別支援学校の児

童生徒に した。 

   

 の 育成 

 の  
県では、 児 から 対策を行う とが将来の や生活習 の につながる とから、

平成 26 年度から 28 年度まで 育 等 児童の 向児出現率等の を行うとともに、 育

等での 育プ グラム 向児を対象とした に る 別支援等を実 し、そ

の取組を県 ーム ー で している。 
 

2  に け 施  

本県の児童生徒の は、国と すると い 向が いているとともに、 向児出現率は、

ての年齢層で 国平 を上回っている状況にある。 の とから、実生活の中で、 らが

ー や運動に取 組 児童生徒の育成のために、各学校において、 テ などを用いて児童生徒

の や 状 等の実 を し、学校・ ・地域 会 関 機関等が連携した 画的、

的な が大 である。 

県教育委員会では、子どもの運動 と運動の習 化を図るため、小学校等において や

向上の プ グラムを作成・実 するとともに、 管理プ グラムを活用した生活習 の や

の実 等を実施する「未来を える子ども く 事業」に取 組 でいる。 

 

 学 の  

 部 学 による「 国学 ・学習状況 」によると、本県児童生徒の学 の状況は、第2-2- の

とお である。 

 平 率を 国と すると、小学校は、 年間にわたって、 ての教 において 国を上回っ

ている。中学校は、平成27年度 では、国 （活用）と数学 （活用）、平成28年度 では、国

（活用）が 国平 に か 、 に た 識・ を活用する に課題が ら た。しかし、平

成29年度 では、すべての教 において 国平 を上回るか 度の であった。 

 なお、平成15年度から 実施している県学習状況 の から、本県の児童生徒は、 的・

本的な 識・理解 については、教 や内容によって違いはあるものの、小・中学校 を通

ておお な状況である。また、 らを活用して課題を解 するために 要な 考 ・ ・

表現 等については、平成28、29年度は 向にある。 

 ら学 の実 を まえ、県教育委員会では、小・中学校を対象に「 しい時代を主 的に 拓

く小中学生育成支援事業」を、高等学校を対象に「深い学 によ 主 的に未来を 拓く高校生育成

事業」を実施し、小学校から高等学校まで一 して、児童生徒の学 意 や 考 、 、表現 等

の育成に取 組 でいる。 
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第 2-2-  学 学 状況 の （ 県 ） 
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第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 
 
 

8 

第  立に の育成 

 

 の に る の育成 

 教育 の  

 職 、イン ーンシップ等の実施状況 

( ) 中学校 

平成 26 年度の公 中学校にお る職 の実施状況は、161 校中 160 校であ 、実施率は

99 4 となってお 、前年度から 4 イン 加した。（未実施の 1校は小 模校のため、

学 行と職 を 年で実施） 

         平成 27 年度は、160 校中 157 校であ 、実施率は 98 1 となってお 、前年度から 1 イン

した。 

 

第 2-2-2 表 学校における 実施状況の （ 立学校） 

 

 

 

 

 

 

 

出 ：国 教育政策 「職 ・イン ーンシップ実施状況等 」  

 

( ) 高等学校 

         平成27年度、公 高等学校のイン ーンシップの実施状況を課 別でみると、 日 で86 4 、

時 で 27 、通 で となってお 、 日 では 実施している。 の実施率は

75 となってお 、前年度から 0 イン 加した。 

 

第 2-2- 表 高等学校における 実施状況の （ 立学校 実施 ） 

                                 （ ： ） 

        

 

 

 

 

 

 

出 ：国 教育政策 「職 ・イン ーンシップ実施状況等 」  

 

2  教育に る施  

   国的に 教育が推進 る中、本県では、教員一人 と の 教育に対する 識に

が ら るため、各学校にお る 的・ 的な 教育が に進 していない現状にあ

る とから、「あおも で『生きる・ く』を学 教育推進事業」（平成 26 27 年度）を実

施した。 

    の事業は、「青森県教育委員会 教育の （総 ・実 ）」 「あおも っ子

ー 明日へのか 」の実 的な活用方 を するとともに、教育支援プラッ フォームと

連携し、児童生徒の ・職業 の育成 将来の 実現のために する を育 ための

教育の推進を図るものである。 

年度  実施校（校数） 実施率( ) 

2   161   166  97 0 

 24  156   165  94 5 

 25  156   164  95 1 

 26  160   161  99 4 

 27  157   160  98 1 

 

年度 日 時 通

 2 76 9 100 0 70 5

24 76 9 100 0 70 5

25 86 9 76

26 8 6 41 7 75 0

27 86 4 27 75
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第  立に の育成 

 

 の に る の育成 

 教育 の  

 職 、イン ーンシップ等の実施状況 

( ) 中学校 

平成 26 年度の公 中学校にお る職 の実施状況は、161 校中 160 校であ 、実施率は

99 4 となってお 、前年度から 4 イン 加した。（未実施の 1校は小 模校のため、

学 行と職 を 年で実施） 

         平成 27 年度は、160 校中 157 校であ 、実施率は 98 1 となってお 、前年度から 1 イン

した。 

 

第 2-2-2 表 学校における 実施状況の （ 立学校） 

 

 

 

 

 

 

 

出 ：国 教育政策 「職 ・イン ーンシップ実施状況等 」  

 

( ) 高等学校 

         平成27年度、公 高等学校のイン ーンシップの実施状況を課 別でみると、 日 で86 4 、

時 で 27 、通 で となってお 、 日 では 実施している。 の実施率は

75 となってお 、前年度から 0 イン 加した。 

 

     第 2-2- 表 高等学校における 実施状況の （ 立学校 実施 ） 

                                 （ ： ） 

        

 

 

 

 

 

 

出 ：国 教育政策 「職 ・イン ーンシップ実施状況等 」  

 

2  教育に る施  

   国的に 教育が推進 る中、本県では、教員一人 と の 教育に対する 識に

が ら るため、各学校にお る 的・ 的な 教育が に進 していない現状にあ

る とから、「あおも で『生きる・ く』を学 教育推進事業」（平成 26 27 年度）を実

施した。 

    の事業は、「青森県教育委員会 教育の （総 ・実 ）」 「あおも っ子

ー 明日へのか 」の実 的な活用方 を するとともに、教育支援プラッ フォームと

連携し、児童生徒の ・職業 の育成 将来の 実現のために する を育 ための

教育の推進を図るものである。 

年度 実施校（校数） 実施率( ) 

2  161   166  97 0 

 24 156   165  94 5 

 25 156   164  95 1 

 26 160   161  99 4 

 27 157   160  98 1 

 

年度 日 時 通

 2 76 9 100 0 70 5

24 76 9 100 0 70 5

25 86 9 76

26 8 6 41 7 75 0

27 86 4 27 75

－ 78 －
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 の  

  主権者教育 の  

    主権者教育について 

     公職選挙 が 、選挙権年齢が 18 上に引き下げら たが、 は若い人の意 を政治

に ていく とが ましいという意図に くものである。主 的な選 ・ を行い、他者

と協 しながら な課題を解 していくという国 ・ 会の 成者としての資 や を育 と

が、よ 一層 めら ている。 

平成 27 年 10 月 29 日 部 学 の通 「高等学校等にお る政治的教 の教育と高等学校等

の生徒による政治的活動等について」では、政治的教 を育 教育について、 のように している。 

・学習 要 に いて、校 を中 に学校として の らいを明 にし、 的、 画的な

画を てて実施する と。 

・教 においては公民 での を中 とし、総合的な学習の時間や特別活動も活用して な

を行う と。 

・各学校においては、議会 民主主 などの政治や選挙に関する 識に加えて、現実の 的な政治

事象も取 い、生徒が有権者として らの で権 を行 する とができるよう、 的かつ

実 的な を行う と。 

・生徒が政治や選挙に関する理解を深め、課題を 的・ 的にとらえ、主権者としての政治参加

の 方へと考察が深まるように するなど、 に取 組 要がある と。 

 
    イ 主権者教育の取組について 

 ( ) 県教育委員会の取組 

 公職選挙 に い実施した取組 

      ・主権者教育推進講座 

       （平成 27 年 11 月 6 日、県選挙管理委員会、県明るい選挙推進協議会との 催） 

      ・県選挙管理委員会と学校教育課による「主権者教育についての連携協 に関する 」  

（平成 27 年 11 月 20 日）  

・高等学校等の政治的教 の教育と生徒の政治的活動等に る 会 

      （平成 28 年 2 月 4日） 

 

ｂ 選挙実施時にお る学校の対 についての の通  

 ・選挙にお る生徒の を取 くよう学校が に対 する と。 

 ・ 日前投票に関する 意 。 

 ・国が作成した副教材『わたしたちが拓く日本の未来』等を活用して、事前に選挙や選挙運動等

に関して する と。 

 ・参政権を に行 できるよう時間的な をする と。 

 

  ( ) 各県 学校にお る取組（平成 28 年度） 

 実施状況    

政治的教 の教育については、すべての県 高等学校において、公民 の を中 に、特別

活動等を活用して実施している。 

平成 28 年度の実施状況は、第 2-2-4 表のとお である。 

  
 
 
 

－ 79 －
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第 2-2-4 表 県立高等学校における主権者教育の実施状況（平成 28 年度） 
 
  
 
 

 
 

資料：学校教育課 

 
      ｂ 実施内容（一般的なもの、特色のあるもの） 
        ・国の作成した副教材『わたしたちが拓く日本の未来』を活用した政治や選挙の仕組み等につい

ての学習 
        ・選挙出前講座の実施（講演、模擬選挙等） 
        ・政策と投票行動に関するワークショップの実施 
        ・話合いを通して、現実の政治的事象についての考察を深めるため学習 
        ・政治・経済の授業において、「地域の課題について考える」をテーマに、ワールドカフェ方式に

よるワークショップの実施 
        ・若者の投票率を上げるための方策について考えるグループ学習 
        ・主要政党の政策の違いを通して、政治についての理解を深めるための学習 
 

 (ｳ) 県選挙管理委員会の取組 

将来の有権者である児童・生徒や、若者の主権者意識の向上を図るため、県・市町村選挙管理委

員会、県・市町村明るい選挙推進協会、教育委員会等が連携し、学校での出前講座や若者を対象と

したフォーラム等を開催している。 

      

a 選挙出前講座の実施 

   将来の有権者である児童・生徒の政治や選挙に関する意識を高めるため、平成 24 年度から、県 

内の小・中・高等学校を対象に、県・市町村選挙管理委員会職員や明るい選挙推進協議会委員等が 

学校に赴き、選挙に関する講座やクイズ、模擬投票などを行う選挙出前講座を開催している。 

   （平成 28 年度実施校数：小学校 17 校、中学校 6校、高等学校 42 校） 

      

b ヤングフォーラムの開催 

    若者の政治や選挙に関する意識の向上や地域への参加意識の高揚等を図るため、10代後半から 

20 代の若者を主な対象として、年 1回ワークショップ等を開催している。 

    平成 28 年度は、平成 29 年 1月 22 日（日）に青森市で開催し、28人の大学生等が参加した。ま 

た、ワークショップの企画・運営は、実行委員である大学生が行った。 

 

c 青森県の未来を担う主権者育成事業の実施 

    選挙権年齢の引下げを契機に、主権者教育の一層の充実を図るため、平成 28 年度から 2カ年の 

重点枠事業として、下記の事業を実施している。 

    ○ 高校生模擬議会の開催 

      県内高等学校を対象に、青森県の活性化策を検討するグループワークを実施するとともに、 

各校の代表を県庁に一堂に集め、県議会議員に政策提案する模擬議会を開催。 

     （平成 28 年度の参加校：5校）  

実施時間 校数（延べ数） 

公民の授業 ６２校 

総合的な学習の時間 １３校 

特別活動 ３８校 

その他 １６校 

－ 80 －
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    ○ フルー 選 総選挙の実施 

          県内小中学校を対象に、県 フルー をテーマにグループワーク 模擬投票を実施。 

         （平成 28 年度の参加校：14 校） 

     ○ 模擬投票 ー ーの  

       県高等学校総合 化 の主会 等、若者が く集まる に模擬投票 ー ーを 。 

       （平成 28 年度の ：県高等学校総合 化 会 （ 前市民会 ）、 前大学） 

      

 2   年  

     青 年が、集 の中で を し、連 の を につ ていく上で、青 年 が たす教育的

は大きい。 ら青 年 の活動としては、学習活動、 仕活動、 ク ーション活動、

活動、国 活動などがある。 

 

 年  

      主な 年 の加 状況は、第 2-2- 表のとお である。 

 

第 2-2- 表 年 状況の  

     年度 21 22 2  24 25 26 27 28 

子ども会 
数( ) 1 288 1 218 1 141 1 1  1 080 1 045 1 045 921 

加 者数(人) 48 08 45 088 41 078 9 15 6 5  4 272 2 624 0 860 

ーイ 

カ  

数( ) 15 15 15 15 12 11 10 10 

加 者数(人) 656 600 558 511 449 99 61 20 

ール 

カ  

数( ) 11 11 8 8 8 8 8 8 

加 者数(人) 297 262 2 6 221 24  2 6 225 221 

        資料：生 学習課 

 

     年 には、地域を とし主に町内のように、ある一 の地域に するものによって組

る「地域子ども会」や、 ・関 をもつものによ めら た活動を行う ーイ カ 、

ール カ などの「 的 年 」に大別 る。 

     年の 子化や子どもを取 く の 化によ 、各 年 は活動の参加者数の や、会の

活動のマン 化などい い な課題を えてお 、 前 どの活 は わ ているのが現状であ

る。 

     青森県子ども会連合会は、 42年に 成 て 来、 な 会や日 的な活動の中で、子ど

もたちの かな 性や 会性、 ランテ を っている。現 は 国子ども会連合会が作成し

た育成 に き、 ー ー・ 者・育成者等の 成が 画的に進めら ている。 

    ーイ カ は、 25年に青森市に に 成 て 来、 前、 、上 、 つなどの

各地に 成 、 察活動、 作活動、 仕活動、 営 、 など な や学習が

ら ている。 

     ール カ は、 26年に 前市に 生して 来、青森、 、 、など各地に 成 て

いる。「やくそく」と「おきて」に いて、 たちに人 の を く機会を え、平 な

の実現に する とを 的に、 営 や国 活動、 仕活動、 ー ー 成 などが行わ

ている。 

 

イ 青年  

青森県連合青年 は、県青年大会 県青年 題 集会の参加者の や の 員 などか

ら、平成 29 年度よ 活動を する ととなった。また、県内各地域の青年 については組

ている数が なく、活動の 小や活動中 となっていると もある。 

一方で、まちお しや子育て支援など、地域課題等について特化した青年組 は、青年 よ も

－ 81 －
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く してお 、各地域において活動を 開している。 

本県の青森県連合青年 の加 加 者数の推 は第 2-2- 表のとお である。 

 

第 2-2- 表 県 年 者 の       （ ： 、人） 

年 2 3

0 0 0 00 00 00 00

                        資料：生 学習課 

  の  

 地域の 活動等の ・ 提  

    ○ 学校内 を通 た 仕活動・ 活動の推進 

青 年に 会性と いや の など かな人間性を育 ため、学校内 を通 た 仕活動・

活動の機会充実を図る とを 的として、 い関 機関・ 等との連携を図る協議会を組 す

るとともに、 提 や ー イ 等を行う支援 ン ーを 治 が している。 

第 2-2- 表              （平成 年 月現在） 

 

 

する 

治  
           

1 青森県 インフォ ーションプラ あ す 青森県総合 会教育 ン ー内 

2 平内町 生 学習人材 ンク 平内町教育委員会生 学習課 

 前市 前市 ランテ 支援 ン ー 市民参画 ン ー 

4 町 町 ランテ ン ー 町 会 協議会 

5 市 市 ランテ ン ー 市 会 協議会 

6 町 ッズ ー ン ー 町教育委員会教育課 

                                         資料：生 学習課 

 

イ 子どもを とした地域の な活動の機会と の 大 

( ) 課後子ども教 推進事業 

平成 27 年度から、 課後子ども総合プランとして「 課後児童 育成事業」と一 的にある

いは連携した取組を、各市町村の実 に て実施している。子どもたちが地域 会の中で、

かで やかに育ま る く を推進する とを 的として、 課後の子どもたちの ・

な を 、 ー や 化活動等の 活動、地域 民と 活動の取組を実施して

いる。 

第 2-2-8 表 平成 2 年度 教  

3 3

0 0

－ 82 －



第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 
 
 

8  

3 3

0 0

3 3

30 30

3 3

3 3

33 33

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

0 0

3 3

平

3

0

3

3

3

3

0

－ 83 －



第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 
 
 

8  

3

3

0

3 成

3

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

0 （ ）

（ 年 ） 年

0 （ ）

3 （ ）

（ ）

3 （ ）

平 平

3

0

3

3

00

0

0

03

0 3

0

0

0

0

－ 84 －



第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 
 
 

8  

0

0

3

3

0

0

3

3

30

3

3

33 3

3

3

3

3

3

                                          資料：生 学習課 

 

( ) 地域の かな 会資 を活用した 学習推進事業 

学校・ ・地域が連携し、子どもたちにとってよ 有意 な 日の実現をめ すため、地

域の な経 や を つ人 の協 によ 、 日に 的・ 的な教育プ グラムを企

画・実施する取組を支援している。 

学習推進事業を実施している市町   前市 別町 中 町 

 

 高校生のための講演会 

      青 年の 教育の充実を図る とを 的として、 その に する本県出 者や

本県に か のある 人を講 に、高校生を対象とした講演会を開催している。 

      平成 29年度の開催状況は、第 2-2- 表のとお である。 

 

 

 

 

 
 

－ 85 －
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 第 2-2- 表 平成 2 年度高校 の の 状況 

 日 開催  参加者数 内  容 
10 月 11 日( ) 高校 1 4 人 演題 「 ク の からの ッ ー 」 

講  大学グランドフェ ー・ 教授 

     公  10 月 11 日( ) 高校 477 人 

10 月 19 日( ) 高校 720 人 演題 「グ ー ル 会で活 するには の 員を 

通して 」 

講  日本 子 育大学 学   子 10 月 19 日( ) 高校 184 人 

10 月 20 日( ) 青森 高校 986 人 演題 「青森から カとカン へ で生きる 

からの たち 」 

講  カ ック・ ー ・ イド 式会  

    ーションズ・ ラテ   子 
10 月 20 日( ) 青森 業高校 728 人 

                                           資料：生 学習課 
 

4  教育 学 の  

本県の かな を し 代に引き ためには、県民一人 と が 題に関 を ち、

行動を実 していく とが 要である とから、 や地域、学校、職 等にお る 教

育・ 学習を推進している。 

 

 県 通 ワーク ックの作成 

青森県、 県 県の 県 の取組として、総合学習の時間の か、教 の授業に

おいても活用できる 県 通 ワーク ックを作成し、平成27年度から 県の 小学校に

している。 

 

イ ども クラ の活動支援等 

ども クラ は、各地域の子どもたちが、 主的に 学習や実 活動を行うものであ 、平

成28年度は 国で 11 4 人、青森県内では 0クラ 、1 579人の子どもたちが ども クラ 会

員として活動した。 

県では、県内の ども クラ の活動 進のため、子どもたちを支援する大人( ー ー)と市

町村の担 者( ー ー ー)等を対象とした 会を実施している。 

また、 行動を 進するため、県民、 事業者等に対して 活動等に関

する イム ーで な を した「 の
わ

ール通 」を月１回 行している。 

 

 出前講座の実施 

代を担う子どもたちが、 みの 、 イクル、 のライフ イルについて学 、

ら 行動ができる人 の育成を推進するため、県では 出前講座の担い として育成した

「 教育 員」と地域の との協 によ 、 出前講座を実施している。 

平成28年度は、小学校60校において、2 801人を対象に10 回の 教育プ グラムを実施した。 

 

 大学等との協 による 教育の推進 

県内大学に 事業を委 し、大学と 等が協 した 教育の取組 ルとして、座学

や の ー、シン ム等を実施した。また、 や事業者、大学などの各主 が協

した 教育などの取組を 進 るためのフォーラムやワークショップ、 子を対象とした

クールを開催した。 

 

  プ グラムの運用 

       題に対する「 き」と 行動の「実 」を す 教育・学習の機会の教材とし

て、 児 児童を対象とした 「 カン ョマン」や、イ ン や 会など

で活用できる 教育プ グラム ール「青森も も ラ 」の 出を実施している。 
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カ あおも ーム ー の運営 

題や施策に関する 、 ・ライフに関する 、 教育・ 学習に関する など

を く県民に提 するため、平成11年9月からあおも ーム ー 「 ・ ・あおも 」

を開 し、運営している。 

 

  年 

本県の森 は、県総 地 の65 を めてお 、 材の生 はもとよ 、 資 のか 、

の 、 化 の 、 、教育 化の の提 など、 にわたる に重要

な を たしている  

うした森 内で ら し学 とを通 て、子 たちの「生きる 」を育み、森 の 的

機 や森 資 の 用に対する理解を深めるため、森 教育や「 の 年 」等、森

業に関 を ち、 に し 子どもたちの育成活動を支援している  
  

 森 教育の実施 

      年、学校や市民 等による森 教育の取組事 も ら る とから、学校等にお る森

教育を らに進める とを 的として、森 ・ 業教 の実施や森 教育 者 の

提 等によ 、子どもの「生きる 」の育成や、森 を 会 で支えるという県民意識の 成に

める ととしている。 
取 組み内容  

  ○森 教育 者 ー ー の運用 
  ○教員を対象とした の実施 
  ○森 ・ 業教  
  ○ 教        （ 要に 、 時実施） 

        ○ 察 
 

イ の 年 の育成 

「 の 年 」は、 を し、 を 、 を育てる活動を通して 年たちが く の

を学 、人との あいを深くして、 らの 会を する 、 かな人間性を育てる とを 的に

成 た 年 の である。（青森市には、 育 児による「 の 年 」もある。） 
県内では、 46 年に つ市（ 大 町）で「小 の子森 が 成 たのを

に各地で 成がすすみ 現 は 5 員数 1 2 9 人となっている  

県では、公 人青森県 化推進委員会と協 し の 年 の活動支援を行っている  
     主な活動  

         ○ の 年 会（ 年 各県民 管内 とに実施） 
         ○森 ・ 業教  
         ○ 教       （ 要に 、 時実施） 
         ○ 察 
         ○ の 年 国大会への県代表  
 

第2-2- 表 の 年 」 （平成2 年4 ）       （ ） 
県民 管内 グループ数 会  員  数 

青 地 域 県 民  8 228 

中 地 域 県 民   69 

地 域 県 民  4 29 

地 域 県 民  11 656 

上 地 域 県 民  5 150 

下 地 域 県 民  4 107 

 5 1 2 9 
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 教育の  

 状況 

 内 青年国 事業 

の事業は、日本や各国を代表する青年が、 に国 的課題についての カッション等の活動

を行う とを通 、国 的 を げ、国 協 の と実 を向上 、 ー ーの育成を

す とを 的に内 が 年度実施しているもので、 下に べる つの事業で 成 ている。 

各事業に参加する青年については、各 県で参加 し みを た後、各 県での中

間選考を経て内 に推 、 選考を た事前 の を まえて、 的に各事業への

参加者が ている。 

 

( ) 国 青年育成 事業 

        平成 5年の 子 下の 成 を記 して平成 6年から開 した事業であ 、 か国に日本青

年を している。 国では、現地青年との 会事 に関する カッション、日本 化の

、施 、 ーム テイなどを行う。また、 国後は日本に へいした 国青年と に国

青年 会議（合 式での カッション）に参加する。 

 

( ) 日本・中国青年 事業 日本・ 国青年 事業 

         日本・中国青年 事業は、 5 年に日中平 が た とを記 して、

54 年度から開 た事業で、日本・中国 政 が で実施している。中国に日本青年を

し、現地青年との カッション、 化・ ー 、各 施 の 、 ーム テイ

等を行う。日本に へいする中国青年と する機会もある。 

         また、日本・ 国青年 事業は、 59 年 9 月の日 国 会 にお る 明の

を まえ、 62 年から開 した事業で、 政 が で実施している。 国に日本青年を

し、現地青年との カッション、施 、 ーム テイを行う。日本に へいした

国青年と「日 青年 のつどい」に参加する機会もある。 

 

(ｳ) 「 青年の 」事業 

49 年 1月のインド シ 、マ ーシ 、フ ン、シン ール イと日本との

明に き めら た事業で、 10 か国の青年と 内や 国で 生活をしなが

ら、各 活動を行い、国 協 の のか と国 協 にお る実 の向上を図る。テ

ーマに く カッションを インプ グラムとし、各 国では、表 や ーム テ

イ等も行う。 

 

( ) 代グ ー ル ー ー事業 

         各地から集まった 国青年と 内で 生活をしながら、 カッションや 化 等

を通して、 化対 や ーション を高め、 ー ーシップ等の向上を図る。

国では、 カッションのテーマに た施 や現地青年との などを行う。 

 

       ( ) 地域課題対 人材育成事業 

高齢者関連、 者関連、青 年関連 の 会活動に携わる日本青年を か国へ し、各

の地域 会活動において中 的担い となる人材を育成する。 国では、関 機関や施

等の 意 、 の事 や 会活動に関する 進的な取 組みを学

か、 ーム テイ等による を行う。 
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第 2-2- 表 県 の 年 状況                （ ：人） 

                      年度 
事業          

平成 22 年度 
までの  

25 26 27 28 29 合  

青年  
 国 青年育成  
 日本・中国青年  
 日本・ 国青年  

66 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

70 

 

 

 

青年の  21      21 

青年の  9      9 

代グ ー ル ー ー 0    1  1 

地域課題対 人材育成 0      0 

 96   2 1 2 101 

                                 資料：青 年・ 参画課 

 

イ 青年 業者の  
 青年 業者の 業   

公 人国 業者 協会が行う、20 代の 業青年を対象とした カ、 ー ッ

での プ グラムへの参加推 によ 、青年 業者の 業 や経営管理 の向上、国

的 の 大を図る。 

 

第 2-2- 2 表 県 の 年 者 状況                  （ ：人） 
                 年度 

 
25 26 27 28 29 

カ    １   
ンマーク      
イ       
ラン       

   １   
                                             資料： 政策課         

 

( ) 青年育成事業 

平成 5 年の ー ーランド 、平成 6 年の 国 等の 解 を 、（公 ）

青森県 協会では、「青森県 業 青年 成事業」において、 国 の ・

・ 通状況等の実 等を通して国 的 を つ青年 業者の育成に向 た を

実施している。 

 

第 2-2- 表 県 年 成 （（ ） 県 ） 状況 
    年度 

 
1  15 17 19 21 2  25 26 

国 

（参加人数） 

国 

(4 人) 

国 

(27 人) 

中国 

( 1 人) 

中国 

( 0 人) 

国 

(40 人) 

国 

( 6 人) 

、 

 

(47 人) 

 

(4 人) 

                                                資料： 課 
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2  年 状況 

 国青年 事業 

県内にお る 国 教育の充実を図るとともに、地域 ルでの国 の を図るため、総

、 部 学 、 一般 人 治 国 化協会の協 の下に「 学 等を行う 国青

年 事業」を実施してお 、本県の平成 29 年度の 状況は のとお である。 

 

( ) 日本人教 の 国 授業の として職 に 事する「 国 （ ）」1 2 人を  

し、主に教育委員会または 学校に した。（第 2-2- 4 表） 

 

( ) 国からの の 、 国 行 の ・ 、イ ン 等の通 などの職 に 事す

る「国 員（ ）」16 人を イルランド、 カ、 ー ラ 、カ 、シン

ール、ドイ 、 ン ル、 国 中国の各国から し、県 市町村に した。 

なお、 62 年度からの 人員は延べ 2 966 人である。（第 2-2- 表） 

 

    第 2-2- 4 表 学 等 年 平成 2 年  
          （ ：人）           

      

イ ル ラ ン ド 0   

カ 67 52 119 

イ  1 1 2 

ー ラ   1 4 

カ  4  7 

マ イ カ 0 1 1 

シ ン ー ル 0 1 1 

ド イ  1 0 1 

ード・  0 1 1 

フ ン 0 1 1 

ン ル 0 1 1 

シ  0 1 1 

国 1 2  

中 国 0   

 77 71 148 

           
      

国 員（ ） 7 9 16 

国 （ ） 70 62 1 2 

 77 71 148 
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第 2-2- 表 学 等 年 年 （平成 2 年 ） 

（ ：人） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 （ ） は ー 国 員                                      資料： 課 

  

 

青森県 4 4 5 5 5 5 5 5 99 99

教育庁 29 29 29 29 29 29 29 29 766 5 771

小 5 29 5 29 4 5 29 4 5 29 4 99 766 5 870

青森市 14 17 14 17 14 17 14 17 50 119 169

前市 1 14 15 1 11 12 1 10 11 1 7 8 1 81 82

市 1 17 18 1 17 18 1 17 18 1 17 18 17 1 5 152

市 2 2 2 2 2 2 2 2 4 4

市 56 56

市 6 6 6 6 6 6 6 6 2 50 52

市 2 2 2 2 2 2 2 2 22 22

つ市 4 4 14 74 88

つがる市 1 4 1 4 1 4 1 4 27 72 99

平 市 2 2 2 2 2 2 2 2 44 44

平内町 1 1 1 1 1 1 1 1 27 27

別町 1 1 2 1 1 1 1 1 1 18 18

村 1 1 1 1 1 1 1 1 12 12

町 2 2 2 2 2 2 1 1 21 21

町 2 2 2 2 1 1 1 1 1 16 29

深 町 2 2 1 1 1 1 1 1 5 2 28

村

町 1 1 1 1 1 1 22 22

大 町 1 1 1 1 1 1 1 1 19 19

村 1 1 1 1 1 1 6 6

町 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2 17 24 41

町 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2 22 26 48

中 町 2 2 2 2 2 2 2 2 45 45

地町 7 7

町 2 2 1 1 1 1 1 1 9 0 9

町 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2 12 2 14

町 2 2 2 2 2 2 1 1

町 2 2 2 2 2 2 2 2 11 11

おいら 町 2 2 2 2 2 1 2 2 4 4

村 2 2 2 1 2 2 2 1 22 21 4

大間町 1 1 14 14

通村 5 5

間 村 1 1 1 1 1 1 12 12

村 1 1 1 11 11

町 1 1 1 1 2 2 2 2 1 1

町 2 2 48 48

子町 1 1 1 1 1 1 1 1 26 26

部町 1 1 1 1 50 50

上町 2 2 2 2 2 2 1 1 18 18

村 1 1 1 1 1 1

中部上 域事業組合 1 1 1 1 1 1 1 1 25 25

学校 2 2

部上 教育 協議会 48 48

市町村等 11 10 115 11 99 111 11 97 108 11 90 101 217 1 09 1 526

県 16 1 2 148 16 128 145 16 126 142 16 119 1 5 16 2 075 5 2 96

平成27年度 平成26年度 62年度 平成25年度平成28年度平成29年度

第2 2 15表 青森県内 ・職 別 （2017年7月1日現  資料に る）
（ ：人）

青森県 4 4 5 5 5 5 5 5 99 99

教育庁 29 29 29 29 29 29 29 29 766 5 771

小 5 29 5 29 4 5 29 4 5 29 4 99 766 5 870

青森市 14 17 14 17 14 17 14 17 50 119 169

前市 1 14 15 1 11 12 1 10 11 1 7 8 1 81 82

市 1 17 18 1 17 18 1 17 18 1 17 18 17 1 5 152

市 2 2 2 2 2 2 2 2 4 4

市 56 56

市 6 6 6 6 6 6 6 6 2 50 52

市 2 2 2 2 2 2 2 2 22 22

つ市 4 4 14 74 88

つがる市 1 4 1 4 1 4 1 4 27 72 99

平 市 2 2 2 2 2 2 2 2 44 44

平内町 1 1 1 1 1 1 1 1 27 27

別町 1 1 2 1 1 1 1 1 1 18 18

村 1 1 1 1 1 1 1 1 12 12

町 2 2 2 2 2 2 1 1 21 21

町 2 2 2 2 1 1 1 1 1 16 29

深 町 2 2 1 1 1 1 1 1 5 2 28

村

町 1 1 1 1 1 1 22 22

大 町 1 1 1 1 1 1 1 1 19 19

村 1 1 1 1 1 1 6 6

町 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2 17 24 41

町 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2 22 26 48

中 町 2 2 2 2 2 2 2 2 45 45

地町 7 7

町 2 2 1 1 1 1 1 1 9 0 9

町 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2 12 2 14

町 2 2 2 2 2 2 1 1

町 2 2 2 2 2 2 2 2 11 11

おいら 町 2 2 2 2 2 1 2 2 4 4

村 2 2 2 1 2 2 2 1 22 21 4

大間町 1 1 14 14

通村 5 5

間 村 1 1 1 1 1 1 12 12

村 1 1 1 11 11

町 1 1 1 1 2 2 2 2 1 1

町 2 2 48 48

子町 1 1 1 1 1 1 1 1 26 26

部町 1 1 1 1 50 50

上町 2 2 2 2 2 2 1 1 18 18

村 1 1 1 1 1 1

中部上 域事業組合 1 1 1 1 1 1 1 1 25 25

学校 2 2

部上 教育 協議会 48 48

市町村等 11 10 115 11 99 111 11 97 108 11 90 101 217 1 09 1 526

県 16 1 2 148 16 128 145 16 126 142 16 119 1 5 16 2 075 5 2 96

ー 国 員

平成27年度 平成26年度 62年度 平成25年度平成28年度平成29年度
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イ 員の  

開 上国の な青年を 、その国の に 要な を習 、 を活かして

員が 国の経済 に するとともに、県民との を通 て、日本の 会、経済、 化、習 等

についての理解を深め、日本との 関 の 進に する とを 的としている。 

       本事業は、 49 年度から実施してお 、平成 27 年度までの で 青森県人会等の推 に

よる 員 255 人を ている。（第 2-2- 表） 

 
第 2-2- 表 年度 状況（平成 2 年 4 ） 

 

  
 の  

 青年 協  

青年 協 は、 行政 人国 協 機 （ ）が実施している ランテ 事業の一つで、

開 上国の人 のために、 の っている や経 を生かしたいという い意 を った青年

を する事業である。 

本事業の 40 年 来、本県からは、 74 国で 4 9 人の 実 がある。（平成 29 年 12

月 現 ）（第 2-2- 表） 

 

( ) 対  象  国： 、 フ カ、中 、大 、中 、 の 90 か国 

( ) 活動 と職 ： 画・行政、公 ・公 事業、 、 業、 ル ー、 業・ 、 

人的資 、 ・ 、 会 の 9 、 120 職  

(ｳ) 間： として 2年間 

( ) 資 ： 20 から 9 までの日本国 を有する者 

( )      ：現地生活 、 等は国 協 機 の 担 

 
イ 日 会青年 ランテ  

日 会青年 ランテ は、中 の日 人 会の一層の を図るため、 行政 人国 協

機 （ ）が 20 から 9 までの青年を ランテ として する事業である。 60

年 来、本県からは、 国で 10 人の 実 がある。（平成 29年 12 月 現 ） 

49 5 6 7 8 9 10 11 12 1 14 15 16 17 18 19 20 21 22 2 24 25 26 27 28

ラ ル 125 7 7 6 6 6 1 1 1 2 1 2 2 2 1 176

ル ン ン 11 2 1 2 1 17

ラグ イ 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 16

中国 4 1 1 2 1 2 2 1 4 4 4 1 1 1 1 0

国 1 1 1 2 2 2 9

ン ル 1 1

マ ーシ 1 1

フ ン 1 1 2

ッ 1 1 2

ン 1 1

145 10 10 11 10 10 8 7 7 6 6 2 2 2 0 2 1 0 1 255

（ ：人） 

平成
49 50 51 52 5 54 55 56 57 58 59 60 61 62 6 2 4 5 6 7

ラ ル 6 7 6 7 7 5 5 4 6 6 7 7 7 7 7 6 6 7 7 4 7 7

ル ン ン 1 2 1 2 1 1 1 2

ラグ イ 1 1 1

中国 1 1 2 1 1

国 1 1 1

ン ル

マ ーシ 1

フ ン 1

ッ 1

ン

7 7 7 7 7 7 7 6 7 7 7 7 7 7 7 7 7 8 8 10 10 10

49 5 6 7 8 9 10 11 12 1 14 15 16 17 18 19 20 21 22 2 24 25 26 27 28

ラ ル 125 7 7 6 6 6 1 1 1 2 1 2 2 2 1 176

ル ン ン 11 2 1 2 1 17

ラグ イ 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 16

中国 4 1 1 2 1 2 2 1 4 4 4 1 1 1 1 0

国 1 1 1 2 2 2 9

ン ル 1 1

マ ーシ 1 1

フ ン 1 1 2

ッ 1 1 2

ン 1 1

145 10 10 11 10 10 8 7 7 6 6 2 2 2 0 2 1 0 1 255

    年

第2-2- 表 年度 状況（平成2 年4 ）
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 地内大学県民 学推進事業 

地内大学県民 学推進事業は、青森県の に する国 性に 有 な人材を育成する

ため、県内に ながら 地内にある カの大学等（ ーランド大学、 イ大学 ）

への 学を する県民を対象としてお 、 までの 学者数の は、平成 29 年 11 月 現 で

5 1 人となっている。 

 
4  の 年 状況 

青 年の国 事業は、各市町村においても 的に取 組 があ 、 的あるいは記 事

業としての 事業や、 を推進する 青 年の 事業を 的に推進している。 

平成 28 年度の実施状況は第 2-2- 8 表のとお である。 
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第 2-2- 表 県 年 年度 （平成 2 年 2 ） 

 

年度 4 8 2 2 22 2 24 2 2 2 28 2

2

8

2

2

4

2 4

2 2

2 4

4

2

8 2 2 4 4 4 8 2 4 2

2

4

2

2

2 2

2 2

2 2

2

2 4

2 2

2 2

4 2

4 2 8

8

4

2 2 8

2

4

2 2

88 4 8 2 4 2 2 4 48

4

2

2

8

2 4

2

2

4

2

8 2 4

4

4 2 2 4 2 2 82

4

2

8

8

4

8 8

2

2 2 44

2 2

2 2 4 2 4

（ ：人） 
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第 2-2- 表 県 年 年度 （平成 2 年 2 ） 

 

年度 4 8 2 2 22 2 24 2 2 2 28 2

2

8

2

2

4

2 4

2 2

2 4

4

2

8 2 2 4 4 4 8 2 4 2

2

4

2

2

2 2

2 2

2 2

2

2 4

2 2

2 2

4 2

4 2 8

8

4

2 2 8

2

4

2 2

88 4 8 2 4 2 2 4 48

4

2

2

8

2 4

2

2

4

2

8 2 4

4

4 2 2 4 2 2 82

4

2

8

8

4

8 8

2

2 2 44

2 2

2 2 4 2 4

（ ：人） 
第2-2- 表 県 年 年度 （平成2 年 2 ）

年度 4 8 2 2 22 2 24 2 2 2 28 2

2

8

2

2

4

2 4

2 2

2 4

4

2

8 2 2 4 4 4 8 2 4 2

2

4

2

2

2 2

2 2

2 2

2

2 4

2 2

2 2

4 2

4 2 8

8

4

2 2 8

2

4

2 2

88 4 8 2 4 2 2 4 48

4

2

2

8

2 4

2

2

4

2

8 2 4

4

4 2 2 4 2 2 82

4

2

8

8

4

8 8

2

2 2 44

2 2

2 2 4 2 4

                               立

（ ）
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第 2-2- 8 表 平成 28 年度 における 年 の実施状況

 
 

　 　 人

（ ） （ ） （ ）

推
（ 長 ）

年

28 4～ 28 9）
（ 28 10

～ 29 3）

の 推 の 、 し、
、 の 、 が

る の な 。
2

推 平 年
（平 ）

で る平 ら
、 の

の に る人 成 るとともに、
て の の

図 。

5

推
平

28 9
（平 ）

の と る 、平
らの て 平

し、 との
し 。

13
（ 11 、
2 ）

推
ーリ ー

29 2 19～ 29 3 1

（ ）で る「2017年
ーリ 」の の に

し ーリ ー
し 。

7

推 28 7 （ 連 ）
連 に し、 連

の と 。
17

（ 5 ）

年
年

として 年 し、
の 図 。

14

（ ）
年

の 推 の 、 し、
、 の 、 が

る の な 。
1

少年 （ ） 28 7
（ ） 28 8 （平 ）

で る平 との とし
て、 の 平 し、
ー に る 。

16
（ 4 ）

16
（ 4 ）

ー 人 成

（第1 ）
28 7

（第2 ）
29 1

に る ニ ー とともに、
に で る ー な人 成 る

と として、 の小 が と
。

（第1
）

20
4

（第2
）

20
1
4

ター

ー
「 る ト
～ ら
～」

28 10 17
28 10 24
28 10 31
28 11 7
28 11 14

が、 の （ ） に る と
に として、

とし し 。

数128人
5

（ ） 28 7～ 28 8
（ ） 29 1

リ
（ ー ）

の と リ ー の
が に い、 ー

に る 。

11
（ 2
）

13
（ 3
）

29 11
として 、 わ

し 。
　24

推 年
として 年 し、

の 図 。
11

28 8 1～ 28 8 6 ー
ー に し、 ー

して の 上 図 。
12

　 　 人
（ ） （ ） （ ）

推
（ 長 ）

年

28 4～ 28 9）
（ 28 10

～ 29 3）

の 推 の 、 し、
、 の 、 が

る の な 。
2

推 平 年
（平 ）

で る平 ら
、 の

の に る人 成 るとともに、
て の の

図 。

5

推
平

28 9
（平 ）

の と る 、平
らの て 平

し、 との
し 。

13
（ 11 、

2 ）

推
ーリ ー

29 2 19～ 29 3 1

（ ）で る「2017年
ーリ 」の の に

し ーリ ー
し 。

7

推 28 7 （ 連 ）
連 に し、 連

の と 。
17

（ 5 ）

年
年

として 年 し、
の 図 。

14

（ ）
年

の 推 の 、 し、
、 の 、 が

る の な 。
1

少年 （ ） 28 7
（ ） 28 8 （平 ）

で る平 との とし
て、 の 平
し、 ー に る 。

16
（ 4 ）

16
（ 4 ）

ー 人 成

（第1 ）
28 7

（第2 ）
29 1

に る ニ ー とともに、
に で る ー な人 成 る

と として、 の小 が と
。

（第1
）

20
4

（第2
）

20
1
4

ター

ー
「 る ト
～ ら
～」

28 10 17
28 10 24
28 10 31
28 11 7
28 11 14

が、 の （ ） に る と
に として、

とし し 。

数128人
5

（ ） 28 7～ 28 8
（ ） 29 1

リ
（ ー ）

の と リ ー の
が に い、 ー

に る 。

11
（ 2

）
13

（ 3
）

29 11
として 、 わ

し 。
　24

推 年
として 年 し、

の 図 。
11

28 8 1～ 28 8 6 ー
ー に し、 ー

して の 上 図 。
12
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　 　 人

（ ） （ ） （ ）

リ
28 9 17～ 28 9 19

小 とし での リ
に いて、 の 人 タ フとの

して、 の 。

小 36
4

「 いて
の らし」

28 7 3
28 10 16
29 3 4

ー
に、 人 の

る 、 人 、
の し 。

82
（ 30 25

27 ）

人の の
28 11 23

の 人 に、 での
、 との として、

の 、 について してもら 。

15
（ 人2

）

「 と

」
28 6 12～ 28 12 10

小 に、 な で
との て、 いの

、 。

222
（ 59

）

も
と つ

28 7 17
5 ら も が の い、

の し、 の 、
の 。

86
（ 14

）

との連 （
） 28 7 30

と との （
フ 、 し 、 の 、 ー ）

して、 の 、 の
。

150
（ 40

）

連 推 28 7 14～ 28 7 15 （ ）
との 年で 。平

成28年 は らの 。
6

連 推
年

年
として 人 年 し、 の

推 図る。
1

少年 （
）

28 5 27～ 28 6 3
の てるとともに、 少年の

成 図る 、 に る。

24
（ 5
）

推
年

に る小 の
17

28 5 11～ 28 11 25
の 上と との の推 の

に、 の 。
2

（ 連 推 ）
ー 28 6 5

人 に し、 の で る
し しながら 図る。

17

（ 連 推 ）
フ ト ー

28 7 16～ 28 7 18 リ
ニ ー ー フ ト の「 フ ト

2016」 の として し
の ー の 。

12
（ 1

）

（ 連 推 ）
ー 28 10 30 リ ー

に の る
とで、 に る る。

235

（ 連 推 ）
ト 29 1 26

リ （
）

に わる
し、 に る の る。

19

（ 連 推 ）
ト

29 2 15～ 29 3 1
（ 5 ）

に、 に で
る 。

20

（ 連 推 ）
年

人 に な
る。

150

らの ー
28 8 3～ 28 8 5 （ ）

に いて、 の ー
い、 との て

の 。

14
（ 3
）

ー
ト

28 11 16～ 28 11 19
で る の リ ー

し の リ と 図
4

（ １ ）

ー
ト

29 2 5～ 29 2 8 （ ）
の リ ー し

の 連 と 図
3

（ 2 ）

年
年

として 年 し、
の 図 。 3

28 12 13
と との

。
12

107
　（ 50

36 ）
21

（ 10 11

人 ら
る「 の はなし」

28 7 16
29 1 21

で 人 に の成
る るとともに、 人 と

とが る 。

　 　 人
（ ） （ ） （ ）

リ
28 9 17～ 28 9 19

小 とし での リ
に いて、 の 人 タ フとの
して、 の 。

小 36
　
4

「 いて
の らし」

28 7 3
28 10 16
29 3 4

ー
に、 人 の

る 、 人 、
の し 。

82
（ 30 25

27 ）

人の の
28 11 23

の 人 に、 での
、 との として、

の 、 について してもら 。

15
（ 人2

）

「 と

」
28 6 12～ 28 12 10

小 に、 な で
との て、 いの

、 。

222
（ 59

）

も
と つ

28 7 17
5 ら も が の い、

の し、 の 、
の 。

86
（ 14

）

との連 （
） 28 7 30

と との （
フ 、 し 、 の 、 ー ）

して、 の 、 の
。

150
（ 40

）

連 推 28 7 14～ 28 7 15 （ ）
との 年で 。平

成28年 は らの 。
6

連 推
年

年
として 人 年 し、 の

推 図る。
1

少年 （
）

28 5 27～ 28 6 3
の てるとともに、 少年の

成 図る 、 に る。

24
（ 5

）

推
年

に る小 の
17

28 5 11～ 28 11 25
の 上と との の推 の

に、 の 。
2

（ 連 推 ）
ー 28 6 5

人 に し、 の で る
し しながら 図る。

17

（ 連 推 ）
フ ト ー

28 7 16～ 28 7 18 リ
ニ ー ー フ ト の「 フ ト

2016」 の として し
の ー の 。

12
（ 1

）

（ 連 推 ）
ー 28 10 30 リ ー

に の る
とで、 に る る。

235

（ 連 推 ）
ト 29 1 26

リ （
）

に わる
し、 に る の る。

19

（ 連 推 ）
ト

29 2 15～ 29 3 1
（ 5 ）

に、 に で
る 。

20

（ 連 推 ）
年

人 に な
る。

150

らの ー
28 8 3～ 28 8 5 （ ）

に いて、 の ー
い、 との て

の 。

14
（ 3

）

ー
ト

28 11 16～ 28 11 19
で る の リ ー

し の リ と 図
4

（ １ ）

ー
ト

29 2 5～ 29 2 8 （ ）
の リ ー し

の 連 と 図
3

（ 2 ）

年
年

として 年 し、
の 図 。 3

28 12 13
と との

。
12

107
　（ 50

36 ）
21

（ 10 11

人 ら
る「 の はなし」

28 7 16
29 1 21

で 人 に の成
る るとともに、 人 と

とが る 。
（ ）
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　 　 人

（ ） （ ） （ ）

年
28 7～ 29 7 リ

として 年 し、小
に る の 図 。

1

28 4～ 29 2 リ 小 で わ る の の ト
ー ー し、 る とし 。

（ に
人）2

28 8 21
28 12 10

ー ト リ
リ

リ
小 の に、 の の

と で 「 」 年2 と
して し 。

6

29 1 13 リ
「 も ゆ 」の として小
３～ 年の に 。

2

29 1 23
29 1 26
29 1 30

ー ト リ
に な し 。 3

ニ ー ー 28 4 22
の小 と に、 ー リ

ー て いの る と と
して し 。

300

ー
28 8 8～ 29 8 19

リ 　 ト
（
ー）

と ーとの と
し、 の 成と に る 上 の
図 、 ー 人 の 成 に
わ る の らなる 図る 、

ー での に
の 。

20
（ 18 、

2 ）

28 8 16～ 28 8 21
28 9 28～ 28 10 7

リ 　 ト
（
ー）

（ の 人）の
、 の と な の 続

図るもので る。

8 21
10 21
（ 12 、
人9 、

リ
28 8 3～ 28 8 5

で で る人 成 として、
の し、 の と ニ ー

上 に 。
40

推 年 リ
小 １～ 年 の

として し、 の 図 。
11

年 年
リ 　 ト として 年 して、

の 図 。
2

年
、

、ト 、フ

小 に る 人
し して の と

の 成 図る。
4

推 年 リ
小
の に る

に る の 図る。

も ー
ー フ ー

28 10 30～ 28 11 6
リ

（ ）

も ー ーの に、
ーで わ での ニ ー

な で るとともに、 、 、
ーな の 、フ ー

し 。

11
（ 4 ）

フ タ　
28 10 15

な ー に が
、 し ながら、 て

の に 。

600
11 000

も フ
28 3 12

小
と の

る の し、
の の の として、 リー
に な ー て いの る と

として るもので る。

150

ーフ
28 8 20

つ に る「 し つ 」で 、
図ると に、 の と の に

。
600

　 　 人
（ ） （ ） （ ）

年
28 7～ 29 7 リ

として 年 し、小
に る の 図 。

1

28 4～ 29 2 リ 小 で わ る の の ト
ー ー し、 る とし 。

（ に
人）2

28 8 21
28 12 10

ー ト リ
リ

リ
小 の に、 の の

と で 「 」 年2 と
して し 。

6

29 1 13 リ
「 も ゆ 」の として小

３～ 年の に 。
2

29 1 23
29 1 26
29 1 30

ー ト リ
に な し 。 3

ニ ー ー 28 4 22
の小 と に、 ー リ

ー て いの る と
として し 。

300

ー
28 8 8～ 29 8 19

リ 　 ト
（
ー）

と ーとの と
し、 の 成と に る 上 の
図 、 ー 人 の 成 に
わ る の らなる 図る 、

ー での に
の 。

20
（ 18 、

2 ）

28 8 16～ 28 8 21
28 9 28～ 28 10 7

リ 　 ト
（
ー）

（ の 人）の
、 の と な の 続

図るもので る。

8 21
10 21
（ 12 、

人9 、

リ
28 8 3～ 28 8 5

で で る人 成 として、
の し、 の と ニ ー

上 に 。
40

推 年 リ
小 １～ 年 の

として し、 の 図 。
11

年 年
リ 　 ト として 年 して、

の 図 。
2

年
、

、ト 、フ

小 に る 人
し して の と

の 成 図る。
4

推 年 リ
小

の に る
に る の 図る。

も ー
ー フ ー

28 10 30～ 28 11 6
リ

（ ）

も ー ーの に、
ーで わ での ニ ー

な で るとともに、 、 、
ーな の 、フ ー

し 。

11
（ 4 ）

フ タ　
28 10 15

な ー に が
、 し ながら、 て

の に 。

600

11 000

も フ
28 3 12

小
と の

る の し、
の の の として、 リー

に な ー て いの る と
として るもので る。

150

ーフ
28 8 20

つ に る「 し つ 」で 、
図ると に、 の と の に

。
600
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　 　 人

（ ） （ ） （ ）

つ
との

28 5 27～ 28 5 28 （ ）
ら と

して 図 。
22

（ 10 ）

つ
つ ニ

29 1 3～ 29 1 10
リ

（ ート
）

に し、 に る
、 、 ー に 、 の

との 図 。

14
（ 5 ）

つ
年

年
（ ）として 年 し、

の の 図 て
いる。

3

つ 推 年 リ
の で、 に

な 、 、 る 推
として し、 の 図 。

1

つがる
つがる

（ ）
28 8 4～ 28 8 14

リ
（ ー ）

ら る 、 ー
しながら、 し、

るとともに、 の の 成 図 。
15

つがる
つがる

（ ）
28 7 23～ 28 8 2

リ
（ ー ）

に し、 ー しながら、
し、 るとともに、

の の 成 図 。

15
（ 3 ）

つがる
年

年
として 年 し、小

に る の 図 。
3

つがる
年

（ ）
年 リ

として 年 し、
の の 図 。

1

つがる い
28 4～ 28 6
28 10～ 28 12

リ
が し、 に ー

して に し 、
る し 。

573

つがる
（

つがる ）
フ 28 11 3 リ

で る ー 、
との し、 の

図 。 、 に る
の の る い 、 る

ー るな に る し 。

1 200

平
平 （
ー ）

28 4 22～ 28 4 29 リ （ ー ）
し、 ー に 、 の

との 。
12

（ 2 ）

平
平 （
ー ）

29 1 3～ 29 1 13 リ （ ー ）
し、 ー に 、 の

との 。
12

（ 2 ）

平 28 8 1～ 29 7 31
として 年 し、

の 図 。
1

フ とし
29 3 19～ 29 3 26

2020年 リ ニ
フ ー の

ー 　10

年
28 8 1～ 29 7 31

として 年 し、
の 図る。

１

年
年

として 年 し、
の 図 。

2人

年
28 4～ 28 7 リ

として 年 し、
の 図る。

１

年
28 8～ 29 3 リ

として 年 し、
の 図る。

１

年 フ リ
として 年 し、

の 図る。
１

フ タ
2016

28 4 24～ 28 4 29

、タ 、 ー ト
リ 、ニ ー ー
、 、 、
ー

上 第9 いての に
る 小 との 、 の

の

の 500
人

人20

　　　 年
年

として 年 し、小
。 の 図 。

1

年
28 8 1～ 29 3 31

として 年 し、
の 図 。

1

　 　 人
（ ） （ ） （ ）

つ
との

28 5 27～ 28 5 28 （ ）
ら と

して 図 。
22

（ 10 ）

つ
つ ニ

29 1 3～ 29 1 10
リ

（ ート
）

に し、 に る
、 、 ー に 、 の

との 図 。

14
（ 5 ）

つ
年

年
（ ）として 年 し、

の の 図 て
いる。

3

つ 推 年 リ
の で、 に

な 、 、 る 推
として し、 の 図 。

1

つがる
つがる

（ ）
28 8 4～ 28 8 14

リ
（ ー ）

ら る 、 ー
しながら、 し、
るとともに、 の の 成 図 。

15

つがる
つがる

（ ）
28 7 23～ 28 8 2

リ
（ ー ）

に し、 ー しながら、
し、 るとともに、

の の 成 図 。

15
（ 3 ）

つがる
年

年
として 年 し、小

に る の 図 。
3

つがる
年

（ ）
年 リ

として 年 し、
の の 図 。

1

つがる い
28 4～ 28 6
28 10～ 28 12

リ
が し、 に ー

して に し 、
る し 。

573

つがる
（

つがる ）
フ 28 11 3 リ

で る ー 、
との し、 の

図 。 、 に る
の の る い 、 る

ー るな に る し 。

1 200

平
平 （
ー ）

28 4 22～ 28 4 29 リ （ ー ）
し、 ー に 、 の

との 。
12

（ 2 ）

平
平 （
ー ）

29 1 3～ 29 1 13 リ （ ー ）
し、 ー に 、 の

との 。
12

（ 2 ）

平 28 8 1～ 29 7 31
として 年 し、

の 図 。
1

フ とし
29 3 19～ 29 3 26

2020年 リ ニ
フ ー の

ー
10

年
28 8 1～ 29 7 31

として 年 し、
の 図る。

１

年
年

として 年 し、
の 図 。

2人

年
28 4～ 28 7 リ

として 年 し、
の 図る。

１

年
28 8～ 29 3 リ

として 年 し、
の 図る。

１

年 フ リ
として 年 し、

の 図る。
１

フ タ
2016

28 4 24～ 28 4 29

、タ 、 ー ト
リ 、ニ ー ー
、 、 、
ー

上 第9 いての に
る 小 との 、 の

の

の 500
人

人20

　　　 年
年

として 年 し、小
。 の 図 。

1

年
28 8 1～ 29 3 31

として 年 し、
の 図 。

1
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　 　 人

（ ） （ ） （ ）

年
年 、

に し の推 の
図る 、 （ ）

（ ） 。

1 、
1

小
28 7 25～ 28 7 30

（ 平 ）

平 小 の し、 も ト
しながら も の

い、 の る。

23
（ 2 ）

28 7 30～ 28 8 6

リ
（ ト

、 ート
）

に る人 成 として
に 。

12
（ 2 ）

ー
２０１

28 4 16
と も が、 ー の

、 ー して し しながら、
の る。

27

年に る
28 7 2

年に て、 の 、
してい とともに、 の 図る。

200

らの
28 8 9～ 28 8 17

リ
（フ リ ー ）

ら が 。 ー
しながら、 の に し 。

16
（ 6 ）

、
年

年
し、

に の推 図る。
2

らの
年

年
リ

（フ リ ー ）
ら し、 に

の推 図る。
1

29 3 13～ 29 3 21
リ

（フ リ ー ）
し、 ー しな

がら 。
25

（ 2 ）

年
が 人 に

で る。
10

28 10 16～ 28 10 17
の 、 の との

。
24

に る
年 ー ト リ の推 1

に る
年 リ

が 小 し、
の 図る

1

に る
での

年（ １ ）
に いて、 と いながら

図る
20

年（ 2 ）
に いて もと い、 ニ ー

は る とに て 人 に つ
る

30

28 4 24～ 28 5 1 リ
に て、 ー し の

と 図る
4

タリー 28 8 4～ 28 8 9 リ
ている タリー らの

、 ー の に 図る

　 年
に 、 し、小 に
、 な に る つ 。

2

　 年

小 については、 し、
ニ ー の 上 の

。 、 は の の と
の し、 に で る人 の
成 図 。

29 3 4
と との 図る 、

の 人 と との
。

80

推
28 7 13～ 28 7 16 （ ）

と の 2 と
し、 な し、

に る
、 の ー な人 成 ととも

に、 の が の （長いも に に
） （ わ ） の

の な し、 な
な 人 の に 図

。

26
20

　 　 人
（ ） （ ） （ ）

年
年 、

に し の推 の
図る 、 （ ）

（ ） 。

1 、
1

小
28 7 25～ 28 7 30

（ 平 ）

平 小 の し、 も ト
しながら も の

い、 の る。

23
（ 2 ）

28 7 30～ 28 8 6

リ
（ ト

、 ート
）

に る人 成 として
に 。

12
（ 2 ）

ー
２０１

28 4 16
と も が、 ー の

、 ー して し しながら、
の る。

27

年に る
28 7 2

年に て、 の 、
してい とともに、 の 図る。

200

らの
28 8 9～ 28 8 17

リ
（フ リ ー ）

ら が 。 ー
しながら、 の に し 。

16
（ 6 ）

、
年

年
し、

に の推 図る。
2

らの
年

年
リ

（フ リ ー ）
ら し、 に

の推 図る。
1

29 3 13～ 29 3 21
リ

（フ リ ー ）
し、 ー しな

がら 。
25

（ 2 ）

年
が 人 に

で る。
10

28 10 16～ 28 10 17
の 、 の との

。
24

に る
年 ー ト リ の推 1

に る
年 リ

が 小 し、
の 図る。

1

に る
での

年（ １ ）
に いて、 と いながら

図る。
20

年（ 2 ）
に いて もと い、 ニ ー

は る とに て 人 に つ
る。

30

28 4 24～ 28 5 1 リ
に て、 ー し の

と 図る。
4

タリー 28 8 4～ 28 8 9 リ
ている タリー らの

、 ー の に 図
る。

　 年
に 、 し、小 に
、 な に る つ 。

2

　 年

小 については、 し、
ニ ー の 上 の

。 、 は の の と
の し、 に で る人 の
成 図 。

29 3 4
と との 図る 、

の 人 と との 。
80

推
28 7 13～ 28 7 16 （ ）

と の 2 と
し、 な し、

に る
、 の ー な人 成 とと

もに、 の に し の （長いも に
に ） （ わ ） の

の な し、 な
な 人 の に

図 。

26
20
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　 　 人

（ ） （ ） （ ）

ター
年

（
年 、

とともに、 の
の推 図 。

1
１

年
人に る の の

、 。
数 10

年
に、 、 、フ

、 し 。

数
小 16

　 60

ー
28 7 22～ 28 7 27 （ ）

が に ー
し、 し 。

12
（ 4 ）

小 ー
28 8 3～ 28 8 4 （ ）

の小 が し、 小
ー ー と い し 。

20
（ 3 ）

ー
28 8 3～ 28 8 6 （ ）

に ー
、 し 。

15
（ 3 ）

年
の 人 に の し、
。（ 、 、

）

ト

35

年
（

年
として 年 し、

の 図 。
1

年
として 年 し、

の 図る。
2

いら 28 4 21～ 28 4 29 リ ー ）
に し、 ー る

とで、 の との 図る
15

3

いら
年

年
として 人 年 し、

の 図る
2

いら 年
の 、

る
1

いら 年
に し、

らの
1

いら
フ

ー
28 10 22～ 28 10 23

いら フ での ー
の

170

２１
28 8 3～ 28 8 12 ニ ー ー

とし での ー に
、 に る ニ ー と
る 。

13
（ 3 ）

人
28 4 1～ 29 3 25

として 年 し、 も
小 の 、 の 図る。

2

28 10 30～ 28 11 5
ー ト リ

（ニ ー ー
タ ー ）

の で、 の
る。

の に る
ー と しての の 成と

に る の

13
（ 3 ）

年
年

として 年 は
し、 小 での の 図 。

1 、 1

年
年

として 年 し、
の 図 。

3

28 8 17～ 28 8 21
（

）

に し、
て、 と人 成

図 。

25 （
20 、

5 ）

　 　 人
（ ） （ ） （ ）

ター
年

（
年 、

とともに、 の
の推 図 。

1
１

年
人に る の の

、 。
数 10

年
に、 、 、フ

、 し 。

数
小 16

　 60

ー
28 7 22～ 28 7 27 （ ）

が に ー
し、 し 。

12
（ 4 ）

小 ー
28 8 3～ 28 8 4 （ ）

の小 が し、 小
ー ー と い し 。

20
（ 3 ）

ー
28 8 3～ 28 8 6 （ ）

に ー
、 し 。

15
（ 3 ）

年
の 人 に の し、
。（ 、 、

）

ト

35

年
（

年
として 年 し、

の 図 。
1

年
として 年 し、

の 図る。
2

いら 28 4 21～ 28 4 29 リ ー ）
に し、 ー る

とで、 の との 図る。
15

3

いら
年

年
として 人 年 し、

の 図る。
2

いら 年
の 、

る。
1

いら 年
に し、

らの 。
1

いら
フ

ー
28 10 22～ 28 10 23

いら フ での ー
の

170

２１
28 8 3～ 28 8 12 ニ ー ー

とし での ー に
、 に る ニ ー と
る 。

13
（ 3 ）

人
28 4 1～ 29 3 25

として 年 し、 も
小 の 、 の 図る。

2

28 10 30～ 28 11 5

ー ト リ
（ニ ー

ー タ
ー ）

の で、 の
る。

の に る
ー と しての の 成と

に る の

13
（ 3 ）

年
年

として 年 は
し、 小 での の 図 。

1 、
1

年
年

として 年 し、
の 図 。

3

28 8 17～ 28 8 21
（

）

に し、
て、 と人 成

図 。

25 （
20 、
5 ）
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　 　 人

（ ） （ ） （ ）

推
年

年
リ

（ ）
推 として ら 、 との
図 。

1

年
年

として 年 、 の
図 。

1

28 10 26～ 28 11 2
リ

（ ）
の 、 ー

との て し 。
14

（ 4 ）

推 少年 29 1 6～ 29 1 14
リ

（ ）

、 ー
との て の るとと

もに の 上 推 し 。

9
（ 3 ）

推 28 7 1～ 28 7 6
リ

（ ）

の 、 ー
との に の

。

10
（ 2 ）

推 28 7 27～ 28 8 3
リ

（ ）
の として、 ーリ フ

し 図 。
8

推 28 10 7～ 28 10 12 （ ）
の として、 、

。
9

推
に に と つ

28 9 29～ 28 10 5
リ
（ ）

、 らに に と つ
し との 。

10
4 、

6

推 年
とし 。

（ 、 ）
97

推 29 2 4
の 。

、
8

推 29 3 23～ 29 3 29
リ

（ ）
の「 」

フとして 。 る 。
4

28 10 21～ 28 10 28
（ リ

ー ー
）

の 、 の に
との 。
、 ー て ニ ー の

上 図 。

2 年　23
　　 4
　　27

ら
28 6 19 リ

リ の ら ー
ニ に し、 ら ら の
し て 図 。

人数 35人

上 人 28 8 19～ 28 8 21
2 し、 の
。

人数 4人

28 9 5～ 28 9 6
1 の 、 リー

ター の し 図 。
人数 14人

ー ー 28 10 16 リ
リ の に、

し し し 。
人数 41人

2016
28 10 26～ 28 10 31 4

ター 人 に る
2 、 の

し 図 。
人数 73人

リー
28 11 19～ 28 11 20

10 の の に が 1 リ
リー て 図 。

人数 49人

リ 「
ト」

29 1 11～ 29 1 15 リ

ター 人 に る
1 し 図 。 、 は、

ト タ ー 、 の
も 。

人数 45人

28 9～ 28 12 ー
に 、

とし の 。
7

（ 60人）

（ ） 28 9 7～ 28 12 7 ー
として 年 し、

の 図 。
12

（ 115人）

　 　 人
（ ） （ ） （ ）

推
年

年
リ

（ ）
推 として ら 、 との
図 。

1

年
年

として 年 、 の
図 。

1

28 10 26～ 28 11 2
リ

（ ）
の 、 ー

との て し 。
14

（ 4 ）

推 少年 29 1 6～ 29 1 14
リ

（ ）

、 ー
との て の ると

ともに の 上 推 し 。

9
（ 3 ）

推 28 7 1～ 28 7 6
リ

（ ）

の 、 ー
との に の

。

10
（ 2 ）

推 28 7 27～ 28 8 3
リ

（ ）
の として、 ーリ フ

し 図 。
8

推 28 10 7～ 28 10 12 （ ）
の として、 、

。
9

推
に に と つ

28 9 29～ 28 10 5
リ
（ ）

、 らに に と つ
し との 。

10
4 、

6

推 年
とし 。

（ 、 ）
97

推 29 2 4
の 。

、
8

推 29 3 23～ 29 3 29
リ

（ ）
の「 」

フとして 。 る 。
4

28 10 21～ 28 10 28
（ リ

ー
ー ）

の 、 の に
との 。
、 ー て ニ ー の

上 図 。

2 年　23
　　 4
　　27

ら
28 6 19 リ

リ の ら ー
ニ に し、 ら ら の
し て 図 。

人数 35人

上 人 28 8 19～ 28 8 21
2 し、 の

。
人数 4人

28 9 5～ 28 9 6
1 の 、 リー

ター の し 図 。
人数 14人

ー
ー

28 10 16 リ
リ の に、

し し し 。
人数 41人

2016
28 10 26～ 28 10 31 4

ター 人 に る
2 、 の
し 図 。

人数 73人

リー
28 11 19～ 28 11 20

10 の の に が 1 リ
リー て 図 。

人数 49人

リ 「
ト」

29 1 11～ 29 1 15 リ

ター 人 に る
1 し 図 。 、 は、

ト タ ー 、 の
も 。

人数 45人

28 9～ 28 12 ー
に 、

とし の 。
7

（ 60人）

（ ） 28 9 7～ 28 12 7 ー
として 年 し、

の 図 。
12

（ 115人）
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 立に け の育成  

 の状況 

本県の経済・ 用 は回 が いているが、一部業 で人 もある となどを まえ、

地域の実 に した 業・ 用対策によ 用の ・ 出を図るためには、 職者の職業 の開

・向上はもとよ 、地域 業を担う人 の育成が の課題となっている。 

のため、県では、「第 10 青森県職業 開 画（実施 間平成 28 年度 2年度）」で、 地

域・ 業 ーズを的 に えた職業 開 の推進、 地域の活 出に向 た たな担い の育成、

の ・ の 進、の つの実施 を し、 の 画に いて県経済・ 用 の

化に対 した職業 開 施策を 開していく とによ 、 者の職業 の開 ・向上を図 、

地域経済 会の と 者の の向上を して取 組 でいく ととしている。 

 
 公 職業 開 施  

本県には県 の職業 開 施 として、青森市、 前市、 市、 つ市に職業 開 校が 4

校あ 、延べ 12 、 員 455 人で人 育成を行っている か、 者のための県 者職業

校（ 前市）があ 、 、 員 40 人で人 育成を行っている。 

また、国の 行政 人 高齢・ ・ 職者 用支援機 の職業 開 施 として、

市に青森職業 開 大学校があ 、 、 員 1 0 人で高度な 識を えた実

者（テク シ ン・ ン ）を 成している か、青森市の高齢・ ・ 職者 用支援機

青森職業 開 進 ン ーにおいては、 、 員 48 人で 職者の 職 を行っ

ている。 

  

第 2-2- 表 県立 校の状況（平成 2 年 4 ）             （ ）

校  課      年  員 者数 

青森高等 

校 

通 

学  
1 年 20     1   

2 年 20       7  

学  
1 年 20    16  

2 年 20     10  

 80      46  

前高等 

校 

通 

動 シ テム 学  
1 年     20      20  

2 年     20      20  

シ テム 学  
1 年     20      14  

2 年     20      18  

 
      15      14  

管       20      11  

    115      97  

 

学  

通 

機 シ テム 学  
1 年     25      7  

2 年     25      1   

動 シ テム 学  
1 年     0      26  

2 年     0      0  

シ テム 学  
1 年     20      11  

2 年     20      12  

シ テム 学  
1 年     25      9  

2 年     25      18  

    200     126  

つ高等 

校 

通  
1 年     20      8  

2 年     20      10  

 管       20      7  

     60      25  

合          455     294  
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第 2-2-2 表 者 校の状況（平成 2 年 4 ）            （ ）

校        員 者数 

 者職業 校 
     15 8 

  事   15 11 

作 業 実   10  

合      40 22 

 

第 2-2-2 表 学校の状況（平成 2 年 4 ）          （ ）

校        年  員 者数  

青森職業 

開  

大学校 

機    
シ テム  

生  
1 年 20 18 

2 年 20 18 

・ 子 
シ テム  

ル ー 
 

1 年 20 18 

2 年 20 18 

子  
シ テム  

子  
１年 25 20 

2 年 25 20 

合       1 0 112 

第 2-2-2 表 の状況（平成 2 年 4 ）              （ ）

校       間 員 時  

青森職業 

開  

進 ン 

ー 

・ 加  6 月 各 12  4 月、7月、10 月、1月 

ーション  6 月 各 15  5 月、8月、11 月、2月 

フォーム  6 月 各 15  4 月、7月、10 月、1月 

施  6 月 各 15   6 月、9月、12 月、 月 

（ ル ー ） 6 月 各 20  8 月、2月 

ンテ ン 課 6 月 各 10  6 月、9月、12 月、 月 

（ ）（ し ） 1 月 各 20  7 月、1月 

合       48   

 
イ 職業  

職業 は、事業主が 用している者に対して、職業に 要な 識と を習 、 は向

上 るために行う職業 であ 、事業主が して実施する 職業 校と、 で実施する

職業 校とがある。 

現 、県内の 職業 実施校は 8校で、延べ （ ー ）、 29 人で職業 を実施

している。 
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第 2-2-22 表 実施校 （平成 2 年度）  

   校  地   （ ー ） 

 

職業 開 校 市 性加 、 、、 ー （ 1 ー ）、

ー （ 1 ー ）、 大 ー （ 1

ー ） 

職業 開 校 市 イル施  

職業 開 校 市 、 ・ イル施  

前職業 開 校 前市 、 、 ・ イル施 、 、

 

ー （ 1 ー ）、 ー （ 1 ー ）、

ー （ 1 ー ）、 ー （ 2 ー ）、

ー （ 1 ー ） 

職業 開 校 町  

理 高等職業 校 市 理・ ー 向上 ー （ 5 ー ） 

あおも ン ー ・カ ッ  青森市 プ グラム  

  市 容 ー （ 6 ー ） 

合  8 校   

                                                                                                  資料： 政・ 開 課 

 

2   

検 は 者の有する を一 の によって検 し、 を公 する国 検 度であ 、 

が国の を向上 、 職業 の成 に対する 会一般の を高め、 者 

の と地 の向上を図る とを 的とするものであって、職業 開 進 に いて実施  

ている。 

    検 は、職 とに特 、1 、 一等 、2 、 等に て、そ 学 ・実 に 

よって行わ 、 方に合 した者に、特 、1 一等 については 生 大 の、2  

等については 県 事 の合 が 「 」の が えら る。 

     本県では、平成 28 年度までに、特 5 人、1 16 725 人、 一等 567 人、2 17 880 人、  

5 858 人、 時 25 人、 1 77 人、 2 2 866 人の合 44 051 人に の が え 

ら ている。 

 
 県  

      青森県 表 度は、若年 者を表 する とによ 、 を通 て の を

え、 者の地 向上と、 の を する とを 的に平成 4年度から実施している。 

 

 表 対象者  の 度が めて であ 、そ に関わる職業に 10 年 上の経 を有し、か

つ 45 未 の者で、将来その活 が一層 る者である と。 

イ 表 者数   5 人 内 

 表 時    年 11 月 

 者数   102 人（平成 29 年 11 月 12 日現 ） 
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4  者等 者の育成 

県では、小 模事業者等の若 後 者 青年経営者等の育成 資 向上を図るため、 の事業

を実施する 会、 会議 、県 会連合会 県中小企業 中 会に対し 成、 を行っ

ている。 
 
 会、 会議 県 会連合会の青年部が部員の資 向上を図るために 域で行う、各

会、講習会の開催 地域の小 模企業の 、 を図るために行う 、地 業育成

事業等 
 
イ 県中小企業 中 会が事業協 組合等の青年部員の資 向上を図るために行う各 会、講習

会 会の開催等 
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第  る 者 の の  
 

第  等に る  

 

 等に る  

「青森県若者 ー テーション」（平成 19 年 4月、 ョ カフェあおも 内に ）は、国の 施

であ 、15 から 9 までの若年 業者や 者を 別・ 的に支援するため、 ン ル

ン や 理 による をは め、職 学、 、地域イ ン への参加などを通 た 支援

を行っている。 

平成 25 年 月からは、青森市に加えて、 前市 市にも「地域若者 ー テーション」を

し、 の支援を実施している。 

 

 者の の  

  

 ョ カフェあおも  

   「 ョ カフェあおも 」（平成 16 年 4 月 ）では、 から 職 までの一 した カ

ン ングや、 職支援 イ ン ・企業 明会、 職活動に つ ま まな ーの開催など、

若者を対象とした総合的な 職支援 ー を提 している。 

    また、平成 2 年 11 月から「 ョ カフェあおも 」、「 ーワークヤングプラ 」 「あおも

若者 ー テーション」の 施 を一 的に運営する「ヤング ョ プラ あおも 」を ープン

し、 たに総合案内 の や「 ーム支援」 「 クラ 」の実施などを行い、若年 職者に

対する一 した 職支援を行っている か、県内 （ 前、 、 つ）に している「 ョ

カフェあおも テライ ッ 」において、 ーワークとの一 的運営を行っている。 

 

第 2- - 表 お 状況          （

年度 用者数 職者数 
24 4 156 2 8 0 

 25 47 07  2 976 

 26 54 056 2 904 

 27 5 717 2 72  

 28 57 812 2 428 

（ ）

 

2  県  

 高等学校 業 者県内 職 進事業 

県では、 高等学校 業 者の県内 職を 進するため、県内経済 への 人提出要

や、高校生を対象とした企業 学会を実施している。 
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第 2- -2  平成 2 年 高 者の （県 県 ） 

資料：青森  
 

第 2- - 表 学 実施状況 

年度 延べ回数（回） 参加学生数（人） 学企業数（ ） 

24 67 2 644 207 

 25 68 2 471 191 

 26 71 2 992 215 

 27 72 206 21  

 28 64 2 702 205 

 
 

イ 県出 学生 職 進事業 

県では、本県出 の大学、 大、 学生等の県内 職を 進するため、県内 において 職 イ  

ン を開催している。平成 28 年度は、青森、 前、 、 、 の各会 で開催した。 
 
第 2- -4 表 状況 

年度 参加企業数（ ） 参加学生数（人） 

24 179 1 01  

 25 201 878 

 26 267 907 

 27 151 479 

 28 9  622 

 

 業高校生等県内 職 進事業 

県 職率が高い 業高校生をは めとする 学 者の県内 職を 進するため、企業 の

用 イ や企業 フェ の開催などによ 、地 企業や仕事内容に関する を 化した

か、県内企業の 人 を地 主要 にいち く した。 

 

2 76

1 296

278
82

21
116 7 9 6 1

1

67
77 1

8
88 5

9
97 8 99 2 99 8 99 9

68 9

89
9 96 8 98 1 99 2 99 8 99 9 99 9 99 9

1

2

5

6

7

8

9

1

5

1

1 5
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2 5

28 6 7 8 9 1 11 12 29 1 2 5 6

（ ）（人）

人数（ ） （ ）

（ ）
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 活 援・し と 事業 

県では、県 の大学等へ進学した な人材を するため、県出 の大学生等に対する 職支援

を 的に行うとともに、若年者の 職 のため、県内事業 に対する職 支援や高校生 

・大学生等に対する 意識 成支援を行い、職 進を図っている。 

な人材を するため、 等で合 企業 明会や 職 イ ン を開催した か、青森県 

企業 を作成し、県内企業の に めた。また、若年者の 職を と した 業 

のため、企業に対する支援として、 員、中 員、人事担 者等に対する を実施した か、

若年者に対する支援として、高校生やその 者に対する 意識 成支援 ーや企業 学会を 

実施した。 

 

第 2- -  高 者の県 県 の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：青森  

 

第 2- - 表 学校 者の 状況                      （ ） 

   
高等学校 業者の 率 大学等 業者の 率 

１年後 2 年後 年後 １年後 2 年後 年後 

21 月   国 82 9 72 0 64  88 6 79 0 71 2 

青森県 81 4 70 0 62 7 85 5 75 8 68 4 

22 月   国 79  68 2 60 8 86 6 76 7 69 0 

青森県 74  62 4 5 6 81 6 72 2 65 0 

2 月   国 79 2 69 2 60 4 85 7 76 5 67 6 

青森県 71 8 61 0 51 1 78  69 5 62 1 

24 月   国 80 4 68 6 60 0 87 0 76 7 67 7 

青森県 71 4 59 0 49 7 81 1 69 9 61 4 

25 月   国 80 1 68 2 59 1 87  77 2 68 1 

青森県 74 1 60 8 50 5 8 0 71 8 62 5 

26 月   国 80 6 68 6 59 2 87 8 77 2 67 8 

青森県 74 8 61 6 51 9 78  68 2 60 2 

27 月   国 81 9 70   88 2 77 7  

青森県 79 5 66 6  81 8 69 6  

28 月   国 82 8   88 7   

青森県 81 4   8 5   

 

             

             

1

2

5

6

7

8

9

1

2 年 2 年 25年 26年 27年 28年 29年
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第  校 高校 学等 の  

 校 の  

  に る施  

県 県教育委員会は、本県の児童生徒の を するため、県・市町村・学校・ ・地域 民

その他の関 者の連携の下、い め 対策推進 第 12 の に き、い めの 等の対策を総

合的かつ 的に推進する とを 的に、平成 26 年 6 月、青森県い め 本方 （ 下「 本方

」という。）を策 し、平成 29 年 10 月に を行った。 

     の 本方 に き、「青森県い め 対策 議会 」を平成 26 年 7 月 7日に公 ・施行し、

的 識を有する 部人材を委員とする県教育委員会の 機関である「青森県い め 対策 議

会（ 下「い め 対策 議会」という。）」を した。い め 対策 議会は、県 学校にお

るい め 等のための 等について 的 からの 議や重大事 に る事実関 を明

にするための を行ってきた。 らに、県は、 28 の重大事 に る を行う 事の 機関

として、「青森県青 年 育成 議会い め 部会（ 下「い め 部会」という。）」を

し、対 してきた。 

      らに、県教育委員会では「青森県い め 題対策連 協議会（ 下「連 協議会」という。）」を

し、関 機関、 各市町村教育委員会の参加を て、い め 等に関する 有や

の取組に対する一層の連携に取 組 でいる。 

      的な施策としては、い め 対策 議会、い め 部会 連 協議会の意 等を まえ、

子どもを取 く状況の を高めるため、い め の ーフ ッ を作成し、 ての小学校、中

学校、高等学校の児童生徒への を通して、学校主 のい め 学習を支援している か、教員の

い めへの対 を高めるため、児童生徒の の に関する 会の か、各 会を開催してい

る。 

      また、教育 の 充を図るため、各学校に する クールカ ン ラー、 クール ーシ

ルワーカーを 員するとともに、資 の向上を図るための 会を開催している。児童生徒 者

等からのい め等の として「あたたかテ ン」や「24 時間子 イヤル」等の

用 話を開 し、 ・支援を行っている。 

     らに、携 が関 するい めや生徒 上の 題行動等の未 、 、 対 を図

るため、 ッ 通 イ を開 するとともに、 ーシ ル 等 員を し、児童生徒

に関 する な があった 合は、 やかに学校 関 機関と連携し学校への支援や の

に めている。 

     の か、い め に関する ーの 出、テ の 、地域の青 年 育成 等と

協 して、い め を で る取組等を行い、児童生徒、 者、県民が一 となったい

め 対策に めている。 

   

  

い めの は、学校 でなく、 や地域、関 機関が連携して取 組 とが重要であ 、

いかなるい めも ないという人権 重の を育 を する とが 要である とから、

地域からい め の意識 ン ーンを く 開し、学校にお るい め に向 た取組

を支えている。 

平成 29 年度の実  

 い め 作 ンクール 

県内の高校生を対象として、い め テ の 作を 集し、生徒一人一人が、い めに

ついて考える機会を 出している。 

・ 集 間     4 月 5 月 

・ 作 総数  45 点 

・       会において、6点を 作 として選 し、 を表 した。 
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 い め ンクール 

県内の小学生・中学生・高校生 一般を対象として、い め を える を 集し、児童・

生徒 県民一人一人が、い めについて考える機会を 出している。 

・ 集 間    6 月 9 月 

・ 作 総数  7 904 点 

・     会において、7点を 、1点を 員特別 として選 し、 を

表 した。 

 

 テ  

    学校の 業明 の 後は、児童生徒にとって生活 等が大きく わる契機にな やすく、

大きなプ ッシ ーや 的動 が生 やすいと考えら る。 のような時 に し、児童生徒

の 化を し、学校や地域、あるいは において、児童生徒への の 化等を集中的に行

う とは 的であると ている とから、テ を 作し する とによ 、い め

に向 た一層の意識 に めている。 

     み明 (4 5 4 14、5 8 5 19) 

      平成 28 年度い め を  

    イ み明 (8 16 9 12) 

      平成 29 年度い め 作 ンクール 作 をもとにした を  

     み明 (1 11 2 6) 

      平成 29 年度い め ンクール 作 を用いた を  

  

  の  

平成 29 年度の実施状況  

  県内一 か 活動   

   年 回、県内の 小・中・高等学校・特別支援学校で一 に、地域の大人、 者などが参加する

か 活動を実施した。       

（実施 間） 

 ・平成 29 年 4 月 10 日 14 日（ 学、進 時） ・平成 29 年 7 月 14 日 21 日（ み前） 

    ・平成 29 年 8月 24 日 0 日（ み明 ）  ・平成 29 年 12 月 18 日 22 日（ み前） 

 

  他人を いや を大 にする を育 対話集会 

   児童生徒と地域の大人の 理解を 進し、 関 の を図るため、平成 29 年 10 月 12 月、

小・中・高等学校・特別支援学校 18 校で、「 について考える」をテーマに意 等を実施した。 

 

  地域の で く 推進青森県民大会 

平成 29 年 7月 0日(日)に青森市の県民 プラ で、「地域の で く 推進青森県民大会 

子どもの は地域のたから 」を開催した。 

（内容） 

・ 事から児童生徒への ッ ー の  ・大会 の  

・い め の取組事 表       ・ 講演（講 ：教育  ） 等  

 

  子どもたちの や未来を 援する ッ ー ング・動画「 の未来へ」の 作・

テッカーの作成・  

 

   （第２部第２ 第１ １(2)「地域の で く 推進事業」を参 。） 

 

 

 
 

－ 111 －



第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 
 
 

 
 

2  校に る施  

 県教育委員会では、児童生徒の ましい人間関 の 、児童生徒が ち いて学校生活を る と

ができるよう教育 に関わる各 講座の充実 人数学 の実施、小・中・高等学校への ク

ールカ ン ラー ・ 等の 充に めている。 
     らに、学校の要 に て クール ーシ ルワーカーを し、 ・ 等の関 機関と連携

しながら、 や ・カンフ ン を行い に めている。 
 また、教員が、生徒の える みや 、 等に関する理解を深め、児童生徒を取 く状況

の 対 を高めるため、「 の に関する 会」を開催した 、 等の特別な支

援を 要とする生徒が な支援のもと学校生活が できるよう、 な教員 の機会を えて、

等の理解と対 に関する内容を取 るなど教員の資 向上に めている。 
 

 に る施  

県教育委員会では、子どもたちの 意識の 成や教員と子どもとの 関 の に向 、教育

に関わる各 教員 講座の開 、小・中・高等学校への クールカ ン ラーの クール

ーシ ルワーカーの 等の施策の一層の充実に めている。 
らに、「地 育成推進会議」や「地域生徒推進連 協議会」等を開催し、 行 の実 や

的な取組についての や協議を行うなど、学校、 、地域 会、関 機関の協 の 化

に めている。 
 
 高校 学 学者 の  

     県教育委員会では、中 学を するため学校にお る生徒の ・ 性や ・関 などに た

ある教育活動となるよう な取組の支援に めている。 
     学業の に でいる生徒に対する各学校の イ ン 機 の充実やきめ かな教育 の

が重要である とから、各学校の要 に て クールカ ン ラーを するとともに、 的な支

援が 要な 合は、 クール ーシ ルワーカーを し、生徒や 者等が える みや状況等の

に向 た支援に めている。 
     また、教員を対象とした中 学者等に関する を行い、その を参考に中 学者 に向

た対 に めている。 
 

第  等の る 者 の  

 

 の る 者 の  

  （者）の 況 

 児（者）の現況 

     本県にお る平成 29 年 月 1日現 の 者 児（者）は、60 275 人で、県人 に対

する 合を ると、1 000 人に対し 46 8 人となる。 

     らを主な の 別にみると、 が 52 と一 く、 いで内部 が 2 4 、

・平 機 が 8 5 、 が 5 9 、 ・ 機 が 0 9 となっている。 

      者の の 度をみると、1、2 の重度の 者は総数の 52 4 と 半数を めてい

る。 

     者に対する施策は、その を主 に推進してお 、重度 者の対策 化を図るとともに、

者の 会参加を進めるための地域 活動の 進等に めている。 
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2  校に る施  

 県教育委員会では、児童生徒の ましい人間関 の 、児童生徒が ち いて学校生活を る と

ができるよう教育 に関わる各 講座の充実 人数学 の実施、小・中・高等学校への ク

ールカ ン ラー ・ 等の 充に めている。 
     らに、学校の要 に て クール ーシ ルワーカーを し、 ・ 等の関 機関と連携

しながら、 や ・カンフ ン を行い に めている。 
 また、教員が、生徒の える みや 、 等に関する理解を深め、児童生徒を取 く状況

の 対 を高めるため、「 の に関する 会」を開催した 、 等の特別な支

援を 要とする生徒が な支援のもと学校生活が できるよう、 な教員 の機会を えて、

等の理解と対 に関する内容を取 るなど教員の資 向上に めている。 
 

 に る施  

県教育委員会では、子どもたちの 意識の 成や教員と子どもとの 関 の に向 、教育

に関わる各 教員 講座の開 、小・中・高等学校への クールカ ン ラーの クール

ーシ ルワーカーの 等の施策の一層の充実に めている。 
らに、「地 育成推進会議」や「地域生徒推進連 協議会」等を開催し、 行 の実 や

的な取組についての や協議を行うなど、学校、 、地域 会、関 機関の協 の 化

に めている。 
 
 高校 学 学者 の  

     県教育委員会では、中 学を するため学校にお る生徒の ・ 性や ・関 などに た

ある教育活動となるよう な取組の支援に めている。 
     学業の に でいる生徒に対する各学校の イ ン 機 の充実やきめ かな教育 の

が重要である とから、各学校の要 に て クールカ ン ラーを するとともに、 的な支

援が 要な 合は、 クール ーシ ルワーカーを し、生徒や 者等が える みや状況等の

に向 た支援に めている。 
     また、教員を対象とした中 学者等に関する を行い、その を参考に中 学者 に向

た対 に めている。 
 

第  等の る 者 の  

 

 の る 者 の  

  （者）の 況 

 児（者）の現況 

     本県にお る平成 29 年 月 1日現 の 者 児（者）は、60 275 人で、県人 に対

する 合を ると、1 000 人に対し 46 8 人となる。 

     らを主な の 別にみると、 が 52 と一 く、 いで内部 が 2 4 、

・平 機 が 8 5 、 が 5 9 、 ・ 機 が 0 9 となっている。 

      者の の 度をみると、1、2 の重度の 者は総数の 52 4 と 半数を めてい

る。 

     者に対する施策は、その を主 に推進してお 、重度 者の対策 化を図るとともに、

者の 会参加を進めるための地域 活動の 進等に めている。 
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第 2- - 表 者 （平成 2 年 ） （ ） 

別 

年齢  
 

・平  

機  

・  

機  

 

 
内部   

1 8  未       5     10             6 5     2   1 009 

1 8  上   557    5 019     5    0 871   19 286   59 266 

   592    5 122     5 6   1 506   19 519   60 275 

   成   ( )    5 9    8 5    0 9   52    2 4  100 0 

 

第 2- -8 表 等 者 （平成 2 年 ）           （ ） 
等 別 

別 
1

 
2

  
4

 
5

 
6

  

 

・ 機  

 

内 部  

1 4 8 

70 

 14 

8 279 

12 852 

   920 

1 0  

22 

6 598 

114 

229 

610 

50 

5 4 8 

2 881 

247 

1 167 

150 

7 756 

672 

414 

24 

0 

2 1 

0 

44 

1 948 

0 

1 104 

0 

592 

5 122 

5 6 

1 506 

19 519 

 22 65   8 957 9 508 12 992 2 769 96 60 275 

   成   ( ) 7 6 14 9 15 8 21 5 4 6 5 6 100 0 

 

イ 的 児（者）の現況 

 者 ン ーで している平成 29 年 月 1 日現 の 的 児（者）は、12 609 人とな

っている。 を 度別にみると重度のものが 5 012 人で 9 7 を め、中 度が 7 597 人の

60 となっている。 

 

 第 2-3-9 （ ）の 人 数 成 （平成 29 年 3 31 ）  （ ） 

年齢            度 重    度 中 度  

18 未      688    1 664    2 52 

18 上    4 24    5 9     10 257 

    5 012    7 597  12 609 

  成 ( ) 9 7 60  100 

2  （者）の  

的、 的に を つ人 に対しては、 者も 会の 成員であ 、その生活の は 者

と ら わるものではないという 本的な 識のもとに、 らの人 の日 生活を支援しつつ、

テーション の と 機会の 大を図 、 者の 会活動への参加を 進するとともに、

公 施 や 等を 者が に 用できるような みよい く を推進している。 

また、 者の の は とともに生活する でなく、 会の一員として生活する とにある

と考えら るため、 者が や地域 会との関 を に ちながら生活できるよう、教育、 、

等の各 のきめ かい 対策を進めている。 

 

 者への対策 

 者の 生援 に関する 題については、市町村 者 ン ー( 者 生
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)が 生 を行ってお 、 生 の 、 者支援施 への 等 要な支援・

を行っている。 

 

( ) 者 ン ー（ 者 生 ）にお る 理状況 

         平成 28 年度の 者 ン ー（ 者 生 ）にお る 理状況を ると、取 実

人員が 5 142 人（来 回の合 ）、 数が 5 448 となってお 、 内容は 生 の

254 が も い。また、 内容別ではすべて 学的 で 4 982 、 数は 5 215

となってお 、内容別では 生 の 021 が も くなっている。 

 

第 2- - 表 者 （ 者 ）における 状況              （ ）

  

 

内容 内容 数 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

28 

来  4 764 021 1 74  0 0 0 0 0 4 764 4 764 0 0 0 4 764 021 1 74  0 0 0 4 764 

回 78 2  218 2  0 0 0 0 684 218 0 0 0 218 0 218 2  0 0 451 

 5 142 254 1 961 2  0 0 0 0 5 448 4 982 0 0 0 4 982 021 1 961 2  0 0 5 215 

( ) 青森県 者 ン ー「 のき会 」 

         者の各 、教 の向上、 ー 、 ク ーション、機 回 や各 活

動、 会参加 進事業等のための 用施 として、 48 年に青森市に開 し、平成 18 年度から

管理者 度 によ 、現 、一般 人青森県 者 協会に管理運営を委 して

いる。 

 

第 2- - 表 の 状況                            （ ）

年度 
 

 
  

その他の 

 
者 

 

関 者 
その他  

24 1 95 75 208 2 447 1 0 2 1 48  5 0  11 94  

25 1 616 81 6  195 1 425 1 417 5 429 1 226 

26 1 44 15  100 68  1 257 1 824 4 674 1 0 5 

27 1 474 64 204 4 555 1 700 2 164 5 271 15 4 2 

28 1 468 8 218 4 697 1 801 2 49 5 555 16 126 

イ 的 者への対策 

 的 者の 生援 に関する 題については、 的 児（者）やその からの に て、

市町村、児童 者 ン ー( 的 者 生 )が 要な 、 、施 等

要な支援・ を行っている。 

 

( ) 者 ン ー（ 的 者 生 ）にお る 理状況 

         平成 28 年度の 者 ン ー（ 的 者 生 ）にお る 理状況を ると、 生援

取 実人員が 58 人（来 回の合 ）、 数が 589 となってお 、 内容は 育

の 99 が も い。また、 数は 908 で、内容別では 理学的 機 的 で 96

となっている か、 数は 574 で、内容別では 育 の 94 が も くなってい

る。 
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第 2- - 2 表 者 （ 者 ）における 状況            （ ）

  

 

内容 内容 数 

  

 

 

  

 

 

 

    

 

 

 

 

 

28 

来  12 1 0 1 2 6 0 128 180 18 40 125 125 0 290 0 125 180 05 

回 271 0 0 0 0 0 0 271 0 271 76 271 271 0 618 0 269 0 269 

 58  1 0 1 2 6 0 99 180 589 116 96 96 0 908 0 94 180 574 

 
 児（者）の 対策 

   児（者）の主な 対策は のとお である。 

第 2- - 表 主  

度・事業等 内   容 

支援  

（ 生 ）の  

 上の を し、日 生活 、職業 の回 向上を図るための を

行う。平成 28 年度の 人員は 5 644 人である。 

の 理 
上の は機 の を うための 、 、 、 いす等の

理。平成 28 年度の 理 数は 4 546 である。 

事業 において 事の 話、 等の日 生活上の を行う。 

特別 者  

児  

経 的  

 重度の の えに っている特別の 担 の一 として月 26 8 0 （児童 14 600

）支 。平成 28 年度の 者（月平 ）は 2 895 人である。 

児(者)  
 児(者)を している 者が 等の事 によって にお る を る

とが となった 合に、 児(者)を一時的に (通 ) の向上を図る。 

者 済 

度 

 児(者)を する 者の 後、 る 児(者)の生活の と 向上

を図るため、 意加 の 済 度として 45 年から実施する。 

日 生活用 の  
重度 者等に対し、特 等の日 生活用 を は する と等によ 、日

生活の を図る。 

職 委   的 者を職 のもとに か 、その 生に 要な生活 習 を行う。 

重度 者

成 

市町村が行う重度 者 支 事業に対し県が 2 の 1 を し、重度

者の 担の を図る。 

生活援 （グループ

ーム） 

地域の中にあるグループ ームでの生活を 者に対し、日 生活にお る援 等を

行う とによ 、 者の 生活を する。 

児等 育支援事業 

 児(者)の地域での生活を支援するため、 な地域で 育 、 等が ら

るよう、 育機 の充実を図るとともに、 らの 育機 を支援する、よ 的な 育

機 との重層的な連携を図る とによ 、 児(者)の の向上を図る。 

児童 支援・ 課後等

イ ー  

に のある児童に対し通 の方 によ 日 生活にお る 本的動作等の

集 生活への を行う。 

生活 事業 に のある者に対し、通 の方 によ 日 生活上の支援等を行う。 

                                                                       
 

 者 済 度加 状況 年 等支 状況 

平成 28 年度にお る 者 済 度加 者数は 55 人、年 者数は 597 人となってい 

る。 

第 2- - 4 表 者 度 状況 年 等 状況                 （ ）

     年度 24 25 26 27 28 

加 者 数 616 599 586 568 55  

年 者 数 58  589 598 601 597 
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 重度 者 成 

     平成 28 年度にお る重度 者 成の実施状況は、 のとお である。 
 

第 2- - 表 度 者 成  （平成 28 年度） 
実施市町村 者 数  県    考 

40 市町村 19 414  1 6 2 754  816 77  率１ ２ 

                                                                          
 

 施 等 の  

平成 18 年、 者 支援 （現 者総合支援 ）施行によ 、 別の一 化や な施

の しが図ら 、 者にとって 要な ー を選 し 用する となった。 者の 施 に

ついては、 者 生施 、 的 者 生施 など 別 とに ていたものが 者支援施

として た。 

 児 施  

施 に する 児に対して、 、日 生活の 活に 要な 識 の を行っ

ている。 

 
第 2- - 表 施 状況（平成 2 年 4 ）

施  主  地 員(人) 

学  会 人青森県す やか 事業  青森市 0 

前市 生学  前市 前市 60 

うみ 学  会 人 市 会 事業  市 50 

森 学  域 事 組合 つがる市 0 

公 もみのき学  上 地方教育・ 事 組合 町 40 

はま 学  下 地域 域行政事 組合 つ市 0 

もみ 学  地方 事 組合 市  20 

あすな 育 ン ー 青森県 青森市 6 

わら 育 ン ー 青森県 前市 5 

    271 

 

イ 児 施  

 施 に する 児に対して、 、日 生活の 、 活に 要な 識機 の およ 治

を行っている。 

 

第 2- - 表 施 状況（平成 2 年 4 ）

施         地 員(人) 

県 はまなす 育 ン ー 市大 大 大 17 の 729 
 （ ） 42 

（重 ） 40 

国 機 青森  青森市 大 平 155  （重 ）120 

国 機  市 上 1 の 1 （重 ）100 

  02 

資料： 課 
 

 者支援施  

 施 に する 者に対して、主として 間において、 、 つ 事等の 、生活等に

関する その他の 要な日 生活上の支援を行う。 
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第 2- - 8 表 者 施  

施     主  地 員(人) 

青森 ー ン ー 青森県 ー協会 青森市 60  

者支援施  会 青森市 60  

者支援施  会 青森市 85  

者支援施 どう  

( 委 施 ) 
あすな 会 青森市 80  

青森 ー  青森県 ー協会 青森市 40  

青森月  会 青森市 46  

者支援施 し  会 青森市 40  

者支援施  会 青森市 50  

がい者支援施  会 青森市 0  

者支援施  会 青森市 50  

きわ  会 青森市 50  

あすな 育 ン ー 青森県 青森市 15 

的 者生活支援施 前市 生  前市（ ） 前市 50  

者支援施 年  年会 前市 50  

者支援施  会 前市 0  

者支援施 拓  会 前市 80  

者支援施  会 前市 40  

くら  会 前市 40  

者支援施 の  つがる 会 前市 50  

わら 育 ン ー 青森県 前市 24 

青森ワーク ン  会 市 50  

の み  の み会 市 40  

 会 市 40 

 会 市 40  

いちい  市 会 事業  市 50  

 やすら 会 市 80  

者支援施  会 市 50  

うみ 学  市 会 事業  市 10  

地方 者支援施 もみ 学  地方 事 組合 市 10  

者支援施 く いし 会 市 0  

者支援施  生会 市 40  

者支援施 大 ン ーム 会 市 50  

がい者支援施 第 うちがた 内  市 0  

者支援施 青  生会 市 6  

者支援施 あかまつ  生会 市 50  

となみ  明 会 つ市 0  

 みちのく 会 つ市 50  

者支援施 しもきた 育  みちのく 会 つ市 50  

月  会 つがる市 40  

つがるの ( 委 施 ) 会 つがる市 80  

者支援施  会 平 市 40  

地方 者支援施 青  地方 事 組合 平 市 50  

者総合 ン ーなつどま  

者支援施 しらか  
青森県す やか 事業  平内町 80  

者総合 ン ーなつどま  

者支援施 つき  
青森県す やか 事業  平内町 60  

者支援施 かもめ ( 委 施 ) 平 会 町 80 

大 育 ン ー 会 大 町 60 
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施     主  地 員(人) 

がい者支援施 内  内  中 町 0 

者支援施 あすな ク ー ー  会 地町 40 

者支援施 あ あ ( 委 施 ) つつ 会 町 80  

がい者支援施 一  会 町 120  

公 からまつ  
上 地方教育・ 事 組合 

（ 会） 
町 45  

上  生会 町 70  

がい者支援施 やき  会 町 40  

公 な  上 地方教育・ 事 組合 町 45  

者支援施 か はし  会 村 40  

者支援施 あかしや  会 おいら 町 40  

明  ー ン ー  町 60  

事 組合 やま と  事 組合 町 50  

 会 部町 40  

資料： 課 

 

4  者  
 者 児がその有する 性に 、 した日 生活 は 会生活を営 とがで

きる 会 く を 進するため、 の事業を実施している。 

第 2- - 表 者 （平成 28 年度） 

事 業  実施主  実 施 状 況 

1 者 会参加推進 ン ー運営
事業 

（一 ）青森県
者 協会 

事業内容：「 者 110 」運営事業の か、 会参
加 進事業の実施に対する協 等 

2 「 者 110 」運営事業 
事業内容： を （ 員 2人 ）、 

者の権 に る 等への対  
28 年度 数： 456  

員活動 化事業 

（一 ）青森県
者 協会 

 
 
（一 ）青森県 を

つな 育成会 
 

者 員  
実施地 ：青森市、 前市、 市、 市、

市、 つ市 
実施回数 参加人員：延 6回、延 112 人 

的 者 員  
実施地 ：青森市、 市 
実施回数 参加人員：延 2回、延 62 人 

4 ー 教 開催事業 

（一 ）青森県
者 協会 

 

事業内容： 者 ー 教 、 教 、
ング教 等 28 年度参加人員： 1 042 人 

5 ー 大会開催事業 
第 24 回青森県 者 ー 大会 
28 8 28 青森県総合運動公 等 

6 ー 員 成事業 
ー 員 成 会 18 人 

中 ー 員 成 会  4 人 

7 ライ ラ ー 出
事業 

(一 )青森県 うあ
協会 

用 者数：289 人、26  
出 数：169  

8 人点 事業 
(一 )青森県

者 会 

の重度 者（おもに中 明者）への点
の  28 年度 人員：2人 

9 者 ーション支
援事業 

の えない方、 えにくい方のための 開催 
28 年度：青森市(参加者 218 人) 

10 性 生活 事業 
（一 ）青森県

者 協会 

事業内容：料理教 等  
実施地 ： 地 （青森、 前、 ） 
実施回数 参加人員：延 4回、延 45 人 

11 青年等 会生活教 開催事業 
（一 ）青森県

者 協会 

事業内容：講演会 
実施地 ：青森市 
実施回数 参加人員： 1 回、14 人 

12 話講習会事業 
(一 )青森県 うあ
協会 

実施地 ：青森市等( 8 市 4町 1村) 
実施回数 参加人員：延 51 回、延 464 人 

1 イ 会 事業 
（一 ）青森県

者 協会 

実施地 ：青森市、 前市、 市 
実施回数 参加人員：延 18 回、延 400 人 

14 機 者 事業 
実施地 ：青森市、 前市、 市 
実施回数 参加人員：延 114 回、延 787 人 

第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 
 
 

8 
 

施     主  地 員(人) 

がい者支援施 内  内  中 町 0 

者支援施 あすな ク ー ー  会 地町 40 

者支援施 あ あ ( 委 施 ) つつ 会 町 80  

がい者支援施 一  会 町 120  

公 からまつ  
上 地方教育・ 事 組合 

（ 会） 
町 45  

上  生会 町 70  

がい者支援施 やき  会 町 40  

公 な  上 地方教育・ 事 組合 町 45  

者支援施 か はし  会 村 40  

者支援施 あかしや  会 おいら 町 40  

明  ー ン ー  町 60  

事 組合 やま と  事 組合 町 50  

 会 部町 40  

資料： 課 

 

4  者  
 者 児がその有する 性に 、 した日 生活 は 会生活を営 とがで

きる 会 く を 進するため、 の事業を実施している。 

第 2- - 表 者 （平成 28 年度） 

事 業  実施主  実 施 状 況 

1 者 会参加推進 ン ー運営
事業 

（一 ）青森県
者 協会 

事業内容：「 者 110 」運営事業の か、 会参
加 進事業の実施に対する協 等 

2 「 者 110 」運営事業 
事業内容： を （ 員 2人 ）、 

者の権 に る 等への対  
28 年度 数： 456  

員活動 化事業 

（一 ）青森県
者 協会 

 
 
（一 ）青森県 を

つな 育成会 
 

者 員  
実施地 ：青森市、 前市、 市、 市、

市、 つ市 
実施回数 参加人員：延 6回、延 112 人 

的 者 員  
実施地 ：青森市、 市 
実施回数 参加人員：延 2回、延 62 人 

4 ー 教 開催事業 

（一 ）青森県
者 協会 

 

事業内容： 者 ー 教 、 教 、
ング教 等 28 年度参加人員： 1 042 人 

5 ー 大会開催事業 
第 24 回青森県 者 ー 大会 
28 8 28 青森県総合運動公 等 

6 ー 員 成事業 
ー 員 成 会 18 人 

中 ー 員 成 会  4 人 

7 ライ ラ ー 出
事業 

(一 )青森県 うあ
協会 

用 者数：289 人、26  
出 数：169  

8 人点 事業 
(一 )青森県

者 会 

の重度 者（おもに中 明者）への点
の  28 年度 人員：2人 

9 者 ーション支
援事業 

の えない方、 えにくい方のための 開催 
28 年度：青森市(参加者 218 人) 

10 性 生活 事業 
（一 ）青森県

者 協会 

事業内容：料理教 等  
実施地 ： 地 （青森、 前、 ） 
実施回数 参加人員：延 4回、延 45 人 

11 青年等 会生活教 開催事業 
（一 ）青森県

者 協会 

事業内容：講演会 
実施地 ：青森市 
実施回数 参加人員： 1 回、14 人 

12 話講習会事業 
(一 )青森県 うあ
協会 

実施地 ：青森市等( 8 市 4町 1村) 
実施回数 参加人員：延 51 回、延 464 人 

1 イ 会 事業 
（一 ）青森県

者 協会 

実施地 ：青森市、 前市、 市 
実施回数 参加人員：延 18 回、延 400 人 

14 機 者 事業 
実施地 ：青森市、 前市、 市 
実施回数 参加人員：延 114 回、延 787 人 

第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 
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施     主  地 員(人) 

がい者支援施 内  内  中 町 0 

者支援施 あすな ク ー ー  会 地町 40 

者支援施 あ あ ( 委 施 ) つつ 会 町 80  

がい者支援施 一  会 町 120  

公 からまつ  
上 地方教育・ 事 組合 

（ 会） 
町 45  

上  生会 町 70  

がい者支援施 やき  会 町 40  

公 な  上 地方教育・ 事 組合 町 45  

者支援施 か はし  会 村 40  

者支援施 あかしや  会 おいら 町 40  

明  ー ン ー  町 60  

事 組合 やま と  事 組合 町 50  

 会 部町 40  

資料： 課 

 

4  者  
 者 児がその有する 性に 、 した日 生活 は 会生活を営 とがで

きる 会 く を 進するため、 の事業を実施している。 

第 2- - 表 者 （平成 28 年度） 

事 業  実施主  実 施 状 況 

1 者 会参加推進 ン ー運営
事業 

（一 ）青森県
者 協会 

事業内容：「 者 110 」運営事業の か、 会参
加 進事業の実施に対する協 等 

2 「 者 110 」運営事業 
事業内容： を （ 員 2人 ）、 

者の権 に る 等への対  
28 年度 数： 456  

員活動 化事業 

（一 ）青森県
者 協会 

 
 
（一 ）青森県 を

つな 育成会 
 

者 員  
実施地 ：青森市、 前市、 市、 市、

市、 つ市 
実施回数 参加人員：延 6回、延 112 人 

的 者 員  
実施地 ：青森市、 市 
実施回数 参加人員：延 2回、延 62 人 

4 ー 教 開催事業 

（一 ）青森県
者 協会 

 

事業内容： 者 ー 教 、 教 、
ング教 等 28 年度参加人員： 1 042 人 

5 ー 大会開催事業 
第 24 回青森県 者 ー 大会 
28 8 28 青森県総合運動公 等 

6 ー 員 成事業 
ー 員 成 会 18 人 

中 ー 員 成 会  4 人 

7 ライ ラ ー 出
事業 

(一 )青森県 うあ
協会 

用 者数：289 人、26  
出 数：169  

8 人点 事業 
(一 )青森県

者 会 

の重度 者（おもに中 明者）への点
の  28 年度 人員：2人 

9 者 ーション支
援事業 

の えない方、 えにくい方のための 開催 
28 年度：青森市(参加者 218 人) 

10 性 生活 事業 
（一 ）青森県

者 協会 

事業内容：料理教 等  
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者 協会 
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実施回数 参加人員： 1 回、14 人 
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(一 )青森県 うあ
協会 

実施地 ：青森市等( 8 市 4町 1村) 
実施回数 参加人員：延 51 回、延 464 人 

1 イ 会 事業 
（一 ）青森県

者 協会 

実施地 ：青森市、 前市、 市 
実施回数 参加人員：延 18 回、延 400 人 

14 機 者 事業 
実施地 ：青森市、 前市、 市 
実施回数 参加人員：延 114 回、延 787 人 
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者支援施 あかしや  会 おいら 町 40  

明  ー ン ー  町 60  

事 組合 やま と  事 組合 町 50  

 会 部町 40  

資料： 課 

 

4  者  
 者 児がその有する 性に 、 した日 生活 は 会生活を営 とがで

きる 会 く を 進するため、 の事業を実施している。 

第 2- - 表 者 （平成 28 年度） 

事 業  実施主  実 施 状 況 

1 者 会参加推進 ン ー運営
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(一 )青森県

者 会 

の重度 者（おもに中 明者）への点
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9 者 ーション支
援事業 
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12 話講習会事業 
(一 )青森県 うあ
協会 

実施地 ：青森市等( 8 市 4町 1村) 
実施回数 参加人員：延 51 回、延 464 人 

1 イ 会 事業 
（一 ）青森県

者 協会 

実施地 ：青森市、 前市、 市 
実施回数 参加人員：延 18 回、延 400 人 

14 機 者 事業 
実施地 ：青森市、 前市、 市 
実施回数 参加人員：延 114 回、延 787 人 
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事 業  実施主  実 施 状 況 

15 機 者 者 成事業 
（一 ）青森県

者 協会 
者 成人員：4人 

16 点 仕員 成事業 (一 )青森県
者 会 

成人員：16 人 

17 仕員 成事業 成人員：8人 

18 要 記者 成事業 

(一 )青森県 うあ
協会 

課 ： 2 時間（ 9回）8人  
用課 ： 20 時間（ 5回）10 人  

19 話 仕員 成事業 
課 ： 5時間（ 12 回）19 人  
課 ：45 時間（ 14 回）8人  

20 話通 者 成事業 
通 ：5 時間（ 1 回）7人  
通 ：50 時間（ 12 回）15 人  
フォ ー ップ講座：15 時間（  7 回） 者なし 

21 話通 成事業 8 時間（ 9 回）6人 講 

22  話通 事業 
：県 課（1人） 

青森県 者 ン ー（2人） 

2 話通 者等 者 成  
話通 ・ 話通 者・要 記者 成を担 す

る講 会 延 67 人 

24  ー 提 者 提 事業 数 県内： 5 、県 ：10  

25 う者向 通 ・ 員
事業 

数 6  

 

 者 年学  

と 会参加を支援し 会性の向上をめ す とを 的として、集 学習や の講座、 者

ー をとおして他の 業生や 校生、学校のある地域の人たちなどと する機会を提 している。 
 

第 2- -2 表 平成 28 年度 者 年学 状況 

日 開催  参加者数 内 容 

9 10 月 県 学校 51 人 
点 ック理解への か 、 大会参加、県

参加 

5 10 月 県 学校  72 人 
組 作 、 ー フ ー ール 、 教

合 、学習 表会参 ・参加 

6 12 月 青森若 学校 28 人 運動会参加、 行、 ー 、 式 

5  1 月 学校 107 人 
運動会参加、 、重 部クラ 会、成人を う

会、 参加、 教 、 ー   

 6 10 月 前第 学校 84 人 
運動会参加、合 た 参加、 会参加、 あ

い ン ー 、学習 表会参加 

5 11 月 第一 学校 155 人 
ク ーション、成人を う会・ を し 会、高等

部 学会 

6 11 月 青森第一高等 学校 121 人 運動会参加、 、 ー 、めい い 参加 

5  1 月 青森第 学校 124 人 運動会参加、 ング、 ー 、会 の 行 

5 11 月 前第一 学校  1 0 人 
運動会参加、 ー 、総会・ 会、 行、

学習 表会    

6 10 月 第 学校  285 人 
業生の集い、 業生と 校生の 会、高校生 ラン

テ との 会 

7 11 月 森 学校 79 人 
ー ン 、森 への参加、 公

機関の 用  
7 10 月 学校 124 人 開 式、 画 、 ー 「フライング ク」 

6 11 月 つ 学校  196 人 
運動会参加、 ー ク ーション、 を向上す

るための 等の 有、 あい ング大会 
6 10 月 学校 1 9 人 会総会、成人を う会、 会 行 

6 11 月 青森第 高等 学校 286 人 高 参加、地域 ック活動、 生の集い 
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 者の  

 者に対する は、「 治 中 から地域 、 らには 会 へ」という に

って 開 てお 、地域 との連携の下に 者の 会 と 会参加の 進を図る

ため、 の施策を推進している。 
 や ン ーにお る、 や 会 など に関する  

イ 回 上にある 者を対象に、 にお る生活 等 

 通 の一 として、 ン ーや にお る作業 や生活 ・

等を内容とした イ  

 者の の向上を 的として 者 の 事業を実施 
 者の地域生活の充実、 会生活の や への 行を推進するため、各

ー や 支援の 用を 進 

第 2-3-21 の （ 年 ）              （ ） 
    年度 

等  24 25 26 27 28 

１  920 4 128 4 157 4 079 4 004 

２  4 908 5 289 5 609 5 808 6 048 

３  909 985 1 0 7 1 141 1 267 

 9 7 7 10 402 10 80  11 028 11 19 

資料： 課 

 

 の る 者 の  

  とは、「 、 ル ー その他の 性 、学習 、 意 動性  

その他 に する 機 の であってその 状が通 年齢において 現するもの」と 。 

のある人には、 状の 現後できる の 支援が重要である とから、 学前や学校に

お る 支援や、 のある人への 地域生活への支援、 に対する支援の 要がある。 

県では、 児(者)に対する支援を総合的に行う地域の 点として 者支援 ン ーを

し、 児(者) その からの な への対 や 、地域の支援 の充実を図ってい

る。 

   支援 

( ) 支援   のある人やその からの 支援に関する への対 。その人の特 

性に た 育支援 画の作成や  

( ) 支援   を する 児(者)の への対 。公 職業 などの 関  

機関との連携による 提  

  イ  

    をよ くの人に理解してもらうための地域 民向 の講演会、 を支援する 、

、 、教育、 等の関 機関職員を対象とする 、県民向 フォーラムの実施 

 地域の支援  

市町村や 育 等を し、 についての各 ー 、 ン ー ング等の支援等

を実施し、地域の 者支援 の充実を 進 
 

第 2- -22 表 県 者 における                   （ ） 

 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 

に る  744 656 701 689 2 105 

資料： 課 

（ ）27 年度までは「 テップ」の 数、28 年度からは「 テップ」 の「わか 」、「 」の 数の合  
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第 2- -2 表 県 者 主               

 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 

主催 の実施回数(回) 

参加延べ人数(人) 

1 

800 

17 

817 

26 

1 76 

26 

1 277 

16 

970 

資料： 課 

（ ）27 年度までは「 テップ」の実施回数、28 年度からは「 テップ」 の「わか 」、「 」の実施回数の合  

 

第  の 者 の  

 

 の  

き も のうち、本人の 会参加の回 が 化し 会生活の 開が となった 合や、 らかの

の 状が 化している 合は、 ・ ・ などからの支援が 要となる。 

(1) 青森県 き も 地域支援 ン ー（県 ン ー・県民 プラ ） 

   き も の状 にある本人の を 進し、本人 等の の 進を図るための各 事業の実

施 

   支援 

本人 等からの 対 や、地域に出向いての 会の実施 

  イ グループ等支援 

対人 等を通 て 会参加の 進を す本人グループ（ き も っと・ テーション）、

が みを 有し 等を図る 教 （青年 き も 教 ）の開催 

   連 協議会 

き も 支援に関わる関 機関を 成員とする連 協議会の開催 

   教育  

き も に対する支援方 等の の実施 

    

ン ー 用の 、 き も 支援に関する  

(2)  （県 ン ー 各 ） 

の み、 の 題、 の 等についての の実施 
( )  （県 ン ー） 

校や き も 、 等の の実施 
 

 教育 の  

  の実施 

き も や ー 等の課題を える若者の 会参加を 進するために、 き も や ー 等の課

題を える若者（16 40 ）を対象に、 をともにした 生活をした 、 によ 仕

事や人にかかわった する とによって、人間関 や ーション を うなどの、 支援等

を 的とした事業を実施している。 
 

平成 29 年度の実  

第 1回 （日 ） 

日時・ ：平成 29 年 7月 1日（ 年 の ） 

参 加 者：4  

活 動 内 容： イ イク、 事、 察会など 
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第 2回 （1 2 日） 

日時・ ：平成 29 年 8月 26 日 27 日（ 年 の 、カワ グ ーン 、 上 ） 

参 加 者：5  

活 動 内 容： イ イク、 （ ）、 ク ーション、 など 

み なで （日  の参加 ） 

日時・ ：平成 29 年 10 月 21 日（ 年 の ） 

参 加 者：9  

活 動 内 容： イ イク、 活動、 事、 かえ ークなど 

 
第  立 の 実 

 

    

 年等の  

年 察活動は、「 年の 行の を通 て 年の な育成を図る と。」を 的として

いる とから、 行 年等の については、 年の 育成の を 本 とし、 

・ 年の 理、生理、その他 年の特性に関する理解 

・ 年の性行 を 察するなど の 別化 

・ 年その他の関 者が の る とに を かないようにする とへの 意 

・ 年の 行の に関する国 的動向への  

によ に めている。 

 

2  年 の  

 年の ち 支援活動の推進 

行のおそ のある 年 その 者と 的に連 を取 、 ・ を実施するとともに、

年 察 ランテ 、大学生 ランテ （ 年 ー ランテ 「 c 」）、関 機関・

等と連携し、 年 の状況に た 学・ 等の支援活動を行っている。 

イ 年を る 会 運の 成 

会 で 年を る 要性について理解を るため、地域の 行 について、 、

治会等に対する 活動を推進するとともに、 年 察 ランテ や ランテ 等と連

携し、 か ・ 運動、 会 仕活動や各 ン ーン等への参加等、 年が大人と 合う

とができる機会の に めている。  

 活動の推進 

等を通 、 年 要 年の に め、 等 な に めて

いる か、 行 年を 、 するため、 を推進している。 

要 年 児童 を た児童、 者のいない 年その他児童 による のための

等が 要と めら る 年をいう。 

 活動の推進 

年 行、 出、 等の の とその未 、い め、児童 等に る 年

要 年の のため、ヤングテ ン イン ー ッ 用のヤング ール等の 活動を推

進するとともに、関 機関との一層の連携を図っている。 

 年の 意識の 成活動の推進 

年の 意識の 成を図るため、 行 教 等 活動、 者の意識 成、 年 行  

ームの ル ップとその活動を推進している か、特に、 年齢 年対策として 

・ 小学校にお る 年 行 ル ームによる 運動等各 活動 

・ 「子ども会」組 との な連携、 活動等 

を推進している。 
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また、県 察本部 県教育委員会から合 ー ームを、学校、 、その他 年育成

の 会等に し、 年の 行 と 等の取組を支援している。 

カ 行 活動の推進 

「 引き」、「 」等の 行を するため、「 引き 重点 」 「

重点 」を選 し、 年 察 ランテ 、学校、 、関 機関・ 等と連携した 回等の

化 管理者 に対する 主的 対策の ・要 等の集中対策を推進している。 

 

 の の  

は、 年の に有 な を え、 な育成を しく する とから取 を 化して

いる。 

また、 等が関 する の取 への加 要や 等の取 を する

とともに、 年に対する の の に向 た 活動を推進している。 

 

4  年 の  

な を するため、 年に有 な 等を する各 営業者の実 に め、年齢

、 の 等について ・要 を行うなどによ 、有 な 等の 年への の を

図っている。 

また、携 話 会 等に対し、 者へのフ ル ング等の 明・推 について ・要 す

るとともに、 者 明会等の な機会を 用した 活動によ 、 年による有 の

やイン ー ッ に する 等の を図っている。 

 

 の における の 年 の  

 児童の の を とした児童 への な対  

各 活動を通 て児童 の に めるとともに、児童の が わ る事案については、児

童の を とした な対 を図っている。 

また、 児童を した は、 やかに児童 へ通 し、関 機関との な連携を つなど、

児童の のための を講 ている。 

イ 年支援対策の推進 

等に った 年に対しては、 の を図るため、 への に しつつ、

の 児童の実 に した な を行っている か、 要に て、 年カ ン ング ド

イ ーの を るなど、 年の特性に 意した 的な支援を行っている。 

 

 学校における に る  

学校にお るい め 題に関しては、学校等関 機関と連携を図るとともに、 年や 者等の

意向や学校にお る対 状況等を まえながら、 ・的 な対 を行っている。 

 

 年  

年 ン ーは、 察、教育、児童 等の関 機関、 ランテ が、 年の 行 を

図 、あわ て 年の 育成を するための合 活動の 点として、 国に ている。 

本県においては、青森市、 前市、 市、 市、 市、 市、 市、 つ市 町

の 9市町に 年 ン ーが ている。 

年 ン ーの業 は、 年 委員等による 行 年等の 、 のための 回を

主とし、 年 の 理、 機関への通 、 連 会の開催、 等に対する 連 活動等

に 要な 資料の 集 、 にその他 年の 行 等に関する事 がある。 
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第 2- -24 表 年 の 状況（平成 年 ）                                                       

         地 年月日  委員(人)      

青森市教育委員会 課 年育成 ーム  青森市 町一 10 10 41  4  1 151 教育委員会 課  

前市 年 ン ー 前市上 町 1 1 41  6  1 244 部子育て支援課  

市 年 ン ー 市内 一 1 1 8 10  1 145 教育委員会教育 課  

市青 年 ン ー 市内町 24 1 41  4  1  0 教育委員会 会教育課  

市 年 ン ー 市一ッ 504 1 17  28  40 教育委員会 会教育課  

市民生部まち く 支援課 市 町 6 1 19  0  15 民生部まち く 支援課  

市青 年 ン ー 市 町 1 8 4  8  1  9 市民生活部生活 課  

つ市 年 ン ー つ市中 一 8 1 44  4  1    60 部児童 課  

町 年 ン ー 町 関 55  40 12 10 5 教育委員会教育  

年  

 

  
は、 や などに関する 内の 行を した 年の事 を 的に取 う

として 24 年 1月 1日に した。 
は、 のような 、 子、 、 、 の 等に関するい い な 題の 事事 に 

ついて や を行い、また、 を した 年や を すおそ のある 年等に関する 年事 について、

を行っている。 らは、 公開の きで行わ る。 
 

○ 年 事  

        が 年事 として うのは、 年、 年、 年の事 で、その と

どは検察 、 察 から てくるが、 ら の機関（ え 、児童 等）や一般の人も、

そ の から、 は通 できるようになっている。 
事 を 理した は、 年に対し、 理学、教育学、 会学等の 的 を活用した

による を行い、 らに、 の中にある で 等の 学的

な検 や をする ともある。また、 しい 別の 要が生 たときには、 年に 年 別 の

別を 、その を活用している。 
年に対する は、 行に った 年を し、教育する とによ な市民として 生 る

とを 的としてお 、 の教育的 によって、 年が ち ったため、特に を 要と

しない状況にあると めら る 合には、 開 は の となる。 年は、 者への

をよ 化し、また、 引き等事 について、 者の を考え る講習を実施するなど、

教育的 の充実を図っている。 
が開か ると、 は、 に 行の内容 でなく、その 後にあるい い な事 について

しく 理し、かつ、 年の 生を 考えた上で、 年の を する。また、重大な事 につい

ては、検察 が関 し、合議 によ 理を行う ともある。 年や の 題に て、児童

による が であ 事 は児童 に事 を 、あるいは、 察 の 、 が

要であ 察 が る。 での が な 合には、 年 や児童 支援施 に

って 、 を る ともある。 
また、 は 年に を する とが と めた 合には、事 を検察 に って 事

を る ともある。 上の かに、中間的な として、 年を の 察

に して一 間生活状況を 察した 、 人 施 等で 会 仕活動に 事 て、その経 を

た上で を める ともある。なお、 者等の意 取、 、 通 記 の

など、 者等に対する の充実も図ら ている。 
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第 2- -2 表 年 状況（ ）   （ ：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 ： 年  

 

第 2- -2 表 年 状況（ ）             （ ：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                          出 ： 年  

 

 年  

  年 別 は、 管の施 であ 、現 は平成 27 年に施行 た 年 別 （平成 26 年 第

59 ）に き業 を行っている。各 県 地など、 国で 52 か に ている。 

  年 別 の主たる 的は、（1） 等の めに 、 別対象者の 別を行う と、（2） の 

 が ら て 年 別 に 容 る者等に対し、 要な を行う と、（ ）地域 会にお る

行 の に関する援 を行う とである。 

年 別 によ 、 年 別 察委員会の 、 済や の 出 度が たに ら る等、施

運営の 明性の 等の が た。 

 
（ ）  

   別とは、 学、 理学、教育学、 会学等の 的 識や に き、 別対象者について、その

行等に を した資 上 上 題となる事 を明らかにした上、その事 の に する

ための な を す とであ 、 、地方 生 委員会、 察 の 、児童 支援

施 の 、児童 施 の 、 年 の は 事施 の の めに て行っている。 
    
（2）  

の めに て、 の が ら て 容 た者の 容 間は、おお 間 内で 
 あ 、 年たちが ち いた ちで を ら るように、明るく かで しい生活 を  

するなど している。また、 者が成 にある者である とを まえ、 な育成のための支援 
として、 者の 主性を 重しつつ、学習支援や一般教 の 等の支援を行っている。 

 

平成 年 年 年 年 年

0 00 3

3

3 0

3 3

00 3

年

（ ）

 

年 3 3 3 0 3

3 0 3 0 3

3 3 3 0 30 3 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0

年 0 3 3 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 3

0 3 3 3 3 0 0 3

3 0 0 0 0 0

3 3 0

0 3 0 3 3 3

年
年

平成 年 年 年 年
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なお、年 別の年間 容人員は、第 2- -2 表のとお である。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（ ） における の に る （ ） 

年 別 において た業 であ 、 行・ に る 的 識や を活用し、地域 会 
にお る 行 の 、青 年の 育成のために、本人や 者等の 人 関 機関や （  
下、「機関等」という。）の に 、下記のとお 、 な活動を行っている。 

    の提  
本人・ 者や機関等に対して、 行・ をした者の特性や他の関 機関に関する などを提 
する。  

イ  
本人・ 者や機関等に対して、特 の対象者のために 要な対 策や 方 、 画等の  
を行う。 

 各 の実施 
本人・ 者や機関等の に て、 検 、性 検 、職業 性検 等を実施する。  

 理的援  
本人・ 者や機関等の に て、 、カ ン ング、プ グラム等を実施する。 

 青 年の 育成活動の実施、協  
機関等が実施する 会 活動や行事等に協 する。 

   カ 事 検討会の実施、出  
機関との事 検討会において、対象者の 方 等について を行う。 

 講演・  
     機関等に対する ・講演・ 教育等 

平成 28 年にお る地域援 業 実施 数は、第 2- -28 表 第 2- -2 表のとお である。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

( ）1 平成 28 年に実施した機関等の に対する 人の対象者に る援 の内容 理検 の実施、 

性的な 題行動がある 年へのカ ン ングやワーク ックの実施等 

2 平成 28 年に実施した ・講演の内容 者を対象にした子育てで大 な とについての 

講演、小・高校等での 教育（いわ る出前授業（ 用 教 、 引き 教 ））等 

 

 

第2- -2 表 年 年 （ 年）      （ ）

    年別 24 25 26 27 28

5 47 6 1 19

12 7 5 2

65 54 9 6 21

資料：青森 年 別

第2- -28表 の に る 実施 （平成28年）     （ ）

内容
行・

題行動
性

・
育成

学校・
教育

その他 合

数 18 5 1 0 0 24

資料：青森 年 別

 第2-3-29 の に る 数（平成28年） （ ）

人の
対象者に

る援
1

事
検討会

講演・

2
その他 合

数 0 1 6 8 45

資料：青森 年 別
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  察 は、 をした者 行のある 年に対し、 会内において な を行う とによ 、

をする とを 、 はその 行をなくし、 らの者が な 会の一員として し、

生する とを るとともに、 の な運用を図る か、 の活動の推進等を行い、もって、

会を し、 人 公 の を 進する とを 的に た の機関である。本県においては

青森市に青森 察 が か 、国 公 員である 察 とともに民間 ランテ である が

協 して、 生 関 等と連携しながら業 に取 組 でいる。また、 察 に た 会

が 等の状 で重大な他 行 を行った者の 会 を 進する とを 的に、 的か

つ な その のために 要な 察 を行う とによ 、その 状の に う

の行 の を図る 察等に たっている。 

 

   

や 行をした人たちを、 な 会の中で通 の生活を営ま つつ、本人が 生する上で 要な 

事（ 事 という。）を め、そ を るよう するとともに、 の や の

、 要な教 、 、 若しくは 職を るなどの 援 を行う とによって、その者の

生を図 うとするものである。 察の 察 間については、第 2- - 表のとお 。 

なお、 察事 の年間取 い 数は、第 2- - 表のとお である。 

○ 別  

 察対象者につき、 は 行に る行動をする 性 その 生に る状 の 化

を的 に し、その に いて 察対象者を の によ した各 に

し、各 に めら る の 度に て、 察 と の協 によ かつ

率的な 活動を行う か、各 にお る の実施状況によ 、 の 、 、

等の が的 に ら るように 的な 察 を実施する。 

○ 別  

 察対象者が つ 題性その他の特性を、その 、 行の 、 によって 1

に 化して し、各 とにその特性に 点を てて する。 によっては、集 を

実施し を上げている。 

○ 的 プ グラム 

一 の 向を有する 察対象者に対して、その 向の のため、 行動  

（ の 考や 事の え方の がみを 、行動 ーンの 容を す 理 の一つ）を理

的 として、 化 た に き行わ るもので、性 者 プ グラム、 プ

グラム、 用 プ グラム、 運 プ グラムの 4 がある。プ グラムの 講

は 事 によ ら る 合と 察対象者の 意意 で実施する 合があるが、い

の 合も 察 が 察対象者に対して実施する。い のプ グラムも中 は 5 回の

・プ グラム等であ 、 用 プ グラムについては ・プ グラム 後に テッ

プ ッププ グラムがある。 

○ 会 活動 

会 活動は、 察対象者が地域 会に する活動を行い、 会の に つ を通 て、

人の に てるという （ 有用 ）や 会のルールを る意識（ 意識）を育 とともに、

一 に活動する ランテ 等との ーションを通 て 会の一員としての意識（ 会性）

を高める が る 察 の一つである。 
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8 
 

第 2- - 表 の  

察の対象となる者 察 の 間 

1 察 の によ 察

に た者 

の日から 20 に するまで。た し、その

間が 2年に たない 合は 2年間。 

2 察 地方 生 委員会の によ

年 から を た者 

年 の日から の 間が するまで。通

では 20 に するまでであるが、26 を えない で

が めら ている。 

察 地方 生 委員会の によ

等から を た者 

の日から 間の する日まで。

者は、 によらない 。た し 年のとき

の しを た者は 後 10 年を経 するまでの

間となるなど がある。 

4 察 の によ 、 の 部の

行を 察に

た者、または、 の一部の 行を

察に た者 

の 部を た 間、 は の一部を た

間で、い もその 間が するまで。 

 

第 2- - 表 県 における の年                   （ ： ） 

    年別 

別 
平成 24 年 25 年 26 年 27 年 28 年 

1 察 

2 察 

察 

4 察 

41 

5  

172 

2 6 

2 

47 

198 

2 5 

07 

8 

179 

221 

250 

22 

1 4 

220 

187 

19 

109 

188 

合   802 802 745 626 50  

資料：青森 察  

 

2   

  本人が、 や 年 に 中に、 後に生活する の や が本人の ち に なと

であるかどうか し、もし 題があ 、そ を解 するよう を めとする の人に き

か 、 ムーズに 会 ができるように するものである。 

 

  

  から た人や で 行 となった人若しくは検察庁で になった人など

が、 事上の または による の を解か た後、 や 、公 の 機関などから

生に 要な や援 が ら ない 合に、本人 の 出によ 、 の の提 や 事

の 、 業の援 、 会生活の といった 要な援 を行うものである。 

 

4  者等施  

   ・ 行による 者等に対して、 生 においては、 等について意 等を べたい 者

等の支援や、 察の状況等の通 、 察中の加 者に を える 度等を 、 者等の

いに えるとともに、 察対象者の や の を深め る とにも資する施策を行っている。 

 

  

 や 行の のため、 の や 会 の に める活動として、 生 にお る

活動の特色は、 会内 実施者としての 的 識や経 を生かしつつ、 を する 会的

の 化 進に 点をおいている。 
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 らに、 や 行に った人の 会 に対する地域 会の関 ・理解を深め、地域 会がそ らの

人を する となく地域 会の一員として 、その 生を援 する とによって、 たな ・

行を する とを している。 

   年 月を 月間として「 会を明るくする運動」を実施し、青森県では、県 事を推進委員 とし

て、県内各地で、 や地域のイ ン 等にお る 活動、座 会、講演会、 ー 大会等を通 、

や 行のない明るい 会 く を ている。 

 

  

   は、 会 仕の をもって、 察 の 事 に 事する の国 公 員として、

大 が委 し、県内を 11 の 域に た「 」に ている の ランテ である。県

内の 数は 6 0 で、 察や生活 の に 事する か、 とに 会を組

し、地域の関 機関・ との連携のもと、地域にお る を めとする な活動を行ってい

る。平成 29年度現 、 つの 会が「 生 ー ン ー」を 治 等の協 を て公 施

内に し、地域の ・ の 点となっている。また、県 の組 としては青森県 会連合

会がある。 

 

  

関 組 等 主 な 活 動 内 容 

生 人 

 

生 事業 に き、 大 の を て 生 事業を営 民間 で

ある。 生 事業には、 生 施 を 、 者に を提 して 要な

を行う 事業、 は提 の援 、 の 、生活 等

の を行う一時 事業 らの事業等に対する連 ・ 成等を行う連 成

事業がある。 

 

 

 

 

 

 

 

生 人 

青森県 生 

協会 

 者に対する一時 事業の他、 会や 生 性会、 会等の

生 関 の活動への 成、 生 関 者の の実施 生 に関する

の 等の連 成事業を行っている。 

 

生 人 

あ す な  

 

 生 施 を し、 察対象者、 者、 行 者 者

等で、 な が いため 生のための を 要としている者を 、 事

の 、 職の援 、生活 その他の を行う とを 的としている。平成 12 年

9 月 事業を 開した。 

生 性会 

 性としての から、地域の や 行を未 に するための 活動を行う

とともに、 代を担う青 年の な育成に め、 ちに った人たちの 生に協

する とによって、 や 行のない明るい 会の実現に する とを 的とする

ランテ である。 (地 会数 25 会員数 1 840 人) 

会 

(   a  

  ) 

行 年等 な の 年に「 」や「 」のような で し、一 に み、

一 に し とを通 て、 年の ち や を支援するとともに、 行 活

動を行う青年による ランテ 活動である。 (地 会数 5 会員数 1 0 人) 

協 用 主 

 察対象者や 生 対象者をその前 に わる となく 的に

用等し、職業生活の の から 生 事業に協 している民間 事業 であ

る。( 180 事業 ) 

ーム 

 施 の一部を、生活する のない 察対象者、 者、 行 者

者等に提 し、 や 事の 等を行う 施 等である。青森県内では

事業 が ている。 

                       資料：青森 察  
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0 
 

第  の の  

   な にある子どもやその を支援し、未来を担う子どもたちが、いわ る の連 によって将来

が る とのないよう、本県の 対策を進めていくための として「青森県子どもの 対策推進

画」を平成 28 年 月に策 した。 
 

 に 施 の  

本 画に げる「教育の支援」、「生活の支援」、「 者に対する の支援」、「経済的支援」の つを  

本方 として施策を 化し、すべての子どもたちが と を って成 できる青森県の実現に向 た

取組を推進している。 
 

    教育 の  

子ども・若者が経済的理 によ する教育を する とがないよう、学校を子どもの 対策

のプラッ ームとして 、学習 の や教育 の 担 などの経済的支援の取組を推進

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   2  の  

子どもたちが した生活を 、 に やかに成 してい るよう、 な を有する

にある子どもについては、その 者も めた生活 の支援を推進している。 

また、生 の と子育てを一人で担う と に対しては、子育てと仕事を るための

支援を め、 機 の充実や支援施策の など、きめ かな生活 の支援を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 の

2 の

3 の

4 の

1 の の

2 の推 に る

3 と の もの に る

1 と の も の に る

2 の のない も の

3 に る もの

4 の

4　 が連 し な の 1 の連

1 の 、 の

2 の 上

6　 の の 1 らの ない

2

　 の

1　 の

2　 もの

3　 もの

5　 る人 の

1 に る

2 とし 連 との連

3 に る

4 に る 続の の

1 の の

2 に る に る の 減

3 に る の

1 の る な の の

2 に る

5　 の

1 もの の

2 な の の

3 て に る の

　 の

1　 ト ー とし な

2　 の連 の の の
　　 減と の 上

3　 の

4　 に る の

6　 の の
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    者に る の  

の生活の が図ら るよう、また、 者の く を子どもに すという教育的 点から、

者に対する の支援を推進している。 

また、 と では、 職経 が しく、 な がないまま 要に ら 職に るなど、

な にある が い とから、よ 高い が ら る 業を とするための支援を

図っている。 
 

 

 

 

 

 
 
 

   4  の  

生活 を めとする各 の や 度による経済的支援の を図っている。 

また、 と に対して、よ い 業を にするための 度の活用、経済的支援につい

ての を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 の  

   本 画の 実な推進を図るため、教育関 者、 会 事業 事者、事業主を代表する者、 者を代表

する者、学識経 者で 成 る、青森県子どもの 対策等推進委員会を し、 イクルによ

る 画の進行管理を行い、その状況について、県 ーム ー で公表している。 

 

第  る 者の の の  

 

 等に る の  

  ー 、 き も 、 校、 などの を有する子ども・若者やその に対する総合的

な支援を推進するため、教育、 、 、 、 、 生 、 用などの各 にお る関 機

関等によ した ッ ワークにお る の連携・協 の 化を図る。 
 

  県 者  

     子ども・若者支援に関わる関 機関の連携・協 を 化するため、平成 25 年 4 月、子ども・

若者育成支援推進 に く地域協議会として、「青森県子ども・若者支援 ッ ワーク協議会」

を した。 

     協議会は、教育、 、 、 、 用などの各 にお る 機関や行政担 課、民間

支援 、学識経 者など、 1の 成機関で 成 ている。 

 

 

  

1 に る

2 に る に る

3 に る

4

5 の もの の

6 の に る

　

1 の

2 の しの

3 の

4 の

　 に
　　る の
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等 成機関 

教育 
 

青森県教育庁学校教育課 
青森県総合学校教育 ン ー 
青森県総合 会教育 ン ー 

・ ・  
 
 
 
 
 
 

青森県 部 どもみらい課 
青森県 部 課 
青森県 青地域県民 地域 部 総  
青森県 青地域県民 地域 部 総  
青森県 青地域県民 地域 部 ども 総  
青森県子ども 支援 ン ー 
青森県 ン ー 
青森県 者支援 ン ー 

用 
 
 
 
 
 
 

青森県 部 政・ 開 課 
青森 職業 部職業 課 
青森公 職業  
青森県若年者 職支援 ン ー 
あおも 若者 ー テーション 

き若者 ー テーション 
はちのへ若者 ー テーション 

行対策 
 
 

青森県 察本部 部 課 
青森県 察本部生活 部 年課 
青森県 年 ン ー連 協議会 

・ 生  
 

青森 年 別  
青森 察  

人権  青森地方 人権 課 
市町村 
 

青森市 部 者支援課 
平内町 課 

民間  
 

子ども・若者 ー 「つがる・つながる」 
学習 ークル「 ン 」 

学識経 者等 青森県が委 する学識経 者等 （ 2 ） 
機関 青森県 生活部青 年・ 参画課 

 

2  お 者 の 成  

    青森県子ども・若者支援 ッ ワーク協議会の 成機関を中 とする子ども・若者支援に関する

や 機関を した「あおも 子ども・若者支援機関マップ」を、平成 25 年 11 月に作

成し、各 機関や市町村 などを通 て した。 時 している。 

 

 者 の  

    を有する子ども・若者やその が な支援を る とができるよう、各 にお る

な 等の に めるともに、ど に したらよいかわからない方などに対して、

な 機関を ・案内するための「子ども・若者総合案内」（ 用 話）を青 年・ 参

画課内に （平成 25 年６月）し、運営している。 

 

 る の  

   までの関 機関との連携や協 の 化、民間支援 の育成等の取組の成 を まえつつ、

らに地域で支援する の と 民意識の 成によ 、 を有する子ども・若者の を地域

において なく支援する の を図る。 
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  における の  

   地域で子ども・若者を支援している市町村、公的 機関 民間支援 が参画し、県内３地 

  に した「子ども・若者支援地 連 会議」を開催し、 会や事 を行った。 
 

   平成 29 年度の実施内容  

   ○ 会 

    第１回連 会議 

     ・平成 29 年 8 月 7 日（ 地 ）、8日（ 青地 、中 地 ） 

     ・テーマ： を有する子ども・若者の現状と課題 

           若者 支援のための実 から えた と  

     ・講 ：教育 理支援教 ・ マルつがる 代表 本 治  

    第２回連 会議 

     ・平成 29 年 9 月 12 日（中 地 、 青地 ）、1 日（ 地 ） 

     ・テーマ：地域でできる と き も 支援から えた地域 の 性  

     ・講 ： 県 町 会 協議会 会  ま み  

 

   ○事  

    第３回連 会議 平成 29 年 12 月 21 日（ 地 ）、22 日（ 青地 、中 地 ） 

    第 回連 会議 平成 0年 1月 16 日（中 地 ）、17 日（ 青地 、 地 ） 

     ・テーマ： 会生活を営 上での を有する子ども・若者やその を地域で なく 

          総合的に支援するため、地 連 会議において 事 での支援策の検討を行う 

          とともに、関 者間で現状や課題等の を 有する。 

   ・ ー ー ー： 

    （ 青地 ）あおも 若者 ー テーション 総 ー ー ー 小 一  

    （中 地 ） き若者 ー テーション ン ル ン  小  

    （ 地 ）はちのへ若者 ー テーション 総 ー ー ー  

     ・ ー ー イ ー： 市若者支援総合 ン ー  考  

 

 2  る の 成 

   を有する子ども・若者の現状や支援についての県民の理解を深めるとともに、地域 で支 

  える とへの 運の 成を図るため、地域にお る支援の 方をテーマとする「子ども・若者地 

  域支援フォーラム」を、県内 地域で開催した。 
 

 平成 29 年度の実施内容  

  日時 

    （ 地域）平成 29 年 12 月 12 日( ) 1 0 15 0 ー ー  ール 

（中 地域）平成 29 年 12 月 18 日(月)  1 0 15 0 前 化 ン ー 中会議  

（ 青地域）平成 29 年 12 月 19 日( )  1 0 15 0 青森国 テル  の間 

   内容 講演（講 ： ー  上 ） 

「 き も 事者の める支援と （資 ）」 

      ル カッション 

  テーマ：「 を える子ども・若者のためにできる と」 
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        ： 

        （ 地域） 

         はちのへ若者 ー テーション 総 ー ー ー  

         青森県 者支援 ン ー「 」 ン ー   

         人はちのへ未来 ッ  事   

        （中 地域） 

         き若者 ー テーション 総 ー ー ー 成 治  

         青森県 者支援 ン ー「わか 」 副 ン ー  一  

         人 前 ども テ ・ ー る 代表理事  

        （ 青地域） 

         人 ーあおも  理事  子  

         青森県 者支援 ン ー「 テップ」 ン ー  町 子  

         子ども・若者 ー 「つがる・つながる」 代表 拓  
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第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 

 

  第  子ども・若者の成 を 会 で支える く  

 

第  学校 の に る教育 の  

 
 の教育 の の の   

   は、子どもの やかな育ちの である。一方、地域とのつなが の 化や、 が な人から

子育てを学 合った する機会の など、子育てや 教育を支える が 化している。

のため、 会 で 教育を支える とが めら ている。 

 県教育委員会は、平成 24 年度から「 教育支援推進事業」によ 、 な地域において が 教

育に関する学習や ができる が うよう、 者への学習機会の企画・提 や、 教育支援 ー

ムの組 化などによる 対 などの 教育を支援する取組を推進している。 

また、 向児出現率やう 率の高 など本県特有の課題を まえ、 児 からの 教育を

推進するため、平成 28 年度から「あおも の未来を える 0 からの 教育 援事業」を実施してい

る。 

 

 お   

教育の 日的な課題に対 するために、子どもの理解や 子の関わ 方等、子育てに 要な

識や について、参加者 が な ードをとおして話し合い、主 的に学 参加 の

学習プ グラム「あおも プ グラム」を作成する ととし、平成 24 年度は、「 児・小学

生 」を、平成 25 年度は「中・高校生 」を、平成 26 年は「支援者 」を、平成 28 年度は「特別

 児 （0 ）の生活習 」を作成した。また、プ グラムの進行 となる「あおも

教育 ド イ ー」を 成してお 、市町村教育委員会や 等の によ 会等へ

している。（第 2-4- ） 

教育 ド イ ー 者数：108 人（平成 29 年 11 月現 ）  

第 2-4-   

お                  

教育 の実施 教育 者      教育 の  

年
（ ）

１

１ １

１ １

１ １

（平成 29年 11 月現 ）          資料：生 学習課 
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 2  教育  

会 で 教育を支援するため、 教育支援に関わる人たちが一堂に会し、 教育の

日的な課題等について学習するとともに、市町村 教育支援者等の ッ ワークを げるた

めの 会を開催した。 
 

 教育  

教育支援 ームは、地域の学校や公民 などを活動 点に、子育て ー ーや民生委員、

等 な地域の人や が関わ ながら、子育てや 教育に関する に った 、

子で参加する な取組や講座などの学習機会、地域の などを提 した している。時には、

学校や地域、教育委員会などの行政機関や 関 機関と連携しながら、子育てや 教育を

ー している。 

ーム（平成 29年 11 月現 ）  

・ 別町 教育支援 ーム 

・ 町 教育支援 ーム「 町子育て ー ン ー」 

・青森市 教育支援 ーム 「青森市 教育 ー ー連 会」 

・ 町 教育支援 ーム 「お まルーム」 

・ 市 教育支援 ーム 

・つがる市 教育支援 ーム「つがる プ ェク 」 

・おいら 町 教育支援 ーム「しるくは と」 
 

4  お の る の 教育  

向児出現率の高 、う 率の高 など本県特有の課題を まえ、 児 からの

教育支援について を行う「青森県 児 からの 教育支援 委員会」を

し、その 内容を まえた ェ イ 「教えて 児 からの生活習 」を開 して

いる。 
また、 まで かなかった への プ ー と、 会 で を支える 運を 成するため

にテ 組を 作し した。（ 時間：日 日 17 00 17 15 青森 にて ） 
平成 28 年度  

本 日 日 作 イ ル 

10 月 2 日 10 月 0 日 み なで支える子育て 

11 月 6 日 11 月 27 日 ママの ち、 の ち 

12 月 4 日 12 月 25 日 ママ たちの本 ーク 

1 月 22 日 1 月 29 日 子は までに まる  

平成 29 年度  

本 日 日 作 イ ル 

10 月 1 日 10 月 29 日 は めよう 生活習 の ・  

11 月 5 日 11 月 26 日 地域で支える子どもの く  

12 月 日 12 月 24 日 くママが える「小１の 」 

1 月 21 日 1 月 28 日 子どもの を るイク イ・イク   

 
らに、 教育を ー する を対象に 児 からの子どもの に た

教育の重要性に関する 会を開催した。 

・テーマ 「子ども の を る イク イ、イク の出 です 」 

・講  青森中 学 大学 教授  子  
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平成 28 年度  

開催地 実施日 会  参加者数 

村 9 月 21 日( ) 村 る と総合 ン ー 1 0 人 

前市 12 月 5 日（月）  162 人 

つ市 2 月 17 日（ ） つ市中 公民  82 人 

平成 29 年度  

開催地 実施日 会  参加者数 

町 9 月 4 日(月) 公民 ール 17 人 

地町 10 月 19 日（ ） 地中 公民  125 人 

村 11 月 14 日（ ）  100 人 

  

 の に る学校 の  

   本県の学校教育においては、子どもたちが 会の中で した人間として成 できるよう、「 かな学

の向上」、「 かな の育成」、「 やかな の育成」を重要な教育課題としてお 、 ・ ・ の の

と た人間性 かな 児児童生徒の育成が重要である。 

  本県では、 までも、子どもたちが 会の中で した人間として成 できるよう、 ら学 ら考

える などの かな学 や、他人と協 し他人を いやる などの かな人間性、 を えていく

たくましい と や など、生きる を育 教育の推進に取 組 できている。 

 な 化を げる 会の中においては、一人 と が 的に生きる とが めら ている とから、

後も、生きる を育 教育の なる推進を図るとともに、向上 や学 意 の となる や を か

る教育の 開が めら ている。 

 そのためには、 児 から小・中・高等学校までの 12 年間を 通した学校教育の推進と、学校・ ・

地域の連携によ 会 で子どもたちを育 とが重要である。教育は人 く という 点に って、 

一人 と の子どもの未来を え、学校運営に 意 を らし、学校、 、地域の「 」の連携と、 

小・中・高等学校にお る を考 した「 」の連携を大 にしながら、 画的、組 的、 的

に取 組 要がある。 

 

 学校の  

 地域の な人 の参画による教育支援の充実 

学校が な要 に えつつ、特色ある教育を推進していくためには、教育の な におい

て、地域の な人 の参画による教育支援の取組を 的に進める とが有 である。 

県教育委員会は、平成 2 年度から国 事業を活用し、市町村が授業の 、 み か や

、 下校の などについて、地域 民が ランテ として学校を ー できるよう

「学校支援地域本部（学校支援 ン ー）」の  

に取 組み、学校支援 ー ー ーが中 と 

なって、地域 民など かな 会 を つ 部の 

人 などを活用し、学校・ ・地域の連携による 

な取組が行わ るよう支援している。 

平成 28（2016）年度に県内小中学校で ランテ  

を ている 合は 90 7 となっている。 

（第 2-4-2 ） 

平成 27 年度からは、域内の ての子 たちの   

日の教育活動の充実のため、地域の な経  

や を つ人 ・企業などの協 によ 、 日 

 

第 2-4-2   県 学校  

け る の  

 

出 ：生 学習課「平成２８年度 学校と地域との連携に関
する ン ー 」 

 

 

年度 

8
82 7 8 1 8 7

9 91 1 9 7

6
65
7
75
8
85
9
95

1

22 2 2 25 26 27 28

小 に る
％

年度
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8 

に 的・ 的な教育プ グラムを企画・実施する取組を支援し、教育支援 の を図って

いる。 

平成 29 年 月に 会教育 等が 、地域と学校が連携・協 し、 い地域 民等の参画

によ 地域 で子どもの成 を支え、地域を 生する「地域学校協 活動」を 国的に推進する

とが めら てお 、学校支援本部から地域学校協 本部への に向 てフォーラムを開催す

るなど、地域学校協 活動の を図っている。 

うした取組を通 て、学校と地域の連携・協 が 化 、学校を とした地域 く の 進

が る。 

     

イ 地域とともにある学校 く と学校  

学校 は、子どもたちがよ い教育を できるよう、その教育活動等の成 を検 し、学

校運営の と を すための取組である。「学校 イドライン」では、学校 の実施

を の つの に 理している。 
       各学校の教職員が行う  
      者、地域 民等の学校関 者などによ 成 た 委員会等が、 の に

ついて する とを 本として行う 学校関 者  
     ｳ  学校とその 者が実施者とな 、学校運営に関する 部の を中 とした 者によ

、 や学校関 者 の実施状況も まえつつ、教育活動その他の学校運営の状況に

ついて 的 点から行う 第 者  
     地域とともにある学校 く を進めていく上で、学校関 者 は、学校の現状と課題について学

校と 者・地域 民等の 通理解や 関 を深め、 の 関 や連携・協 を す

ーション・ ールとして、また、教育活動その他の学校運営の を 的とした学校と 者や地

域 民との「協 の 」として活用 る とが るものである。 
     本県にお る 学校関 者 の実施状況は、第2-4- のとお である。なお、第

者 については、県内では と ど実施 ていない。 
  

第2-4-  平成2 年度 学校 等実施状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 ： 部 学 「平成26年度間学校 等実施状況 」 

 
2  教育 の の 実 

 教員の資 の向上 

     県教育委員会は、 化・ 化している学校現 の 課題に に対 できる実 的 のあ

る教員を育成するため、 下のとお 、教員 成・ などの充実を図っている。 

     ・ 本 者 、フォ ー ップ （2 年 ）、教職経 5 年 、中 教 等資

向上  

     ・ 職 職 （ 時）、職 （ 時）  

     ・ 教 、教  

校  校  
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     ・ 特別  

     ・  

     ・  

     本県にお る 本 、職 、 の実施状況は、第2-4-4 のとお である。 
 

第 2-4-4  平成 2 28 年度 の状況 

 
資料：県総合学校教育 ン ー  

 

イ 学校にお る の充実 

     （第 2部第 第 2 1 「い め、 校、 行 への対策・支援」を参 ） 

 

 の教育 の の の   

 の の  

○ 課後子ども総合プラン 

き 等の「小１の 」を するとともに、 代を担う人 を育成するため、 ての児童

が 課後等を ・ に し、 な ・活動を行う とができるよう、国は、 部 学

の「 課後子ども教 推進事業」と 生 の「 課後児童 育成事業」を一 的にあるいは

連携して実施する「 課後子ども総合プラン」を策 し推進している。 

県では、「 課後子ども教 推進事業」を教育庁生 学習課、「 課後児童 育成事業」を

部 どもみらい課がそ 管し、市町村の取組を支援している。また、 課が連携して

課後対策の総合的な 方について検討する推進委員会を するとともに、 課後子ども教 関

者と 課後児童クラ 関 者を対象とした 員等 を実施し、 プランを推進している。 

ての子どもを対象に、地域の方 の参画を て、学習や ー ・ 化 活動、地域 民と

の 活動などの機会を提 する「 課後子ども教 」は、平成 29 年 12 月現 、25 市町村で 1 8

教 （中 市の青森市 45 教 、 市の 4 教 を 。）が行わ ている。 き など 者

が仕事などで 間 にいない小学生を対象に、授業の 後などにおいて、学校の 教 や児

童 などを 用して や生活の を提 する「 課後児童クラ 」は、平成 29 年 5月現 、 市

町村で 07 か （中 市の青森市 54 クラ 、 市の 48 クラ を 。）で実施 、14 445 人の

児童が ている。（第 2-4- ） 

「 課後児童クラ 」については、平成 27 年 4 月から、対象となる児童の年齢を「おお 10

未 」から「小学校に 学している」児童とするとともに、職員の資 、職員数等の 的な

を めた「 課後児童 育成事業の 運営に関する 」（平成 26 年 生 第 6

）や「 課後児童クラ 運営に関する 」（平成 27 年 月）に き、児童の生活の として

の の向上を図っている。 

  

2

6
8

1
12
1

合

数

年度 年度

年度 年度

5
1
15
2
25

合

数

年度 年度

年度 年度

（人）（講座）
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0 

第 2-4-  教 の 状況の （ ） 

 

                                 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学生 ー ー  

県内の 村（へき地校 等）においては、 日等の教育活動を実施した 支援した する

人 が している。また、 子高齢化の な進 によ 、子どもたちにとって将来の や

本となる な若者（大学生等）が してお 、地域の テ 機 の活性化に向 た取組

を進める とが しい現状にある。 

そ で、 村にお る地域 テ の活性化を深めるため、 日等（日 日、 日、

業日を 。）の学習活動への学生 ー ー を行っている。 

までの実  

 平成 28 年度 平成 29 年度（1 16 現 ）  

人数 人 ３６人 

大学（人数） 青森中 学 大学（7人） 

青森中 大学（ 人） 

青森明の 大学（10人） 

学 大学（12 人） 

前大学（11 人） 

子大学（11 人） 

青森中 学 大学（ 人） 

青森明の 大学（4人） 

学 大学（5人） 

業大学（2人） 

前大学（7人） 

子大学（15 人） 

市町村（回数） 8 市町村 1 （29 回） 8 市町 14 （2 回） 

     平成 29 年度の 1 16 ： 町、 村への を 。 

 

2  の教育 に け の育成 

 地域 業と学校の連携による地域人 育成事業 

   若年層の県内 ・回 のため、教員、児童生徒 者の地域 業に対する理解を深める と

によ 、 に と を ち、 的に地域に関わ うとする人 を育てるものである。 

   本事業では、地域の特色を生かした 教育実 の充実のために、出前授業、職 活動な

ど地域 業による学校への教育支援活動の 等を行う教育支援活動推進員の ー

ー ーとしての ル ップを図る取組を県内各地 で実施している。 第 2-4- 表  
 

 第 2-4- 表 教育 平成 年  

地  青  中  上  下   合  

人 数 9 人 人 7 人 人 6 人 5 人 人 

資料：生 学習課 

 

 

教   

教  

年度  

 数  

年度  

9 99 1 1 1 99 96 9
125 1 2

62 5
67 5 67 5 65 62 5 62 5 62 5 62 5 62 5

2

6

5

1

15

2 21 22 2 2 25 26 27 28
数 実施市町村割合

（ 数）

（年度）

（％）

2 2
269 27 27 271 272

1 296

65 7
77 5 77 5 8 8 8 85 82 5

2

6

8

1

2

22

2

26

28

2

2 21 22 2 2 25 26 27 28

クラブ数 実施市町村割合

（クラブ数）

（年度）

（％）
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第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 

 

イ 子どもの 活動推進事業 

平成 26 年度に策 した「青森県子ども 活動推進 画（第 ）」に き、 に しみ

主的に 活動をする子どもたちを育てるため、 ・地域・学校が連携して、子どもが に

し 機会の充実、 の ・充実、理解と関 の を進める取組を 開している。 

本事業では、平成 27 年度から「 子 あい ド イ ー」の 成 み か 実

者の ル ップを図るための 会を、県内６地 の地 連合会等への事業委 によ

実施している。（第 2-4- 表） 
 

第 2-4- 表 状況（平成 2 年度） 

地  開催日 会  事業委  参加者 

中  10 月 12 日 平 市生 学習 ン ー 地 推進運動連 会 4 人 

上  10 月 21 日 市民 化 ン ー 市 連 協議会 56 人 

 10 月 25 日 町中 公民  つがる 推進連 会 42 人 

 11 月 16 日 市 公民  市 連合会 77 人 

青 12 月 9 日 別町中 公民  青地 連 協議会 14 人 

下  1 月 21 日 つ市 図  つ下 地 連 協議会 11 人 

資料：生 学習課 

  （ ） 子 あい ド イ ー 者数 446 人(平成 29 年度 1月現 ) 

  

また、子どもの 習 の 成と かな の育成を図る機運を高めるため、 育 ・学校の教職員 に 

者、市町村職員、 み か 一般県民を対象に子どもの 活動推進大会を県内２か で開催

した。（第 2-4-8 表） 
 

第 2-4-8 表 の 状況（平成 2 年度） 

地  開催日 会  内容 参加者 

下  7 月 28 日 下 化会  

講演「みす のまな し 

本を 」 

講 ：童 人、 子みす 記   

   

事  

「学校・ ・地域の連携による子どもの

活動の推進」 

102 人 

青 11 月 9 日 青森県総合 会教育 ン ー 

講演「わたしの 本と と ども」 

講 ： 本作  いわ ら か お  

講 ・演習 

「子どもの 主的な 活動の推進に向 て

ル、 ークの実 を

通して 」 

講 ： 学 大学 大学部  

学   子  

176 人 

資料：生 学習課 
 

 地域の かな 会資 を活用した 学習推進事業 

（第 2部第 2 第 2 2（2）「 活動・ ランテ 活動の推進」に ） 
 

    学校と地域の協 実 ー 

（第 2部第 4 第 2 1（ ）青 年のための施 の 「青森県総合 会教育 ン ー」に ） 
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 市町村の 会教育活性化支援事業 

     市町村の 会教育主事の資 向上とその 性を生かした 会教育の活性化のため、生 学習課と

教育事 が連携し、 別課題の検討会や 会を開催するものである。 

     本事業では、生 学習課や教育事 の職員が各市町村に出向き、市町村そ の課題に 、

課題解 に向 た方策や を検討する「市町村地域課題検討会」を行っている。 

     ・平成 27 年度 12 市町村で開催 

     ・平成 28 年度 1 市町村で開催 

また、市町村域を えた地域人 の ッ ワークを 成するとともに、地域課題解 に向 た連

携を 進するため、各地 において、教育委員会、行政関 者、地域活動実 者（ 等）など

が集まる「地域人 ッ ワーク 成ワークショップ」を行っている。 

 

第  県 者の育成 に る の  

 

本県の未来を担う青 年の 育成に関わる民間活動の中 として、青 年の 会参加の 進・地域 会の

化運動の 進・青 年の 行 活動など、県民運動を実施している「青 年育成青森県民会議」と「協

」し、県民一人 と が地域の 民としての や に いた 主的、 的な特色ある青 年 育

成運動への取組を 進している。 

 

 の 育成 の 実 

 年育成県 の  

 青 年育成青森県民会議 

青 年育成青森県民会議は、県民 ての いである、青 年の ともに やかな成 を実現す

るため、国や県の施策に して、青 年育成関 機関・ 等の支援と協 を ながら、青 年

育成県民運動を推進している民間 である。（事  青 年・ 参画課内） 

 

( ) 成の経  

40 年に、中 青 年 題協議会の青 年 行対策特別委員会で青 年の 行 と

育成を進めるために な国民運動の推進の 要性が政 に意 るなど、青 年 育

成の一大国民運動の 開の 要性が るようにな 、 41 年 5 月、国民運動の推進

として青 年育成国民会議が 成 た。   

本県でも、そ と時を くして、国や県の青 年に対する施策と して 育成のた

めに県民総 るみで取 組 とを 的に、 41 年 11 月 28 日、青 年育成青森県民会議が

成 たものである。（ 青 年育成国民会議は平成 21 年に解 。） 

 

( ) 組 （平成 0年 1月 現 ） 

・会 1人、副会 8人、 事 2人、委員 16 人 

・青 年 員 2人 

・会員（ 人 14 人、  82 、40 市町村） 

・参 （ 生活部 、 生活部 ） 

・ 会員（ 人 9人、  55 ） 

・事 10 人 事 （青 年・ 参画課 ） 

事 （青 年・ 参画課 青 年グループマ ー ー） 

事 員 8人（うち 1人は の県民会議主事） 

(ｳ)  平成 29 年度事業 

重点 1 な く 運動 

 「 の日」の ・  

・ の くも を通 て を深める「 の日」の ・  

 への  

イ ーム ー での  

 月間にお る 等の作成・  
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第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 

 

重点 2 人と人とのつなが 、 を大 にする を育 く 推進活動 

 あい つ運動の推進 

・ 「人と人、 と をつなげ合うあい つ運動」の提  

・ 地域にお る各 が実施する活動への協  

 を大 にする を育 県民運動の推進 

・ ・学校・地域 会が一 となって の大 を え、 代を担う子どもたちの

を大 にする を育 県民運動の ・  

・ 県が行う関連事業への協  

を大 にする を育 県民運動推進会議・フォーラム開催事業 

地域の で く 推進事業 

   

重点  青 年の と 会参加活動 

 青 年の と 会参加活動の 進 

・ 「第 9回青森県 年の主 大会」開催 

 日 平成 29 年 9月 14 日（ ） 

イ 生 学習 ン ー「 の 」（つがる市） 

 対象 中学生、青 年育成関 等の関 者、 関 者、青 年教育関 者等 

 「青い 」 

        を える子ども・若者への支援推進 

・  県が行う子ども・若者育成支援事業への協  

 子ども・若者総合案内の 等 

 子ども・若者地域支援推進フォーラム 

 

重点 4 青 年の 行 とよい く 運動 

 よい く 運動の推進 

・  「若い 」の作成・ 活動 

 内容 ・ なイン ー ッ 用のための 、地域活動の 子など 

イ 小学生（ ６年生） その 者、育成関 者、企業など 

 行・事 運動への協  

・ 未成年者を ・た ・ 等から る運動への協  

・ 行 ー ーム ーム 活動への協  

・ 青 年の 行・ 国 月間等への参加協  

 の 推進 

・ 青森県青 年 育成 に いて推 た の を推進 

 

重点 5 県民運動推進 の    

 総会 各 会議の開催 

・ 総 会 平成 29 年 6月 9日( ) あおも  

・  平成 29 年 4月 25 日( )県庁 5 会議  

・ 委員会 年 回開催（6月、11 月、 月） 

 地域活動 進事業 地域活動を推進するうえでの課題解 と県民運動の活性化  

一層の推進を 的に実施 

・ 地 企画委員会の 、開催 

・ 地域活動の実  

・ 合 企画委員会の開催 

・ 活動 表 会の開催 

 青 年育成市町村民会議等への協 進 

・ 大会・総会等への出  

・ 育成集会、 会への講 ・ 者の  

・ 地域活動への協  
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・ 資料の提 等 

・ 未 市町村への 要  

 他 県民会議との連携 

 青 年育成推進 員の  

 表 青 年育成青森県民会議表 要 に くもの、県・国が実施する表 への推  

 ・ 活動 

・ 資料の作成 

・ 「若い 」   

・ 年の主 大会 「青い 」（ ） 

・ 子ども・若者育成支援 月間用 ーフ ッ  

・ ーム ー の  

 会員、 会員の加 進 あら る機会を え加 進に め、 ンフ ッ 、 

ーフ ッ や 、 なマ を活用した加 進 

 

イ 青 年育成市町村民会議 

    青 年育成活動を地域 会に に 、よ 的に 開するため、地域 民が進 で参加

できるような総合的組 として、 県的に市町村民会議を 成し、青 年育成青森県民会議等と連携

しながら、 育成運動を推進していく とが ま る。 

    平成 29 年 4月 1 日現 の市町村民会議 状況は、第 2-4- のとお である。 

 

第 2-4-  状況                  （ 8 の ） 

  

 

 

 

（ ）1   色は市町村民会議を している市町村 

2   色 は の組 を している市町村 

   色は未 の市町村        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

る  

平  

 

平  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：青 年・ 参画課 
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第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 

 

2  の の  

 「 の日」の  

  人が生ま 、育てら る も 的な生活の である は、子どもにとって して成 して

い る であ 、 ・ 子が と の で 、 会を 成する 的な である。 

「 の日」は、県民がそ の地域において、 で す日として めら てお 、

くも ある く を 進し、青 年の 育成に資する とを 的としている。 

青 年育成青森県民会議では、 41年の とともに「 の日運動」を青 年育成県民運動

の重要な として推進してきた。 

県においても、平成 11 年 9月に「青森県 の日 ー行事 イを める要 」を し、

月第 日 日を「 の日」とし、 く について 内で考え、話し合い、 しみ合い、協

し合う日としている。また、 年 5 月を「 の日」 化月間とし、その第 日 日を「

ー行事 イ」としてお 、県 公 等が として行事を開催しない ととしている。 

 

イ 「 の日」の 的な らい 

  「 の日」を するにあたって、 的には のような とを している。 

・ み なで話し合おう 

     員が集ま しく話し合いを つ、 月の「 の日」の 画を てる、など。 

・ み なで しみ合おう 

     員が集まったら しく す、 あ る時間を 有する、など。 

   ・ み なで協 し合おう 

     み なで 事を 担してやってみる、など。 

 

 「 の日」 の取組状況 

県では、「 の日」 ー行事 イについて、市町村等に対する や ーム ー による

活動を行っている。 

 

  年の の施 の  

     青森県総合 会教育 ン ー 

    県では、 会教育の充実 を図 、県民の生 にわたる学習意 の高揚 学習活動の進 に資

するために、平成 年 7月 1日、青森県総合 会教育 ン ーを した。 

    ン ーでは、 間の連携による活動を 進するため、 連 を て青 年 の 用に

した 、青 年教育にかかわる事業を 開した している。 

 

( ) 運営方  

a 人 育成 

        地域を支える人 や 代を担う青 年を育成するため、 講者の実 活動を め 的、実

的な を行う。 
 b 教育活動支援 

         や地域の教育 の向上を図るため、地域 く や 教育支援の人 育成に関する 的、

実 的な を行う。 

c 市町村・ 支援 

          生 学習、 会教育関 職員の資 向上 会参加活動を推進するため、生 学習、 会教

育に関する 的な や 会参加活動支援機関の と を行う。 

 生 学習活動支援 

         県民の学習活動や 会参加活動を支援するため、生 学習、 会教育に関する 提 、学習

を行うとともに、 日的課題や生 の各時 にお る課題に対 した学習講座を開 する。 

 施 提  

         会教育 県民の学習活動のために 施 ・ 機材を提 する。 
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( ) 平成 29 年度の事業の実  

       a 未来の青森県を担う若人育成講座 

青 年が を高め、主 的に行動できるようにする 年齢集 にお る活動をとおし

て、他者と協 し、 に学 合う講座と演習を実施した。 

  平成 29 年 11 月 0 日現 の実  

・ 講者数：延べ 158 人 （青森市・ 市・ 町） 

・ 内  容 

 日 内   容 

第１講座： ーション を高める講座 

4 月 0日(日) 
青森市 
 

講 「児童への し方」 
演習「 活動の 」 
                                   講  県総合 会教育 ン ー職員 

6 月 18 日(日) 

市 

 

講 「 子 ン ンの 的」 
  「 ランテ の意 」 
  「 の 機管理について 」 
演習「 たちが す 子 を考える」 
  「 子 運営に 要な と 」 
                                   講  県総合 会教育 ン ー職員 

7 月 4 日( ) 

町 

 

 

 

講 「 子 ワッショイとら の 的」 
  「 ランテ の意 」 
  「 の 機管理について 」 
演習「 たちが す 子 を考える」 
  「 子 運営に 要な と 」  

講  県総合 会教育 ン ー職員 

第 2講座： や 間の を る講座 

7 月 9 日(日) 

市 

演習「 間 く イ イク 」 
講 「 ーション 」 
演習「 子 運営に 要な と 」 
  「 子 運営シ ーション」 
  「 子 ン ン運営 」 
                     講  県総合 会教育 ン ー職員 

7 月 9 日(日) 

町 

演習「 間 く イ イク 」 
講 「 ーション 」 
演習「 子 運営に 要な と 」 
  「 子 運営シ ーション」 
  「 子 ワッショイとら 運営 」 

講  県総合 会教育 ン ー職員 

7 月 2 日(日) 

青森市 

演習「第３講座の 」 
講  県総合 会教育 ン ー職員 

第 講座：地域で実 活動を し、 間と実 する企画を考える講座 

8 月 10 日( ) 

8月12日( ) 

青森市 

市 

町 

(合 ) 

実 活動 
画「 る とがえ 」上 会・ ーク ッション 

演習「高校生・大学生のワークショップ１」 
画「 と の みつ」上 会・ ーク ッション 

演習「高校生・大学生のワークショップ２」 
画「 う   a 」上 会・ ーク ッション 

講  画    

第 4 講座：地域実 活動を企画する講座 

8 月 27 日(日) 
青森市 
9 月 日(日) 

市 
9 月 24 日(日) 

町 

演習「第 講座（実 活動）の企画 案」 

                     講  県総合 会教育 ン ー職員 
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 日 内   容 

第 5講座：地域実 活動を実 する講座 

10 月 1 日(日) 
青森市 

市 
町 

(合 ) 

実 活動「生 学習フェ にお る 」 

  

第 6 講座：地域実 活動を する講座 

10 月 15 日（日） 
青森市 
11 月 12 日（日） 

市 
11 月 5 日（日） 

町 

演習「第 講座（実 活動）の企画 案」 

                    講  県総合 会教育 ン ー職員 

第 7講座： までの実 活動等を 、どのように活かすかを考える講座 

1 月 20 日 ( )
1月21日（日） 

青森市 
市 
町 

(合 ) 

 

実 活動（ ） 
施 学「 町 一記 」 
施 学「 市現代 」 
活動 「 たのか 」 
      講  特 営 活動 人 子ども ン ー・ たの  

代表理事 中  子 
演習「 イ ー ーム 」 

講  県総合 会教育 ン ー職員 
会 

演習「 イ ー ーム・ イ イク 」 
講  県総合 会教育 ン ー職員 

  

青森市                     市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：生 学習課 

（１） 0

3 0 0 0

0

（ ） 3

30 30 0

3 30

0  

（１）

3 3 0 3

（ ） 00

33 0 0 00

000  

（１） 3

0 0 0 3

3

（ ）

0 0
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 日 内   容 

第 5講座：地域実 活動を実 する講座 

10 月 1 日(日) 
青森市 

市 
町 

(合 ) 

実 活動「生 学習フェ にお る 」 

  

第 6 講座：地域実 活動を する講座 

10 月 15 日（日） 
青森市 
11 月 12 日（日） 

市 
11 月 5 日（日） 

町 

演習「第 講座（実 活動）の企画 案」 

                    講  県総合 会教育 ン ー職員 

第 7講座： までの実 活動等を 、どのように活かすかを考える講座 
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ｂ 高大連携 ー 推進事業 

       高校生の「やる 」や意 を引き出し、 らの に向かって主 的に行動できる人 を育成す

るために、大学生によるワークショップを実施するとともに、 ーション、フ シ テ

ーション等の を行い、大学生の ル ップを図る事業を実施している。 
      平成 29 年 11 月 0 日現 の実  

 (a) 会議等の開催  

         ・ 大学生会議（平成29年5月7日（日）、7月16日（日））  

  ・ 担 者 会（平成29年11月24日（ ）） 

 (b) 大学生対象 会の開催  

         ・ 本 （ 6回）延べ 講者数：127人 

         ・ ワークショップ演習（ 6回）延べ 講者数：129人 

  ・ 合 ー ル（ 8回）延べ参加者数：846人 

・ 用 （ 回） 講者数：16人 

 (c) ワークショップ「 」の実施  

  ・ 実施高等学校数    21校（ 25校 ） 

  ・ 延べ参加高校生数 021人 

  ・ 延べ参加大学生数  976人 

 

 高校生 ル ッププ グラム推進事業  

高校生の 識や経 の を げるとともに、 会の 化に に対 し しく生きるための

な ルの向上を図る とを 的として、学校 にお る学習への 的な取組みを推進

するため、学校 学習の機会に関する の 集と提 、高校生 ル ップ の

会を開催している。 

      平成 29 年 11 月 0 日現 の実  

       (a) 会 

         ・  日：平成 29 年 11 月 24 日（ ） 

         ・ 会 ：青森県総合 会教育 ン ー 

         ・ 参加者：高校生 ル ッププ グラム担 教員 

  ・ 内 容：講演 

               演題 「 教育活動としての とカ 」 

               講  特 営 活動 人カ  代表理事 村  

       (b) 参加学校数等 

地  参加学校数 参加生徒数 者数 

青   校   181 人   2 人 

    0 校   0 人   0 人 

中     0 校   0 人   0 人 

上     校   256 人   2 人 

下     2 校   560 人  12 人 

    4 校  1 117 人   4 人 

合    12 校 2 114 人  20 人 
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 あおも 県民カ ッ 運営業  

県民の学習 ーズが 化・高度化する中、 ・関 の高いテーマについて 的・ 的

に学習し、その学習成 が 会から に 、学習成 を生かして 会参加できる と

を 的として、県民の生 学習を総合的に支援している。（ 管理者による実施） 

平成 29 年 11 月 0 日現 の実                

(a) 県民カ ッ 学生総数     22 198 人 

         ・教 学習 ー         17 600 人 

         ・子どもカ ッ ー       4 598 人 

(b) 県民カ ッ 業・ 者数   6 42 人 

(c) 連携機関数            705 機関 

 

  学校と地域の協 実 ー 

地域学校協 活動の推進に向 、関 者の理解 意識 を 進するとともに、実施 の 
、仕組み作 や活動に る ルの向上を図る。 

平成 29年 11 月 0 日現 の実  

(a) 会 

地
 

開催日 会  
参加 

人数 
主な内容 

下

 
29  6 29( ) 下 化会  25 人 

講 ・演習  

「子どもは地域の 地域と学校が連携して子ども 

を育 ために」 

 講  前大学教育学部 教職 支援 

ー ー ー 特 教   

青 
29  8 1( ) 

県総合 会教育

ン ー 
22 人 

講 ・演習  

「子どもは地域の 地域と学校が連携して子ども 

を育 ために」 

 講  学 大学 大学部 学  

                   子 

 
29  9 28( ) 

町 的

ール あ る 
24 人 

講 ・演習  

「子どもは地域の 地域と学校が連携して子ども 

を育 ために」 

 講  青森県 連合会 事     

上

 
29 11  1( ) 学  6 人 

講 ・演習  

「子どもは地域の 地域と学校が連携して子ども 

を育 ために」 

 講  学 大学 大学部 学  

                   子  

 

(b)  公開講演・ 画上 会 

       ・ 開催日：平成 29年 9月 21 日( ) 

 ・ 会 ：県総合 会教育 ン ー 

 ・ 参加人数： 202 人 

・ 内容： 画「み なの学校」上 会 

     講演「学校が わ 地域が わる 地域が わ 会が わる」 

講  大 市 大 小学校 前校  村 子 

 

 教育支援 ンテン 作事業 

教育の重要性を えるとともに、子育てに関わる人 の える や みを する

とを 的して、学習機会と の提 を行うとともに、学習教材（動画）の 作と 活動を

行っている。 
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平成 29年 11 月 0 日現 の実  

(a) 一般 向 （5 ） 

       ・子どもの ある ない  

       ・  どものうちから に よう  

       ・地域で支える子育て・ く 向児出現率を えるために  

       ・ の子育て支援 

       ・ って っていますか  

(b) 教育支援テ 組（15 ） 

       ・は めよう 生活習 の ・  

・地域で支える子どもの く  

 

     教育 事業（す やか っとライン） 

       子育て中の や みを する とを 的として、 児から高校生の 者や を対象

に、 話・ ール等による い の 教育 を行っている。 

平成 29 年 11 月 0 日現 の実  

      (a)  話  2 回 ・ 日( 日・年 年 を く。) 

      (b)  ール (24 時間 )、 ( ) 

         教育支援員 4人 

         数：42  

 

          でつながる 教育支援 ー 

 教育支援に関わる人 の を げるため、地域の の中での 教育支援につながる講座

の企画・運営等の実 を通して、地域に した 教育支援者を育成する。 
        平成 29 年 11 月 0 日現 の実  

（a）各市町村開催講座 

・  ：県内 2市町村   青森市会  

                      村会  

・ 参加者： 講者数 20 人  

       （ ） 講座 支援者として につ ておきたい ル等 

              （イ）連携講座 前年度の支援者 活動者との 、  

              （ ）実 講座 子育て ンの運営 

青森市会  

回 開催日 内  容 

1 月  
第１回 講座「 教育支援者としてできる とを考えてみよう」 

 講  県総合 会教育 ン ー職員 

2 月

第２回 講座「子どもの になる行動と関わ 方 への理解 」 
講  児童 理治 施 「青森おお ら学 」   明  

演習「 や み か をしよう」 
講  県総合 会教育 ン ー職員 

 月  
第１回実 講座「大 本を もう」 

講  県総合 会教育 ン ー職員 

4 月

第１回連携講座「 年度の取組について」 
講  28 子育て支援 ークル「 グ グ」代表 内 子 

              子 
   充子 

演習「 作 おもち で う 」 
講  県総合 会教育 ン ー職員 

5 月  
第２回実 講座「 作 おもち で う 」 

講  県総合 会教育 ン ー職員 
6 0 月 0  

第３回実 講座「まった おし べ しよう 」 
                                       講  県総合 会教育 ン ー職員 

7 月
第 回実 講座「 を動かそう」 

講  県総合 会教育 ン ー職員 
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村会  
回 開催日 内  容 

1 月
第１回 講座「 教育支援者としてできる とを考えてみよう」 

 講  県総合 会教育 ン ー職員 

2 月
第１回実 講座「おし べ イム や み か をしよう 」 

 講  県総合 会教育 ン ー職員 

 月

第１回連携講座「 年度の取組について」 
講  8 子育て支援 ークル「 グ グ」代表 内 子 

  子 
演習「 と 重をはか う」 

講  県総合 会教育 ン ー職員 

4 月 30

第２回 講座「 者への支援の仕方について」 
 講  児童 理治 施 「青森おお ら学 」   明  

演習「 の出るおもち をつくって う」 
講  県総合 会教育 ン ー職員 

5 月

第３回 講座「 う と・つながる と」 
 講    公子 

演習「 ・ ー 」 
講  県総合 会教育 ン ー職員 

6 0 月 3
第２回実 講座「 っ る で う」 

                                                 講  県総合 会教育 ン ー職員 

7 月
第３回実 講座「 ン ー を しもう」 

講  県総合 会教育 ン ー職員 

 
(b)  通 ル ップ講座（4市町村合 ） 

・ 開催日：平成 29 年 10 月 6 日( ) 

・ 会 ：県総合 会教育 ン ー 

・ 参加者：99 人 

 公開講演 

 「 子を支援する上で大 な と」 
          講  大学 教育学部 教授  大 生    

 会 
  「支援の 方を考えよう たちの活動の充実・ のために 」 
   進行  県総合 会教育 ン ー職員 
 

イ 青 年教育施  

青 年に、 の中での集 による 生活等を経 する機会を提 する施 として、 年

の 、青年の が ている。 

   県では、 年 の を、 46 年、 市に県 年 の 、51 年に 市に県

年 の 、55 年に つ市（ 下 大 町）に県 下 年 の を いで開 した。 

   の他に、上 地方教育・ 事 組合が 47 年に公 小 青年の を 町（ 上

上 町）に している。 

   らの施 では、施 が ら企画・実施する主催事業 学校・各 青 年 等の 画に

いて実施する 事業が行わ てお 、その を生かした 活動や ク ーションの

か、各 が行わ ている。 

また、県 年 の では県内各地において な を 用した 活動が 進 る

ように、平成 19 年度よ 学校・各 青 年 等への出前講座を実施している。 

年、子どもたちの「生きる 」を育 ため、 ・生活 が重 る中にあって、青

年教育施 の はますます 大している。 

   本県にお る 年 の 、青年の の施 状況 年間延 用者数については 下の表のとお

である。 
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第 2-4- 表 年 の 年の 施 状況                   

   
地  

（ ） （ ） 

容人員 

（人） 
  施  

県 年 の  6 514 2 187 160 
営 、営 、 ー 、各 活動プ グラ

ム ー  

県 年 の  65 977 488 200 営 、営 、 察 ー  

つ市下 の  122 4 2 740 19  
営 、営 、 事 、 、 ・ イ

ング ー 、 ー ー 、 ッ ング ー 、

の森 ック 

公 小 青年の  70 444 4 96 200 
営 、営 、 的グランド、 ォークラ ー、

イク ング ード 

資料：生 学習課 

 

第 2-4- 表 年 の 年の 年 者                        （ ：人） 

            年度 24 25 26 27 28 

県 年 の  19 765 18 656 17 578 17 018 16 515 

県 年 の  28 840 0 858 2 827 2 90 7 9 1 

つ市下 の  9 2 7 9 742 8 661 9 186 9 2 

公 小 青年の  20 706 19 595 18 721 18 520 19 552 

（ ） 年 平成 年

年 平成 年  

 

 公民  

公民 は、地域にお る青 年の 主グループの育成や学習・ ク ーションの機会と を提

するなど青 年の地域活動の 点となっている。 のため、県は地域 民と一 となった公民

活動の推進や、その の充実について に めている。 

   本県の公民 は、平成 29 年 4月 1日現 、県内 9市町村に てお 、その総数は 280 で

ある。 を本 、 別にみると本 167 （中 45 、地 122 ）、 11 となって

いる。 

   青 年の な学習要 への対 や、 の な活用に資する たなプ グラムの開 、各施

間の連携・協 、学習 の提 などが 的に行わ る とが ま る。 

 

 図  

図 は、青 年が らすす で学習するための資料や を 集・ し、提 する を

っている。 

     県 図 を めた県内の公 図 は、平成 29 年 4 月 1 日現 で、 が 25 、 が 11

、 が 1 、 施 として、市町村公民 図 教育委員会図 ー ーが 2

か ている。 

     ら施 では、青 年の 育成を図る上からも、青 年に関する資料の充実やおはなし会の開

催、学校への 本など な取組みが行わ ている。 

   また、県 図 と市町村 図 等を ンラインで 「青森県図 ッ ワークシ テ

ム」による 等の ー も活用 ている。 
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第 2-4- 2 表 県 の （平成 2 年 4 ） 

 施         

 

 

 

(25) 

 

青森県 図  つ市 図  中 町図  おいら 町 図  

青森市民図  つがる市 図  地町 図  町 図  

前市 前図  平 市平 図  中 図  町図  

市 図  平 市 上図  町 図  子町 図  

市 図  平内町 図  町民図   

市民図  町図 大  町 図   

市 図  町民図  村民図   

(8) 前 市 図  記 図  市 図 市  つ市 図 大  

市図 ン ー 市 図  つ市 図 内  つ市 図  

(2) 前市 図 前 ども 本の森 町 図    

公 

民 

 

等 

(2 ) 

 

カルイン 図 ー ー の かうら 学  町公民  中学校図 １  

る 子ども  深 町 会 化会  通村教育委員会 ー フルプラ ・はしかみ 

別町 中 公民  通 総合 化 ン ー「 イング」 大間町 公民  部町 中 公民  

村 る と総合 ン ー 村中 公民  間 村中 公民  部町 地公民  

町中 公民  大 町中 公民  村中 公民  上 公民  

日本 点 あ が わ 村中 公民 図   村教育委員会 

資料：生 学習課 

     

 青 年 ーム 

平成 29 年 4月 1日現 、県内に 11 か の 青 年 ームが 、青 年が参加する ク

ーション、クラ 活動、その他 活動を行うための施 として 用 ている。 

 

第 2-4- 表  年                      （平成 29 年 4月 1 日現 ） 

        地  

市 青 年 ーム 

青森市       

前市       

つ市       

市       

市     

市       

町       

大間町       

地町     

平内町       

市 2 1 の 20 

青森市 1 6 の  

前市大 町 7 

つ市大 上町 の 12 

市 町 1 7 の 5 

市 町 2の 12 

市大 内町 24 の 1 

町大 関 の１ 

下 大間町大 大間 大間平 41 の 7 

上 地町 中 20 の 1 

平内町大 小 小 79 の  

(0178)22 8612 

(017)7 5 1649 

(0172) 4 4 61 

(0175)24 2410 

(0176)5 5714 

(0176)2 6708 

(0172)5 1612 

(0179)22 017  

(0175) 7 4 46 

(0175)64 9657 

(017)755 945 
資料： 政・ 開 課 

                

    カ 児童 生施  

児童 生施 は、 く一般児童のため な を えてその を 進し、 を かにする

ためのものであ 、児童 にいう「児童はよい の中で育てら る」という を 現化した

ものである。 
 
    ( ) 小 児童 ・児童 ン ー 

  小 児童 は、小地域を対象として児童の集 的 別的 を行うとともに、 クラ 、

子ども会等の地域組 活動の育成 を図るなど児童 育成に関する総合的な機 を す

点として ているものであ 、平成 29 年 4月 1日現 64 （ 中 。）となってい

る  
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          また、児童の 下、運動 らい等が 題となっている とから、 来の小 児童 に

進機 を加えた児童 ン ーの を図ってきてお 、平成 29 年 4 月 1 日現 28 となって

いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                            
                                                         資料： どもみらい課 
     （ ）（  ）内は、児童 ン ーの  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

資料： どもみらい課 
 

( ) 児童  

       児童 は、 、 など児童の 意、 を生かす とができる を有し、児童の 主

性、 会性 性を高めるよう の を行う施 である。 
 

第 2-4- 表 に る 状況（平成 2 年 4 ） （ ）  

       公             

  数 40 0 40 

                         

 

 

 

 

 

第 2-4- 4 表 状況（平成 2 年 4 ） 

第 2-4- 表 の 状況（ ） 

（平成29年4月1日現 ）

青森市 17 (1) 1

前市 24 (9) 0

市 15 (9) 中 0

市 6 (2) 2

市 0 0

市 0 下 0

市 9 (4) 上 8 ( )

つ市 4

つがる市 1

平 市 2

77 (25) 15 ( )

市 部 部

数（か ） 数（か ）

県 92(28)
 

合 合 合 合 合 合

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

意 用 809 21 5 217 5 8 298 7 6 406 10 401 10 211 5 8

集 用 2 167 57 7 29 88 7 4 2 87 8 50 85 0 275 84 4 256 90 2

2 976 79 2 510 94 6 7 0 95 4 756 95 676 94 8 467 96 1

意 用 180 4 8 10 2 8 95 2 4 104 2 6 104 2 7 124 4

集 用 602 16 0 99 2 7 8 2 1 82 2 1 99 2 6 17 0 5

782 20 8 202 5 4 178 4 6 186 4 7 20 5 2 141 9

758 100 0 712 100 0 908 100 0 942 100 0 879 100 0 608 100 0

28年度

学童

児

合

9年度 24年度 25年度 26年度 27年度

人員 人員 人員 人員 人員 人員

 

（ ：人） 
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          また、児童の 下、運動 らい等が 題となっている とから、 来の小 児童 に

進機 を加えた児童 ン ーの を図ってきてお 、平成 29 年 4 月 1 日現 28 となって

いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                            
                                                         資料： どもみらい課 
     （ ）（  ）内は、児童 ン ーの  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

資料： どもみらい課 
 

( ) 児童  

       児童 は、 、 など児童の 意、 を生かす とができる を有し、児童の 主

性、 会性 性を高めるよう の を行う施 である。 
 

第 2-4- 表 に る 状況（平成 29 年 4 月 1 日現 ） （ ） 

       公             

  数 40 0 40 

                         

 

 

 

 

 

第 2-4- 4 表 状況（平成 2 年 4 ） 

第 2-4- 表 の 状況（ ） 

（平成29年4月1日現 ）

青森市 17 (1) 1

前市 24 (9) 0

市 15 (9) 中 0

市 6 (2) 2

市 0 0

市 0 下 0

市 9 (4) 上 8 ( )

つ市 4

つがる市 1

平 市 2

77 (25) 15 ( )

市 部 部

数（か ） 数（か ）

県 92(28)
 

合 合 合 合 合 合

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

意 用 809 21 5 217 5 8 298 7 6 406 10 401 10 211 5 8

集 用 2 167 57 7 29 88 7 4 2 87 8 50 85 0 275 84 4 256 90 2

2 976 79 2 510 94 6 7 0 95 4 756 95 676 94 8 467 96 1

意 用 180 4 8 10 2 8 95 2 4 104 2 6 104 2 7 124 4

集 用 602 16 0 99 2 7 8 2 1 82 2 1 99 2 6 17 0 5

782 20 8 202 5 4 178 4 6 186 4 7 20 5 2 141 9

758 100 0 712 100 0 908 100 0 942 100 0 879 100 0 608 100 0

28年度

学童

児

合

9年度 24年度 25年度 26年度 27年度

人員 人員 人員 人員 人員 人員

 

（ ：人） 
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          また、児童の 下、運動 らい等が 題となっている とから、 来の小 児童 に

進機 を加えた児童 ン ーの を図ってきてお 、平成 29 年 4 月 1 日現 28 となって

いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                            
                                                         資料： どもみらい課 
     （ ）（  ）内は、児童 ン ーの  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

資料： どもみらい課 
 

( ) 児童  

       児童 は、 、 など児童の 意、 を生かす とができる を有し、児童の 主

性、 会性 性を高めるよう の を行う施 である。 
 

第 2-4- 表 に る 状況（平成 29 年 4 月 1 日現 ） （ ） 

       公             

  数 40 0 40 

                         

 

 

 

 

 

第 2-4- 4 表 状況（平成 2 年 4 ） 

第 2-4- 表 の 状況（ ） 

（平成29年4月1日現 ）

青森市 17 (1) 1

前市 24 (9) 0

市 15 (9) 中 0

市 6 (2) 2

市 0 0

市 0 下 0

市 9 (4) 上 8 ( )

つ市 4

つがる市 1

平 市 2

77 (25) 15 ( )

市 部 部

数（か ） 数（か ）

県 92(28)
 

合 合 合 合 合 合

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

意 用 809 21 5 217 5 8 298 7 6 406 10 401 10 211 5 8

集 用 2 167 57 7 29 88 7 4 2 87 8 50 85 0 275 84 4 256 90 2

2 976 79 2 510 94 6 7 0 95 4 756 95 676 94 8 467 96 1

意 用 180 4 8 10 2 8 95 2 4 104 2 6 104 2 7 124 4

集 用 602 16 0 99 2 7 8 2 1 82 2 1 99 2 6 17 0 5

782 20 8 202 5 4 178 4 6 186 4 7 20 5 2 141 9

758 100 0 712 100 0 908 100 0 942 100 0 879 100 0 608 100 0

28年度

学童

児

合

9年度 24年度 25年度 26年度 27年度

人員 人員 人員 人員 人員 人員

 

（ ：人） 
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 に 育 る の  

   がともに子どもを育てる く の推進においては、 性も 性も いにその人権を 重し、

な を め合いながら、 性と を に できる 参画 会に対する理解を深めると

ともに、 が子育てに参画できる く が重要である。 

   「第 あおも 参画プラン２１（ 画 間平成 29 年度）」（県の 参画推進に関

する 本 画）では、「教育、 を通 た理解の 進」と「仕事の生活の （ワーク・ライフ・

ラン ）」等を重点 に げて、学校教育等にお る 参画に関する理解 進、 性の 事・

育児参画 進等に取 組 でいる。 

   

 高校 等 の 成 （平成 年度 ） 

     高校生等を対象とした 参画の意識 ンフ ッ を作成し、県内の高校生等に して

いる。 

 

2  の 育 の 平成 2 年度  

性が 事・育児に参画した 育児 業等を取 した する とを 援する 運を 成するための

や、ワーク・ライフ・ ラン がと た き方で企業業 も高める「イク 」の取組 進

等を行っている。 

 

 の 平成 2 年度  

性の人権 が にあると る （ド テ ック・ イ ン ）の 者にも加 者

にもならない な ーションのあ 方について学 でもらうため、県内中学校で ー

を開催している。 

 

第  者 の の  

 

 の  

 年 育成 の  

青森県青 年 育成 （ 下 の において「 」という。）は、明日の青森県を担う青

年の 育成を図る とを 的に、 54 年 12 月 24 日に公 （ 55 年 4 月 1 日施行） た。

本 の は、県民総 るみの運動を とした青 年の 育成の推進と関 業 の 識ある

と によって、その 的を 成しようとするものであ 、青 年を取 く 会 の 化に対

した （ 10 回）を重 ながら現 に っている。 

 

2  年 育成  

  

55年4月19日、青森県 機関に関する に き、青森県青 年 育成 議会を、 事

の 機関として した。 

平成18年4月19日、青 年 題協議会（委員24人）と青 年 育成 議会（委員20人）を 合し、

たに青森県青 年 育成 議会（ 下「 議会」という。）を した。また、青森県青 年

育成 の によ その権 に ら た事 を 議するため、図 等部会を い

て 議会を運営する ととした。 

平成26年8月1日、い め 対策推進 第 0 第2 第 1 第2 の による に関する

事 を 議するため、 たにい め 部会を した。 

議会では、青 年の な育成に関する重要事 を 議し、図 等部会では、有 図

の 、 第25 の に く 等の推 、 第26 の に く青 年育成関

者等の表 について、 事の を 、 議 を行っている。また、い め 部

会では、い め 対策推進 第 0 第2 第 1 第2 の による に関する事 につい

て 要に て 議している。 

イ 組 成 

議会の委員は、学識経 者、関 業 、青 年育成 の関 者等 24 人（ 2年）で 成

－ 155 －



第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 

 

てお 、その状況は第 2-4- 表のとお である。 

 

第 2-4- 表 年 育成 成表                  （平成 30 年１月現在） 

委員数 学識経 者 関 業  青年  学校関  青 年育成者 公  委員数 学識経 者 関 業  青年  学校関  青 年育成者 公  

24 人 6 人 人 人 4 人 6 人 2 人 

                                  資料：青 年・ 参画課 

 

 の 状況 

第 12 の に き、青 年の な育成を するおそ のある図 を 議会の

を て有 してお 、その状況は第 2-4- 8 表のとお である。 

 

第 2-4- 8 表 の 状況 

       年度 24 25 26 27 28 

総数（ ） 21 24 2  2  24 

 

月  7 6 9 8  

行本      

ック  14 18 14 15 21 

テープ      

                 資料：青 年・ 参画課 

 

4  の の 状況 

第 25 の に き、青 年の な育成に特に有 であると めら る 、 画

の行う活動を 議会の を て推 してお 、その状況は第 2-4- 表のとお である。 

 

第 2-4- 表 の  

       年度 24 25 26 27 28 

( ) 4 2   4 

画(本)  1    

      

（ ） の推 は平成８年に               資料：青 年・ 参画課 

 

 に 表 状況 

第 26 の に き、青 年の な育成のために 的に活動し、その が特に

であると めら るもの は青 年、青 年 でその活動等が他の模 となると めら るもの

に対して 事表 を行ってお 、その状況は第 2-4-2 表のとお である。 

 

第 2-4-2 表 に 表 状況 

       年度 24 25 26 27 28 

  人 4 6 9 9 9 

   1 1 1 0 0 

                            資料：青 年・ 参画課 

 

 立 の 実施状況 

   の 状況について と を行うために、 員を 8人（青 年・ 参画課）

を し、県内において を実施している。 

また県では 年、 員などによる 会 化一 を行ってお 、平成 29 年 月 現

での 数は、有 図 等 動 機 67、有 図 取 87、有 図 等取
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ー ー等 591、有 取 等 84、有 ン ー フ 46、 カラ

営業 45 となっている。 

 

 の 状況 

本県にお る有 図 動 機の 数は、 56年 11 月 、年 の 向にあ

ったが、平成 6年から 加 向を した とから、平成 8年の によ 、 動 機等による

等の状況を し、 の 的な施行と行政 が行えるよう、業者に 動 機等による

の 出を ている。 

平成 16 年度 から に ているが、 後も 業者などに対する の に関する行政

を行っていく。 

本県にお る 54 年 の有 図 動 機の 数の推 は、第 2-4-2 のとお

である。 

 

第 2-4-2  の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：青 年・ 参画課 

 

8  等 る の  

 青森県青 年 育成 に くイン ー ッ 用 の  

イン ー ッ 上の ル イ 等を した ラ ルが 加している とから、有 から

青 年を する とを 的に、 を平成 18 年 10 月に （ の ）し、平成 19 年 4 月 1

日から施行した。 

者や事業者等は、青 年が ラ ルに わないようフ ル ング フ の活用や 提

などに めな ならない とと ている。 

    第 21 の 2 の内容 

○ 者や学校の関 者等の青 年の育成に携わる者は、有 を青 年に 等 ないよ

うに めな ならない。 

○イン ー ッ カフェや公 施 等でイン ー ッ を 者に 用 る者は、フ ル

ング フ の活用等の な方 によ 、有 を青 年に 等 ないように めな

ならない。 

○イン ー ッ に する （ ン等）の 業者やプ イ 等のイン ー ッ

事業者は、フ ル ング フ の活用等に る 提 によ 、有 を青 年に

等 ないように めな ならない。 

         

イ 合 ー ーム（ ）の活動について 

     県教育委員会 県 察本部は、 年 行等に関して 的な 識や な経 を有する ッフ

による合 ー ーム（ ）を 成し、学校・ 等の要 に た数人を し、 年

数

年度
Ｈ

年度
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8 

行 、 等の取組を支援している。 

     平成 29 年度中にお る携 話や ンを 用したイン ー ッ 関連の が 44 あ 、県 

内の児童生徒や教職員、 者を対象とした に向 た 会等において、県内において 

生している現状等を 明するとともに、加 者、 者にならないために るべき点や ラ  

ルに き ま た にお る対 等について、 か やすく講話を行っている。 

 

 イン ー ッ に関する の について 

     県教育委員会では、携 が関 するい めや生徒 上の 題行動等の未 、 、

対 を図るため、 ッ 通 用 イ を開 するとともに、平成 22 年度からイン ー

ッ 上の児童生徒が関 する の を実施している。イン ー ッ の については、 ーシ

ル ッ ワー ング ー （ ）の に対 し、平成 26 年度から ーシ ル 等

員を し、児童生徒に関 する な があった 合は、 やかに学校 関 機関と連

携を図 の や学校への の支援に めている。 

     また、県 察本部では、 年 察 ランテ の中から 2人を イ ー ランテ として す

るとともに、大学生を イ ー ランテ として委 し、 イ ー ールや小・中学校にお

る ッ 講話等を実施している。 

 

    イン ー ッ 上の ラ ルや携 等 用に る 用 ーフ ッ の作成 

     平成 29 年 月に、 ーフ ッ 「 マー フォン、 ーム機、 プ イヤーなど『考えよう

い方のルール』」（小学生用、中学生・高校生用）を作成し、小・中・高等学校 特別支援学校

を通 て、県内 ての児童・生徒 者に した。 

 
 者の の  

  の  

県では、子どもへの は、子どもの やかな 育、 を ない、 に深 な を す

とから、 に できる ッ ワークの を図るとともに、 に できる をつく 、

の を図るため、 ・ や関 する職員への など各 事業を実施している。 
 

2  の  

「子ども 110 の （ ）」とは、子どもたちが「 か 」、「つきまとい」など らかの に っ

た、 は き ま そうになって を めてきたときに、子どもたちを に し、 察や学校

等に連 するなどして、子どもたちの を っていく ランテ 活動である。 

       各地域では、一般 や 、事業 等の協 を て、「子ども 110 の （ ）」の 進を図

、子どもの 対策を 化している。 

 
第 2-4-22 表 の （ ） 状況（平成 28 年 2 ）      

 状況 
子ども110 の （ ） 1 587 

子ども110 の （ ）  7 755 

 

 の  

イン ー ッ や携 話の 等によ 、県内においても青 年への の が が

てお 、青 年の は として を ない状況にある。 

       県 県教育委員会では、青 年による 用を するために、 のような 用対策に取

組 でいる。 
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 青森県 用対策推進本部 

       本部は、県内の関 行政機関（ 、 察、行政機関等） 関 （ 業、 業 等）の

などで 成 てお 、 本部にて策 している青森県 用 対策実施要 に き、

らの関 機関・ が連携しながら、県内にお る対策を総合的かつ 的に推進している。 

         県としては、 の要 に き、地域にお る 、 ・運動による 等を行っている。 

 

イ 青森県 用 員 

       、大 、 ドラッグ等の 用 を 的として、地域に した 活動の な推   

進 講演等での ・ 活動を行うため、 、 、民生委員など 09 人を青森県

用 員として委 している。 

       また、各 で 員地 協議会が てお 、協議会 に「 。 ッ イ。」

運動や 用 運動 間中に ン ーンの実施、各 会合にお る など各

員の職 等を活かした活動を 開している。 

 

 大 し 運動        

       年、大 による検挙者数は、 国的に 加 向にあ 、特に若年層での 加が っている。 

県では、 生している大 による 用を するため、 生大 の 作業を実施している。 

て、あへ の 料となる えてはい ない しが ていないか、 あへ 員

によ 、管内の 回が実施 、 が た 合は を し ている。 

また、 事 に対しては、 取 員による取 を実施している。 
 

第 2-4-2 表 け 状況                                 （ ） 

 
 
 
 

資料： 課 

 

 用 教 の開催 

県教育委員会では、 の な や の 進の 点から、児童生徒の の に 、

を する行 をしないという 度等を につ る とが重要である とから、各学校に対して、

「第 用 か年 」を まえ、 用による の 、 、 会への な

どについて理解するとともに、 な意 と行動選 ができる資 や を育成するため、 て

の中・高等学校において 用 教 を開催するよう している。 
また、若年層の大 や 、 ドラッグ等の 用が大きな 題となっている とから、教

職員等への に対する しい 識の や の向上を図るため、 用 教育 会

を開催するなど、 用 教育の充実を図っている。 
 

4   教育に る施 （教育 ） 

県教育委員会では、性に関する 学的 識と人間関 の き方などを して「性に関する教育」

としてとらえ、 の向上を図るために教職員・地域 関 者等を対象とした「性に関する

ー」や「性に関する教育 者 会」を開催している。また、高校生の性（ イズ）に関する教

育の らなる充実を図るため、平成 4年度から、県内 6地 別各 1校の県 高等学校に学校 として

人 を し、生徒・教職員 者に対し性に関する や、 みについて 、講

演会等を実施している。 

     年度 22 2  24 25 26 27 28 

大 本数 74 84  482 971 410 12 288 29 77 57 7 622 117 122 

し 本数 100 6 721 22 210 24 615 8 460 18 9 0 8 19 
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重点目標 　　 ・ ・ を ます

　 　
続

29
（ ）

平成２９年 の な

「 の タ 」 成 続 4 385

が な つ と る 、
の 人 と る「 ら の

」 の （５ ）で る。
に、 と ー

ー「 ら 」 る。
の リー ー 成 に の

る。

で 成
続 1 255

　 とし、 フ ー の
ーな る とに 、

の るとともに、 の
につ 人 成 る。

少年 続 316

　 の 少年の と ら に るとともに、
に る 少年に る

と 、 少年の 成に る 、 少
年 （「 も 」） 成 る。

少年

に る
推 フ ー

続 1 902

　推 フ ー の の 成
続 とともに、 リー ーの

に る 続 に推 してい 。
少年

の で 推
12 497

　 ての小 に い
て る 、 18 の
小 での の

、 の 、 ー の
、 し ーの 成 。

少年

の し と
成

2 581

　 の し の の 、フ の
な に る し と の 減少

の 、「 ー 」 し の
。

が

つな る も
続 2 189

　 が の し、 る と
に、 て して 「い

も 」 、 る 、
ト ー の 、

の の 、「 も 」
の 。

の 推

に し 推
続 2 850

　第３ 推 の 成に 、
も ーターの に る フ ー に

な 推 るとともに、 の
に し る。

の 推

の 上 10 338

　 が、 が な の の
な の とに 、「 は

に る で に ら る と」 る
の る。

の 推

の
続 5 393

に る の ー で
るとともに、 で「 」

小 「 」として る 、
に る ー る。

とし の
る ー る。

らの に に る ート
るとともに、 て に

の る。

ー ー
続 2 280

　 の 人 に、
の 図る る 、

人 に、 とし
る。

連

年
続 13 351

　 年 し、 、
、 ターに し、

の な ー 人 の 成
図る。

続 4 350

　 小 の に、 な
で の の い、

の 上の ら に るととも
に、 で で る な し、

の に 成 る。な 、 年
は３年に１ している「 に る
」についての も て る。

　 目標 　子ども・若者の ま 支援
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続

29
（ ）

平成２９年 の な

る 続 6 471

　 上の 、 に る の
上、 の 上、 の 図

る る。 、 上の となる
の る。

しい に
小 成

18 796

　小 に る で い の
に に
の 、 に る るととも

に、 フ ー の 、 となる
とし の 上

成 る。

も 21 続 665 250

　 に な
、小 １～４年 １年 に１

33人の少人数 な し、 に る
の 。

い い 続 2 762

　 として１２ し、 に
る の 、 るとともに

の の な 、 につい
て る。

ー

（ 、
上

）

続 795

　 年数に て し、
としての 上 図る。

ー

続 1 805

　 に いて、 な 推
る とがで る 、 とし

る。 ー

（ に
る 推 ）

続 1 119

　 の の の
るとともに、 に る な に る の
の の る。

ー

推 218

　 に いて、 な 推
る とがで る 、 とし

る。
ー

に る ー 続 350

し、 に る る
の 上 図る。 ー

上推 続 1 140

　 の 上 るとともに、 にわ
て し、 な ー フの

に る とがで る 、 が ら で で
る る 、

の な の
る。

ー

ー 続 107

の （ の
の 図る 、 し、

の ）
推 の （ の

の 図る 、 と る
の ）

ー

な の 上 続 1 814

　 続 、 に る の 上 図る
、幅 い に る ター 、リーフ ト
成、 として、 ニ ト に

る の 。
　 、 な ない の の 上
図る 、 に る ー、

る。
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重点目標 　　 ・ を ます

　 　
続

29
（ ）

平成２９年 の な

の
の推 （

）
続 7 860

　 の の推 の 、
な と連 し
に る に し、 る。

人 成の
（ ）

続 5 600

　 人 成の 図る 、
の の推 に る に る に

し、 る。

「 の タ 」 成

１に
続 4 385

が な つ と る 、
の 人 と る「 ら の

」 の （５ ）で る。
に、 と ー

ー「 ら 」 る。
の リー ー 成 に の

る。

推
タ ～ タ
なら る ～

続 727

　 タ ト の る 、小
とし の タ してもら

る。

ー ータ 人 成
続 1 138

　 に ー ータ し
リ る。

とし についての
てもら の 746

　 として、 についての てもら
と として、 、 の にも

る とがで る 、 に る
る。

フ 12 551

　フ の 人 成、
図る 、第17

フ （フ ）の
る。

続 807

　 の の 、 い の 成 図る
、 に る15 の

な に し、 る。

続 9 360

　 の と の として、上
に いて る。

に る の
推

続 7 494

　 し の推 とし
に る ー の て

「 ート ト」の の 図る。
　 、 の に る る 、

に もつ に、 の
との連 に る「 ート ー 」 る。

少年

１に
続 316

　 の 少年の と ら に るとともに、
に る 少年に る

と 、 少年の 成に る 、 少
年 （「 も 」） 成 る。

少年

続 1 694

　小 し、
と の との に 、
る。

5 000

　 し で し の
し、 として

で る 、 に いて の
との に る の ー フ ー

る。
　 、 の に

の る。

成
続 1 036

　 の い、 小 に
る。

推 続 199

　 の も の な の で る
「 も 」 とし の

。
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続

29
（ ）

平成２９年 の な

小
1 817

　 年 に る している小 の
図る 、小 の

の 成に る。
に いて フ る。

で る トに いて
。

の 成
続 19 298

年度にお
の育成 る 高 学

等の に

（ ） の お 育成

（ ） 学 の 県
実

（ ）

の の

推 続 953

　 の る人 成 る 、
に に る る。

る 人 成 5 753

　 もの 成 る の
成 るとともに、 と「 の 」

る。 、 との連 に で
で る ー ー な
る。

で もの 成
推

続 2 165

　 の の 人 の 成につな
てい 、 、 の に る

とし の 、 の
とし の としての

とし の について
成 る。

フ も 推
続 90 190

　 リ ーな に る な
。

続 609 649

　 して、 に な
（ ） に る ととし、２９年

は、 ４ ー 、１５２ で している。

続 42 717

　 に いて、 が に
な に る る の

る。

もの 人 成
続 1 729

　 成 で に 、
の い人 に してい 、

の もの の
に 、 年 の 上、 の
の 成 図る。

14 523

のもの に る し、
ー ー で

の 、 に し、 し
てもら の フ の

の に し に る の
の

の 人 に と
で

し と 続 37 680

（４ ）
ー （３ ）

成
らし リーフ ト 、 に る

し と
と 成 ー

人 成
フ ー ー（

ート リ ）
と 成
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続

29
（ ）

平成２９年 の な

と てる の 成
続 1 452

　 として、 、 の
に とともに、 の の
に し い、 つ の

上に る。

いな
続 2 430

　 に る「 」 の し、
の 成 し る 、 に

と連 し の ー ート
フ ー る 、 の推 につなが
る 成し、 の てい
。

成 フ ー
3 680

　 な （ 55歳
以 ）に して、 る 、

のフ ー な に
、 の 図る。

の 4 230

　 ならではの し
ト し、 の に る ニ

ーの と の 図る。

ら ー
ト

2 672

　 の と の る
、 の で、 が少ない と

ーター（ ）の に
推 る。

（上

）

人 （
）

（ 年
）

続 1 071 580

　 年の の と の 図る と
に、 の （２年以 ） が

な （５年以 ）の る の
（ 150万 年） る。

フ フ ー ー 成
続 3 172

年 とし
に 、 上 る。
少年 の リー ー 成
る。

る 続 2 631

の 成、 に る
の る。

と連 し
る。

が 成 る「 年 」の 成
る。

い いて
続 1 602

小 とし の
1

とし との
２

小 とし トの 　１
とし いて の

　１
小 とし ーの

２

続 1 144

　 に る は、 の
とともに、 の に る の が

る と ら、 続 、 る の
な に る

の 成してい 。

も ー ー
ト 成

続 12 319

　 の とし 、
、 ー 人 の 成 図る の
、 での 成 の

。

ト 続 7 487

　 の の 、
の の の 、 に る6

、 の に 、
連 る人 成 る。

に る
続 6 175

　 しい （ の ト ）の
推 、 し の い
る に と連 し、 推

（ ） る。

の
ト

続 36 542

　 については、 の しは るものの、
は として 平 る に る

と ら、 続 してい 。 、
、 との連 し、 の

る。
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続

29
（ ）

平成２９年 の な

続 22 461

　 の 成 図るととも
に、 の の 上に の

の 図 てい 。 、
とし ーに いては、 の な

ものとし、 に る に、 ー
る。

小 上推 8 339

　小 に る の の
の と の の 上

図る 、小 に る
るとともに、 の 上の の

とし リ
る。

る てる
続 11 390

　小 の に る 、 の
の に て る 推
る 、 と連 して

での 。 年 は、「 も も
ト」 し、 の成 に
るとともに、成 し、 図る。

推
続 263

　 の の幅 、 の に
に し し る の な の 上
図る 、 に る の な

る。

（
ター）

連 リ ート推
続 876

　 の「 る 」 し、 らの に
て に で る人 成 る 、

に る での ー 25 、3 575人の
に とともに、 ニ ー 、フ リ

ー の い、 の 図
る。

（
ター）

もの 推 続 2 879

も 推 （第 ）に 、
が連 して、 もが に し

の 、 の 、 る
の る。
「 い ー」の 成と
の 図る （１２ ）

も 推 2 （ つ ）で

も の に る な な
る の

少年
※人

続 197 892

　 について 、 に し な
に、 、 の 図

、 な る。

と の連 に る
人 成

続 3 982

　 の し リ の し、
の る 、 に

し、 な 、
に る の 推 るとともに
と の との る。

続 217

　 の で る の に
る る 、 の小
に、 に る 、 な

る。（小 は
、 は が 。）

フ ー 続 596

　 の に る の 上 の
の 図る 、10 ら20 の

な として、 ー る。

の 成
続 4 877

　 の で る の 上の
、 に の

る ー ー との 「
」 小 に、 フ ー

ー に ー ー る「フ
ー 」 る。
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重点目標 　　 ・ す 支援の充実を図ります

　 　
続

29
（ ）

平成２９年 の な

も 推
5 736

　ニート、 も 、 、 な の
る も の 成 る 、 に
いて も している
、 の が る 連

（ 3 ） 、 で る の 成
の のフ ー る。

少年

フ も 推

２に

続 90 190

　 リ ーな に る な
。

　 目標 　 を す 子ども・若者 の へのき 支援
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重点目標 　　 への の充実を図ります

　 　
続

29
（ ）

平成２９年 の な

の （
）

続 12 600

　 る 、い に る
の リ に る に

し、 る。

も 推

３に

5 736

　ニート、 も 、 、 な の
る も の 成 る 、 に
いて も している
、 の が る 連

（ 3 ） 、 で る の 成
の のフ ー る。

少年

の で 推

１に

12 497

　 ての小 に い
て る 、 18 の
小 での の

、 の 、 ー の
、 し ーの 成 。

少年

フ も 推

２に

続 90 190

　 リ ーな に る な
。

3 896

　 28年 「 の 「
」 」の成 、
の る 、

「 」の 図るととも
に、「 」
る。

ー ー 続 73 907

154 121小 。
らの で 。

３ に 。

２４ い 続 12 243

ー と ート ーが平
08 30～17 30 る。

上 以 は、9 の24 が 。

も る 推
続 3 270

に る「 の ー 」の
。

の の 。
い 連 の 。

ー ー ー ー
続 30 723

　 に2～4 の 19 、 に6
し、 の の に て る。

ー
続 1 987

　 に ー 1
し、 ター ト トの につい

て、 。

い で る
続 5 958

　 とに、小 1 つ 12
とし、 上の に て、
。 、 成 の 、

で 。

い 続 750

　 に1 つい し、い
の 、 について、 る 、

ない の に る。

い ー 推 続 7 503

　い ー ー
し、い なるい も ないとい 人 の

とともに、 ー し
し、い に

図る。

の 続 765

　 とのつなが の ている の
に 、 る。 、

とし と 、 の
い つなが 成 る 。

－ 168 －



重点目標 　　 の 子ども・若者への支援の充実を図ります

　 　
続

29
（ ）

平成２９年 の な

続 65 072

　 の し、 に な
に る 、 人が

に る に し、 る。

も 推

３ ４に

5 736

　ニート、 も 、 、 な の
る も の 成 る 、 に
いて も している
、 の が る 連

（ 3 ） 、 で る の 成
の のフ ー る。

少年

（ 成 ） 続 11 576

　 が る「 に の る に し、
る に な （ 成 ）の

い、 に て の 減に 、
は に て 成 に る」 に して、

は の1 4 る。

も らい

ター
続 49 849

　 の らの に て、
な は 、 の に

の 図 、 ターの な
ー の る の連
る。

続 2 664

　 の となる の 、
成 る ー ーターの

成、 ート る。

推 続 2 360

　 の の る の
とし るとともに、 では

が ると で ない が に て
の る「 ー 」 「 ー 」

る。

２に
続 1 144

　 に る は、 の
とともに、 の に る の が

る と ら、 続 、 る の
な に る

の 成してい 。

ー ー

４に
続 73 907

154 121小 。
らの で 。

３ に 。
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重点目標６　　ひきこもりの子ども・若者への支援の充実を図ります

　 　
続

29
（ ）

平成２９年 の な

も 推

３ ４ ５に

5 736

　ニート、 も 、 、 な の
る も の 成 る 、 に
いて も している
、 の が る 連

（ 3 ） 、 で る の 成
の のフ ー る。

少年

ター
（ も に る

）
続 856

　 に いて、 年 の
も の る。

も ター
続 3 550

　 も に し 第 として、 も
ー ーター ２ し、 、 人

ー 、 、 、 の
る。

ー ー

４ ５に
続 73 907

154 121小 。
らの で 。

３ に 。

２４ い

４に
続 12 243

ー と ート ーが平
の8 30～17 30に る。

上 以 は、9 の24 が 。

ー ー ー ー

４に

続 30 723

　 に2～4 の 19 、 に6
し、 の の に て る。

の

４に
続 765

　 とのつなが の ている の
に 、 る。 、

とし と 、 の
い つなが 成 る 。
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重点目標 　　 ・ り支援の充実を図ります

　 　
続

29
（ ）

平成２９年 の な

2 395

　 な の として、 い
の な の 図る 、

に 成 るとともに、 の
（1 ）

ー（2 ） る。

1 273

　 の の 、
14 000 成し、 での
で る。

少年 成推 続 1 062

　 少年の 成 推 る 、少年
ターの 、 な の推 、

の 人 の る。
少年

続 1 276

　 の い に して、 の
し してもら

し、 推 る。

ー ー

４ ５ に
続 73 907

154 121小 。
らの で 。

３ に 。

ー ー ー ー

４ に

続 30 723

　 に2～4 の 19 、 に6
し、 の の に て る。

ー

４に

続 1 987

　 に ー 1
し、 ター ト トの につい

て、 。

と少年 る ー
リ 推
（ の ト

上 ）

1 832

　 ー に る少年の と る
、 とし

フ ー の 、 とし
の に な 成 る の ーの

る 、 に るフ タリ の
推 る の 成 。

少年
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重点目標 　　 を す 子ども・若者 の を 支援 ます

　 　
続

29
（ ）

平成２９年 の な

も 成 推 続 199

　 も 成 推 に 「 も
」として、 る31 で 成 る「

も ト ー 」 し、
も る上での連 上の

な連 について 続 に てい 。

少年

も 推

３ ４ ５ に

5 736

　ニート、 も 、 、 な の
る も の 成 る 、 に
いて も している
、 の が る 連

（ 3 ） 、 で る の 成
の のフ ー る。

少年

14 900

　 の に る 、
の で る。

　 の （ で の
とし している は ）

　 の （小4年 ～ 、 に
て ）

　

と 上
続 3 000

　 が として る の
の 。 も らい

続 113 440

　 に 、 が とがな
い な る 、 続 の

に る の （
１００万 以 、 １００人以 ） る。

も らい

もの
4 411

　 １ （ ）で、 と連 し
る。

に し、 の
ート る。

も らい

の

４ に
続 765

　 とのつなが の ている の
に 、 る。 、

とし と 、 の
い つなが 成 る 。

施
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重点目標 　　 ・ ・ の を ます

　 　
続

29
（ ）

平成２９年 の な

の て
（ ）

続 42 560

　 の は る と
に推 る 、 の も とし

の の に る に
る に し、 る。

続 270

　 の 。

２に
続 1 694

　小 し、
と の との に 、
る。

２に
5 000

　 し で し の
し、 として

で る 、 に いて の
との に る の ー フ ー

る。
　 、 の に

の る。

成

２に

続 1 036

　 の い、 小 に
る。

推

２に
続 199

　 の も の な の で る
「 も 」 とし の

。

も 推
連

続 -

　 も の推 に る
連 る。 も らい

ー ー ー ー

４ に

続 30 723

　 に2～4 の 19 、 に6
し、 の の に て る。

続 3 159

　 長が、 の で
成 る ら、 に る

る と に 、 と連 しながら
る る。

も
（ も 推 ）

続 62 289

　「 も 」 る の 「
も 」に わる人 の の

に 。

推 続 1 243

　 で る 、 続
してい 人 成 ると に、

の ト 、 な との連
して、 の 図る。

し
続 573

　 の の として、
の つ の い し
る。

数 6

で る
推

続 4 594

　 が ている の が
してい 、 ら連
の の となる の

る。 、 の 上と
の 図るフ ー る。

と の連 に る
人 成

２に

続 3 982

　 の し リ の し、
の る 、 に

し、 な 、
に る の 推 るとともに
と の との る。

でと と 「
」

続 5 346

　 に る の ーター
と の も の の
。 、 し 、 の も

の の 。

　 目標 　子ども・若者の を 支 り
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続

29
（ ）

平成２９年 の な

も の る０歳 ら
の

続 2 236

　 の し、 の
の とともに、 ート る

とし る。

でつながる
ー

続 884

　 に わる人の 、 の の
での につながる て の 、

の の して、 に し
成 る 、 ２ に いて ー

る。 、 に い
て る 、 ーの て

として、 ター に、
る。

（
ター）

続 3 340

　 の るとともに、 てに わる
人 の る 減 る と として、

と の とともに、 （ ）
の と 。

（
ター）

続 394

　 て の 減 る と として、
ら の に、

ー に る い の 。
（
ター）
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重点目標 　　 ひ り 子ども・若者の 支援 す りを ます

　 　
続

29
（ ）

平成２９年 の な

も 推

３ ４ ５ に

5 736

　ニート、 も 、 、 な の
る も の 成 る 、 に
いて も している
、 の が る 連

（ 3 ） 、 で る の 成
の のフ ー る。

少年

少年 成推 の 続 4 415

　 少年 成推 の に て、 続
に いて推 る。 少年

少年 成 推
続 3 500

　 少年 成 が る 少年 成推
に して、 の に る 続
る。

少年

22

　 に る 推 る 、「 も
推 」 し、 の連

るとともに、 の の に
て、長 の し い

に に、 推
、 の 成 、「

」 。

少年

も 推
連

９に

続 -

　 も の推 に る
連 る。 も らい

も て
推

続 1 013

　「 も て 推 」と「
も て 推 」とで連 図 ながら、 の

の の推
図る。

も らい

も ター
続 26 680

　 で て る 、
の の ト 。（ も

ター ） も らい

て 続 （ ）

　 に る て の の
図る 、 の 上の の 連

の の る。
（ も ター ）

も らい

て 続 （ ）

　 て ー て が、 てに わ
る に る。
（ も ター ） も らい

も 推
（ 成 ）

続 488 826

　 が 成 に る
し、 に る も て 推

る。 も らい

て 続 421 676

　 が も て
に る し、 に る も

て 推 る。 も らい

も て ート
続 （ ）

　 で て 推
る 、 が る て に る

の らなる して、
に 。（ も ター

）

も らい

減 続 68 861

　 に る第３ 以 の３歳 の
の 減に る の 。

も らい

続 70 529

　 が に る し、
に る も て 推 る。

も らい

長 続 158 208

　 が 長 に る し、
に る も て 推 る。 も らい

ター 続 22 795

　 ターに いて、
人 し、 人 の 。
　 、 としての る し

との とともに、 の
る の る。

も らい
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続

29
（ ）

平成２９年 の な

も い ト
続 18 366

　 人 ター トとし
ー る 、 と の

に る の に わ ト ー
「 ト ー 」 し、

ー の 「 」
る とに 、 し な いの

る。

も らい

79 225

　 連 も に して の の
上の の に る の 。

も らい

31 936

　 の小 ー 1
の １ の に る の 。

も らい

る 7 958

　 に る の 人 成
ー の の に る が
し る。 も らい

続 1 810

　 は し に し、
に な る の に

る。

フ フ ー ー 成

２に

続 3 172

　 年 とし
に 、 上 る。

　 少年 の リー ー 成
る。

推 続 910

　 ら に に 、 とも
の推 とな る な 年

年 として る。
（ の で る の と 年

で ）

ト ー
3 086

　 ト ー （ の 、
上 ー の ）し、 ト ー

（ との の 、 の ）
る。 、 の 上と る

ー る。

（ に る 連
）

2 000

　 成 る と
して、 連 に る リ ト し

トな る。 連

連 リ ート推

２に

続 876

　 での ー 24 3 450人の
に とともに、 とし い

の 図る。
（
ター）

も
（ も 推 ）

９に

続 62 289

　「 も 」 る の 「
も 」に わる人 の の

に 。
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重点目標 　　子ども・若者を り の を ます

　 　
続

29
（ ）

平成２９年 の な

（
ター ）

続 1 292

　 、 、 、 ー
らの に 、 として

し、 に る る。

に る 推

（ 推 ）
続 774

　 に る 推 る 、 年 に
続 （ ） （

）に いて るとともに、
ー に る で

の についての 。 、
とし ー る。

少年 成推

に
続 1 062

　 少年の 成 推 る 、少年
ターの 、 な の推 、

の 人 の る。
少年

少年 成 続 973

少年 成 、 も
成 推 の として、

る。
図 ４ し、 図 の 、

の推 少年 成 の に る
。

少年

図 続 1 219

　 少年 る の 推 る 、
少年 成 の について 続 に

してい 。
少年

続 920

　 の いの
る 、 に る

の い る。

も人 続 225

　 も 人 人が 、 の る
に る 、 の小

に もの とし
ト ー る。

も らい

続 3 800

　 に る
の の 、 に る の

。 も らい

リ 続 699

　 には、 の に
る の ている が い 、

の て、 の リ に
。

も らい

続 6 247

　 に いて、 な で
成 図る とがで る 推 る 、

の 、 、 に る
な 、 に る。

も らい

続 6 429

　 の に る
ター るとともに、 ト
に して 、 らの の

に２４ で る。
も らい

続 956

　 の に る しい の 図る 、
フ ト ー の 成、

続 。 も らい

ートフ ニ ー 推
続 569

　 の に 、 に らない ニ ー
のと してもら 、 ートフ ー
続 し、 の にも にも ない
の 推 る。

も らい

続 1 596

　 る もに わる の な が
る 、

の とともに、 ２ に いて
の で、 の の

る。

も らい

2 209

　 し
に して、 （ の ）

る。 も らい

と
続 1 150

　 して 成 に
し、 に な の と の
に し、 続
る。

も らい
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続

29
（ ）

平成２９年 の な

１０に
31 936

　 の小 ー 1
の １ の に る の 。

も らい

ら る
の （１４１の２

し もの）
続 3 429

　 フ ト
の 成 、 の 、 に

る の て、
ら る の 推 してい 。

と少年 る ー
リ 推
（ の ト

上 ）

に

1 832

　 ー に る少年の と る
、 とし

フ ー の 、 とし
の に な 成 る の ーの

る 、 に るフ タリ の
推 る の 成 。

少年
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参考 青森県青 年 育成  
 
 

 

青森県青 年 育成  

 

54 年 12 月 24 日青森県 第 4  

 59 年 12 月 22 日 第 49  

 平成 年３月 25 日 第 19  

 平成８年 10 月 16 日 第 9  

 平成 10 年 12 月 24 日 第 60  

 平成 11 年 10 月 18 日 第 48  

 平成 11 年 12 月 24 日 第 59  

 平成 14 年３月 27 日 第 48  

 平成 18 年 10 月 16 日 第 85  

 平成 20 年 10 月 17 日 第 59  

                         平成 28 年 月 25 日 第 25  

 

   

 第１  総 （第１ 第 ） 

  第２  施策（第６ 第 10 ）  

  第３  会 の 化（第 11 第 21 の２） 

  第  行 の 等（第 22 第 24 ） 

  第  推 等（第 25 第 27 ） 

  第６  （第 28 第 29 ） 

  第  （第 0 第 ） 

  

 

第１  総  

 （ 的） 

第１  の は、青 年の な育成に関する県 県民の を明らかにし、青 年の な育成に関

する施策の大 を めるとともに、青 年を取 く 会 の 化 青 年の な育成を する

行 の 等について 要な事 を める とによ 、青 年の な育成に資する とを 的とする。 

（平 11 59・一部 ） 

 

 （ 用上の 意） 

第２  の は、青 年の な育成を図るためにのみ 用すべきであつて、いやしくも、 を 用し、

と権 を に するような とがあつてはならない。 

 

 （県の ） 

第３  県は、青 年の な育成を図るための総合的な施策を策 し、 を実施する を有する。 

 

第  （平 11 59） 

 

 （県民の ） 
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参考 青森県青 年 育成  
 
 

 

第  県民は、青 年の な育成を する 会 の 成に めるとともに、青 年の な育成を

するおそ のある 会 から青 年を するように めな ならない。 

２ 者（ 権を行う者、後 人その他の者で青 年を現に するものをいう。 下 。）は、青 年

を に育成する とが らの である とを く し、あたたかい の中で青 年を 教育す

るように めな ならない。 

３ を 成する者は、 いに協 し、 な く を進める とによつて、青 年を に育成する

ように めな ならない。 

 学校の関 者その他の青 年の育成に携わる関 者 関 は、その職 は活動を通 て、 いに

協 し、青 年を に育成するように めな ならない。 

 民は、 いに協 し、青 年を に育成するように めな ならない。 

 

第２  施策 

 （施策の 本） 

第６  青 年の な育成を図るための県の施策の策 その実施は、県民の 主的な活動を援 し、

進する とを 本として、 的かつ 的にな な ならない。 

 

 （重点施策） 

第  県は、青 年の な育成を図るため、 に げる事 を内容とする施策を重点的に推進するものと

する。 

（１） 青 年 その が行う 主的かつ な活動の  

（２） 青 年の な育成に関する活動の 者の 成 

（３） 青 年の な育成を図るための施 の その 用の 進 

（ ） 青 年を取 く 会 の 化活動 青 年 行 活動の 進 

（ ） な く の 進 

 

 （推進 の ） 

第８  事は、青 年の な育成を図るための施策の推進 の に めな ならない。 

 

 （援 ） 

第  県は、青 年の な育成を図るため 要があるときは、市町村、青 年を に育成する とを

的とする 、青 年を取 く 会 の 化のため営業に関して 主 に める者の 等に対し、

成その他の援 の を講 るものとする。 

 

 （ 等） 

第 10  事は、青 年の な育成を図るため、青 年を取 く 会 青 年の実 を して

その を県民に公開するとともに、関 機関に対して 要な を提 しな ならない。 

 

第３  会 の 化 

 （ ） 

第 11  の 下（第 を く。）において「青 年」とは、18 未 の者（ した者を く。）をいう。 

２ の に第 28 の２第１ 第２ において、 の各 に げる用 の意 は、そ 各
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に めると による。 

（１） 図  その他の出 、 、 画、 、 用フ ルム は が記 てい

るテープ、 、 ク、フ ッ ー ク、シー・ ー・ ムその他の で機 を

用して は を 生するもの 

（２） 特 が  性に関するが に する （図 を く。） 

（３）  その他の人に を加える として 用する とができる  

（ ） 行 画、演 、演  

（ ）  時 は一 の 間 して公 に表 るもので、 、 、は は

に 、 、 その他の 作 等に 出 、 は表 たもの、公 に るちら

し に らに するもの 

（６） 用カード   営業等の 業 の 化等に関する （ 2 年 第 122 。 下

「 」という。）第２ 第 に する 話 性 営業（ 下「 話 性 営業」

という。） は 第 10 に する 話 性 営業（ 下「 話 性 営業」

という。）に関して提 る に る対 を る 的で 行 る その他の  

３ の において「青 年 」とは、 第２ 第１ に する 営業（ 下「 営業」と

いう。）、 第６ に する 性 特 営業（ 下「 性 特 営業」という。）

話 性 営業に る営業 （ 第１ 第 の営業に る営業 を く。） に 第 1

の２第１ 第 に する をいう。 

（平 19・平８ 9・平 10 60・平 14 48・平 18 85・平 20 59・平 28 25・

一部 ） 

 

 （ ） 

第 12  事は、図 、 行 でその内容が の各 のい かに するものを する と

ができる。 

（１） しく青 年の性的 を し、かつ、青 年の な育成を するおそ があると めら るもの 

（２） しく青 年の 性 は 性を し、かつ、青 年の な育成を するおそ があると

めら るもの 

２ 事は、特 が でその 状、 は機 が前 第１ に するもの でその 状、

は機 が 第２ に するものを する とができる。 

３ 前２ の は、 で行わな ならない。 

 事は、第１ は第２ の による をしようとするときは、あらか め、青森県青 年 育成

議会（ 下「 議会」という。）の意 を かな ならない。た し、 を要すると めるとき

は、 の でない。 

 事は、前 た し の によ 議会の意 を かないで第１ は第２ の による をした

ときは、その を 議会に しな ならない。 

６ 前３ の は、第１ は第２ の による の取 しについて 用する。 

 人も、 事に対し、図 、 行、 、特 が は について、第１ は第２ の

による はその取 しをするよう し出る とができる。 

（平 19・平８ 9・平 20 59・一部 ） 

 

 （図 ） 
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第 1  に げる図 は、前 第１ の によ た図 とみなす。 

（１） その他の出 であつて、 、半 若しくは らに い状 での わいな は性 若し

くは に する性行 を とした は した で で めるものを する ー （表

を 。 下 。）が総 ー の３ の１ 上を めるもの 

（２） は が記 ているテープ、 ク、フ ッ ー ク、シー・ ー・ ム

その他の で機 を 用して は を 生するものであつて、 、半 若しくは ら

に い状 での わいな は性 若しくは に する性行 を した で で めるもの

が総 の３ の１ 上を め、 はその の時間が合わ て３ を えるもの 

２ 図 の は を業とする者は、前 第１ の によ た図 は前 の によ

た図 とみな る図 （ 下「 図 等」という。）を青 年に し、 し 、

、 ま 、 か 、 は によつて てはならない。 

３ 図 の は を業とする者は、 図 等 の図 でその内容が の各 のい かに

するものを青 年に し、 し 、 、 ま 、 か 、 は によつて ないよう

に めな ならない。 

（１） 青 年の性的 を し、かつ、青 年の な育成を するおそ があると めら るもの 

（２） 青 年の 性 は 性を し、かつ、青 年の な育成を するおそ があると めら

るもの 

 図 の は を業とする者は、 図 等を するときは、他の図 と して 内の

容 に 通す とができる一 の に くとともに、 の やすい に青 年の は を

する の をするように めな ならない。 

 合 、集会 その他の施 を管理する者は、 施 において 図 等 の図 でその内容が

第３ 各 のい かに するものを青 年に 、 ま 、 は か ないように めな なら

ない。 

（平 19・平８ 9・一部 ） 

 

 （特 が ） 

第 1 の２ に げる特 が は、第 12 第２ の によ た特 が とみなす。 

（１） 下 の 状をしたが  

（２） 用済みの下 （ 用済みと るものを 。） 

（３） ら性 は に する性行 の用に する で で める 状、 は機 を有するもの 

２ 特 が の は を業とする者は、第 12 第２ の によ た特 が

は前 の によ た特 が とみな る特 が （ 下「 特 が 等」と

いう。）を青 年に し、 し 、 し、 は によつて てはならない。 

３ 特 が の は を業とする者は、 特 が 等 の特 が でその 状、

は機 が前 第３ 第１ に するものを青 年に し、 し 、 し、 は によつて

ないように めな ならない。 

 主として特 が の は を業とする者は、 の やすい に青 年の を する

の をするとともに、その営業 に青 年を として ち ら ないように めな ならない。 

（平８ 9・ 加） 

 （ 動 機等への 図 等の 等） 

第 1 の３ 動 機 は 動 出機（ 下「 動 機等」という。）による図 は特 が
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の は を業とする者は、 図 等 は 特 が 等を 動 機等に してはな

らない。 

２ 動 機等による図 は特 が の は を業とする者は、 動 機等に現に

ている図 は特 が について第 12 第１ は第２ の による があつたときは、

のあつた図 は特 が を ちに しな ならない。 

３ 事は、 図 等 は 特 が 等が 動 機等に ているときは、 動 機

等による図 は特 が の は を業とする者に対し、 図 等 は 特

が 等の を る とができる。 

 前３ の は、青 年 に 、かつ、青 年が 図 等 は 特 が 等

を できないように管理 ている 動 機等については、 用しない。 

 動 機等による図 は特 が の は を業とする者は、 図 等 の図

でその内容が第1 第３ 各 のい かに するもの は 特 が 等 の特 が

でその 状、 若しくは機 が 第１ に するものを 動 機等に しないように めな

ならない。 

（平８ 9・ 加） 

 

 （ 動 機等による図 等の 等の 出） 

第 1 の  図 は特 が の は を業とする者で 動 機等による図 は特

が の は をしようとするものは、 動 機等 とに、 は を開 する日の

10 日前までに、 で めると によ 、 に げる事 を 事に 出な ならない。 

（１） は に 人にあつては、その代表者の  

（２） 動 機等を管理する者の  

（３） 動 機等の にその を提 する者の は に 人にあつて

は、その代表者の  

（ ） 動 機等の 式  

（ ） は を開 する年月日 

（６） その他 で める事  

２ 前 の による 出をした者は、 出に る事 のうち で める事 に があつたときは、

その日から 20 日 内に、 で めると によ 、その内容を 事に 出な ならない。 

３ 第１ の による 出をした者は、 出に る は を したときは、その日から 10

日 内に、 で めると によ 、その を 事に 出な ならない。 

 第１ は第２ の による 出をした者は、第１ 第１ から第３ までに げる事 を 出に

る 動 機等の やすい に表 しな ならない。 

（平８ 9・ 加） 

 

 （ ） 

第1 の  の は を業とする者は、第12 第２ の によ た （

下「 」という。）を青 年に し、 し 、 し、 は によつて てはな

らない。 

２ の は を業とする者は、 の でその 状、 は機 が第

1 第３ 第２ に するものを青 年に し、 し 、 し、 は によつて ない
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の は を業とする者は、 図 等 は 特 が 等を 動 機等に してはな

らない。 

２ 動 機等による図 は特 が の は を業とする者は、 動 機等に現に

ている図 は特 が について第 12 第１ は第２ の による があつたときは、

のあつた図 は特 が を ちに しな ならない。 

３ 事は、 図 等 は 特 が 等が 動 機等に ているときは、 動 機

等による図 は特 が の は を業とする者に対し、 図 等 は 特

が 等の を る とができる。 

 前３ の は、青 年 に 、かつ、青 年が 図 等 は 特 が 等

を できないように管理 ている 動 機等については、 用しない。 

 動 機等による図 は特 が の は を業とする者は、 図 等 の図

でその内容が第1 第３ 各 のい かに するもの は 特 が 等 の特 が

でその 状、 若しくは機 が 第１ に するものを 動 機等に しないように めな

ならない。 

（平８ 9・ 加） 

 

 （ 動 機等による図 等の 等の 出） 

第 1 の  図 は特 が の は を業とする者で 動 機等による図 は特

が の は をしようとするものは、 動 機等 とに、 は を開 する日の

10 日前までに、 で めると によ 、 に げる事 を 事に 出な ならない。 

（１） は に 人にあつては、その代表者の  

（２） 動 機等を管理する者の  

（３） 動 機等の にその を提 する者の は に 人にあつて

は、その代表者の  

（ ） 動 機等の 式  

（ ） は を開 する年月日 

（６） その他 で める事  

２ 前 の による 出をした者は、 出に る事 のうち で める事 に があつたときは、

その日から 20 日 内に、 で めると によ 、その内容を 事に 出な ならない。 

３ 第１ の による 出をした者は、 出に る は を したときは、その日から 10

日 内に、 で めると によ 、その を 事に 出な ならない。 

 第１ は第２ の による 出をした者は、第１ 第１ から第３ までに げる事 を 出に

る 動 機等の やすい に表 しな ならない。 

（平８ 9・ 加） 

 

 （ ） 

第1 の  の は を業とする者は、第12 第２ の によ た （

下「 」という。）を青 年に し、 し 、 し、 は によつて てはな

らない。 

２ の は を業とする者は、 の でその 状、 は機 が第

1 第３ 第２ に するものを青 年に し、 し 、 し、 は によつて ない
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ように めな ならない。 

（平 20 59・ 加） 

 

 （ 行） 

第 14  行を行う者は、第 12 第１ の によ た 行（ 下「 行」という。）を青

年に 、 は か てはならない。 

２ 行を行う者は、 行 の 行でその内容が第 1 第３ 各 のい かに するものを青

年に 、 は か ないように めな ならない。 

（平 19・平８ 9・一部 ） 

 

 （ ） 

第 15  主 は の管理者は、第 12 第１ の によ た （ 下「 」

という。）を、青 年の に る に 出し、若しくは表 し、 は青 年に してはならない。 

２ 事は、前 の に違 して を 出し、 は表 している 主 は の管理者に対し、

の その他の 要な を講 べき とを る とができる。 

３ 主 は の管理者は、 の でその内容が第 1 第３ 各 のい かに

するものを、青 年の に る に 出し、若しくは表 し、 は青 年に しないように め

な ならない。 

（平 19・平８ 9・一部 ） 

 

 （ 用カード の 等の ） 

第 15 の２ 人も、青 年に対し、 用カード を し、 し 、 し、 は によつて

てはならない。 

２ 人も、青 年に対し、 話 性 営業 は 話 性 営業に関して提 る

を 用するために 要な 話 、会員 、 等の を教えてはならない。 

（平８ 9・ 加、平 14 48・ 第 15 の 上・一部 ） 

 

 （ 動 機への 用カード の ） 

第 15 の３ 用カード の を業とする者は、 用カード を 動 機に してはならない。 

２ 前 の は、青 年 に 、かつ、青 年が 用カード を できないように管理

ている 動 機については、 用しない。 

（平８ 9・ 加、平 14 48・ 第 15 の 上） 

 

 （ 動 機による 用カード の の 出） 

第 15 の  用カード の を業とする者で 動 機による 用カード の をしようとするもの

は、 動 機 とに、 を開 する日の 10 日前までに、公 委員会 で めると によ 、 に

げる事 を公 委員会に 出な ならない。 

（１） は に 人にあつては、その代表者の  

（２） 動 機を管理する者の  

（３） 動 機の にその を提 する者の は に 人にあつては、

その代表者の  
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（ ） 動 機の 式  

（ ） を開 する年月日 

（６） その他公 委員会 で める事  

２ 前 の による 出をした者は、 出に る事 のうち公 委員会 で める事 に があつ

たときは、その日から 20 日 内に、公 委員会 で めると によ 、その内容を公 委員会に

出な ならない。 

３ 第１ の による 出をした者は、 出に る を したときは、その日から 10 日 内に、

公 委員会 で めると によ 、その を公 委員会に 出な ならない。 

（平８ 9・ 加、平 14 48・ 第 15 の６ 上・一部 ） 

 

 （ 話 性 営業等に る の 出等の ） 

第 15 の  人も、 話 性 営業に る営業 の 若しくは 地若しくは 話 若しく

は 話 性 営業に る 、事 の 地若しくは 話 は 用カード を する

（ 下「 話 性 営業に る営業 の 等」という。）に る （公 に

るちらし に するものを く。 下 の において 。）を 出し、 は表 してはならない。

た し、青 年 に 出 、 は表 る （青 年の に るおそ がないと

めら るものに る。）については、 の でない。 

２ 人も、青 年に対し、 話 性 営業に る営業 の 等に る （公 に る

ちらし に するものに る。）を してはならない。 

３ 人も、 話 性 営業に る営業 の 等を記 した その他の を公 話機の

２ ー ル 内の に いてはならない。 

 察 は、前３ の に違 して は その他の を 出し、表 し、 し、 は いて

いる者に対し、 行 の中 を る とができる。 

（平８ 9・ 加、平 14 48・ 第 15 の 上・一部 ） 

 

 （深 カラ 営業） 

第 15 の６ カラ 営業（ を 、 において に 用機 によ 生 る に

合わ て を行わ る営業をいう。 下 。）を営 者は、深 （ 後 11 時から 日の日の出の時ま

でをいう。 下 。）において、 者が する 合を き、その営業 に青 年を として ち

ら てはならない。 

（平 18 85・ 加） 

 

 ( 等） 

第 15 の  営業 （ 24 年 第 108 ）第２ 第３ に する は 営業 （

25 年 第 158 ）第１ 第２ に する は、青 年が 者の委 を 、 は 意を たと

めら る 合その他 な理 がある 合を き、青 年から （ 営業 第２ 第１ に する

をいう。 下 。）を い 、若しくは の の委 を 、 は （有 を 。）

を に取つて を し てはならない。 

（平 18 85・ 加） 

 

 （ 機営業） 
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第 16  機を て に を る営業を営 者は、 機の 機による の方

からみて、 機による が青 年の 性 は 性を し、かつ、青 年の な育成を

するおそ があると めら るときは、青 年に 機による を ないように めな

ならない。 

２ 機を て に を る営業を営 者は、青 年にその営業 において 機による のた

め の を ないように めな ならない。 

（ 59 49・一部 ） 

 

 （ 業等） 

第 17  業（ 業 （ 2 年 第 1 8 ）第２ 第１ に する 業をいう。） は を

て に を る営業を営 者は、 らの営業に る施 が青 年の 学、 業 は 性

の として 用 る等青 年の なたま とならないように めな ならない。 

（ 59 49・一部 ） 

 

 （ 性 施 ） 

第 18  主として 性を する に は を る営業で 営業に る施 は が で

める要 を たすものを営 者は、 の やすい に青 年の を する の をするととも

に、その営業 に青 年を として ち ら ないように めな ならない。 

（平８ 9・一部 ） 

 

 （深 行等） 

第 19  行を行う者 は を て に 若しくは ー を る営業（ カラ 営業を

く。）を営 者は、深 において、 な理 がある 合を き、その営業 に青 年を として ち

ら ないように めな ならない。 

（ 59 49・平 18 85・一部 ） 

 

 （ 用 ） 

第 20  第 1 第２ 若しくは第３ 、第 1 の２第２ 若しくは第３ 、第 14 、第 16 は第 17

の は、 営業、 性 特 営業、 第２ 第 11 に する特 営業（ 下「特

営業」という。） は を て に を る営業（ 営業 は 性 特

営業に するものを く。 下 。）を営 者が 第 22 第１ 第 （ 第 1 の 2 第 2

第３ において 用する 合を 。） は第 28 第 12 第 の に違 する行 に引き いて

その営業 において行う青 年に対する 図 等の 等の行 については、 用しない。 

２ 第 1 第２ 若しくは第３ 、第 1 の２第２ から第 まで、第 15 、第 15 の６、第 18

は前 の は、 営業、 第２ 第 に する性 関連特 営業、特 営業 は

を て に を る営業を営 者が行う 第 16 、第 22 第１ 第 （ 第 1 の 2

第 2 第３ において 用する 合を 。）、第 28 第 若しくは第８ （ らの を 第 1

の３第１ 、第 1 の８第１ 、第 1 の 1 第１ 第 1 の 18 第１ において 用する 合を

。）、第 10 （ 第 1 の 1 第１ において 用する 合を 。）若しくは第 12 第 は

第 1 の３第３ 第２ の に違 する行 については、 用しない。 

（ 59 49・ 加、平 19・ 第 19 の２ 下、平８ 9・平 10 60・平 14 48・平
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18 85・平 28 25・一部 ） 

 

 （ 主 ） 

第 21  第 1 第３ から第 まで、第 1 の２第３ 第 、第 1 の３第 、第 1 の

第２ 、第 14 第２ 、第 15 第３ に第 16 から第 19 までの （ 下「 主 に関する

」という。）に つて 主 に める者は、 主 に たつて いに協 するように めな

ならない。 

２ 前 に する者の は、 主 についての 策を め、その内容を 成員に るとと

もに、 事に するように めな ならない。 

３ 事は、 主 に関する に つた 主 に めていない者 その に対し、 主 に め

るよう要 する とができる。 

（平 19・平８ 9・平 20 59・一部 ） 

 

  (イン ー ッ の 用 の ） 

第 21 の２ 者 学校の関 者その他の青 年の育成に携わる関 者は、有 （イン ー ッ

の 用によつて ら る でその内容が第 1 第３ 各 のい かに するものをいう。 下

。）を青 年に 、 ま 、 は か ないように めな ならない。 

２ イン ー ッ を 用する とができる を公 の 用に する者は、 を青 年の

用に するに たつては、有 の を する機 を有する フ ェ の活用その他の な方

によ 、有 を青 年に 、 ま 、 は か ないように めな ならない。 

３ イン ー ッ を 用する とができる の 若しくは を業とする者 は特 通

提 者の の 者 の開 に関する （平成 1 年 第 1 7 ）第２ 第

３ に する特 通 提 者は、その事業活動を行うに たつては、有 を青 年に 、

ま 、 は か ないようにするため 要な を提 するように めな ならない。 

（平 18 85・ 加） 

 

第  行 の 等 

 （ 行 はわい つ行 の ） 

第 22  人も、青 年に対し、 行 はわい つ行 をしてはならない。 

２ 人も、青 年に対し、 行 はわい つ行 を教え、 は てはならない。 

 

 （ の提 は の ） 

第 2  人も、青 年が に げる行 をする とを つて らの行 が行わ る を提 し、 は

してはならない。 

（１） 行 はわい つ行  

（２） 大 の 用 

（３） 催 、 は の作用を有する をみ に 用する と。 

（ ） は  

 

 （深 出） 

第 24  者は、深 において、み に青 年を 出 ないように めな ならない。 

－ 187 －



参考 青森県青 年 育成  
 
 

 

２ 人も、 者の委 を 、 は 意を た 合その他 な理 がある 合を き、深 に青 年を

連 出し、 し、 はとどめてはならない。 

（平 18 85・一部 ） 

 

第  推 等 

 （推 ） 

第 25  事は、 、 画、演 、 の行う活動等でその内容が青 年の な育成にとつて特に有

であると めら るものを、 議会の意 を いた上、推 する とができる。 

（平８ 9・一部 ） 

 

 （表 ） 

第 26  事は、 に げるものを、 議会の意 を いた上、表 する とができる。 

（１） 青 年を に育成するために 的に活動し、その が特に であると めら るもの 

（２） 青 年 はその でその行動 は活動が他の模 になると めら るもの 

 

 （推 等の 出） 

第 27  人も、 事に対し、第 25 の による推 は前 の による表 を行うよう し出る と

ができる。 

 

第６   

 （ ） 

第 28  人も、青 年の な育成を し、 は するおそ がある事実を したときは、 者、

関 機関等に通 する等青 年を するため 要な を講 るように めな ならない。 

 

 （ ） 

第 28 の２ 事は、 の の施行に 要な 度において、 に げる者に対し、 若しくは資料の提

出を 、 はその職員に、 らの者の事 若しくは営業 若しくは図 若しくは特 が に

る 動 機等が する 地若しくは に ち 、関 者に る とができる。 

（１） 図 、特 が は の は を業とする者 

（２） 行を行う者 

（３） 主 は の管理者 

（ ） カラ 営業を営 者 

（ ） 第 15 の に する は  

２ 公 委員会は、 の の施行に 要な 度において、 用カード の を業とする者に対し、 若

しくは資料の提出を 、 は 察職員に、 用カード の を業とする者の事 若しくは営業 若

しくは 用カード に る 動 機が する 地若しくは に ち 、関 者に る とが

できる。 

３ 前２ の によ をする職員 は 察職員は、その を す 明 を携 し、関 者に提

しな ならない。 

 第１ は第２ の による の権 は、 のために めら たものと解 してはならな

い。 
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（平 19・ 加、平８ 9・平 14 48・平 18 85・平 20 59・一部 ） 

 

 （施行事 ） 

第 29  の の施行に関し 要な事 は、 は公 委員会 で める。 

（平８ 9・一部 ） 

 

第   

第 0  第 22 第１ の に違 した者は、２年 下の は 100 下の に する。 

２ 第 22 第２ は第 2 の に違 した者は、６月 下の は 0 下の に する。 

３ の各 のい かに する者は、20 下の は 料に する。 

（１） 第 1 第２ 、第 1 の２第２ 、第 1 の３第１ 、第 1 の 第１ 、第 15 の２、第 15

の３第１ は第 15 の６の に違 した者 

（２） 第 1 の 第１ は第 15 の 第１ の による 出を 、 は の 出をした者 

（３） 第 15 の 第 の による に違 した者 

 の各 のい かに する者は、10 下の は 料に する。 

（１） 第 1 の３第３ は第 15 第２ の による に違 した者 

（２） 第 1 の 第２ 若しくは第３ は第 15 の 第２ 若しくは第３ の による 出を 、

は の 出をした者 

（３） 第 1 の 第 、第 14 第１ 、第 15 の は第 24 第２ の に違 した者 

（ ） 第 15 第１ の に違 して を青 年に した者 

（ ） 第 28 の２第１ 若しくは第２ の に違 して を 、若しくは資料を提出 、若しく

は らの による 若しくは資料の提出について の をし、若しくは の資料を提出し、

は らの による を み、 げ、若しくは した者 

（平 19・平８ 9・平 14 48・平 18 85・平 20 59・一部 ） 

 

第 1  前 第１ 第２ に する者は、青 年の年齢を らない とを理 として を る

とができない。た し、青 年の年齢を らない とについて がないときは、 の でない。 

（平 19・平８ 9・平 14 48・一部 ） 

 

第 2  人の代表者 は 人若しくは人の代理人、 用人その他の 業者が、その 人 は人の業 に関

し、第 0 の違 行 をしたときは、行 者を する か、その 人 は人に対して の は

料 を する。 

（平８ 9・平 14 48・一部 ） 

 

第  第 0 は前 の は、第 0 の違 行 があつた時に青 年であつた者については、 用し

ない。 

 

     

 （施行 日） 

１ の は、 55 年 月１日から施行する。 

 （青森県 機関に関する の一部 ） 
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２ 青森県 機関に関する （ 6年１月青森県 第 14 ）の一部を のように する。 

    のよう  

 （特別職の職員の に関する の一部 ） 

３ 特別職の職員の に関する （ 27 年 月青森県 第 9 ）の一部を のように する。 

    のよう  

  （特別職の職員の 用 に関する の一部 ） 

 特別職の職員の 用 に関する （ 27 年 月青森県 第 4 ）の一部を のように

する。 

    のよう  

    （ 59 年 第 49 ） 

 の は、 60 年２月 1 日から施行する。 

    （平成 年 第 19 ） 

  の は、平成 年 月１日から施行する。 

    （平成８年 第 9 ） 

１  の は、平成 年１月１日から施行する。た し、第 25 の は、公 の日から施行する。 

２ の の施行前に 前の青森県青 年 育成 第 1 第 の によ な た 図

の の は、 後の青森県青 年 育成 （ 下「 後の 」という。）第 1 の３第３

の によ な た 図 等の の とみなす。 

３ の の施行の 現に 後の 第 11 第２ 第１ に する図 （ 下「図 」という。）

は 第２ に する特 が （ 下「特 が 」という。）の は を業とする

者で 動 機 は 動 出機による図 は特 が の は をしているものは、

後の 第1 の 第１ に する図 は特 が の は を業とする者で 動

機等による図 は特 が の は をしようとするものとみなして、 （ に る

を 。）の を 用する。 の 合において、 中「 は を開 する日の 10 日前ま

でに」とあるのは「平成 年１月 1日までに」と、「 に」とあるのは「第１ から第 まで 第６

に」とする。 

 の の施行の日（ 下「施行日」という。）から 10 日を経 する日までに図 は特 が

の は を業とする者で 動 機 は 動 出機による図 は特 が の は

をしようとするものに関する 後の 第 1 の 第１ の の 用については、 中「

は を開 する日の 10 日前までに」とあるのは、「あらか め」とする。 

 の の施行の 現に 後の 第 11 第２ 第 に するテ ンクラ 等営業（ 下

という。）を営 でいる者は、 後の 第 15 の２第１ に するテ ンクラ

等営業を営もうとする者とみなして、 （ に る を 。）の を 用する。 の 合に

おいて、 中「営業を開 する日の 10 日前までに」とあるのは「平成 年１月 1 日までに」と、「

に」とあるのは「第１ から第３ まで、第 第６ に」とする。 

６ 前 の によ み えて 用 る 後の 第 15 の２第１ の による 出をした者で

後の 第15 の３第１ に する 域内でテ ンクラ 等営業を営 でいるものの テ ン

クラ 等営業については、施行日から２年を経 する日までの間は、 の は、 用しない。 

 施行日から10日を経 する日までにテ ンクラ 等営業を営もうとする者に関する 後の 第15

の２第１ の の 用については、 中「営業を開 する日の 10 日前までに」とあるのは、「あら

か め」とする。 
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８ の の施行の 現に 後の 第 11 第２ 第６ に する 用カード （ 下「 用カード

」という。）の を業とする者で 動 機による 用カード の をしているものは、 後の

第15 の６第１ に する 用カード の を業とする者で 動 機による 用カード の

をしようとするものとみなして、 （ に る を 。）の を 用する。 の 合におい

て、 中「 を開 する日の 10 日前までに」とあるのは「平成 年１月 1 日までに」と、「 に」

とあるのは「第１ から第 まで 第６ に」とする。 

 前 の によ み えて 用 る 後の 第 15 の６第１ の による 出に る 動

機については、施行日から３月を経 する日までの間は、 後の 第 15 の 第１ の は、

用しない。 

10 施行日から 10 日を経 する日までに 用カード の を業とする者で 動 機による 用カード

の をしようとするものに関する 後の 第 15 の６第１ の の 用については、 中「

を開 する日の 10 日前までに」とあるのは、「あらか め」とする。 

11 の の施行の 現に 出 、 は表 ている 後の 第 15 の 第１ に するテ

ンクラ 等営業 の 等に る については、施行日から３月を経 する日までの間は、 の

は、 用しない。 

    （平成 10 年 第 60 ） 

 の は、平成 11 年 月１日から施行する。 

       （平成 11 年 第 48 ） 

 の は、児童 、児童 ル に る行 等の 児童の 等に関する （平成 11 年 第

52 ）の施行の日から施行する。 

   （施行の日 平成 11 年 11 月１日） 

    （平成 11 年 第 59 ）  

１ の は、平成 12 年 月１日から施行する。 

    （平成 14 年 第 48 ） 

 の は、平成 14 年 月１日から施行する。 

    （平成 18 年 第 85 ） 

 の は、平成 19 年 月１日から施行する。た し、第 11 第３ の 第 20 の

（「第 15 の下に「、第 15 の６」を加える部 を く。）は、公 の日から施行する。 

    （平成 20 年 第 59 ） 

 の は、平成 21 年 月１日から施行する。 

 （平成 28 年 第 25 ） 

 の は、平成 28 年６月 2 日から施行する。 
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